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はじめに

対象読者および使用
『Cisco Unity Connection ネ ッ ト ワーク  ガ イ ド 』 は、 シ ス テム管理者、 および Cisco Unity 
Connection でネ ッ ト ワーク の設定 と 管理を担当する ユーザを対象 と し ています。 他のボ イ ス  
メ ッ セージン グ  シ ス テム と 通信で き る よ う に Unity Connection を設定する場合は、 それら のボ
イ ス  メ ッ セージン グ  シ ス テムの実務知識も必要です。

表記法

『Cisco Unity Connection ネ ッ ト ワーク  ガイ ド  リ リ ース  11.x』 では、 次の表記法も使用し ます。

（注） 「注釈」 です。 役立つ情報や、 こ のマニ ュ アル以外の参照資料など を紹介し ています。

表 1 『Cisco Unity Connection ネ ッ ト ワーク  ガイ ド  リ リース 11.x』 の表記法 

表記法 説明

太字 次の場合は太字を使用し ます。

 • キーおよびボ タ ン名。 （例 ： [OK] を選択し ます）。

 • ユーザが入力する情報。 （例 ： [ ユーザ名 （User Name） ] 
ボ ッ ク スに Administrator と 入力し ます）。

< >

（山カ ッ コ）

ユーザが値を指定するパ ラ メ ータ を囲むために使用し ます。
（例 ： ブ ラ ウザで、 https://<Cisco Unity Connection サーバの 
IP ア ド レ ス >/cuadmin に移動し ます）。

- 

（ハイ フ ン）

同時に押す必要があ る キーを表し ます。 （例 ： Ctrl-Alt-Delete 
を押し ます）。

> 

（右向き の山カ ッ コ）

Cisco Unity Connection Administration のナビゲーシ ョ ン  バー
で選択する順序を表し ます。 （例 ： Cisco Unity Connection 
Administration で、 [ 連絡先 （Contacts） ] > [ シ ス テム連絡先
（System Contacts） ] を展開し ます）。
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注意 「要注意」 の意味です。 機器の損傷ま たはデータ損失を予防する ための注意事項が記述されて
います。

Cisco Unity Connection のマニュアル
Cisco.com にあ る  Cisco Unity Connection のマニ ュ アルの説明 と  URL については、
『Documentation Guide for Cisco Unity Connection』 を参照し て く だ さ い。 こ のマニ ュ アルは 
Unity Connection に同梱さ れてお り 、 次の URL か ら も入手で き ます。
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/11x/roadmap/11xcucdg.html

CiscoUnified Communications Manager Business Editionに関するマニュア
ル リ フ ァ レンス

Unity Connection 11.x マニ ュ アル セ ッ ト では、「Cisco Business Edition」 への参照は CiscoUnified 
Communications Manager Business Edition 6000/7000 に適用さ れます。 参照はその他の Business 
Edition には適用さ れません。

マニュアルの入手方法およびテクニカル サポー ト
マニ ュ アルの入手方法、 テ ク ニカル サポー ト 、 その他の有用な情報について、 次の URL で、
毎月更新さ れる 『What's New in Cisco Product Documentation』 を参照し て く だ さ い。 シ ス コ の新
規および改訂版の技術マニ ュ アルの一覧も示さ れています。

http://www.cisco.com/en/US/docs/general/whatsnew/whatsnew.html

『What's New in Cisco Product Documentation』 は Really Simple Syndication （RSS） フ ィ ード と し て
購読でき ます。 また、 任意の リ ーダー アプ リ ケーシ ョ ンを使用し て コ ンテンツがデス ク ト ッ プに
直接配信される よ う に設定する こ と もでき ます。 RSS フ ィ ード は無料のサービ スです。 シス コは
現在、 RSS バージ ョ ン 2.0 をサポー ト し ています。

シスコ製品のセキュ リ テ ィ の概要
本製品には暗号化機能が備わってお り 、 輸入、 輸出、 配布および使用に適用される米国および
他の国での法律を順守する も の と し ます。 シ ス コ の暗号化製品を譲渡された第三者は、 その暗
号化技術の輸入、 輸出、 配布、 および使用を許可さ れたわけではあ り ません。 輸入業者、 輸出
業者、 販売業者、 およびユーザは、 米国および他の国での法律を順守する責任があ り ます。 本
製品を使用する にあたっては、 関係法令の順守に同意する必要があ り ます。 米国および他の国
の法律を順守で き ない場合は、 本製品を至急送 り 返し て く だ さ い。

米国の輸出規制の詳細については、 http://www.access.gpo.gov/bis/ear/ear_data.html で参照で き
ます。
x
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ネ ッ ト ワーキングの概念の概要

概要
それぞれの Cisco Unity Connection サーバま たは ク ラ ス タ には、 対応可能な最大数のユーザが存
在し ます。 組織の メ ッ セージ利用ニーズに よ り 、 複数の Unity Connection サーバま たは ク ラ ス
タ が必要な場合、 ま たは複数の Unity Connection デ ィ レ ク ト リ ま たはイ ン ターネ ッ ト ワーク  
Unity Connection を  Cisco Unity と 組み合わせる必要があ る場合は、Cisco ボ イ ス メ ール組織を形
成する方法が必要です。

Cisco ボ イ ス メ ール組織は、 Unity Connection サーバま たは ク ラ ス タ をつなげてサ イ ト を形成
し、 Unity Connection サ イ ト を他の Unity Connection サ イ ト ま たは Cisco Unity サ イ ト と リ ン ク
させる こ と で形成で き ます。

（注） こ の章に記載さ れている情報は、 Cisco Business Edition には該当し ません。 Cisco Business 
Edition 構成でサポー ト さ れている ネ ッ ト ワーク  オプシ ョ ンは、 VPIM ネ ッ ト ワーキングだけで
す。 「VPIM ネ ッ ト ワーキング」 の章を参照し て く だ さ い。

Unity Connection サイ ト とサイ ト 内リ ン クについて
2 つ以上 （最大 10） の Unity Connection サーバま たは ク ラ ス タ を結合し て、 Unity Connection サ
イ ト と 呼ばれる強固に接続さ れたネ ッ ト ワーク を構成する こ と がで き ます。 サ イ ト に結合され
る サーバは、 ロ ケーシ ョ ン と 呼ばれます。 （Unity Connection ク ラ ス タ が構成さ れてい る場合、
サ イ ト 内では ク ラ ス タ を  1 つの ロ ケーシ ョ ン と し て数え ます）。 サ イ ト 内の各ロ ケーシ ョ ンは、
SMTP を使用し て、 デ ィ レ ク ト リ 同期情報および メ ッ セージを他のすべての ロ ケーシ ョ ン と 直
接交換し ます。 各ロ ケーシ ョ ンは、 サ イ ト 内 リ ン ク を介し てサ イ ト 内の他のすべての ロ ケー
シ ョ ン と リ ン ク し ている も の と 見な さ れます。 図 1-1 は、 サ イ ト 内 リ ン ク で結合さ れた  5 つの 
Unity Connection ロ ケーシ ョ ン を含むサ イ ト を示し ています。
1-1
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第 1 章      ネ ッ ト ワーキングの概念の概要        

Cisco ボイス メ ール組織とサイ ト 間リ ン クについて
図 1-1 すべてのロケーシ ョ ンがサイ ト 内リ ン クで結合された Unity Connection サイ ト

Unity Connection サ イ ト の概念は、 Unity Connection リ リ ース  7.x ではデジ タル ネ ッ ト ワーク と
呼ばれていま し た。 7.x の ロ ケーシ ョ ン と  8.x の ロ ケーシ ョ ンは、 サ イ ト を別のサ イ ト と リ ン ク
し ない限 り 、 同じ  Unity Connection サ イ ト （サ イ ト 内 リ ン ク） 内で接続で き ます （サ イ ト 間 リ
ン ク では各 Unity Connection ロ ケーシ ョ ンが リ リ ース  11.x であ る こ と が必要にな り ます）。

各 Unity Connection サーバま たは ク ラ ス タは、サ イ ト 内で単一の Unity Connection ロ ケーシ ョ ン
と 見な さ れます。 こ れはイ ン ス ト ール時に ローカルで作成される も ので、 サーバ自体か ら は削
除で き ません。 サーバ （ま たは ク ラ ス タ） をサ イ ト 内の既存の ロ ケーシ ョ ンに結合する と 、 サ
イ ト 内の他のすべての ロ ケーシ ョ ンに自動的にそのサーバ （ま たは ク ラ ス タ） の Unity 
Connection ロ ケーシ ョ ンが作成さ れ、 こ れら の ロ ケーシ ョ ンで新し い ロ ケーシ ョ ン と のデ ィ レ
ク ト リ 同期が開始さ れます。Unity Connection ロ ケーシ ョ ンは 1 つのサ イ ト にのみ属する こ と が
で き ます。

Cisco ボイス メール組織とサイ ト 間リ ン クについて
サ イ ト 間 リ ン ク を使用し て  1 つの Unity Connection サ イ ト を別の Unity Connection サ イ ト に接続
する と 、 組織の最大ロ ケーシ ョ ン数を  10 か ら  20 に拡張で き ます。 ま たは、 サ イ ト 間 リ ン ク を
使用し て Unity Connection サーバま たはサ イ ト を  Cisco Unity サーバま たは Cisco Unity デジ タル 
ネ ッ ト ワーク に接続する こ と も で き ます。 リ ン ク さ れたサ イ ト は、 Cisco ボ イ ス メ ール組織 と
呼ばれます。

サ イ ト 間 リ ン ク を作成する には、 他のサ イ ト へのゲー ト ウ ェ イ と し て機能させる ロ ケーシ ョ ン
を各サ イ ト か ら それぞれ 1 つ選択し ます。 すべてのデ ィ レ ク ト リ 同期通信は 2 つのサ イ ト  ゲー
ト ウ ェ イ間を通 り 、 その際に接続要件 と 帯域幅利用がその 2 つのサ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ  ロ ケー
シ ョ ン間の リ ン ク に限定さ れます。

サ イ ト  1 つにつき、 1 つのサ イ ト 間 リ ン ク だけがサポー ト さ れます。 そのため、 1 つの Unity 
Connection サ イ ト を  1 つの Cisco Unity サ イ ト に リ ン クする か、 ま たは 1 つの Unity Connection 
サ イ ト を別の Unity Connection サ イ ト に リ ン クする こ と がで き ます。

Cisco Unity

Cisco Unity
Connection

Cisco Unity
Connection

Cisco Unity
Connection

Cluster
(active/active pair)

Cluster
(active/active pair)
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67
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第 1 章      ネ ッ ト ワーキングの概念の概要

Cisco ボイス メ ール組織とサイ ト 間リ ン クについて 
2 つの Unity Connection サイ ト 間のリ ン クについて

2 つの Unity Connection サ イ ト をサ イ ト 間 リ ン ク で接続し た場合、 ローカル サ イ ト  デ ィ レ ク ト
リ のあ ら ゆ る変更に関する情報を収集し、 リ モー ト  サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ を定期的にポー リ ン
グ し て リ モー ト  サ イ ト  デ ィ レ ク ト リ の更新に関する情報を取得する こ と は、 各サ イ ト のゲー
ト ウ ェ イ が担当し ます。 ゲー ト ウ ェ イは HTTP ま たは HTTPS プ ロ ト コルを使用し て、 デ ィ レ
ク ト リ 同期の更新を交換し ます。

各サ イ ト のゲー ト ウ ェ イはま た、 リ モー ト  サ イ ト の受信者に宛て られた メ ッ セージの転送 と 、
自身のサ イ ト の受信者に宛て られた メ ッ セージの受信も担当し ます。 サ イ ト 間 メ ッ セージは、
SMTP を介し て送受信さ れます。

Unity Connection ク ラ ス タ をサ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ と し て使用する場合は、 ク ラ ス タ内のパブ
リ ッ シ ャ  サーバだけが、 サ イ ト 間 リ ン ク を介し たデ ィ レ ク ト リ 同期に参加し ます。 ただ し、 パ
ブ リ ッ シ ャ  サーバがダ ウ ン し た場合は、 サブス ク ラ イバ サーバが引き続き サ イ ト 間 リ ン ク を
介し た メ ッ セージ交換を行います。

図 1-2 は、 2 つの Unity Connection サ イ ト を接続する場合の、 サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ と サ イ ト 間
リ ン ク の役割を図示し た も のです。

（注） 2 つの Unity Connection サ イ ト を リ ン クする には、 それぞれのサ イ ト の全サーバで Unity 
Connection バージ ョ ン  11.x が実行さ れている必要があ り ます。

図 1-2 サイ ト 間リ ン クで接続された 2 つの Unity Connection サイ ト から成る Cisco ボイス メ ール組織

Unity Connection サイ ト と  Cisco Unity サイ ト のリ ン クについて

Cisco Unity サ イ ト を  Unity Connection サ イ ト に リ ン ク し た場合、 ローカル サ イ ト  デ ィ レ ク ト リ
のあ ら ゆ る変更に関する情報を収集し、 リ モー ト  サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ を定期的にポー リ ン グ
し て リ モー ト  サ イ ト  デ ィ レ ク ト リ の更新に関する情報を取得する こ と は、 各サ イ ト のゲー ト
ウ ェ イ が担当し ます。 ゲー ト ウ ェ イは HTTP ま たは HTTPS プ ロ ト コルを使用し て、 デ ィ レ ク
ト リ 同期の更新を交換し ます。
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第 1 章      ネ ッ ト ワーキングの概念の概要        

Cisco ボイス メ ール組織とサイ ト 間リ ン クについて
メ ッ セージの交換については、 Interoperability Gateway for Microsoft Exchange が Cisco Unity サ
イ ト の メ ッ セージン グ  ゲー ト ウ ェ イ と し て機能し ます。 Interoperability Gateway は、 ハブ ト ラ
ン スポー ト の役割が設定さ れた Microsoft Exchange 2010 ま たは 2007 サーバか、 あ るいは 
Microsoft Exchange 2003 サーバに イ ン ス ト ールで き ます。 （Interoperability Gateway の最新のサ
ポー ト  バージ ョ ンおよび要件については、
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/unity/compatibility/matrix/cunetoptionsreqs.html 
で 「Cisco UnityNetworking Options Requirements」 を参照し て く だ さ い）。

Cisco Unity ユーザが作成し た メ ッ セージで、 外部の受信者を含むも のは、 メ ール シ ス テムに よ
り 、 Interoperability Gateway が定期的にチェ ッ クする フ ォルダに転送されます。 Interoperability 
Gateway は処理すべき メ ッ セージを フ ォルダか ら選択し、 送信者 と 受信者の情報を確認し た上
で必要な形式に変換し、 必要に応じ て メ ッ セージのプ ロパテ ィ を追加ま たは削除し、 宛先ロ
ケーシ ョ ンの必要に応じ てオーデ ィ オを変換および暗号化/復号化し、 メ ッ セージ部分 と フ ォー
マ ッ ト の変換を行ってか ら、 メ ッ セージを配信のため メ ッ セージ  シ ス テムに戻し ます。 こ う し
た タ ス ク を実行する ため、 Interoperability Gateway は Cisco Unity のデ ィ レ ク ト リ 情報にア ク セス
する必要があ り ます。 こ の情報を取得する ため、 Cisco Unity サイ ト 内の Cisco Unity 8.x サーバに
あ る  Cisco Unity の Web サービ スの リ ソースに接続が行われます （Interoperability Gateway はプ
ラ イ マ リ と セカンダ リ の Web サービ ス  サーバを両方使用する よ う に設定でき ます。 サイ ト  ゲー
ト ウ ェ イ を  Web サービ ス  サーバ と し て使用する こ と も でき ますが、 サイ ト 内のあ ら ゆる  8.x 
サーバが使用可能です）。

図 1-3 は、 Cisco Unity サ イ ト と  Cisco Unity Connection サ イ ト を接続する場合の、
Interoperability Gateway for Microsoft Exchange、 サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ、 およびサ イ ト 間 リ ン ク の
高レベルにおけ る役割を図示し た も のです。 Cisco Unity サ イ ト は、 単一の Cisco Unity サーバ、
1 つのフ ェールオーバー ペア、 ま たは複数の Cisco Unity サーバ （あ る いはフ ェールオーバー 
ペア） を含む 1 つのデジ タル ネ ッ ト ワーク で構成で き ます。 同様に、 Unity Connection サ イ ト
も単一の Unity Connection サーバ、 1 つの Unity Connection ク ラ ス タ、 ま たは複数のサーバ （あ
る いは ク ラ ス タ） で構成で き ます。

図 1-3 サイ ト 間リ ン クで Unity Connection サイ ト に接続された 1 つの Cisco Unity サイ ト から成る Cisco ボイス メ ー
ル組織
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VPIM ネ ッ ト ワーキングについて 
Cisco Unity サ イ ト と  Unity Connection サ イ ト を リ ン ク する には、Unity Connection サ イ ト 内の全
サーバで Unity Connection 11.x が実行されていなければな ら ない こ と に注意し て く だ さ い。
Cisco Unity サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ では、 Cisco Unity 8.x が実行さ れている必要があ り ます。
Cisco Unity サ イ ト 内の他の Cisco Unity サーバでは、 Unity Connection のネ ッ ト ワーク  サポー ト
を追加する ための該当する特別技術オプシ ョ ンが イ ン ス ト ール されている場合は、 Cisco Unity 
5.0 以降が実行されていれば構いません。 追加の詳細情報および要件については、
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/unity/compatibility/matrix/cunetoptionsreqs.html 
で 「Cisco UnityNetworking Options Requirements」 を参照し て く だ さ い。

Unity Connection ク ラ ス タ を  Unity Connection サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ と し て使用する場合は、 ク ラ
ス タ内のパブ リ ッ シ ャ  サーバだけが、 Cisco Unity と のデ ィ レ ク ト リ 同期に参加し ます。 ただ
し、 パブ リ ッ シ ャ  サーバがダ ウ ン し た場合は、 サブス ク ラ イバ サーバが引き続き サ イ ト 間 リ
ン ク を介し た メ ッ セージ交換を行 う こ と がで き ます。 同様に、 Cisco Unity フ ェールオーバー ペ
アを  Cisco Unity サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ と し て使用する場合は、 プ ラ イ マ リ  Cisco Unity サーバだ
けが Unity Connection と のデ ィ レ ク ト リ 同期に参加し ますが、 メ ッ セージ交換はセカンダ リ  
Cisco Unity サーバがア ク テ ィ ブな際で も続行で き ます。

VPIM ネ ッ ト ワーキングについて
Unity Connection は、 業界標準の イ ン ターネ ッ ト  メ ッ セージ用音声プ ロ フ ァ イル （VPIM） プ ロ
ト コルをサポー ト し ています。 こ のプ ロ ト コルに よ って、 異な る ボ イ ス  メ ッ セージン グ  シ ス
テム間で、 ボ イ ス  メ ッ セージ と テキ ス ト  メ ッ セージを イ ン ターネ ッ ト ま たは任意の TCP/IP 
ネ ッ ト ワーク経由で交換で き ます。 VPIM は、 シンプル メ ール転送プ ロ ト コル （SMTP） およ
び多目的イ ン ターネ ッ ト  メ ール拡張 （MIME） プ ロ ト コルを基礎 と し ています。

VPIM ネ ッ ト ワーキングは、 Cisco Business Edition 6000/7000 でのみサポー ト さ れます。

Unity Connection 11.x は、Unity Connection デ ィ レ ク ト リ 内で最大 10 の VPIM ロ ケーシ ョ ンおよ
び 100,000 の VPIM 連絡先をサポー ト し ます。 こ の制限は、 1 つの Unity Connection サーバま た
は ク ラ ス タ  ペア内のデ ィ レ ク ト リ に も、 サ イ ト 内のグ ローバル デ ィ レ ク ト リ に も、 同様に適
用さ れます。

Unity Connection ネ ッ ト ワー ク  サ イ ト 内で VPIM を展開する場合は、 サ イ ト 内の 1 つの Unity 
Connection ロ ケーシ ョ ン を、 VPIM ロ ケーシ ョ ン と  VPIM 連絡先の設定を処理する ブ リ ッ ジ
ヘ ッ ド と し て指定する必要があ り ます。 VPIM ロ ケーシ ョ ン  データおよび VPIM ロ ケーシ ョ ン
のすべての連絡先 （自動作成さ れた連絡先を含む） は、 ブ リ ッ ジヘ ッ ド か ら サ イ ト 内の他の ロ
ケーシ ョ ンにレプ リ ケー ト さ れます。 ブ リ ッ ジヘ ッ ド 以外に 1 つの Unity Connection ロ ケー
シ ョ ン を ホーム と する ユーザが VPIM メ ッ セージを送信する と 、 メ ッ セージはまずブ リ ッ ジ
ヘ ッ ド に渡さ れ、 そ こ で宛先サーバへの転送が処理さ れます。 同様に、 VPIM 連絡先か ら の
メ ッ セージはブ リ ッ ジヘ ッ ド で受信さ れ、 Unity Connection 受信者のホーム  サーバに リ レーさ
れます。

Cisco ボ イ ス メ ール組織で VPIM を展開する場合は、 各サ イ ト で個別に VPIM を設定する必要
があ り ます。 VPIM の ロ ケーシ ョ ン と 連絡先は、 サ イ ト 間 リ ン ク を介し てはレプ リ ケー ト さ れ
ず、 サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ は VPIM メ ッ セージを他のサ イ ト に リ レーし ません。

VPIM ネ ッ ト ワーク の詳細については、 「VPIM ネ ッ ト ワーキング」 の章を参照し て く だ さ い。
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デ ィ レ ク ト リの同期
デ ィ レ ク ト リの同期
Unity Connection サ イ ト ま たは Cisco ボ イ ス メ ール組織内の各ロ ケーシ ョ ンには、 その ロ ケー
シ ョ ンで作成さ れ、 その ロ ケーシ ョ ン を 「ホーム と する」 と 言われる、 ユーザおよび他のオブ
ジ ェ ク ト 用の独自のデ ィ レ ク ト リ があ り ます。 ロ ケーシ ョ ン間およびサ イ ト 間でレプ リ ケー ト
さ れる オブジ ェ ク ト と オブジ ェ ク ト  プ ロパテ ィ の コ レ ク シ ョ ンは、 グ ローバル デ ィ レ ク ト リ
と 呼ばれます。

デ ィ レ ク ト リ 同期の際にレプ リ ケー ト さ れる個々のオブジ ェ ク ト と オブジ ェ ク ト  プ ロパテ ィ の
詳細については、 次の各項を参照し て く だ さ い。

 • Unity Connection サ イ ト 内でのレプ リ ケーシ ョ ン （1-6 ページ）

 • 2 つの Unity Connection サ イ ト 間でのレプ リ ケーシ ョ ン （1-7 ページ）

Unity Connection サイ ト 内でのレプ リ ケーシ ョ ン

Unity Connection サ イ ト 内では、 表 1-1 に示すオブジ ェ ク ト と オブジ ェ ク ト  プ ロパテ ィ が、 各
ロ ケーシ ョ ンで独自のデ ィ レ ク ト リ か ら他のすべての ロ ケーシ ョ ンにレプ リ ケー ト されます。

表 1-1 Unity Connection サイ ト 内でレプ リ ケー ト されるオブジ ェ ク ト  

レプ リ ケー ト されるオブジ ェ
ク ト レプ リ ケー ト されるプロパテ ィ

メ ールボ ッ ク スがあ る ユーザ  • エ イ リ ア ス

 • 姓、 名、 表示名、 ユーザの別名

 • 内線番号、 ク ロ スサーバ転送先内線番号、 代行内線番号

 • デ ィ レ ク ト リ 一覧ス テータ ス

 • パーテ ィ シ ョ ン

 • 録音名

 • SMTP ア ド レ ス と  SMTP プ ロ キシ ア ド レ ス

シ ス テム連絡先 すべてのプ ロパテ ィ

シ ス テム同報 リ ス ト リ ス ト  メ ンバーシ ッ プを含むすべてのプ ロパテ ィ

パーテ ィ シ ョ ン すべてのプ ロパテ ィ

サーチ スペース メ ンバーシ ッ プを含むすべてのプ ロパテ ィ

Unity Connection ロ ケー
シ ョ ン

 • 表示名

 • ホ ス ト  ア ド レ ス

 • SMTP ド メ イ ン名

 • Unity Connection バージ ョ ン

VPIM ロ ケーシ ョ ン [連絡先作成 （Contact Creation） ] 設定を除 く すべてのプ ロパ
テ ィ （連絡先設定は VPIM ロ ケーシ ョ ン をホーム と する  Unity 
Connection ロ ケーシ ョ ンで行われます）
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デ ィ レ ク ト リの同期
レプ リ ケー ト さ れたオブジ ェ ク ト はほ と んどの場合、 ローカル オブジ ェ ク ト と 同様に使用で き
ます。 た と えば、 リ モー ト  ユーザをシ ス テム  コール ハン ド ラ の メ ッ セージ受信者 と し て割 り
当てた り 、 リ モー ト  サーチ スペース を使用する よ う にユーザの検索範囲を設定し た り で き ま
す。 ただ し、 次の例外に注意し て く だ さ い。

 • シ ス テム  コール ハン ド ラ の所有者はローカル ユーザでなければな り ません。

 • パーテ ィ シ ョ ンに属する オブジ ェ ク ト （ユーザ、 連絡先、 ハン ド ラ、 シ ス テム同報 リ ス ト 、
および VPIM ロ ケーシ ョ ン） は、 ローカル パーテ ィ シ ョ ンにだけ属する こ と がで き ます。
ただ し、 ローカル サーチ スペースに リ モー ト  パーテ ィ シ ョ ン を追加する こ と は可能です。

Unity Connection ロ ケーシ ョ ン をホーム と する レプ リ ケー ト さ れたオブジ ェ ク ト を追加、 変更、
ま たは削除する と 、 変更に関する詳細を含むオブジ ェ ク ト 変更要求が、 こ の ロ ケーシ ョ ンか ら
他のすべての ロ ケーシ ョ ンに送信さ れます。 特定の ロ ケーシ ョ ンのオブジ ェ ク ト 変更要求は、
ユニーク なシーケン ス番号 （USN） と 呼ばれる番号で指示さ れ追跡さ れます。 それぞれの変更
について、 ロ ケーシ ョ ンで USN が 1 ずつ増やさ れ、 その変更がデータベースに記録さ れます。
リ モー ト  ロ ケーシ ョ ンは、 その送信者か ら前に受信し た要求よ り も  1 大き い USN 値を持つオ
ブジ ェ ク ト 変更要求を受信する と 、 それに応じ てその Unity Connection デ ィ レ ク ト リ の コ ピー
を更新し、 送信者用に追跡する  USN の コ ピーを  1 大き く し ます。 リ モー ト  ロ ケーシ ョ ンが 1 
つま たは複数の変更を受信し損ねて、 その ロ ケーシ ョ ンか ら前に受信し た要求よ り も  2 以上大
き い USN を持つ変更要求を受信し た場合は、 受信し損ねた変更の USN 値を要求し てその変更
を取得する こ と がで き ます。

USN の他に、 各ロ ケーシ ョ ンには も う  1 つ、 レプ リ ケーシ ョ ン  セ ッ ト と 呼ばれる番号が関連付
け られています。 レプ リ ケーシ ョ ン  セ ッ ト の値は、 USN が属する一連の変更の追跡に使用さ
れます。 レプ リ ケーシ ョ ン  セ ッ ト の値は、 ア ッ プグ レー ド 、 復元、 ま たはロールバ ッ ク の処理
中、 自動的に変更さ れます。 こ れに よ り 、 処理の結果発生し たデータベースへのあ ら ゆ る変更
が、 確実にネ ッ ト ワーク にレプ リ ケー ト さ れます。 た と えば、 ロ ケーシ ョ ン  A で、 レプ リ ケー
シ ョ ン  セ ッ ト が 10 で USN が 5 の メ ッ セージが ロ ケーシ ョ ン  B か ら受信さ れ、次に ロ ケーシ ョ
ン  B か ら レプ リ ケーシ ョ ン  セ ッ ト が 9 で USN が 5 の メ ッ セージが受信さ れた場合、 9 のほ う
が数値が低 く その メ ッ セージの日付はレプ リ ケーシ ョ ン  セ ッ ト  10 の メ ッ セージ よ り も古いた
め、 レプ リ ケーシ ョ ン  セ ッ ト  9 の メ ッ セージが無視さ れます。 ロ ケーシ ョ ン  A が ロ ケーシ ョ ン  
B か ら、レプ リ ケーシ ョ ン  セ ッ ト が 10 で USN が 5 の別の メ ッ セージを も う 一度受信し た場合、
それは重複 メ ッ セージであ り 無視可能であ る と 判断さ れます。

ロ ケーシ ョ ンで一括処理が実行中の場合、 その ロ ケーシ ョ ンでのレプ リ ケーシ ョ ンは処理が終
了する まで一時停止さ れます。

2 つの Unity Connection サイ ト 間でのレプ リ ケーシ ョ ン

表 1-2 に示すよ う に、 2 つの Unity Connection サ イ ト 間では単一の Unity Connection サ イ ト 内の
場合 と 同じ オブジ ェ ク ト およびオブジ ェ ク ト  プ ロパテ ィ がレプ リ ケー ト されますが、 次の よ う
な例外があ り ます。

 • シ ス テム連絡先はサ イ ト 間でレプ リ ケー ト さ れません。

 • 各サ イ ト について、 リ モー ト  サ イ ト を ホーム と するすべてのシ ス テム同報 リ ス ト を同期す
る かど う かを選択で き ます。 ま た個々の リ ス ト について も、 その リ ス ト を レプ リ ケーシ ョ
ン用に リ モー ト  サ イ ト に提供する かど う かを選択で き ます。

 • シ ス テム同報 リ ス ト の メ ンバーシ ッ プは、 サ イ ト 間でレプ リ ケー ト されません。

 • VPIM ロ ケーシ ョ ン （および連絡先） は、 サ イ ト 間でレプ リ ケー ト さ れません。
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デ ィ レ ク ト リの同期
サ イ ト 内 リ ン ク の場合 と 同様、 リ モー ト  サ イ ト か ら レプ リ ケー ト し たオブジ ェ ク ト はローカル 
オブジ ェ ク ト と 同じ よ う に使用で き ますが、 コール ハン ド ラ の所有者はローカル ユーザでな
ければな らず、 パーテ ィ シ ョ ンに属する オブジ ェ ク ト はローカル パーテ ィ シ ョ ンにのみ属する
こ と がで き ます。

サ イ ト 間レプ リ ケーシ ョ ンは、 各サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ で実行さ れている フ ィ ーダ サービ ス と
リ ーダー サービ ス を使用し て行います。 リ ーダー サービ スは、 リ モー ト  サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ
を定期的にポー リ ン グ し て、 前回のポール間隔以降に行われたデ ィ レ ク ト リ 変更情報を収集し
ます。 フ ィ ーダー サービ スは、 変更 ト ラ ッ キン グ  データベース を調べてデ ィ レ ク ト リ 変更が
行われたかど う かを確認し、 必要な情報を使用し てポー リ ン グ要求に応答し ます。

各サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ では、 リ ーダーがデ ィ レ ク ト リ  データ を確認する ため リ モー ト  フ ィ ー
ダをポー リ ン グする ス ケジ ュール、 および録音名を確認する ためポー リ ン グする ス ケジ ュール
を設定で き ます。 サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ の Cisco Unity Connection Administration で、 [デ ィ レ ク ト
リ を リ モー ト ネ ッ ト ワーク と 同期 （Synchronize Directory With Remote Network） ] タ ス ク ま たは 

表 1-2 ある Unity Connection サイ ト から別のサイ ト にレプ リ ケー ト されるオブジ ェ ク ト  

レプ リ ケー ト されるオブジ ェ
ク ト レプ リ ケー ト されるプロパテ ィ

メ ールボ ッ ク スがあ る ユーザ  • エ イ リ ア ス

 • 姓、 名、 表示名、 ユーザの別名

 • 内線番号、 ク ロ スサーバ転送先内線番号、 代行内線番号

 • デ ィ レ ク ト リ 一覧ス テータ ス

 • パーテ ィ シ ョ ン

 • 録音名1

 • SMTP ア ド レ ス と  SMTP プ ロ キシ ア ド レ ス

1. サイ ト ご と に、 リ モー ト  サイ ト  オブジェ ク ト の録音名を同期させるかど う かを選択でき ます。

シ ス テム同報 リ ス ト 2

2. ローカル サ イ ト のシ ス テム同報 リ ス ト は、 リ モー ト  サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ のサ イ ト 間 リ ン ク
について [ デ ィ レ ク ト リ  データ を同期する と き に同報 リ ス ト を含め る （Include Distribution 
Lists When Synchronizing Directory Data） ] チェ ッ ク ボ ッ ク スがオンになってお り 、 リ ス ト につ
いて [ サ イ ト 間 リ ン ク経由の リ モー ト  サ イ ト のレプ リ ケー ト （Replicate to Remote Sites Over 
Intersite Links） ] チェ ッ ク ボ ッ ク スがオンになっている場合のみ、 リ モー ト  サ イ ト で同期さ れ
ます。

 • エ イ リ ア ス

 • 表示名

 • 内線番号

 • パーテ ィ シ ョ ン

 • 録音名1

パーテ ィ シ ョ ン すべてのプ ロパテ ィ

サーチ スペース すべてのプ ロパテ ィ

Unity Connection ロ ケー
シ ョ ン

 • 表示名

 • ホ ス ト  ア ド レ ス

 • SMTP ド メ イ ン名

 • Unity Connection バージ ョ ン
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デ ィ レ ク ト リの同期
[音声名を リ モー ト ネ ッ ト ワーク と 同期 （Synchronize Voice Names With Remote Network） ] タ ス
ク のいずれかを選択する と 、 [ツール （Tools） ] > [タ ス ク管理 （Task Management） ] ページのス
ケジ ュールにア ク セスで き ます。 ま たは、 [サ イ ト 間 リ ン ク の編集 （Edit Intersite Link） ] ページ
の [関連 リ ン ク （Related Links） ] フ ィ ール ド を使用する と 、 いずれかの タ ス ク にア ク セスで き
ます。

[音声名を リ モー ト ネ ッ ト ワーク と 同期 （Synchronize Voice Names With Remote Network） ] タ ス
ク を有効にする と 、 リ ーダーは、 リ モー ト  ユーザの録音名フ ァ イル と シ ス テム同報 リ ス ト （該
当する場合） を処理し ます。 ローカル サ イ ト の リ モー ト  オブジ ェ ク ト に一度録音名を作成す
る と 、 その名前は リ モー ト およびローカルの録音名のフ ァ イル名が異な る場合だけ更新されま
す。 た と えば、 リ モー ト  サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ で録音名の発信コーデ ッ ク を変更し て も、 ロー
カル サ イ ト のフ ァ イ ル名は変更さ れないため、 ローカル サ イ ト にあ る該当フ ァ イルは更新さ
れません。 こ の場合、 更新さ れた録音名の コ ピーをプルする には、 ローカル サ イ ト  ゲー ト
ウ ェ イ か ら既存の録音名をすべて ク リ ア し、 次に Unity Connection Administration の [サ イ ト 間
リ ン ク の検索 （Search Intersite Links） ] ページにあ る  [録音名の ク リ ア （Clear Recorded Names） ] 
ボ タ ンおよび [すべて再同期 （Resync All） ] ボ タ ン を使用し て、 完全な再同期を実行する必要
があ り ます。 Cisco Unity サ イ ト と  Unity Connection サ イ ト 間のレプ リ ケーシ ョ ン

Cisco Unity サ イ ト と  Unity Connection サ イ ト を リ ン ク する と 、 各 Unity Connection ユーザにつ
いて連絡先 （Cisco Unity Administrator では Unity Connection ネ ッ ト ワーク  サブス ク ラ イバ と 呼
ばれる） が、 Cisco Unity デ ィ レ ク ト リ および Active Directory に追加さ れます。 同様に、 各 
Cisco Unity ユーザについて、 ユーザ （Cisco Unity Connection Administrationでは Cisco Unity 
ユーザ と 呼ばれる） が Unity Connection サ イ ト のグ ローバル デ ィ レ ク ト リ に追加さ れます。
Unity Connection のシ ス テム連絡先 と  VPIM 連絡先は Cisco Unity にレプ リ ケー ト さ れず、
Cisco Unity ネ ッ ト ワーク連絡先 （AMIS、 Bridge、 VPIM、 Internet、 ま たは Trusted Internet のサ
ブス ク ラ イバ） も  Unity Connection にはレプ リ ケー ト さ れません。

シ ス テム同報 リ ス ト は、 ローカル サ イ ト が リ ス ト を リ モー ト  サ イ ト か ら プルする よ う に設定
さ れていて、 リ ス ト 自体も他のサ イ ト へのレプ リ ケーシ ョ ン を許可する よ う に設定されている
場合、 サ イ ト 間でレプ リ ケー ト さ れる こ と があ り ます。 シ ス テム連絡先ま たはネ ッ ト ワーク連
絡先を含む リ ス ト は、 他のサ イ ト へのレプ リ ケーシ ョ ン を許可する よ う に設定する こ と はで き
ません。 レプ リ ケー ト さ れる リ ス ト では、 宛先指定に使用される リ ス ト 名などの情報だけがレ
プ リ ケー ト さ れ、 リ ス ト  メ ンバーシ ッ プはレプ リ ケー ト さ れません。

表 1-3 は、 Cisco Unity サ イ ト と  Unity Connection サ イ ト の間でレプ リ ケー ト さ れる オブジ ェ ク
ト 、 およびレプ リ ケー ト さ れる オブジ ェ ク ト  プ ロパテ ィ の一覧を示し た も のです。
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デ ィ レ ク ト リの同期
サ イ ト 間レプ リ ケーシ ョ ンは、 各サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ で実行さ れている フ ィ ーダ サービ ス と
リ ーダー サービ ス を使用し て行います。 リ ーダー サービ スは、 リ モー ト  サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ
を定期的にポー リ ン グ し て、 前回のポール間隔以降に行われたデ ィ レ ク ト リ 変更情報を収集し
ます。 フ ィ ーダー サービ スは、 変更 ト ラ ッ キン グ  データベース を調べてデ ィ レ ク ト リ 変更が
行われたかど う かを確認し、 必要な情報を使用し てポー リ ン グ要求に応答し ます。

Unity Connection サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ では、 リ ーダーがデ ィ レ ク ト リ  データ を確認する ため リ
モー ト  フ ィ ーダをポー リ ン グする ス ケジ ュール、 および録音名を確認する ためポー リ ン グする
ス ケジ ュールを設定で き ます。サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ の Cisco Unity Connection Administration で、
[デ ィ レ ク ト リ を リ モー ト ネ ッ ト ワーク と 同期 （Synchronize Directory With Remote Network） ] 
タ ス ク ま たは [音声名を リ モー ト ネ ッ ト ワーク と 同期 （Synchronize Voice Names With Remote 
Network） ] タ ス ク のいずれかを選択する と 、 [ツール （Tools） ] > [タ ス ク管理 （Task 
Management） ] ページのス ケジ ュールにア ク セ スで き ます。 ま たは、 [サ イ ト 間 リ ン ク の編集
（Edit Intersite Link） ] ページの [関連 リ ン ク （Related Links） ] フ ィ ール ド を使用する と 、 いずれ
かの タ ス ク にア ク セスで き ます。

表 1-3 Cisco Unity サイ ト と  Unity Connection サイ ト 間でレプ リ ケー ト されるオブジ ェ ク ト  

レプ リ ケー ト されるオ
ブジ ェ ク ト レプ リ ケー ト されるプロパテ ィ

メ ールボ ッ ク スがあ る  
Unity Connection ユーザ

 • エ イ リ ア ス

 • 姓、 名、 表示名、 ユーザの別名

 • 内線番号、 ク ロ スサーバ転送先内線番号、 代行内線番号1

 • デ ィ レ ク ト リ 一覧ス テータ ス

 • 録音名2

 • SMTP ア ド レ ス と  SMTP プ ロ キシ ア ド レ ス

1. Unity Connection 内線番号は、 Cisco Unity サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ で定義さ れたダ イ ヤル発信 ド メ イ ンの既存のオブ
ジ ェ ク ト と 競合し ない場合だけ、 Cisco Unity にレプ リ ケー ト さ れます。

2. サ イ ト ご と に、 リ モー ト  サ イ ト  オブジ ェ ク ト の録音名を同期させる かど う かを選択で き ます。

Cisco Unity ユーザ  • エ イ リ ア ス

 • 姓、 名、 表示名、 ユーザの別名

 • 内線番号、 転送先内線番号、 代行内線番号

 • デ ィ レ ク ト リ 一覧ス テータ ス

 • 録音名 2

シ ス テム同報 リ ス ト 3

3. シ ス テム同報 リ ス ト は、 サ イ ト 間 リ ン ク が リ モー ト  リ ス ト の同期を許可する よ う に設定さ れていて、 リ ス ト 自体
も他のサ イ ト へのレプ リ ケーシ ョ ン を許可する よ う に設定さ れている場合のみ、 他のサ イ ト か ら同期さ れます。

 • エ イ リ ア ス

 • 表示名

 • 内線番号 1

 • 録音名 2

ロ ケーシ ョ ン  • 表示名

 • ホ ス ト  ア ド レ ス

 • SMTP ド メ イ ン名
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デ ィ レ ク ト リ  サイズの制限 
Cisco Unity サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ では、 録音名の同期を有効ま たは無効に し、 リ ーダーが Unity 
Connection フ ィ ーダーをポー リ ング し てデ ィ レ ク ト リ  データおよび録音名を収集する間隔を設
定で き ます。 デ ィ レ ク ト リ  データ と 録音名のポー リ ン グ  ス ケジ ュールを個別に設定で き る  
Unity Connection リ ーダー と は異な り 、 Cisco Unity リ ーダーは各サ イ ク ルで両方の情報をポー
リ ン グ し ます （録音名の同期が有効になっている場合）。

[音声名を リ モー ト ネ ッ ト ワーク と 同期 （Synchronize Voice Names With Remote Network） ] タ ス
ク を有効にする と 、 リ ーダーは、 リ モー ト  ユーザの録音名フ ァ イル と シ ス テム同報 リ ス ト （該
当する場合） を処理し ます。 ローカル サ イ ト の リ モー ト  オブジ ェ ク ト に録音名が作成されて
いる場合、 その名前は リ モー ト およびローカルの録音名のフ ァ イル名が異な る場合だけ更新さ
れます。 た と えば、 リ モー ト  サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ で録音名の発信コーデ ッ ク を変更し て も、
ローカル サ イ ト のフ ァ イ ル名は変更さ れないため、 ローカル サ イ ト にあ る該当フ ァ イルは更
新さ れません。 更新さ れた録音名の コ ピーを  Cisco Unity か ら  Unity Connection にプルする に
は、 Unity Connection Administration の [ネ ッ ト ワーク （Networking） ] > [ リ ン ク （Links） ] > [サ
イ ト 間 リ ン ク の検索 （Search Intersite Links） ] ページにあ る  [録音名の ク リ ア （Clear Recorded 
Names） ] ボ タ ン を使用し て、 Unity Connection サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ か ら既存の録音名をすべて
ク リ アする必要があ り ます。 更新さ れた録音名の コ ピーを  Unity Connection か ら  Cisco Unity に
プルする には、 Cisco Unity Administrator の [ネ ッ ト ワーク （Networking） ] > [Unity Connection
ネ ッ ト ワーク プ ロ フ ァ イル （Unity Connection Networking Profile） ] ページにあ る  [ボ イ ス名の
消去 （Clear Voice Names） ] ボ タ ン を使用し ます。

デ ィ レ ク ト リ  サイズの制限
Unity Connection グ ローバル デ ィ レ ク ト リ （ローカルおよびレプ リ ケー ト のオブジ ェ ク ト の完
全な コ レ ク シ ョ ン） には、 特定のサ イ ズ制限があ り ます。 同じ制限が、 単一の Unity 
Connection サ イ ト と 、 リ ン ク先サ イ ト の Cisco ボ イ ス メ ール組織の両方に適用さ れます （Unity 
Connection サ イ ト が別の Unity Connection サ イ ト ま たは Cisco Unity サ イ ト に リ ン ク されている
かど う かに よ らず）。 Cisco ボ イ ス メ ール組織では、 こ の制限を超過する と 、 サ イ ト 同士を リ ン
ク で結合する機能や、 各サ イ ト が リ ン ク済みの場合にサ イ ト 間 リ ン ク を介し て追加のデ ィ レ ク
ト リ  オブジ ェ ク ト を レプ リ ケー ト する機能に影響が出ます。 Unity Connection 11.x では、 ユー
ザ と 連絡先の数、 およびシ ス テム同報 リ ス ト の数について、 別個の制限があ り ます。

Unity Connection 11.x リ リ ース時点でのサ イ ズ制限は次の と お り です。

 • ユーザ と シ ス テム連絡先を合わせた合計が 100,000 （VPIM ロ ケーシ ョ ンに関連付け られた
連絡先 と ロ ケーシ ョ ンに関連付け られていない連絡先の両方を含む）

 • シ ス テム同報 リ ス ト が 100,000 件

 – シ ス テム同報 リ ス ト  1 件につき ユーザ 25,000 名

 – 全シ ス テム同報 リ ス ト の リ ス ト  メ ンバー合計が 150 万人

 – 20 のレベルのネス ト （1 つのシ ス テム同報 リ ス ト が他の リ ス ト の メ ンバー と し て含ま
れている場合）

（注） デ ィ レ ク ト リ  オブジ ェ ク ト には さ ら に追加の制限事項があ り 、 こ う し た制限事項は リ リ ース時
以降に更新さ れている可能性があ り ます。 最新の詳細な情報については、 『System Requirements 
for Cisco Unity Connection Release 11.x』 を参照し て く だ さ い。 こ の ド キ ュ メ ン ト は、
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/11x/requirements/11xcucsysreqs.ht
ml か ら入手可能です。
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メ ッ セージング
Unity Connection サ イ ト を別の Unity Connection サ イ ト ま たは Cisco Unity サ イ ト に リ ン ク し よ
う と する と 、 ユーザ と シ ス テム連絡先の制限数、 およびシ ス テム同報 リ ス ト の制限数の両方
が、 Unity Connection サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ に よ ってチェ ッ ク さ れます。 リ ン ク作成後のゲー ト
ウ ェ イ におけ る ユーザ と 連絡先の合計数がユーザ と 連絡先の制限数を超え る か、 ま たはゲー ト
ウ ェ イ でのシ ス テム同報 リ ス ト の合計数が リ ス ト の制限数を超え る場合、 サ イ ト は リ ン ク で き
ません。 （ リ ン ク作成後の 2 つのサ イ ト のグ ローバル デ ィ レ ク ト リ のサ イ ズは、 一致する と は
限 り ません。 こ れは連絡先が、 サ イ ト 間 リ ン ク を介し て レプ リ ケー ト されないか ら です。 ただ
し それで も、 各 Unity Connection サ イ ト には最大サ イ ズ制限 （シ ス テム連絡先を含む） が適用
さ れます）。

ユーザ と シ ス テム連絡先の制限数チェ ッ ク に関する、 次の よ う な例を考えてみます。 Unity 
Connection サ イ ト  A には 40,000 名のユーザ と  5,000 件のシ ス テム連絡先が、 Unity Connection 
サ イ ト  B には 50,000 名のユーザ と  15,000 件の連絡先があ り ます。 こ れら のサ イ ト を リ ン クす
る と 、 Unity Connection サ イ ト  A のグ ローバル デ ィ レ ク ト リ には、 95,000 のユーザ と 連絡先の
オブジ ェ ク ト があ る こ と にな り ます （40,000 + 5,000 + 50,000）。 ただ し、 Unity Connection サ イ
ト  B のグ ローバル デ ィ レ ク ト リ には、 合計 105,000 のユーザ と 連絡先のオブジ ェ ク ト があ る こ
と にな り ます （50,000 + 15,000 + 40,000）。 ユーザ と 連絡先の制限がサ イ ト  B で超過し てい る た
め、 こ れら  2 つのサ イ ト を結合する試みは失敗し ます。 ただ し  Unity Connection サ イ ト  A を、
50,000 名のユーザ と  15,000 件のネ ッ ト ワーク連絡先を持つ Cisco Unity サ イ ト と 結合する試み
は成功し ます。 こ れは、 Unity Connection サ イ ト のグ ローバル デ ィ レ ク ト リ には 95,000 のユー
ザ と 連絡先のオブジ ェ ク ト が含まれる こ と にな り 、 100,000 と い う ユーザ と シ ス テム連絡先の
数制限を超過し ないか ら です。

2 つのサイ ト を結合する際の制限数チェ ッ ク に加え、 各 Unity Connection サイ ト  ゲー ト ウ ェ イで
は リ ーダー サービ ス を実行する たびに、 ユーザ と システム連絡先の制限数およびシステム同報 リ
ス ト の制限数もチェ ッ ク されます。 制限数を 5% 以上超過する と、 リ ーダー サービ スでは リ モー
ト  サイ ト  オブジェ ク ト 用に新しいデ ィ レ ク ト リ  オブジェ ク ト が作成でき な く な り ます。 既存の
オブジェ ク ト については継続的に変更が加え られ、 リ モー ト  サイ ト から削除された場合には削除
されます。 それため、 こ の状態は 「削除モード」 と呼ばれます。 リ ーダーの削除モード を解除す
るには、 適切な タ イプのオブジェ ク ト を十分な数だけ削除し て、 制限数の超過を  5% 未満に抑え
る必要があ り ます （た と えば、 ユーザ と システム連絡先の制限数を超過し た場合は リ モー ト  ユー
ザ、 ローカル ユーザ、 またはローカル システム連絡先を削除し、 システム同報 リ ス ト の制限数
を超過し た場合は、 ローカルまたは リ モー ト のシステム同報 リ ス ト を削除し ます）。

メ ッ セージング
特定のネ ッ ト ワーク状況におけ る メ ッ セージ処理の詳細については、 次の各項を参照し て く だ
さ い。

Unity Connection サイ ト 内でシステム同報リ ス ト へのメ ッ セージが処理
される仕組み

シ ス テム同報 リ ス ト は Unity Connection サ イ ト 内の ロ ケーシ ョ ン間でレプ リ ケー ト さ れる ため、
ユーザは リ ス ト が自分の検索範囲内にあ る限 り 、 あ ら ゆ る ロ ケーシ ョ ンにあ る シ ス テム同報 リ
ス ト を メ ッ セージの宛先 と し て指定で き ます。

シ ス テム同報 リ ス ト を メ ッ セージの宛先 と し て指定する と 、 ローカルの Unity Connection ロ
ケーシ ョ ンで同報 リ ス ト の メ ンバーシ ッ プが解析さ れます。 送信元ロ ケーシ ョ ンは、 メ ッ セー
ジを リ ス ト 上の ローカル ユーザに直接配信し ます。 リ ス ト に リ モー ト の Unity Connection ユー
ザが含まれている場合、 送信元ロ ケーシ ョ ンは こ れら の リ モー ト  ユーザがホーム と する各ロ
ケーシ ョ ンに メ ッ セージを配信し ます。 リ ス ト に VPIM ユーザが含まれている場合、 送信元
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メ ッ セージング
サーバは、 VPIM ロ ケーシ ョ ンが ローカルをホーム と し ていれば メ ッ セージを  VPIM の宛先に
配信し、 そ う でなければロ ケーシ ョ ンがホーム と し ている サーバに渡し て、 そのサーバが宛先
サーバへの メ ッ セージの転送を処理し ます。

Unity Connection には、 [すべてのボ イ ス メ ール ユーザ （All Voicemail Users） ]、 [配信で き ない
メ ッ セージ （Undeliverable Messages） ]、 および [ボ イ ス メ ールが有効なすべての連絡先 （All 
Voicemail-Enabled Contacts） ] と い う 事前定義のシ ス テム同報 リ ス ト があ り ます。 組織内の各 
Unity Connection サーバは、 こ れら の各 リ ス ト の別個のバージ ョ ン を持ち ます。 こ れら の リ ス
ト の名前を一意の も のに変更し ていない場合は、 初回のレプ リ ケーシ ョ ン時に各サーバで自動
的に、 ローカルの リ ス ト 名 と 名前がオーバーラ ッ プするすべての リ モー ト  リ ス ト の表示名に リ
モー ト  サーバ名が追加さ れます。

デフ ォル ト では、 各 Unity Connection ロ ケーシ ョ ンの事前定義 リ ス ト は同じ録音名を持ってお
り 、 [すべてのボ イ ス メ ール ユーザ （All Voicemail Users） ] リ ス ト および [ボ イ ス メ ールが有効
なすべての連絡先 （All Voicemail-Enabled Contacts） ] リ ス ト は各ロ ケーシ ョ ンで同じ内線番号
を持っています （[配信で き ない メ ッ セージ （Undeliverable Messages） ] リ ス ト は、 通常 メ ッ
セージの宛先 と さ れないため、 デフ ォル ト で内線番号が割 り 当て られません）。 Unity 
Connection サ イ ト を設定する と きは、 各 [すべてのボ イ ス メ ール ユーザ （All Voicemail Users） ] 
リ ス ト と 各 [ボ イ ス メ ールが有効なすべての連絡先 （All Voicemail-Enabled Contacts） ] リ ス ト の
録音名の変更を検討し て く だ さ い。 そ う でない と 、 ユーザが メ ッ セージを名前で これ ら の リ ス
ト のいずれかに対し て送信し た場合、 ユーザに対し てわか り に く い選択肢の リ ス ト が再生され
る こ と があ り ます。 ユーザが、 内線番号が他の リ ス ト と オーバーラ ッ プ し ている リ ス ト の内線
番号を宛先 と し て指定する と 、 Unity Connection がユーザのサーチ スペースのパーテ ィ シ ョ ン
を順番に検索し た際に最初に見つかった リ ス ト に到達し ます。

ヒ ン ト 同報 リ ス ト は、 他の同報 リ ス ト を含むよ う にネ ス ト で き ます。 サ イ ト 内の各 Unity Connection 
ロ ケーシ ョ ンの [すべてのボ イ ス メ ール ユーザ （All Voicemail Users） ] リ ス ト を含む、 1 つのマ
ス ター [すべてのボ イ ス メ ール ユーザ （All Voicemail Users） ] 同報 リ ス ト を作成する こ と も で
き ます。

サイ ト 間でシステム同報リ ス ト へのメ ッ セージが処理される仕組み

サ イ ト 間ネ ッ ト ワー ク（Unity Connection サ イ ト 間ま たは Cisco Unity サ イ ト と  Unity Connection 
サ イ ト の間） では、 シ ス テム同報 リ ス ト のレプ リ ケーシ ョ ンはオプシ ョ ンであ り 、 リ ス ト を レ
プ リ ケー ト する と 、 リ ス ト を メ ッ セージの宛先 と する ために必要な情報だけがレプ リ ケー ト さ
れます。 そのため、 ユーザが別のサ イ ト を ホーム と する シ ス テム同報 リ ス ト を メ ッ セージの宛
先 と し た場合、 メ ッ セージは リ モー ト  サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ （ リ モー ト  サ イ ト が Unity 
Connection サ イ ト の場合） か、 ま たは Interoperability Gateway for Microsoft Exchange （ リ モー ト  
サ イ ト が Cisco Unity サ イ ト の場合） に転送さ れます。 こ の時点で、 受信側のシ ス テム同報 リ ス
ト は、 メ ッ セージが リ モー ト  サ イ ト 内か ら発信さ れたかの よ う に処理されます。

シ ス テム同報 リ ス ト は、 ローカル リ ス ト に メ ンバー と し て リ モー ト  リ ス ト が含まれる よ う に
ネ ス ト する こ と がで き ます。 た と えば、 あ る サ イ ト の [すべてのボ イ ス メ ール ユーザ （All 
Voicemail Users） ] リ ス ト を、 他のサ イ ト の [すべてのボ イ ス メ ール ユーザ （All Voicemail 
Users） ] リ ス ト 内にネス ト で き ます。 （Cisco Unity を  Unity Connection と ネ ッ ト ワーク接続する
場合は、 サ イ ト 間 リ ン ク の作成時に指定し たテンプレー ト に よ って、 Unity Connection ユーザ
が自動的に [すべてのサブス ク ラ イバ （All Subscribers） ] リ ス ト ま たはその他の リ ス ト の メ ン
バー と し て作成さ れる場合があ る こ と に注意し て く だ さ い）。 ローカル リ ス ト の メ ンバー と し
て リ モー ト  リ ス ト をネ ス ト する場合は、 指定のプ ラ ク テ ィ スに従 う 必要があ り ます。

 • ローカル リ ス ト を リ モー ト  リ ス ト の メ ンバー と し てネ ス ト する こ と は避けて く だ さ い。

 • ローカル リ ス ト を リ モー ト  リ ス ト にレプ リ ケー ト する こ と は許可し ないで く だ さ い。
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ク ロスサーバ ログイ ン、 転送、 Live Reply
ク ロスサーバ ログイン、 転送、 Live Reply
レプ リ ケーシ ョ ンの ト ラ フ ィ ッ ク を制限し、 デ ィ レ ク ト リ  サ イ ズを管理しやすい程度に保つた
め、 ユーザ情報のサブセ ッ ト だけがユーザのホーム  ロ ケーシ ョ ンか ら他の ロ ケーシ ョ ンにレプ
リ ケー ト さ れます。 こ の理由か ら、 着信転送設定、 ガ イ ダン ス、 その他ユーザの具体的詳細に
関する情報は、 ユーザのホーム  ロ ケーシ ョ ンだけに存在し ます。 ロ ケーシ ョ ンで、 別の ロ ケー
シ ョ ンのユーザに宛て られた コールが適切に処理さ れる ためには、 コールを受信する ロ ケー
シ ョ ンがその コールをユーザのホーム  ロ ケーシ ョ ンにハン ド オフする必要があ り ます。 ク ロ ス
サーバ機能の目的は、 表 1-4 に示すよ う に、 ネ ッ ト ワー ク接続さ れた環境でのユーザ エ ク スペ
リ エン ス を、 シン グル サーバ環境 と ほぼ同じ にする こ と です。

ク ロ スサーバ機能は、 1 サ イ ト 内ま たは Cisco ボ イ ス メ ール組織全体の両方で有効化で き ます。
ク ロ スサーバ機能の有効化に関する情報 と 手順の詳細については、 「ク ロ スサーバ ロ グ イ ン、
転送、 Live Reply」 の章を参照し て く だ さ い。

宛先指定とダイヤル プラ ンに関する考慮事項
特定のネ ッ ト ワーク状況におけ る宛先指定 と ダ イ ヤルプ ラ ンに関する考慮事項については、 次
の各項を参照し て く だ さ い。

ネ ッ ト ワーク接続されていない電話システムの宛先オプシ ョ ン

組織が ロ ケーシ ョ ン ご と に別個の電話シ ス テム を備えている場合は、 あ る ロ ケーシ ョ ンのユー
ザが別の ロ ケーシ ョ ンのユーザを呼び出す場合、 内線番号だけでな く 完全な電話番号をダ イ ヤ
ルし ます。 ユーザが ロ グ イ ン し て、 ネ ッ ト ワーク接続さ れた他の ロ ケーシ ョ ンのユーザに メ ッ
セージを送信する と きは、 メ ッ セージの宛先を内線番号で指定する際に入力する番号は、 番号
計画が ロ ケーシ ョ ン間でオーバーラ ッ プ し ている かど う かに よ って異な り ます。

表 1-4 ク ロスサーバ機能 

機能 説明

ク ロ スサーバ ロ グ イ ン ク ロ スサーバ ロ グ イ ンに よ って、 管理者は異な る ロ ケーシ ョ
ン を ホーム と する ユーザに ロ グ イ ンする ために コールで き る  
1 つの電話番号を提供する こ と がで き ます。 組織の外か ら
コールする と 、 ユーザはど ち ら がホーム  サーバかど う かに関
係な く 、 同じ番号を コールし、 適切なホーム  サーバに転送さ
れロ グ イ ンで き ます。

ク ロ スサーバ転送 ク ロ スサーバ転送機能では、 あ るサーバの自動アテンダン ト
ま たはデ ィ レ ク ト リ  ハン ド ラ か ら の通話を、 着信側ユーザの
着信転送 と 発信者名確認の設定に従って、 別のサーバのユー
ザに転送で き ます。

ク ロ スサーバ Live Reply ク ロ スサーバ Live Reply 機能では、 電話で メ ッ セージを聞い
たユーザが、 別のサーバ上のユーザか ら の メ ッ セージに コー
ルし て答え る こ と がで き ます （着信側ユーザの着信転送 と 発
信者名確認の設定に従 う ）。
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宛先指定と ダイヤル プ ラ ンに関する考慮事項 
あ る ロ ケーシ ョ ンのユーザの内線番号が別の ロ ケーシ ョ ンのユーザの内線番号 と オーバーラ ッ
プ し ている場合は、 各ユーザ アカ ウ ン ト に代行の内線番号を設定し て、 各ユーザに一意の内線
番号を与え る こ と がで き ます。 それぞれのユーザについて、 そのユーザの完全な電話番号 と 同
じ代行内線番号を入力し、 その代行内線番号が、 他の ロ ケーシ ョ ンのユーザが使用する サーチ 
スペースの メ ンバーであ るパーテ ィ シ ョ ン内にあ る こ と を確認し ます。 こ の設定を終え る と 、
ユーザが ロ グ イ ン し て メ ッ セージを送信する際、 宛先を指定する ために入力する番号は、 通話
の発信に使用する も の と 同じ番号にな り ます。

番号計画がネ ッ ト ワーク接続さ れた ロ ケーシ ョ ン間でオーバーラ ッ プ し ていない場合、 つま り
ユーザの内線番号が ロ ケーシ ョ ン間で一意の場合は、 別の ロ ケーシ ョ ンに関連付け られたユー
ザ宛の メ ッ セージの宛先を指定する際、 内線番号を入力する こ と がで き ます。 こ の場合、 ユー
ザの便宜のため、 2 つの異な る番号 （ユーザに直接電話する場合 と メ ッ セージの宛先を指定す
る場合） を記憶し な く てすむよ う に、 オプシ ョ ンで代行の内線番号を各ユーザ アカ ウ ン ト に追
加する こ と がで き ます。 ただ し代行内線番号を設定し ない場合は、 必ずユーザに、 別の ロ ケー
シ ョ ンに関連付け られたユーザを メ ッ セージの宛先 と し て指定する際は、 完全な電話番号では
な く 内線番号を使用する よ う 伝えて く だ さ い。

代行内線番号には、 ユーザ電話機上の複数回線着信表示の処理など、 ネ ッ ト ワーク におけ る使
用以外に も目的があ る こ と に注意し て く だ さ い。

識別されたユーザのメ ッ セージ

ユーザが他のユーザに コールし て、 その コールが着信側ユーザのガ イ ダン スに転送される際
に、 それが メ ッ セージを残し ている ユーザであ る こ と を識別する  Unity Connection の機能は、
識別ユーザ メ ッ セージン グ と 呼ばれます。 Unity Connection では発信者がユーザであ る こ と を
識別で き る ため、 次の よ う な利点があ り ます。

 • 発信者が メ ッ セージを残す と 、 Unity Connection で着信側ユーザの内線ガ イ ダン スが再生さ
れます。

 • 受信者が メ ッ セージを聞 く と 、 Unity Connection で メ ッ セージを残し たユーザの録音名が再
生さ れます。

 • Unity Connection では、 受信者が返信を録音で き ます。

次の 2 つの状況間の相違点に注意する こ と が重要です。

 • ユーザが Unity Connection に ロ グ イ ン し、 メ ッ セージを録音し て送信する。 こ の場合、
ユーザが ロ グ イ ンする と 、 Unity Connection では メ ッ セージ受信者がどの ロ ケーシ ョ ン を
ホーム と し ている かに よ らず、 メ ッ セージがそのユーザか ら の も のであ る と 識別で き ます。
こ の場合は、 電話シ ス テムは使用さ れず、 受信者の電話の呼び出し音は鳴 り ません。 メ ッ
セージは代わ り に、 SMTP を使用し たネ ッ ト ワーク  メ ッ セージ交換に よ って送信さ れます。

 • ユーザが別のユーザに電話をかけて メ ッ セージを残し た。 こ の状況が、 識別ユーザ メ ッ
セージン グの基礎 と な り ます。

Unity Connection ロ ケーシ ョ ンで識別ユーザ メ ッ セージングが有効になってい る限 り 、 Unity 
Connection ではローカル と リ モー ト のユーザが両方識別さ れます。 ただ し、 両方のケースで識
別ユーザ メ ッ セージン グが機能する ためには、 通話の初期の検索範囲が、 発信者が ローカルの
ユーザか リ モー ト のユーザかにかかわ らず、 発信側の内線番号に基づいて正し いユーザを検索
する サーチ スペースに設定さ れている必要があ り ます。

ユーザが通話の初期検索範囲 と し て設定さ れたサーチ スペースの メ ンバーでないパーテ ィ シ ョ
ン内の内線番号か ら コールし た場合、 通話はそのユーザか ら の も の と 識別されません。 ユーザ
の内線番号が、 こ のサーチ スペースに表示さ れる別のパーテ ィ シ ョ ン内の内線番号 と 重な る場
合、 その通話は Unity Connection がパーテ ィ シ ョ ン をサーチ スペースでの表示順で検索し た際
に最初に見つかったオブジ ェ ク ト か ら の も の と 識別さ れます。
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宛先指定と ダイヤル プ ラ ンに関する考慮事項
そのため、 ロ ケーシ ョ ン間で番号計画がオーバーラ ッ プ し ている場合は、 ユーザが残す メ ッ
セージが、 別のパーテ ィ シ ョ ンで内線番号が同じ別のユーザか ら の も のであ る と 誤って識別さ
れて し ま う こ と があ り ます。 通話の初期検索範囲は呼ルーテ ィ ン グのルールに基づ く ため、 こ
の よ う な状況を回避する には、 次の設定ガ イ ド ラ イ ン を使用し ます。

 • ロ ケーシ ョ ン ご と に別個のサーチ スペース を保持し、 それぞれの ロ ケーシ ョ ンのユーザを
含むパーテ ィ シ ョ ンがサーチ スペース内で最初に表示さ れる よ う に し ます。 （デフ ォル ト
では、 各 Unity Connection サーバが独自のデフ ォル ト  パーテ ィ シ ョ ン と デフ ォル ト  サーチ 
スペース を使用し ます。 こ のデフ ォル ト  パーテ ィ シ ョ ン と デフ ォル ト  サーチ スペースは、
サーバがネ ッ ト ワーク接続さ れる と 、 他の ロ ケーシ ョ ンにレプ リ ケー ト されます）。

 • 各ロ ケーシ ョ ンで、 他のすべての ロ ケーシ ョ ンについて個別に、 その ロ ケーシ ョ ンか ら の
通話だけに適用さ れるルーテ ィ ン グ  ルールの条件 （た と えば着信通話のポー ト や電話シ ス
テムに基づいて） を指定し て、 ロ ケーシ ョ ン ご と に固有の転送コール ルーテ ィ ン グのルー
ルを設定し ます。 通話の検索範囲を、 その ロ ケーシ ョ ンのユーザを含むパーテ ィ シ ョ ンが
最初に表示さ れる サーチ スペースに設定する よ う ルールを設定し ます。

Cisco Unity と  Unity Connection のサイ ト 間ネ ッ ト ワークに関する考慮
事項

次の項を参照し て く だ さ い。

Unity Connection のサーチ スペース と  Cisco Unity ユーザ

Cisco Unity サ イ ト と  Unity Connection サ イ ト を リ ン ク する と 、 各 Cisco Unity サーバの Unity 
Connection デ ィ レ ク ト リ にパーテ ィ シ ョ ンが自動的に作成さ れ、 そのサーバをホーム と するす
べての Cisco Unity ユーザ と シ ス テム同報 リ ス ト がそのパーテ ィ シ ョ ンに配置さ れます。 ただ し
こ のパーテ ィ シ ョ ンは、 Unity Connection ロ ケーシ ョ ンのサーチ スペースに自動的に追加は さ
れません。 Unity Connection ユーザが Cisco Unity ユーザを メ ッ セージの宛先 と し て指定する許
可を得る には、 その Unity Connection ユーザが使用するサーチ スペースにパーテ ィ シ ョ ン を追
加する必要があ り ます。 ユーザが内線番号でア ド レ ス指定する場合は、 サーチ スペースに表示
さ れる順序が重要にな り ます。 た と えば、 Unity Connection ユーザ と  Cisco Unity ユーザがオー
バーラ ッ プ し た 4 桁の内線番号を持つ場合、 Unity Connection ユーザが他の Unity Connection 
ユーザには 4 桁のプ ラ イ マ リ 内線番号で着信し、 Cisco Unity ユーザには 7 桁の固有の代行内線
番号で着信で き る よ う にする には、 そのオーバーラ ッ プ し た 4 桁の内線番号を含む Unity 
Connection パーテ ィ シ ョ ンの後に Cisco Unity パーテ ィ シ ョ ンが表示されている こ と を確認し て
く だ さ い。

Cisco Unity のダイヤル発信ド メ イン と  Unity Connection ユーザ

ダ イ ヤル ド メ イ ンは、 同じデ ィ レ ク ト リ にア ク セス し、 同じ電話シ ス テム ま たは電話シ ス テム  
ネ ッ ト ワーク と 連動する サーバの集合です。 ダ イ ヤル発信 ド メ イ ンは、 Cisco Unity がサーバ間
での着信転送や内線番号に よ る ア ド レ ス指定を処理する ための、 グループ分けの方式です。 ダ
イ ヤル発信 ド メ イ ン内では、 内線番号は一意でなければな らず、 電話シ ス テム内の電話の内線
番号も同様です。

Cisco Unity サ イ ト と  Unity Connection サ イ ト を リ ン クする場合、 Cisco Unity デ ィ レ ク ト リ で作
成さ れた Unity Connection ユーザ と シ ス テム同報 リ ス ト のオブジ ェ ク ト は、 Cisco Unity サ イ ト  
ゲー ト ウ ェ イ に設定さ れたダ イ ヤル発信 ド メ イ ンに属し ます。 Unity Connection のサーチ ス
ペース と パーテ ィ シ ョ ンの設計はオーバーラ ッ プする内線番号に対応し てお り 、 一部のユーザ
はプ ラ イ マ リ 内線番号 と 代行内線番号を別のパーテ ィ シ ョ ン内に持っている可能性があ る た
め、 Unity Connection の内線番号を  Cisco Unity のダ イ ヤル発信 ド メ イ ンにマ ッ ピ ングする方法
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を選択する必要があ り ます。 こ れを行 う には、 各 Unity Connection ロ ケーシ ョ ンについて、
Cisco Unity が内線番号をプルするパーテ ィ シ ョ ン を  1 つ指定し ます。 （Cisco Unity Connection 
Administration で、 ローカル ロ ケーシ ョ ンの [ロ ケーシ ョ ンの編集 （Edit Location） ] ページにあ
る  [Cisco Unityユーザが内線番号で宛先指定で き る ローカルパーテ ィ シ ョ ン （Local Partition 
That Cisco Unity Users Can Address to By Extension） ] フ ィ ール ド を設定し ます）。 た と えば、
Kelly Bader と い う  Unity Connection ユーザが、 「Sales パーテ ィ シ ョ ン」 にプ ラ イ マ リ 内線番号
（4441） と 、 「Chicago パーテ ィ シ ョ ン」 に代行内線番号 （2025555） と い う  2 つの内線番号を
持っている と し ます。 Kelly のホーム  サーバ ロ ケーシ ョ ンのダ イ ヤル発信 ド メ イ ンに内線番号
をマ ッ ピ ン グするパーテ ィ シ ョ ンが 「Chicago パーテ ィ シ ョ ン」 の場合、 Cisco Unity ユーザは
内線番号 2025555 を入力すれば Kelly を宛先 と し て指定で き ます。 内線番号 4441 を入力し て
も、 Kelly は宛先指定さ れません。 Kelly のロ ケーシ ョ ンのダ イ ヤル発信 ド メ イ ンにマ ッ ピ ング
を行 う パーテ ィ シ ョ ンが 「Sales パーテ ィ シ ョ ン」 に変更さ れる と 、 Cisco Unity ユーザは内線
番号 4441 を入力すれば Kelly を宛先 と し て指定で き ますが、 内線番号 2025555 ではで き な く な
り ます。 （いずれの場合も、 Cisco Unity ユーザは内線番号ではな く 名前を使用すれば、 Kelly を
宛先 と し て指定で き ます）。

Unity Connection ユーザの内線番号が、 ダ イ ヤル発信 ド メ イ ン内の既存の内線番号 と 競合し、
そのユーザが Cisco Unity でプル されるパーテ ィ シ ョ ン内に使用可能な代行内線番号を持ってい
る場合、 Cisco Unity ではユーザの代行内線番号の 1 つを、 対応する連絡先オブジ ェ ク ト の内線
番号 と し て割 り 当て る よ う 試みます。 使用可能な代行内線番号がない場合や、 すべての代行内
線番号がダ イ ヤル発信 ド メ イ ン内の既存の内線番号 と 競合する場合は、 内線番号のない新し い
オブジ ェ ク ト が作成さ れます。 こ のオブジ ェ ク ト は、 名前でだけア ド レ ス指定で き ます。 同様
に、 ダ イ ヤル発信 ド メ イ ンにマ ッ ピ ン グ を行 う パーテ ィ シ ョ ン内にオブジ ェ ク ト の内線番号が
ない場合も、 内線番号のない新し いオブジ ェ ク ト が作成されます。

ユーザが同じ  Active Directory 環境内にアカウン ト を持っている場合の Cisco Unity Unified 
Messaging と  Unity Connection Integrated Messaging の統合

Cisco Unity Unified Messaging サ イ ト を  Unity Connection サ イ ト と リ ン ク する際、 両方のサ イ ト
のユーザが同じ  Active Directory 環境内に電子 メ ール アカ ウ ン ト を持ってい る場合は、
Cisco Unity で Unity Connection ユーザ用に作成さ れる連絡先に よ り 、 ユーザが ViewMail for 
Outlook ま たは他の電子 メ ール ク ラ イ アン ト を介し て メ ッ セージを送信する際のユーザ エ ク ス
ペ リ エン スが複雑化する場合があ り ます。

例 と し て、 次の 2 名のユーザを考えてみます。

 • pjones@example.com と い う エ イ リ ア ス を使用する  Unified Messaging アカ ウ ン ト を持つ、
Cisco Unity ユーザの Pat Jones。 Pat は Microsoft Outlook および Cisco Unity ViewMail for 
Outlook を使用し て、 1 つの メ ールボ ッ ク スにあ る電子 メ ール と ボ イ ス  メ ッ セージにア ク セ
ス し ています。

 • 同様に Microsoft Exchange の電子 メ ールアカ ウ ン ト を持つ Unity Connection ユーザの Robin 
Smith。エ イ リ ア スは alias rsmith@example.com です。Robin は Microsoft Outlook および Unity 
Connection ViewMail for Outlook を使用し て、 Exchange の メ ールボ ッ ク スにあ る電子 メ ール
と 、 Unity Connection メ ールボ ッ ク スにあ る ボ イ ス  メ ッ セージにア ク セス し ています。

Cisco Unity と  Unity Connection のサ イ ト を リ ン クする前は、 Pat と  Robin が Outlook で使用し て
いる連絡先 リ ス ト には、 pjones@example.com と し ての Pat Jones のエン ト リ が 1 つ、
rsmith@example.com と し ての Robin Smith のエン ト リ が 1 つ含まれています。 Robin はま た、
Unity Connection ViewMail for Outlook でボ イ ス  メ ッ セージを送信し、 Outlook の連絡先 リ ス ト
を使用し てア ド レ ス指定さ れた メ ッ セージを受信する ために、 Unity Connection に SMTP プ ロ
キシ ア ド レ ス と し て定義さ れた rsmith@example.com を持っています。 （ただ し  2 つのサ イ ト を
リ ン クする前は、 Pat と  Robin が ViewMail ク ラ イ アン ト を使用し てボ イ ス メ ッ セージのや り 取
り をする こ と はで き ません）。
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2 つのサ イ ト を リ ン クする と 、 Cisco Unity で Robin Smith の Active Directory に連絡先が追加さ
れます。 こ の連絡先の表示名はデフ ォル ト で 「Robin Smith - Voicemail」 と な り 、 Robin の 
Exchange アカ ウ ン ト と 区別さ れます。 （「-Voicemail」 と い う 表示名のサフ ィ ッ ク スは設定可能
です）。 こ の連絡先には、 UCI_<エ イ リ ア ス>_BH-<Unity Connection ロ ケーシ ョ ン  
ID>@<Exchange の連絡先作成ポ リ シーに従って生成さ れた ド メ イ ン> の形式の SMTP ア ド レ ス
が付与さ れます。 Cisco Unity ユーザが ViewMail でボ イ ス メ ッ セージの宛先を指定する際は、
こ の連絡先を使用可能で、 ま た こ れを使用する必要があ り ます。 Unity Connection ユーザの電
子 メ ール アカ ウ ン ト （その連絡先ではな く ） を宛先 と し たボ イ ス  メ ッ セージは、 音声付き の
電子 メ ール と し て配信さ れ、 ユーザの メ ッ セージ受信イ ンジケータは点灯し ないか、 そ う でな
い場合は Unity Connection を介し てア ク セス可能にな り ます。

別の Unity Connection ユーザが、 連絡先 リ ス ト 内の 「Robin Smith - Voicemail」 宛にボ イ ス  メ ッ
セージを送信し よ う と する と 、 デフ ォル ト で こ の メ ッ セージは配信不能 と し て返送されます。
こ れは、 Unity Connection が UCI_<エ イ リ ア ス>_BH-<Unity Connection ロ ケーシ ョ ン  
ID>@<Cisco Unity サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ  ド メ イ ン> と い う ア ド レ ス を、 Unity Connection ユーザ
に属する も の と し て認識し ないか ら です。 こ の問題を緩和する には、 ア ド レ ス をユーザの 
SMTP プ ロ キシ ア ド レ ス と し て追加する こ と がで き ます。 Active Directory ユーザ と コ ン ピ ュー
タ を使用し て Unity Connection の連絡先の リ ス ト をエ ク ス ポー ト し、 その後 一括管理ツール を
使用し て SMTP プ ロ キシ ア ド レ ス を  Unity Connection ユーザに一括で追加する こ と がで き ま
す。 一括管理ツール の使用の詳細については、 『System Administration Guide for Cisco Unity 
Connection, Release 11.x』 の 「Tools」 の章の 「一括管理ツール」 セ ク シ ョ ン を参照し て く だ さ
い。 こ の ド キ ュ メ ン ト は、 次の URL で入手で き ます。
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/11x/administration/guide/11xcucsag
x/11xcucsag190.html 

Robin に SMTP プロ キシ ア ド レ ス を設定し た ら、 他の Unity Connection ユーザは 「Robin Smith - 
Voicemail」 と い う 連絡先にボ イ ス  メ ッ セージを送信で き る よ う にな り ます。 ただ し、 Unity 
Connection ユーザが こ の連絡先宛に電子 メ ールを送信し よ う と する と 、 その電子 メ ールは配信
不能 と し て返送さ れます。

Cisco Unity ユーザには、 サ イ ト の リ ン ク後も、 Active Directory に 1 つのエン ト リ があ り ます。
いずれのサ イ ト のユーザ も、 ViewMail for Outlook のエン ト リ にボ イ ス  メ ッ セージを送信で き
ます。

1 つ以上の Unity Connection シ ス テム同報 リ ス ト を  Cisco Unity Unified Messaging 環境に同期す
る場合は、 各 リ ス ト について Active Directory グループが作成さ れ、 ユーザは連絡先 リ ス ト 内で
確認で き ます。 こ のグループには、 表示名に追加さ れる の と 同じ設定可能なサフ ィ ッ ク ス （デ
フ ォル ト では 「- Voicemail」） が付き ます。 ユーザの連絡先エン ト リ の場合 と 同様、 グループ宛
に メ ッ セージを送信し よ う と する  Unity Connection ユーザには、 応答 と し て不達確認が返さ れ
ます。 ただ し こ の場合、 現時点では、 同報 リ ス ト の SMTP プ ロ キシ ア ド レ スは設定で き ないた
め、 SMTP プ ロ キシ ア ド レ ス を使用し て同期し た同報 リ ス ト に関する問題を緩和する こ と はで
き ません。 こ の問題を回避する には、 2 種類の方法があ り ます。

 • Unity Connection シ ス テム同報 リ ス ト を  Cisco Unity サ イ ト に同期し ないで く だ さ い。 代わ
り に、 Cisco Unity ユーザが必要 と する リ ス ト はすべて Cisco Unity サ イ ト 上で作成し、 必要
に応じ て Unity Connection の連絡先を メ ンバー と し て追加し ます。

 • Microsoft Exchange の複数の連絡先 リ ス ト を使用し て  Cisco Unity ユーザ と  Unity Connection 
ユーザ間のセグ メ ン ト  ア ド レ ッ シン グ を行い、 Unity Connection ユーザが Cisco Unity で 
Unity Connection リ ス ト について作成さ れたグループのア ド レ スにア ク セ スで き ない よ う に
し ます。

Unity Connection ユーザがグループのア ド レ ス帳エン ト リ を使用し て  Unity Connection シ ス テム
同報 リ ス ト に メ ッ セージを送信する こ と はで き ませんが、 Unity Connection リ ス ト を メ ッ セー
ジの宛先 と する こ と はで き ます。 こ の場合は、 < リ ス ト のエ イ リ ア ス>@<Unity Connection サー
バ SMTP ド メ イ ン> の形式で リ ス ト のア ド レ ス を入力し ます。
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Cisco Unity から  Unity Connection へのユーザの移行
Cisco Unity と  Unity Connection の間でサ イ ト 間ネ ッ ト ワーク を設定し た ら、 Cisco Unity ユーザ
を徐々に Unity Connection 11.x に移行する こ と がで き ます。 詳細については、
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/11x/install_upgrade/guide/11xcuciu
mgx.html で入手可能な 『Install, Upgrade, and Maintenance Guide for Cisco Unity Connection, 
Release 11x』 の 「Maintaining Cisco Unity Connection Server」 の章の 「Migrating from Cisco Unity 
4.x and Later to Unity Connection 7.x and Later」 の項を参照し て く だ さ い。
1-19
Cisco Unity Connection ネ ッ ト ワーク  ガイ ド  リ リ ース 11.x      

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/11x/install_upgrade/guide/11xcuciumgx.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/11x/install_upgrade/guide/11xcuciumgx.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/11x/install_upgrade/guide/11xcuciumgx.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/11x/install_upgrade/guide/11xcuciumgx/11xcuciumg050.html


第 1 章      ネ ッ ト ワーキングの概念の概要        

Cisco Unity から  Unity Connection へのユーザの移行
1-20
Cisco Unity Connection ネ ッ ト ワーク  ガイ ド  リ リ ース 11.x



Cisco Unit
C H A P T E R 2

Cisco Unity Connection サーバ間のネ ッ ト
ワーク設定

Unity Connection サイ ト の設定
こ の章では、 Cisco Unity Connection サ イ ト を設定する際の前提条件を説明し、 設定のために完
了し なければな ら ないすべての高レベル タ ス ク の リ ス ト を、 タ ス ク の実行順序 と と も に提示し
ます。 Unity Connection サ イ ト の概念に慣れていない場合は、 まず 「ネ ッ ト ワーキングの概念
の概要」 の章に目を通し てか ら、 タ ス ク  リ ス ト と 手順を再確認し、 その後に設定作業を開始し
て く だ さ い。

1 つのサ イ ト 内では、 最大 10 の Unity Connection ロ ケーシ ョ ン を リ ン ク で き ます。 10 を超え る
ロ ケーシ ョ ンがあ る場合は、 2 つのサ イ ト を設定し、 それら を リ ン ク で接続し ます。 （サ イ ト を
リ ン クする には、 それぞれのサ イ ト の全サーバで Unity Connection バージ ョ ン  11.x が実行さ れ
ている必要があ り ます。 3 つ以上のサ イ ト を リ ン クする こ と はで き ません）。 手順については、
2 つの Unity Connection サ イ ト の リ ン ク （2-18 ページ） を参照し て く だ さ い。

Unity Connection サイ ト の設定の前提条件

設定を開始する前に、 サ イ ト に加入する各サーバで次の前提条件が満た されている こ と を確認
し ます （ク ラ ス タ の場合は、 パブ リ ッ シ ャ  サーバについて こ れ ら の前提条件を確認し ます）。

 • サーバが 『System Requirements for Cisco Unity Connection Release 11.x』 の 「Requirements for 
Intrasite Networking」 の項に記載されている要件を満た し ている こ と。 こ の ド キ ュ メ ン ト は、
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/11x/requirements/11xcucsysreq
s.html#pgfId-360416 か ら入手可能です。

 • Unity Connection がすでに イ ン ス ト ール さ れてい る こ と 。

 • ネ ッ ト ワークで接続されるサーバに、 TCP/IP ポー ト  25 （SMTP） を介して直接ア クセスでき る
こ と。 または、 SMTP メ ッセージが SMTP スマー ト  ホス ト を介してルーテ ィ ング可能な こ と。

 • パブ リ ッ シ ャ  サーバがダ ウ ン し た場合に、 ク ラ ス タ の SMTP ド メ イ ン をパブ リ ッ シ ャ  サー
バ と サブス ク ラ イバ サーバの両方に解決し て、 メ ッ セージ ト ラ フ ィ ッ ク が ク ラ ス タ のサブ
ス ク ラ イバ サーバに到達で き る よ う にする ため、 Unity Connection ク ラ ス タ に対し て使用
可能な スマー ト  ホ ス ト が必要。

ま た、 Unity Connection サ イ ト を設定する前に、 『System Administration Guide for Cisco Unity 
Connection Release 11.x』 の 「Call Management」 の章の 「Dial Plan」 の項にあ る概念を理解し て
お く 必要があ り ます。 こ の ド キ ュ メ ン ト は、
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/11x/administration/guide/11xcucsag

x/11xcucsag080.html か ら入手可能です。
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Unity Connection サイ ト を設定するためのタ スクのリ ス ト

こ の タ ス ク  リ ス ト を使用し て、 Unity Connection サーバ間ま たは ク ラ ス タ間のネ ッ ト ワーク  サ
イ ト を設定し ます。 相互参照に よ って、 詳細な手順が表示されます。

Unity Connection ク ラ ス タがあ る場合、 このタ ス クはパブ リ ッ シ ャ  サーバだけで行って く だ さい。

1. ネ ッ ト ワーク展開アプ ローチについての意思決定を行い、 サ イ ト の設定に必要な情報を収
集し ます。 展開についての意思決定 と サ イ ト 設定に必要な情報の収集 （2-3 ページ）

2. サ イ ト に参加させる各サーバの表示名を確認し、 それが一意でない場合や、 よ り 説明的な
名前を指定し たい場合は変更し ます。 ま た、 サ イ ト に参加させる各サーバの SMTP ド メ イ
ン も確認し、 一意でない場合は変更し ます。 各 Unity Connection サーバが一意の表示名 と  
SMTP ド メ イ ン を持ってい る こ と の確認 （2-4 ページ）

注意 サーバの表示名がサ イ ト 上の他のサーバの表示名 と 一致する場合、 そのサーバはサ イ
ト に参加で き ません。 同様に、 SMTP ド メ イ ンがサ イ ト 上の他のサーバの SMTP ド メ
イ ン と 一致する場合も、 そのサーバはサ イ ト に参加で き ません。

3. まず 2 つの Unity Connection サーバを リ ン ク し てサ イ ト を作成し、その後サ イ ト 内の任意の
ロ ケーシ ョ ンに追加のサーバを加えていき ます。 サ イ ト 内 リ ン ク に よ る  Unity Connection 
サーバの リ ン ク作成 （2-7 ページ）

4. サ イ ト 内のいずれかのサーバが、 他のサーバか ら の SMTP メ ッ セージを転送および受信す
る ためにスマー ト  ホ ス ト を必要 と する場合は （た と えばサーバがフ ァ イ ア ウ ォールで隔て
られている場合や、 サーバが Unity Connection ク ラ ス タ の一部であ る場合など）、 スマー ト  
ホ ス ト を設定し て、 ホ ス ト を経由する適切な ロ ケーシ ョ ン を設定し ます。 スマー ト  ホ ス ト
の設定 （2-9 ページ）

（注） パブ リ ッ シ ャ  サーバがダ ウ ン し た場合に、 メ ッ セージ  ト ラ フ ィ ッ ク が ク ラ ス タ のサブ
ス ク ラ イバ サーバに到達する よ う にする には、 サ イ ト に追加し た各 Unity Connection ク
ラ ス タ について、 他のすべての ロ ケーシ ョ ンがスマー ト  ホ ス ト を介し て ク ラ ス タ に
ルーテ ィ ン グする よ う に設定する必要があ り ます。 （ま た、 ク ラ ス タ の SMTP ド メ イ ン
をパブ リ ッ シ ャ  サーバ と サブス ク ラ イバ サーバの両方に解決する よ う にスマー ト  ホ ス
ト を設定し ます）。

5. ネ ッ ト ワーク に追加し た各ク ラ ス タ について、 サブス ク ラ イバ サーバの IP ア ド レ ス をネ ッ
ト ワーク の他すべての ロ ケーシ ョ ンの IP ア ド レ ス  ア ク セス  リ ス ト に追加し ます。 こ う す
る こ と で、 パブ リ ッ シ ャ  サーバがダ ウ ン し た場合に、 他の ロ ケーシ ョ ンがサブス ク ラ イバ 
サーバか ら の メ ッ セージ ト ラ フ ィ ッ ク を受信で き る よ う にな り ます。 ク ラ ス タ  サブス ク ラ
イバ サーバの SMTP ア ク セスの設定 （2-10 ページ）

6. ロ ケーシ ョ ン間のレプ リ ケー ト が完了し た こ と を確認し ます。 サ イ ト 内でのレプ リ ケー
シ ョ ン  ス テータ スの確認 （2-12 ページ）

7. 各ロ ケーシ ョ ンのサーチ スペース を設定し て、 その ロ ケーシ ョ ン を ホーム と する ユーザが
他の ロ ケーシ ョ ンのユーザを宛先に指定で き る よ う に し ます。 Unity Connection サ イ ト のサー
チ スペースの設定 （2-13 ページ）

8. メ ッ セージ転送が誤った宛先に対し て行われる こ と のない よ う 、 サ イ ト を保護し ます。
Unity Connection サ イ ト の保護 （2-14 ページ）

9. オプシ ョ ンで、 ク ロ スサーバ機能を設定し ます。 ク ロ スサーバ ロ グ イ ン、 転送、 Live Reply

10. サ イ ト のテ ス ト を行います。 サ イ ト 内設定のテ ス ト （2-14 ページ）
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11. オプシ ョ ンで、 サ イ ト 全体にわた る  [すべてのユーザ （All Users） ] 同報 リ ス ト を設定し ま
す。 サ イ ト 全体にわた る  [すべてのボ イ ス メ ールユーザ （All Voicemail Users） ] 同報 リ ス ト
の作成 （2-16 ページ）

12. サ イ ト 内のいずれかのサーバが、 以前ネ ッ ト ワーク内の他のサーバの VPIM ロ ケーシ ョ ン
と し て設定さ れていた場合は、 未使用の VPIM ロ ケーシ ョ ン を ク リ ーンア ッ プ し ます。 未
使用の Unity Connection VPIM ロ ケーシ ョ ン と 連絡先の ク リ ーンア ッ プ （2-17 ページ）

13. VPIM ネ ッ ト ワーキング を、 Unity Connection ロ ケーシ ョ ンが他の VPIM 対応ボ イ ス  メ ッ
セージン グ  シ ス テムに接続する よ う に設定し ます （まだ し ていない場合）。 VPIM ネ ッ ト
ワーキン グの章を参照し て く だ さ い。

14. オプシ ョ ンで、 どのユーザがどの ロ ケーシ ョ ン を ホーム と し ている かのマ ッ ピ ン グ を作成
し ます。 ホーム  ロ ケーシ ョ ンへのユーザのマ ッ ピ ン グ （2-17 ページ）

15. オプシ ョ ンで、 Unity Connection 11.x を実行する ロ ケーシ ョ ン を含んだ大規模なサ イ ト があ
る場合は、 こ れら の ロ ケーシ ョ ンで Unity Connection Digital Networking Replication Agent 
サービ ス間の通信を調整する必要があ る場合に備えて、 Cisco Unity Connection 
Administration の [シ ス テム設定 （System Settings） ] > [詳細設定 （Advanced） ] > [サ イ ト 内
ネ ッ ト ワーキン グ （Intrasite Networking） ] ページに表示さ れる詳細設定を確認し ます。

Unity Connection Administration の [シ ス テム設定 （System Settings） ] > [SMTPの設定 （SMTP 
Configuration） ] > [サーバ （Server） ] ページの [同時受信接続数の制限 （Limit Number of 
Simultaneous Incoming Connections） ] フ ィ ール ド と  [同時送信接続数の制限 （Limit Number of 
Simultaneous Outgoing Connections） ] フ ィ ール ド がレプ リ ケーシ ョ ン  エージ ェ ン ト に影響を与
え る こ と に も注意し て く だ さ い （ユーザ間のサ イ ト 内 メ ッ セージン グや、 メ ッ セージ転送に 
SMTP を使用する その他の機能に も影響を与え ます）。

Unity Connection サイ ト の設定手順

展開についての意思決定とサイ ト 設定に必要な情報の収集

サ イ ト の設定を開始する前に、 必ず次の事項についての計画を行い、 該当する情報を収集し て
く だ さ い。

 • ネ ッ ト ワーク に、 Unity Connection サ イ ト に参加する ための前提条件を満た さ ない も のの、
イ ン ターネ ッ ト  メ ッ セージ用音声プ ロ フ ァ イル （VPIM） プ ロ ト コルをサポー ト し ている
ボ イ ス  メ ッ セージン グ  サーバ （た と えば Cisco Business Edition、 Unity Connection 2.x サー
バ、 Cisco Unity 4.x および 5.x、 その他の VPIM 対応シ ス テム） が含まれる場合は、 VPIM 
ネ ッ ト ワーキン グ を使用し てそれら のサーバを接続し て く だ さ い。

所定のアプ ローチに従って く だ さ い。

 – サーバがすでに VPIM 用に設定さ れていない場合は、まずサ イ ト を設定し てか ら  VPIM 
ネ ッ ト ワーキン グ を設定し ます。

 – VPIM ロ ケーシ ョ ン と 連絡先の設定を処理する ための Unity Connection ロ ケーシ ョ ン
を、 サ イ ト 内で 1 つ選択し ます。 こ の ロ ケーシ ョ ンは 「ブ リ ッ ジヘ ッ ド 」 と 呼ばれま
す。 VPIM の ロ ケーシ ョ ン と 連絡先のオブジ ェ ク ト は、 ブ リ ッ ジヘ ッ ド か らデジ タル 
ネ ッ ト ワーク で接続さ れたすべての Unity Connection ロ ケーシ ョ ンにレプ リ ケー ト さ れ
る ため、 それら の ロ ケーシ ョ ンは VPIM メ ッ セージを送信で き る よ う にな り ます。
ネ ッ ト ワーク で接続さ れた ロ ケーシ ョ ンは、 その メ ッ セージをブ リ ッ ジヘ ッ ド に転送
し、 メ ッ セージはそ こ か ら リ モー ト  ボ イ ス  メ ッ セージン グ  サーバに配信されます。 こ
れら のオブジ ェ ク ト を  1 つの ロ ケーシ ョ ンか ら管理する と 、 メ ンテナン ス作業を簡略
化で き ます。 ま た、 ユーザが メ ッ セージの宛先を指定する と き に混乱の原因 と な る可
能性のあ る、 連絡情報のオーバーラ ッ プを回避で き ます。
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 – あ る サ イ ト に参加する複数のシ ス テム上に VPIM ロ ケーシ ョ ン をすでに設定し てあ る
場合は、 サ イ ト を設定する前に、 1 つ以外のすべてのサーバか ら重複する  VPIM ロ ケー
シ ョ ン を削除し ます。 手順については、 VPIM ロ ケーシ ョ ンの削除 （4-16 ページ） を参
照し て く だ さ い。

 – VPIM ロ ケーシ ョ ン を  Unity Connection サ イ ト に移行する場合は （た と えば VPIM ネ ッ
ト ワーキン グ を使用し て 2 つ以上の Unity Connection 2.x サーバを接続し、 サーバを  
Unity Connection 11.x にア ッ プグ レー ド し てあ る場合など）、 まず Unity Connection サ イ
ト を設定し ます。 デ ィ レ ク ト リ が完全にレプ リ ケー ト された後、 Unity Connection ロ
ケーシ ョ ン間の メ ッ セージ交換のテ ス ト を行ってか ら、 移行し たサーバ と そのユーザ
を表す VPIM ロ ケーシ ョ ンおよび VPIM 連絡先を削除し ます。 こ の タ ス ク を実行する
時期については、 タ ス ク  リ ス ト で再確認で き ます。

 • デフ ォル ト では、 すべての Unity Connection ロ ケーシ ョ ン （サーバまたはク ラ ス タ） にさ まざ
まな事前定義のシステム同報 リ ス ト があ り 、 これらは変更可能ですが削除はでき ません。 これ
らの リ ス ト の名前を各ロケーシ ョ ンで一意になる よ う に変更していない場合、 またはロケー
シ ョ ン間で名前が同一になる リ ス ト を追加した場合は、 初回のレプ リ ケーシ ョ ン時に各ロケー
シ ョ ンで、 ローカル リ ス ト と名前が重複する リ モー ト  リ ス ト の表示名に リ モー ト  サーバ名が
自動的に追加されます （デフ ォル ト の リ ス ト は、 [すべてのボイ ス メールユーザ （All Voicemail 
Users） ]、 [配信できない メ ッセージ （Undeliverable Messages） ] および [ボイ ス メールが有効な
すべての連絡先 （All Voicemail-Enabled Contacts） ] です）。 このため、 ローカル ユーザがこ う し
た リ モー ト  リ ス ト を宛先に指定し よ う とする と、 混乱が起こ る可能性があ り ます。

こ の問題を解決する には、 次の う ちいずれかのアプ ローチを使用する こ と がで き ます。

 – 各ロ ケーシ ョ ンでそれぞれ別個の リ ス ト を維持する場合は、 リ ス ト のホーム  ロ ケー
シ ョ ンで各 リ ス ト の名前を一意にな る よ う に変更し （た と えば 「<ロ ケーシ ョ ン名> 上
のすべてのボ イ ス メ ール ユーザ （All Voicemail Users on <Location Name>）」 など）、 各
サーバの新し い リ ス ト 名をユーザに通知し ます。 こ のアプ ローチを使用する場合は、
各 リ ス ト の録音名も、 発信元を示すよ う に変更する必要があ り ます。

 – ま たは、 サ イ ト を設定し てか ら、 ネ ッ ト ワーク で接続されたすべての ロ ケーシ ョ ン上
の全ユーザを含むマス ター リ ス ト を作成する こ と も で き ます。 こ の タ ス ク を実行する
時期および方法については、 タ ス ク  リ ス ト に記載さ れています。

 • Unity Connection ユーザのデータ を  LDAP デ ィ レ ク ト リ にあ る ユーザ データ と 同期する場
合は、 サ イ ト を設定する前に Unity Connection を  LDAP デ ィ レ ク ト リ と 統合する よ う に設
定し て、 テ ス ト および ト ラ ブルシ ューテ ィ ン グの手順を簡略化する必要があ り ます。

 • ネ ッ ト ワーク に参加する各サーバについて、 次の情報を記録し ます。

 – サーバの IP ア ド レ ス ま たは完全修飾 ド メ イ ン名 （FQDN）。

 – シ ス テム管理者の役割に割 り 当て る ユーザ アカ ウ ン ト のユーザ名 と パス ワー ド 。

 – 他のサーバ上で こ のサーバに コールをハン ド オフする ための ク ロ スサーバ ロ グ イ ン ま
たは転送を設定する場合は、 他のサーバが こ のサーバを コールする際に使用する ダ イ
ヤル文字列。

各 Unity Connection サーバが一意の表示名と  SMTP ド メ インを持っている こ との確認

Unity Connection サ イ ト に参加させる各 Unity Connection サーバは、 それぞれ一意の表示名を
持っている必要があ り ます。 表示名は、 Unity Connection ロ ケーシ ョ ン間 と  VPIM ロ ケーシ ョ
ン間の両方で一意でなければな り ません。 表示名が一意でない と 、 サーバはサ イ ト に参加で き
ません。 新規の Unity Connection イ ン ス ト ールの場合、 表示名は通常、 サーバのホ ス ト 名 と 同
じ にな り ます。 ただ し表示名を変更し た り 、 サーバを  Unity Connection 2.x （デフ ォル ト の表示
名 と し て 「Local VMS」 が使用さ れる） か ら ア ッ プグ レー ド し た場合は、 表示名がネ ッ ト ワー
ク上の他の ロ ケーシ ョ ン と 重複し ない よ う 、 表示名の変更が必要にな る こ と があ り ます。
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ヒ ン ト 各サーバの表示名は、 説明的で Cisco Unity Connection Administration の組織内の全ロ
ケーシ ョ ン を リ ス ト し た と き に識別しやすい も のを選択し ます。

サ イ ト に参加させる各 Unity Connection サーバは、 SMTP ド メ イ ン も、 Unity Connection ロ ケー
シ ョ ン間 と  VPIM ロ ケーシ ョ ン間の両方で一意の も のを持っている必要があ り ます。 デフ ォル
ト では、 SMTP ド メ イ ンはイ ン ス ト ール時に、 一意にな る よ う サーバのホ ス ト 名を含めて設定
さ れます。 ただ し複数のサーバの SMTP ド メ イ ン を同じ値に変更し た場合は、 サ イ ト にサーバ
を参加させる前に、 ド メ イ ン を一意の値に変更する必要があ り ます。

サーバを  VPIM ネ ッ ト ワーキングか ら サ イ ト 内ま たはサ イ ト 間のネ ッ ト ワーク に移行する場合
は、 サーバの表示名ま たは SMTP ド メ イ ンが、 サーバに設定さ れた VPIM ロ ケーシ ョ ン と オー
バーラ ッ プする可能性が高 く な り ます。 ド メ イ ン名がオーバーラ ッ プする場合、 移行中は 
VPIM ロ ケーシ ョ ンの SMTP ド メ イ ン を変更する か、 ま たは VPIM ロ ケーシ ョ ン を削除し て、
VPIM ロ ケーシ ョ ンへの メ ッ セージ送信を中断する必要があ り ます。 （VPIM ロ ケーシ ョ ン を削
除する場合は、 VPIM ロ ケーシ ョ ンの削除 （4-16 ページ） を参照し て く だ さ い）。

各 Unity Connection サーバが一意の表示名と  SMTP ド メ イ ンを持っている こ と を確認するには

ステ ッ プ 1 最初のサーバの表示名を確認し ます。

a. 最初のサーバの Cisco Unity Connection Administration で、 [ネ ッ ト ワー ク （Networking） ] を
展開し て [ロ ケーシ ョ ン （Locations） ] を選択し ます。

b. [ロ ケーシ ョ ンの検索 （Search Locations） ] ページで、 ローカル サーバの表示名を確認し ま
す。 後で確認で き る よ う 、 すべての表示名の リ ス ト を作成し ます。

ステ ッ プ 2 最初のサーバの SMTP ド メ イ ン を確認し ます。

a. [シ ス テム設定 （System Settings） ] > [SMTPの設定 （SMTP Configuration） ] を展開し て、 
[サーバ （Server） ] を選択し ます。

b. [SMTPサーバの設定 （SMTP Server Configuration） ] ページで、 ローカル サーバの SMTP ド
メ イ ン を確認し ます。

ステ ッ プ 3 ローカル サーバを ホーム と するすべての VPIM ロ ケーシ ョ ンの表示名 と  SMTP ド メ イ ン名を確
認し ます。

a. [ネ ッ ト ワーク （Networking） ] を展開し て [VPIM] を選択し ます。

b. [VPIMロ ケーシ ョ ンの検索 （Search VPIM Locations） ] ページで、 各 VPIM ロ ケーシ ョ ンの
表示名を確認し ます。

c. 表の最初に表示さ れている  VPIM ロ ケーシ ョ ン を選択し ます。 [VPIMロ ケーシ ョ ンの編集
（Edit VPIM Locations） ] ページで、 VPIM ロ ケーシ ョ ンの SMTP ド メ イ ン名を確認し ます。

d. [次へ （Next） ] を選択し、 次の VPIM ロ ケーシ ョ ンの SMTP ド メ イ ン名を確認し ます。

e. 残 り の各 VPIM ロ ケーシ ョ ンについて、 ス テ ッ プ 3d. を繰 り 返し ます。

ステ ッ プ 4 サ イ ト に参加する各ロ ケーシ ョ ンで、 ス テ ッ プ 1 ～ ス テ ッ プ 3 を繰 り 返し ます。

ステ ッ プ 5 ロ ケーシ ョ ンの表示名が他の ロ ケーシ ョ ンの表示名 と 競合する場合や、 表示名を よ り 説明的な
も のに変更し たい場合は、 いずれかの表示名を変更し ます。

 • Unity Connection ロ ケーシ ョ ンの表示名を変更する場合は、 ス テ ッ プ 6 に従います。

 • VPIM ロ ケーシ ョ ンの表示名を変更する場合は、 ス テ ッ プ 7 に従います。

 • すべての表示名が一意の場合は、 ス テ ッ プ 9 に進みます。
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ステ ッ プ 6 Unity Connection ロ ケーシ ョ ンの表示名を変更し ます。

a. 表示名を変更する サーバで、 [ネ ッ ト ワーク （Networking） ] を展開し て [ロ ケーシ ョ ン
（Locations） ] を選択し ます。

b. ローカル サーバの表示名を選択し ます。

c. [ロ ケーシ ョ ンの編集 （Edit Location） ] ページで、 表示名の値を変更し て [保存 （Save） ] を
選択し ます。

ステ ッ プ 7 VPIM ロ ケーシ ョ ンの表示名を変更する には、 次の手順に従います。

a. VPIM ロ ケーシ ョ ンのホーム と な る サーバで、 [ネ ッ ト ワーク （Networking） ] を展開し て 
[VPIM] を選択し ます。

b. [VPIMロ ケーシ ョ ンの検索 （Search VPIM Locations） ] ページで、 変更する ロ ケーシ ョ ンの
表示名を選択し ます。

c. [VPIMロ ケーシ ョ ンの編集 （Edit VPIM Locations） ] ページで、 表示名の値を変更し て [保
存 （Save） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 8 まだ表示名の競合があ る場合は、 必要に応じ て ス テ ッ プ 5 を繰 り 返し、 それぞれの競合を解決
し ます。

ステ ッ プ 9 サーバの SMTP ド メ イ ンが他の ロ ケーシ ョ ンの SMTP ド メ イ ン と 競合する場合は、 いずれかの
ド メ イ ン名を変更し ます。

 • Unity Connection ロ ケーシ ョ ンの SMTP ド メ イ ンを変更する場合は、ス テ ッ プ 10 に従います。

 • VPIM ロ ケーシ ョ ンの SMTP ド メ イ ン名を変更する場合は、 ス テ ッ プ 11 に従います。

ステ ッ プ 10 Unity Connection ロ ケーシ ョ ンの SMTP ド メ イ ン を変更する には、 次の手順に従います。

a. [シ ス テム設定 （System Settings） ] > [SMTP の設定 （SMTP Configuration） ] を展開し て、 
[サーバ （Server） ] を選択し ます。

b. [SMTPサーバの設定 （SMTP Server Configuration） ] ページで、 [SMTP ド メ イ ンの変更
（Change SMTP Domain） ] を選択し、 [SMTP ド メ イ ン （SMTP Domain） ] フ ィ ール ド の値を
変更し て、 [保存 （Save） ] を選択し ます。

c. [OK] を選択し て変更を確定し ます。

ステ ッ プ 11 VPIM ロ ケーシ ョ ンの SMTP ド メ イ ン名を変更する には、 次の手順に従います。

a. VPIM ロ ケーシ ョ ンのホーム と な る サーバで、 [ネ ッ ト ワーク （Networking） ] を展開し て 
[VPIM] を選択し ます。

b. SMTP ド メ イ ン名を変更する  VPIM ロ ケーシ ョ ンの表示名を選択し ます。

c. [VPIMロ ケーシ ョ ンの編集 （Edit VPIM Locations） ] ページで、 [SMTP ド メ イ ン名 （SMTP 
Domain Name） ] フ ィ ール ド の値を変更し て、 [保存 （Save） ] を選択し ます。

注意 VPIM ロ ケーシ ョ ンの SMTP ド メ イ ン名を変更する と 、 リ モー ト  ボ イ ス  メ ッ セージ
ング  シ ス テム と の メ ッ セージ交換が中断さ れる場合があ り ます。

ステ ッ プ 12 まだ SMTP ド メ イ ンの競合があ る場合は、 必要に応じ て ス テ ッ プ 9 を繰 り 返し、 それぞれの競
合を解決し ます。
2-6
Cisco Unity Connection ネ ッ ト ワーク  ガイ ド  リ リ ース 11.x



第 2 章      Cisco Unity Connection サーバ間のネ ッ ト ワーク設定

Unity Connection サイ ト の設定  
サイ ト 内リ ン クによる Unity Connection サーバのリ ン ク作成

Unity Connection サ イ ト を作成する には、 まずサ イ ト 内 リ ン ク を介し て  2 つのサーバを リ ン ク で
結合し ます。 それぞれのサーバは、 新し いサ イ ト 内の ロ ケーシ ョ ンにな り ます。 （Unity 
Connection ク ラ ス タ をサ イ ト に リ ン クする場合、 その ク ラ ス タはサ イ ト 内の 1 ロ ケーシ ョ ン と
見な さ れます）。

Unity Connection サーバを、 2 つ以上の ロ ケーシ ョ ン を含む既存の Unity Connection サ イ ト に追
加する場合は、 サーバをサ イ ト 内の 1 つの ロ ケーシ ョ ンに リ ン ク し ます。 追加さ れたサーバ
は、 サ イ ト 内の他すべての ロ ケーシ ョ ンの リ ス ト を受信し、 各ロ ケーシ ョ ン と 情報を交換し、
各ロ ケーシ ョ ン と のデ ィ レ ク ト リ 情報のレプ リ ケー ト を開始し ます。

こ の項は 2 つの手順で構成さ れています。 まず、 最初の手順か ら開始する必要があ り ます。 最
初の手順で、 サーバが正常に リ ン ク さ れた と い う こ と が Cisco Unity Connection Administration 
で示さ れない場合は、 2 番目の手順を実行し ます。 その後、 サ イ ト に追加する各サーバについ
て、 こ のプ ロ セス を繰 り 返し ます。

（注） こ れら の手順は、 2 つの Unity Connection 11.x サーバを結合する場合に も、 Unity Connection 
11.x サーバを  Unity Connection 7.x サーバ と 結合する場合に も使用で き ます。 7.x と  8.x では、
ページやフ ィ ール ド の名前が変更さ れています。 用語が異な る場合は、 各ス テ ッ プの末尾に 
7.x での名前を カ ッ コ で示し ます。

2 つの Unity Connection サーバを自動で結合するには

ステ ッ プ 1 （いずれかのサーバの） Cisco Unity Connection Administration で、 [ネ ッ ト ワーク （Networking） ] > 
[ リ ン ク （Links） ] を展開し、 [サ イ ト 内 リ ン ク （Intrasite Links） ] を選択し ます。 （Cisco Unity 
Connection 7.x では、 [ネ ッ ト ワーク （Networking） ] を展開し て [Unity Connection ロ ケーシ ョ ン
（Connection Locations） ] を選択し ます）。

ステ ッ プ 2 [サ イ ト に参加 （Join Site） ] を選択し ます。 （Unity Connection 7.x では、 [Unity Connection ネ ッ
ト ワーク に参加 （Join Connection Network） ] を選択し ます）。

ステ ッ プ 3 [サ イ ト に参加 （Join Site） ] ページで [自動的にサ イ ト に参加 （Automatically Join the Site） ] を
選択し ます。 （Unity Connection 7.x では、 [Unity Connection ネ ッ ト ワーク に参加 （Join 
Connection Network） ] ページで、 [自動的にネ ッ ト ワー ク に参加 （Automatically Join the 
Network） ] を選択し ます）。

ステ ッ プ 4 [ リ モー ト ロ ケーシ ョ ン （Remote Location） ] フ ィ ール ド に、 サ イ ト を作成する ために接続する  
Unity Connection サーバの IP ア ド レ ス ま たは完全修飾 ド メ イ ン名 （FQDN） を入力し ます。

ステ ッ プ 5 [ リ モー ト ユーザ名 （Remote User Name） ] フ ィ ール ド に、 [ リ モー ト ロ ケーシ ョ ン （Remote 
Location） ] フ ィ ール ド で指定し た ロ ケーシ ョ ンの管理者のユーザ名を入力し ます。 管理者の
ユーザ アカ ウ ン ト には、 シ ス テム管理者ロールを割 り 当ててお く 必要があ り ます。

ステ ッ プ 6 [ リ モー ト パス ワー ド （Remote Password） ] フ ィ ール ド に、 [ リ モー ト ユーザ名 （Remote User 
Name） ] フ ィ ール ド で指定し た管理者のパス ワー ド を入力し ます。

ステ ッ プ 7 [サ イ ト に自動参加 （Auto Join Site） ] を選択し ます。 （Unity Connection 7.x では、 [ネ ッ ト ワー
ク に自動参加 （Auto Join Network） ] を選択し ます）。

ステ ッ プ 8 指示に従って、 [OK] を選択して確認し ます。 ネ ッ ト ワークに正常に参加できたため、 Unity 
Connection Digital Networking Replication Agent をア ク テ ィ ブにし て起動する必要があ る、 と い う ス
テータ ス  メ ッ セージが示された ら、 ス テ ッ プ 9 に進みます。 そ う でない場合は、 この手順の残 り
はスキ ッ プし て、 「2 つの Unity Connection サーバを手動で結合する には」 の手順 （2-8 ページ）
に進んで く だ さ い。
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ステ ッ プ 9 Cisco Unity Connection Serviceability のいずれかのサーバで、 [ツール （Tools） ] > [サービ ス管理
（Service Management） ] を選択し ます。 （Cisco Unity Connection Serviceability の使用方法につい
ては、
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/11x/serv_administration/guide/11xcucs
ervagx.html で入手可能な 『Administration Guide for Cisco Unity Connection Serviceability Release 
11.x』 を参照し て く だ さ い）。

ステ ッ プ 10 [サーバ （Server） ] リ ス ト で Unity Connection サーバを選択し、 [移動 （Go） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 11 [オプシ ョ ンサービ ス （Optional Services） ] で Connection Digital Networking Replication Agent 
を見つけて、 [ア ク テ ィ ブ化 （Activate） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 12 も う 一方のサーバでス テ ッ プ 9 ～ス テ ッ プ 11 を繰 り 返し ます。

2 つの Unity Connection サーバを手動で結合するには

ステ ッ プ 1 （いずれかのサーバの） Cisco Unity Connection Administration で、 [ネ ッ ト ワーク （Networking） ] > 
[ リ ン ク （Links） ] を展開し、 [サ イ ト 内 リ ン ク （Intrasite Links） ] を選択し ます。 以降の手順で
は、 こ のサーバを  1 番目のサーバ、 それ以外のサーバを  2 番目のサーバ と 呼びます。 （Unity 
Connection 7.x では、 [ネ ッ ト ワーク （Networking） ] を展開し て [Unity Connection ロ ケーシ ョ ン
（Connection Locations） ] を選択し ます）。

ステ ッ プ 2 [サ イ ト に参加 （Join Site） ] を選択し ます。 （Unity Connection 7.x では、 [Unity Connection ネ ッ
ト ワーク に参加 （Join Connection Network） ] を選択し ます）。

ステ ッ プ 3 [サ イ ト に参加 （Join Site） ] ページで [手動でサ イ ト に参加 （Manually Join the Site） ] を選択し
ます。 （Unity Connection 7.x では、 [手動でネ ッ ト ワーク に参加 （Manually Join the Network） ] 
を選択し ます）。

ステ ッ プ 4 [ダ ウ ン ロー ド （Download） ] を選択し て、 1 番目のサーバの設定フ ァ イルをハー ド  ド ラ イ ブ上
か、 ま たは こ のフ ァ イルを  2 番目のサーバに コ ピーする ために使用で き る メ デ ィ ア上に保存し
ます。

ステ ッ プ 5 2 番目のサーバの Unity Connection Administration を参照し ます。

ステ ッ プ 6 2 番目のサーバの Unity Connection Administration で、 [ネ ッ ト ワー ク （Networking） ] > [ リ ン ク
（Links） ] を展開し、 [サ イ ト 内 リ ン ク （Intrasite Links） ] を選択し ます。 （Unity Connection 7.x 
では、 [ネ ッ ト ワーク （Networking） ] を展開し て [Unity Connection ロ ケーシ ョ ン （Connection 
Locations） ] を選択し ます）。

ステ ッ プ 7 [サ イ ト に参加 （Join Site） ] を選択し ます。 （Unity Connection 7.x では、 [Unity Connection ネ ッ
ト ワーク に参加 （Join Connection Network） ] を選択し ます）。

ステ ッ プ 8 [サ イ ト に参加 （Join Site） ] ページで [手動でサ イ ト に参加 （Manually Join the Site） ] を選択し
ます。 （Unity Connection 7.x では、 [手動でネ ッ ト ワーク に参加 （Manually Join the Network） ] 
を選択し ます）。

ステ ッ プ 9 [ダ ウ ン ロー ド （Download） ] を選択し て、 2 番目のサーバの設定フ ァ イルをハー ド  ド ラ イ ブの
場所に保存する か、 ま たはフ ァ イルを  2 番目のサーバにフ ァ イルを コ ピーする ために使用で き
る メ デ ィ アに保存し ます。

ステ ッ プ 10 [ア ッ プロー ド する リ モー ト 設定フ ァ イルの選択 （Select the Remote Configuration File to Upload） ] 
フ ィ ール ド で、 [参照 （Browse） ] を選択し て、 ス テ ッ プ 4 で 1 番目のサーバか ら ダ ウ ン ロー ド
し た設定フ ァ イルの コ ピーを参照し ます。

ステ ッ プ 11 [ア ッ プ ロー ド （Upload） ] を選択し ます。
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ステ ッ プ 12 1 番目のサーバの Unity Connection Administration の、 [ア ッ プ ロー ド する リ モー ト 設定フ ァ イル
の選択 （Select the Remote Configuration File to Upload） ] フ ィ ール ド で [参照 （Browse） ] を選択
し、 ス テ ッ プ 9 で 2 番目のサーバか ら ダ ウ ン ロー ド し た設定フ ァ イルの ローカル コ ピーを参照
し ます。

ステ ッ プ 13 [ア ッ プ ロー ド （Upload） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 14 Cisco Unity Connection Serviceability のいずれかのサーバで、 [ツール （Tools） ] > [サービ ス管理
（Service Management） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 15 [サーバ （Server） ] リ ス ト で Unity Connection サーバを選択し、 [移動 （Go） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 16 [オプシ ョ ンサービ ス （Optional Services） ] で Unity Connection Digital Networking Replication 
Agent を見つけて、 [ア ク テ ィ ブ化 （Activate） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 17 も う 一方のサーバでス テ ッ プ 14 ～ス テ ッ プ 16 を繰 り 返し ます。

スマー ト  ホス ト の設定

サ イ ト 内の各 Unity Connection ロ ケーシ ョ ン間では、 デ ィ レ ク ト リ 情報 と メ ッ セージ両方の転
送に SMTP が使用さ れます。

サ イ ト 内のいずれかの ロ ケーシ ョ ンのペアで、 SMTP メ ッ セージの送受信を直接行えない場合
は （た と えばサーバがフ ァ イ ア ウ ォールで隔て られている場合など）、 これ ら の ロ ケーシ ョ ン
でその メ ッ セージが SMTP スマー ト  ホ ス ト を経由する よ う に設定する必要があ り ます。

ま た、 パブ リ ッ シ ャ  サーバがダ ウ ン し た場合に、 メ ッ セージ  ト ラ フ ィ ッ ク が ク ラ ス タ のサブ
ス ク ラ イバ サーバに到達する よ う にする には、 サ イ ト に追加する各 Unity Connection ク ラ ス タ
について、 他のすべてのネ ッ ト ワーク  ロ ケーシ ョ ンがスマー ト  ホ ス ト を介し て ク ラ ス タ に
ルーテ ィ ン グする よ う に設定し、 さ ら に ク ラ ス タ の SMTP ド メ イ ン をパブ リ ッ シ ャ  サーバ と サ
ブス ク ラ イバ サーバ両方の IP ア ド レ スに解決する よ う スマー ト  ホ ス ト を設定する必要があ り
ます。 た と えば、 あ る ネ ッ ト ワーク に 1 つのスマー ト  ホ ス ト と 次の 3 つの ロ ケーシ ョ ンがあ る
と し ます。

 • ServerA ： ク ラ ス タ  メ ンバーではあ り ません。

 • ク ラ ス タ  1 ： ServerB （パブ リ ッ シ ャ） と  ServerC （サブス ク ラ イバ） で構成されています。

 • ク ラ ス タ  2 ： ServerD （パブ リ ッ シ ャ） と  ServerE （サブス ク ラ イバ） で構成さ れています。

Unity Connection サ イ ト を作成する ため、 ServerA、 ServerB、 および ServerD を参加させてサ イ
ト を形成し ます。 次の点に注意し て く だ さ い。

 • ServerA で、 スマー ト  ホ ス ト を経由する  ServerB （ク ラ ス タ  1 を表す） および ServerD （ク
ラ ス タ  2 を表す） の Unity Connection ロ ケーシ ョ ン を設定し ます。

 • ServerB （ク ラ ス タ  1 のパブ リ ッ シ ャ） で、 スマー ト  ホ ス ト を経由する  ServerD （ク ラ ス タ  
2 を表す） の Unity Connection ロ ケーシ ョ ン を設定し ます。

 • ServerD （ク ラ ス タ  2 のパブ リ ッ シ ャ） で、 スマー ト  ホ ス ト を経由する  ServerB （ク ラ ス タ  
1 を表す） の Unity Connection ロ ケーシ ョ ン を設定し ます。

 • スマー ト  ホ ス ト で、 （DNS MX レ コー ド を使用する など し て） ServerB と  ServerC 両方の IP 
ア ド レ スに解決する、 ク ラ ス タ  1 の SMTP ド メ イ ン名を設定し ます。 ま た、 ServerD と  
ServerE の両方に解決する、 ク ラ ス タ  2 の SMTP ド メ イ ン名も設定し ます。
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スマー ト  ホ ス ト を経由し た他の ロ ケーシ ョ ンへのルーテ ィ ン グが必要な各サーバについて、 次
の タ ス ク を実行し ます。

1. Unity Connection サーバか ら の メ ッ セージを受信する よ う に SMTP スマー ト  ホ ス ト を設定
し ます。 サ イ ト に Unity Connection ク ラ ス タ が含まれてい る場合は、 ク ラ ス タ の SMTP ド
メ イ ン をパブ リ ッ シ ャ  サーバ と サブス ク ラ イバ サーバ両方の IP ア ド レ スに解決する よ う
にスマー ト  ホ ス ト を設定し ます。 使用中の SMTP サーバ アプ リ ケーシ ョ ンのマニ ュ アルを
参照し て く だ さ い。

2. メ ッ セージを スマー ト  ホ ス ト に リ レーする よ う に Unity Connection サーバを設定し ます。
「 メ ッ セージを スマー ト  ホ ス ト に リ レーする よ う に Unity Connection を設定する には」 の手
順 （2-10 ページ）

3. メ ッセージを、 スマー ト  ホス ト を経由して他の Unity Connection ロケーシ ョ ンに転送する よ う
に Unity Connection サーバを設定し ます。 「スマー ト  ホ ス ト を経由し て ロ ケーシ ョ ン間の メ ッ
セージをルーテ ィ ン グする よ う に Unity Connection を設定する には」 の手順 （2-10 ページ）

メ ッ セージをスマー ト  ホス ト にリ レーするよ う に Unity Connection を設定するには

ステ ッ プ 1 Cisco Unity Connection Administration で、 [シ ス テム設定 （System Settings） ] > [SMTPの設定
（SMTP Configuration） ] を展開し、 [スマー ト ホ ス ト （Smart Host） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 2 [スマー ト  ホ ス ト （Smart Host） ] フ ィ ール ド に、 SMTP スマー ト  ホ ス ト  サーバの IP ア ド レ ス ま
たは完全修飾 ド メ イ ン名を入力し ます。 （サーバの完全修飾 ド メ イ ン名は、 DNS が設定さ れて
いる場合のみ入力し ます）。

ステ ッ プ 3 [保存 （Save） ] を選択し ます。

スマー ト  ホス ト を経由し てロケーシ ョ ン間のメ ッ セージをルーテ ィ ングするよ う に 
Unity Connection を設定するには

ステ ッ プ 1 Cisco Unity Connection Administration で、 [ネ ッ ト ワーク （Networking） ] を展開し て [ロ ケー
シ ョ ン （Locations） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 2 スマー ト  ホ ス ト を経由する転送が必要な ロ ケーシ ョ ンの名前を選択し ます。

ステ ッ プ 3 [SMTP スマー ト  ホ ス ト を使用し て こ の リ モー ト  ロ ケーシ ョ ンにルー ト する （Route to This 
Remote Location Through SMTP Smart Host） ] チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し ます。

ステ ッ プ 4 [保存 （Save） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 5 スマー ト  ホ ス ト を経由する転送が必要な各ロ ケーシ ョ ンについて、 ス テ ッ プ 1 ～ス テ ッ プ 4 を
繰 り 返し ます。

ク ラス タ  サブスク ラ イバ サーバの SMTP アクセスの設定

Unity Connection ク ラ ス タ  サーバ ペアを含むサ イ ト を作成する際は、 そのペアのパブ リ ッ シ ャ  
サーバだけをサ イ ト に参加させます。 ネ ッ ト ワーク上のすべての ロ ケーシ ョ ンが、 [プ ラ イ マ リ
（Primary） ] ス テータ スになった と きは ク ラ ス タ  サブス ク ラ イバ サーバ と 直接通信で き る よ う
にする ためには、 すべてのネ ッ ト ワーク  ロ ケーシ ョ ン （サブス ク ラ イバ サーバ と と も に ク ラ
ス タ化さ れるパブ リ ッ シ ャ  サーバを除 く ） を、 サブス ク ラ イバ サーバか ら の SMTP 接続を許
可する よ う に設定する必要があ り ます。
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直接の SMTP 接続は、 パブ リ ッ シ ャ  サーバが [プ ラ イ マ リ （Primary） ] ス テータ スでない と き
に、 各ロ ケーシ ョ ンが継続的に ク ラ ス タ か ら のユーザ メ ッ セージの ト ラ フ ィ ッ ク を受信で き る
よ う にする ために必要です。 こ の場合、 ク ラ ス タ か ら他の ロ ケーシ ョ ンへのルーテ ィ ン グは、
スマー ト  ホ ス ト 経由では行われません。 デ ィ レ ク ト リ の更新は、 パブ リ ッ シ ャ  サーバか ら し
かレプ リ ケー ト さ れないため、 サブス ク ラ イバ サーバ と の直接の SMTP 接続に よ ってデ ィ レ ク
ト リ の更新が影響を受け る こ と はあ り ません。

た と えば、 あ る ネ ッ ト ワーク に次の 3 つの ロ ケーシ ョ ンがあ る と し ます。

 • ServerA ： ク ラ ス タ  メ ンバーではあ り ません。

 • ク ラ ス タ  1 ： ServerB （パブ リ ッ シ ャ） と  ServerC （サブス ク ラ イバ） で構成されています。

 • ク ラ ス タ  2 ： ServerD （パブ リ ッ シ ャ） と  ServerE （サブス ク ラ イバ） で構成さ れています。

サ イ ト を作成する ため、 ServerA、 ServerB、 および ServerD を結合し ます。 直接の SMTP ア ク
セス を可能にする には、 次の手順を実行する必要があ り ます。

 • ServerA で、 ServerC と  ServerE 両方の IP ア ド レ ス （2 つのサブス ク ラ イバ サーバ） を  IP ア
ド レ ス  ア ク セス  リ ス ト に追加し て、 いずれかのサブス ク ラ イバ サーバが [プ ラ イ マ リ
（Primary） ] ス テータ スの と き に ServerA がそのサーバ と 通信で き る よ う にする必要があ り
ます。

 • ServerB （ク ラ ス タ  1 のパブ リ ッ シ ャ） で、 ServerE （ク ラ ス タ  2 のサブス ク ラ イバ） の IP 
ア ド レ ス を  IP ア ド レ ス  ア ク セ ス  リ ス ト に追加し、 ServerD （ク ラ ス タ  2 のパブ リ ッ シ ャ）
で、 ServerC （ク ラ ス タ  1 のサブス ク ラ イバ） の IP ア ド レ ス を  IP ア ド レ ス  ア ク セス  リ ス ト
に追加し ます。

ま たは、 各ク ラ ス タ  ロ ケーシ ョ ンで、 メ ッ セージを スマー ト  ホ ス ト を経由し て他のすべての
ロ ケーシ ョ ンにルーテ ィ ン グする よ う に設定で き ます。 こ の際、 他の Unity Connection ロ ケー
シ ョ ンは、 [プ ラ イ マ リ （Primary） ] ス テータ スの と き に も ク ラ ス タ  サブス ク ラ イバか ら の 
SMTP 接続を直接受け入れる必要はあ り ません。 こ れは ク ラ ス タ  サブス ク ラ イバが、 他のすべ
ての ロ ケーシ ョ ン と 直接ではな く 、 スマー ト  ホ ス ト と  SMTP 接続を確立する か ら です。 上記の
例の場合、 代替の設定は次の よ う にな り ます。

 • ServerB （ク ラ ス タ  1 のパブ リ ッ シ ャ） でスマー ト  ホ ス ト を設定し、 ServerA と  ServerD
（ク ラ ス タ  2 のパブ リ ッ シ ャ） の Unity Connection ロ ケーシ ョ ン を、 スマー ト  ホ ス ト を経由
する よ う に設定し ます。

 • ServerD （ク ラ ス タ  2 のパブ リ ッ シ ャ） でスマー ト  ホ ス ト を設定し、 ServerA と  ServerB
（ク ラ ス タ  1 のパブ リ ッ シ ャ） の Unity Connection ロ ケーシ ョ ン を、 スマー ト  ホ ス ト を経由
する よ う に設定し ます。

ス マー ト  ホ ス ト を経由するルーテ ィ ン グの設定方法については、 スマー ト  ホ ス ト の設定
（2-9 ページ） を参照し て く だ さ い。 1 つのサ イ ト に複数の ク ラ ス タ を参加させる場合は、 すで
に各ク ラ ス タ がスマー ト  ホ ス ト を経由し て メ ッ セージを他の ク ラ ス タ に転送する よ う 設定済
みであ る必要があ り ます。 こ の場合、 あ と は ク ラ ス タ と し て設定されていないサーバに対し、
スマー ト  ホ ス ト を経由し て メ ッ セージを転送する よ う に ク ラ ス タ を設定する だけで済みます。

ク ラス タ  サブスク ラ イバ サーバへの直接の SMTP アクセスを設定するには

ステ ッ プ 1 ネ ッ ト ワーク  ロ ケーシ ョ ンの Cisco Unity Connection Administration で、 [システム設定 （System 
Settings） ] > [SMTPの設定 （SMTP Configuration） ] を展開して、 [サーバ （Server） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 2 [編集 （Edit） ] メ ニ ューで [IP ア ド レ ス  ア ク セス  リ ス ト の検索 （Search IP Address Access List） ] 
を選択し ます。

ステ ッ プ 3 [新規追加 （Add New） ] を選択し ます。
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ステ ッ プ 4 [ア ク セス  IP ア ド レ スの新規作成 （New Access IP Address） ] ページで、 ネ ッ ト ワーク上の別の
ロ ケーシ ョ ンの ク ラ ス タ  サブス ク ラ イバ サーバの IP ア ド レ ス を入力し ます。

（注） サブス ク ラ イバ サーバ と ペアになっているパブ リ ッ シ ャ  サーバに、 サブス ク ラ イバ 
サーバの IP ア ド レ スは入力し ないで く だ さ い。

ステ ッ プ 5 [保存 （Save） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 6 [ア ク セス  IP ア ド レ ス （Access IP Address） ] ページで [Unity Connection を許可する （Allow 
Connection） ] チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し ます。

ステ ッ プ 7 [保存 （Save） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 8 ネ ッ ト ワーク上の追加の各サブス ク ラ イバ サーバ （設定中のサーバ と ペアになっている サブス
ク ラ イバ サーバ以外） について、 ス テ ッ プ 2 ～ス テ ッ プ 7 を繰 り 返し ます。

ステ ッ プ 9 各ネ ッ ト ワーク  ロ ケーシ ョ ンで、 ス テ ッ プ 1 ～ス テ ッ プ 8 を繰 り 返し ます。

サイ ト 内でのレプ リケーシ ョ ン ステータ スの確認

ロ ケーシ ョ ン間での初回のレプ リ ケーシ ョ ンが始ま る と 、 データ が全ロ ケーシ ョ ン間で完全に
レプ リ ケー ト さ れる までには、 デ ィ レ ク ト リ のサ イ ズに よ って数分間か ら数時間かかる こ と が
あ り ます。

Cisco Unity Connection Administrationの Unity Connection の [サ イ ト 内 リ ン ク （Intrasite Links） ] 
および [ロ ケーシ ョ ン （Locations） ] の各ページには、 ロ ケーシ ョ ン間のレプ リ ケーシ ョ ンのス
テータ スに関する情報が表示さ れます。 Unity Connection Administration でレプ リ ケーシ ョ ンの
ス テータ ス を確認する には、 次の手順に従います。

ヒ ン ト Unity Connection 11.x の ロ ケーシ ョ ンでは、 Cisco Unity Connection Serviceability の Voice 
Network Map ツールを使用し て レプ リ ケーシ ョ ンのス テータ ス を確認する こ と も で き ます。 こ
のツールを使用すれば、 サ イ ト 内のレプ リ ケーシ ョ ン問題をすばや く 特定し た り 、 サ イ ト 内の
任意の 2 つの ロ ケーシ ョ ン間でレプ リ ケーシ ョ ンのス テータ スに関する情報を入手し た り で き
ます。 詳細については、 ツール内か ら  [ヘルプ （Help） ] > [ こ のページ （This Page） ] を選択す
る か、 ま たは 『Cisco Unified Serviceability Administration Guide Release 11.x』 の 「Using the Voice 
Network Map Tool in Version 11.x」 の章の 「Understanding the Voice Network Map Tool」 の項を参
照し て く だ さ い。 こ の ド キ ュ メ ン ト は、
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/11x/serv_administration/guide/11xc
ucservagx/11xcucservag060.html#pgfId-1051666 か ら入手で き ます。

Cisco Unity Connection Administration を使用し てサイ ト 内でのレプ リ ケーシ ョ ンのステータ スを確認す
るには

ステ ッ プ 1 ネ ッ ト ワーク に参加させる サーバの Cisco Unity Connection Administration で、 [ネ ッ ト ワーク
（Networking） ] > [ リ ン ク （Links） ] を展開し、 [サ イ ト 内 リ ン ク （Intrasite Links） ] を選択し ま
す。 （Unity Connection 7.x では、 [ネ ッ ト ワーク （Networking） ] を展開し て [Unity Connection ロ
ケーシ ョ ン （Connection Locations） ] を選択し ます）。
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ステ ッ プ 2 [サイ ト 内 リ ン ク の検索 （Search Intrasite Links） ] ページの、 [サイ ト 内 リ ン ク （Intrasite Links） ] 
の表の [デ ィ レ ク ト リ のプ ッ シ ュ （Push Directory） ] 列に、 現在ア ク セス し よ う と し てい る ロ
ケーシ ョ ンか ら リ モー ト  ロ ケーシ ョ ンへのデ ィ レ ク ト リ  プ ッ シ ュ が進行中かど う かが表示さ
れます。 [デ ィ レ ク ト リ のプル （Pull Directory） ] 列には、 リ モー ト  ロ ケーシ ョ ンか ら のデ ィ レ
ク ト リ のプルが進行中かど う かが表示さ れます。

た と えば、 管理者が ServerA か ら  ServerB への [次の場所にデ ィ レ ク ト リ をプ ッ シ ュ （Push 
Directory To） ] 要求を開始する と 、 ServerA の Unity Connection Administration で ServerB への
デ ィ レ ク ト リ  プ ッ シ ュ が進行中であ る こ と が示さ れ、 ServerB の Unity 
Connection Administration では ServerA か ら のデ ィ レ ク ト リ のプルが進行中であ る こ と が示さ れ
ます。

注意 初回のレプ リ ケーシ ョ ンは自動的に実行さ れます。 初回のレプ リ ケーシ ョ ンの進行中
に、 デ ィ レ ク ト リ のプ ッ シ ュ ま たはプルを開始し ないで く だ さ い。

（注） 初回のレプ リ ケーシ ョ ンが完了し た後は、 [デ ィ レ ク ト リ のプ ッ シ ュ （Push Directory） ] 
列および [デ ィ レ ク ト リ のプル （Pull Directory） ] 列に表示さ れている ス テータ スが [ア
イ ド ル （Idle） ] であ って も、 変更が発生する ご と に ロ ケーシ ョ ン間でその変更が自動
的に同期さ れます。

ステ ッ プ 3 特定の リ モー ト  ロ ケーシ ョ ン と のレプ リ ケーシ ョ ンのステータ スに関する詳細情報を確認するに
は、 [ネ ッ ト ワーク （Networking） ] を展開し て [ロ ケーシ ョ ン （Locations） ] を選択し、 そのロ
ケーシ ョ ンの表示名を選択し ます。 （Unity Connection 7.x の場合は、 [Unity Connection ロ ケーシ ョ
ンの検索 （Search Connection Locations） ] ページで、 ロ ケーシ ョ ンの表示名を選択し ます）。

ステ ッ プ 4 [ロ ケーシ ョ ンの編集 （Edit Location） ] ページでは、 [最後に送信されたUSN （Last USN Sent） ]、
[最後に受信されたUSN （Last USN Received） ]、 および [最後に応答確認されたUSN （Last USN 
Acknowledged） ] の各フ ィ ール ド に、 リ モー ト  ロ ケーシ ョ ン と の間で送受信されたレプ リ ケー
シ ョ ン  メ ッ セージのシーケン ス番号が表示されます。 [最後に送信されたUSN （Last USN Sent） ] 
の値が [最後に応答確認さ れたUSN （Last USN Acknowledged） ] の値よ り も大き い場合、 リ
モー ト  ロ ケーシ ョ ンは現在こ の ロ ケーシ ョ ン と 完全に同期さ れていません。 こ の場合、 [最後
に応答確認さ れたUSN （Last USN Acknowledged） ] の値は定期的に増え続け るはずです。 （[最
後に送信さ れたUSN （Last USN Sent） ] の値も、 定期的に増え続け る可能性があ り ます）。

Unity Connection サイ ト のサーチ スペースの設定

最初に ロ ケーシ ョ ン間のサ イ ト を設定し た場合は、 あ る ロ ケーシ ョ ン を ホーム と する ユーザは
他の ロ ケーシ ョ ンのユーザに メ ッ セージを送信で き ません。 これは各ロ ケーシ ョ ンのユーザが
別個のパーテ ィ シ ョ ンに存在し てお り 、 他の ロ ケーシ ョ ンのユーザのパーテ ィ シ ョ ン を含ま な
いサーチ スペース を使用し ている か ら です。 ロ ケーシ ョ ン間の最初のレプ リ ケーシ ョ ンが完了
し た ら、 他のサーバを ホーム と するパーテ ィ シ ョ ン を含める よ う にサーチ スペース を再設定
し、 リ モー ト  ロ ケーシ ョ ン を ホーム と する サーチ スペース を使用する よ う にユーザ、 ルー
テ ィ ン グ規則、 コール ハン ド ラ、 デ ィ レ ク ト リ  ハン ド ラ、 および Voice Profile for Internet Mail
（VPIM） ロ ケーシ ョ ンの検索範囲を変更で き ます （パーテ ィ シ ョ ン と サーチ スペースはどち
ら も ロ ケーシ ョ ン間でレプ リ ケー ト さ れますが、 別の ロ ケーシ ョ ン を ホーム と するパーテ ィ
シ ョ ンにユーザおよびその他のオブジ ェ ク ト を割 り 当て る こ と はで き ません）。

いずれのサーバで もデフ ォル ト のパーテ ィ シ ョ ンおよびサーチ スペースに変更を加えていない
場合は、 少な く と も、 各ロ ケーシ ョ ンで各 リ モー ト  Unity Connection ロ ケーシ ョ ンのデフ ォル
ト のパーテ ィ シ ョ ン を、 ローカル ユーザが使用し ている サーチ スペースに追加する こ と がで
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き ます。 た と えば、 ServerA、 ServerB、 および ServerC と い う  3 つのサーバに よ る ネ ッ ト ワー
ク で、 シ ス テム  デフ ォル ト に変更が加え られていない場合は、 ServerA の Cisco Unity 
Connection Administration で、 「ServerB パーテ ィ シ ョ ン」 および 「ServerC パーテ ィ シ ョ ン」 と
い う デフ ォル ト のパーテ ィ シ ョ ン を、 「ServerA サーチ スペース」 と い う デフ ォル ト  サーチ ス
ペースの メ ンバ と し て追加し、 同様に ServerB の Unity Connection Administration で 「ServerA 
パーテ ィ シ ョ ン」 および 「ServerC パーテ ィ シ ョ ン」 を 「ServerB サーチ スペース」 に、 と い う
具合に追加し ていき ます。

サーチ スペースにパーテ ィ シ ョ ン を追加する手順については、 『System Administration Guide for 
Cisco Unity Connection Release 11.x』 の 「Call Management」 の章の 「Dial Plan」 の項を参照し て
く だ さ い。 こ の ド キ ュ メ ン ト は、
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/11x/administration/guide/11xcucsag

x.html か ら入手可能です。

Unity Connection サイ ト の保護

ユーザの認定証が、 サ イ ト 内通信の一部 と し て転送さ れる こ と はあ り ません。 ただ し、 メ ッ
セージに含まれる  SMTP ア ド レ スのセキ ュ リ テ ィ を保護する ため、 Unity Connection ロ ケー
シ ョ ン間の SMTP メ ッ セージ転送に関わ る スマー ト  ホ ス ト は必ず、 メ ッ セージを適切にルー
テ ィ ン グする よ う 設定し て く だ さ い。 こ れは、 メ ッ セージか ら  SMTP ア ド レ ス を抽出で き る可
能性があ る か ら です。 手順については、 使用中の SMTP サーバ アプ リ ケーシ ョ ンのマニ ュ アル
を参照し て く だ さ い。

サイ ト 内設定のテス ト

サ イ ト の設定をテ ス ト する には、 テ ス ト 用のユーザ アカ ウ ン ト を作成する か、 ま たは各 Unity 
Connection ロ ケーシ ョ ンの既存のユーザ アカ ウ ン ト を使用し ます。 テ ス ト で使用する ユーザ ア
カ ウ ン ト を  Cisco Unity Connection Administrationで設定する場合は、 必ず各アカ ウ ン ト につい
て次の手順を実行し て く だ さ い。

 • 音声名を録音し ます。

 • 内線ガ イ ダン ス を録音し て有効に し ます。

 • [ユーザの基本設定 （User Basics） ] ページで、 [検索範囲 （Search Scope） ] に リ モー ト  ユー
ザのパーテ ィ シ ョ ン を含む検索範囲を選択し ます。

 • [ユーザの基本設定 （User Basics） ] ページで、 [デ ィ レ ク ト リ に登録 （List in Directory） ] 
チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し ます。

 • [再生 メ ッ セージの設定 （Playback Message Settings） ] ページで、 [各 メ ッ セージの再生前に
アナウ ン ス （Before Playing Each Message, Play） ]、 [送信者情報 （Sender's information） ] 
チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し ます。

 • オプシ ョ ンで ク ロ スサーバ Live Reply 機能を有効化し テ ス ト する予定の場合は、 [サービ ス  
ク ラ スの編集 （Edit Class of Service） ] > [ メ ッ セージ オプシ ョ ン （Message Options） ] ペー
ジの [ユーザはコールを発信する こ と に よ って他のユーザか ら の メ ッ セージに応答で き る
（Users Can Reply to Messages from Other Users by Calling Them） ]チェ ッ ク ボ ッ ク スがオンに
なっている サービ ス  ク ラ スにアカ ウ ン ト が属し ている こ と を確認し ます。 （デフ ォル ト で
は、 こ のチェ ッ ク ボ ッ ク スはオフになっています）。
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次の よ う なテ ス ト を実行し て、 サ イ ト が適切に機能し ている こ と を確認し ます。

異なる Unity Connection ロケーシ ョ ンのユーザ間のメ ッ セージ交換を検証するには

ステ ッ プ 1 Unity Connection ロ ケーシ ョ ンにユーザ と し て ロ グ イ ン し ます。

ステ ッ プ 2 指示に従って、 他の Unity Connection ロ ケーシ ョ ンに関連付け られたユーザ宛に メ ッ セージを
録音し て送信し ます。

ステ ッ プ 3 受信者ユーザ と し て適切な Unity Connection の ロ ケーシ ョ ンに ロ グ イ ン し、 メ ッ セージが受信
さ れた こ と を確認し ます。

ステ ッ プ 4 反対の方向でス テ ッ プ 1 か ら ス テ ッ プ 3 を繰 り 返し ます。

自動応答機能から他の Unity Connection ロケーシ ョ ンのユーザへの着信転送を検証す
るには

ステ ッ プ 1 ユーザの電話以外の電話か ら、 外部発信者を処理する よ う に設定された Unity Connection ロ
ケーシ ョ ンに コールし、 他の Unity Connection ロ ケーシ ョ ンに関連付け られたユーザの内線番
号を入力し ます。

ステ ッ プ 2 正し いユーザの電話に到達する こ と を確認し ます。

デ ィ レ ク ト リ  ハン ド ラから他の Unity Connection ロケーシ ョ ンのユーザへの着信転送を検
証するには

ステ ッ プ 1 ユーザの電話以外の電話か ら、 外部発信者を処理する よ う に設定された Unity Connection ロ
ケーシ ョ ンに コールし、 デ ィ レ ク ト リ  ハン ド ラ に転送させます。

ステ ッ プ 2 電話デ ィ レ ク ト リ 内で他の Unity Connection ロ ケーシ ョ ンに関連付け られたユーザを見つけ ら
れる こ と 、 およびデ ィ レ ク ト リ  ハン ド ラ が コールを正し いユーザの電話に転送する こ と を確認
し ます。

ネ ッ ト ワークで接続されたユーザ間の識別ユーザ メ ッ セージングを検証するには
（Identified User Messaging （IUM; 識別されているユーザのメ ッ セージング） が有効になっ
ている場合）

ステ ッ プ 1 次のサブ手順を実行し て、 メ ッ セージを残すユーザへの内部ガ イ ダン スが Unity Connection で
再生さ れる こ と を確認し ます。

a. ユーザの電話か ら、 他の Unity Connection ロ ケーシ ョ ンに関連付け られたユーザに コール
し、 Unity Connection への コール転送を許可し ます。

b. 内部グ リ ーテ ィ ン グが再生さ れる こ と を確認し ます。

c. テ ス ト  メ ッ セージを残し ます。
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ステ ッ プ 2 次のサブ手順を実行して、 受信者が メ ッセージを聞 く 際にユーザが識別される こ と を確認し ます。

a. 受信者ユーザ と し て適切な Unity Connection の ロ ケーシ ョ ンに ロ グ イ ン し、 ス テ ッ プ 1 で
録音し たテ ス ト  メ ッ セージを聞き ます。

b. 録音し た送信側ユーザの音声名を再生し て、 ユーザのカンバセーシ ョ ンで メ ッ セージの送
信者がアナウ ン ス さ れる こ と を確認し ます。

c. メ ッ セージを聞いた ら、 ユーザのカンバセーシ ョ ンで メ ッ セージへの返信が許可される こ
と を確認し ます。

異なる Unity Connection ロケーシ ョ ンのユーザ間の Live Reply を検証するには

ステ ッ プ 1 ユーザの電話か ら、 他の Unity Connection ロ ケーシ ョ ンに関連付け られたユーザに コールし、
ボ イ ス メ ールへの コール転送を許可し ます。

ステ ッ プ 2 メ ッ セージを残し ます。

ステ ッ プ 3 受信者ユーザ と し て適切な Unity Connection の ロ ケーシ ョ ンに ロ グ イ ン し、 ス テ ッ プ 2 で録音
し たテ ス ト  メ ッ セージを聞き ます。

ステ ッ プ 4 メ ッ セージを聞いた ら、 「Call sender」 と 言 う か、 ま たはユーザ カ ンバセーシ ョ ンの タ イ プに該
当する キー入力を使用し て、 ユーザのカンバセーシ ョ ンで メ ッ セージへの Live Reply が許可さ
れる こ と を確認し ます。 （特定のカンバセーシ ョ ンに該当する キー入力を確認する には、 『User 
Guide for the Cisco Unity Connection Phone Interface』の「Cisco Unity Connection Phone Menus and 
Voice Commands」 の章を参照し て く だ さ い。 こ の ド キ ュ メ ン ト は、
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/11x/user/guide/phone/b_11xcucugp

hone.html か ら入手可能です）。

ステ ッ プ 5 Live Reply のコールが、 メ ッ セージを残し たユーザの電話に正し く 転送される こ と を確認し ます。

サイ ト 全体にわたる [すべてのボイス メールユーザ （All Voicemail Users） ] 同報リ ス ト の
作成

サ イ ト 内の全サーバのすべてのユーザを含むマス ター同報 リ ス ト を作成する場合は、 次の タ ス
ク を実行し ます。

1. サ イ ト 内の各ロ ケーシ ョ ンで、 [すべてのボ イ ス メ ール ユーザ （All Voicemail Users） ] リ ス
ト の名前を一意の も のに変更し ます （た と えば 「<ロ ケーシ ョ ン名>のすべてのボ イ ス メ ー
ル ユーザ （All Voicemail Users on <Location Name>）」 など）。 手順については、 『System 
Administration Guide for Cisco Unity Connection Release 11.x』 の 「System Distribution List」 の
章を参照し て く だ さ い。 こ の ド キ ュ メ ン ト は、
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/11x/administration/guide/11xcu
csagx.html か ら入手可能です。

2. 1 つの ロ ケーシ ョ ンに新し い全ボ イ ス メ ール ユーザのシ ス テム同報 リ ス ト を作成し、 マ ス
ター リ ス ト と し て使用し ます。

3. すべての ロ ケーシ ョ ンか ら の リ ス ト を、 マス ター リ ス ト の メ ンバー と し て追加し ます。

4. マス ター リ ス ト 以外のすべての リ ス ト を、 ユーザが使用する サーチ スペースに属し ていな
いパーテ ィ シ ョ ンに入れ、 ユーザがマス ター以外の リ ス ト を参照で き ない よ う に し ます。
た と えば、 各ロ ケーシ ョ ンで 「<ロ ケーシ ョ ン名> の非表示 DL （Hidden DLs on <Location 
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Name>）」 と い う 新し いパーテ ィ シ ョ ン を作成し、 その ロ ケーシ ョ ン を ホーム と する リ ス ト
をそのパーテ ィ シ ョ ンに入れます。 （デフ ォル ト では、 新し いパーテ ィ シ ョ ンはどのサーチ 
スペースに も属し ていません）。

ヒ ン ト ユーザがマス ター リ ス ト に対し て送信さ れた メ ッ セージに返信する際に 「全員に返信 （Reply 
All）」 を使用し て、 大量のボ イ ス  メ ッ セージ ト ラ フ ィ ッ ク が生成される こ と を防止する ため、
サーチ スペース を使用し てマス ター リ ス ト へのア ク セス を一部のユーザだけに制限する必要
があ り ます。 こ れら のユーザは、 基本的に他のユーザが使用する サーチ スペース と 同一のサー
チ スペースに、 マス ター リ ス ト を含むパーテ ィ シ ョ ンが追加さ れた も のを使用で き ます。

未使用の Unity Connection VPIM ロケーシ ョ ン と連絡先のク リーンア ッ プ

VPIM ネ ッ ト ワーキングの Unity Connection サーバをサ イ ト の メ ンバーに移行し た後、 その
サーバ と メ ッ セージの交換を行 う には、 以前 VPIM ネ ッ ト ワーキン グ を使用し ていたサ イ ト 内
の他のサーバ上にあ る そのサーバの VPIM ロ ケーシ ョ ン を削除する必要があ り ます。 同様に、
サ イ ト 内で他の Unity Connection ロ ケーシ ョ ン を表すサーバ上の VPIM ロ ケーシ ョ ン も削除す
る必要があ り ます。 VPIM ロ ケーシ ョ ン を正常に削除する には、 まずその ロ ケーシ ョ ンに関連
付け られているすべての連絡先を削除し なければな り ません。

Unity Connection ユーザを表す VPIM 連絡先を削除する と 、 その連絡先が同報 リ ス ト か ら削除
さ れる こ と に注意し て く だ さ い。 各サーバの同報 リ ス ト の メ ンバーシ ッ プを再確認し、 必要に
応じ て リ モー ト  ユーザを含めて更新する こ と をお勧め し ます。 ま た、 移行する サーバ上の連絡
先を含むプ ラ イベー ト 同報 リ ス ト の メ ンバーシ ッ プは更新する必要があ る こ と を、 ユーザに通
知する こ と も検討し て く だ さ い。

VPIM ロ ケーシ ョ ン と それに関連付け られた VPIM 連絡先を削除する方法については、 VPIM 
ロ ケーシ ョ ンの削除 （4-16 ページ） を参照し て く だ さ い。

ホーム ロケーシ ョ ンへのユーザのマ ッ ピング

サーバま たは ク ラ ス タはそれぞれが、 異な る ユーザのグループを処理し ています。 大規模な組
織では、 同じ物理的ロ ケーシ ョ ンで複数のサーバま たは ク ラ ス タ が使用されている こ と があ り
ます。 こ の場合は、 それぞれのサーバ上でどのユーザ アカ ウ ン ト を作成する か （各ユーザの
「ホーム」 サーバま たはロ ケーシ ョ ン） を決定し、 マ ッ ピ ン グの記録を保持する必要があ り ま
す。 こ の記録は、 次の理由で必要です。

 • ユーザの電話では、 ユーザがホーム と しているシステムにコールが転送される必要があ り ます。

 • ユーザの電話に、 ボ イ ス メ ールにア ク セスする ための番号をダ イ ヤルする  [ メ ッ セージ
（Messages） ] ボ タ ン ま たはス ピー ド ダ イ ヤル ボ タ ンがあ る場合は、 そのボ タ ン を、 ユーザ
がホーム と し ている シ ス テム を コールする よ う に設定する必要があ り ます。

 • ク ロ スサーバ ロ グ イ ン を設定し ない場合、 ユーザは自分が関連付け られている サーバま た
は ク ラ ス タ のパイ ロ ッ ト 番号をダ イ ヤルし て、 メ ッ セージを確認する必要があ り ます。 こ
の場合は、 ホーム  サーバを呼び出す際にダ イ ヤルする正し い番号をユーザに伝えなければ
な り ません。

マ ッ ピ ン グの記録を作成する には、 各 Unity Connection ロ ケーシ ョ ンで [ユーザ （Users） ] レ
ポー ト を実行し ます。 こ のレポー ト に含まれる情報には、 ユーザ名やプ ラ イ マ リ  ロ ケーシ ョ ン
などがあ り ます。 詳細については、 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection 
Release 11.x』 の 「Advanced System Settings」 の章の 「Reports」 の項を参照し て く だ さ い。 こ の
ド キ ュ メ ン ト は、
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/11x/administration/guide/11xcucsag
x.html か ら入手可能です。
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2 つの Unity Connection サイ ト のリ ン ク
Unity Connection 11.x は、サ イ ト 間 リ ン ク に よ る最大 2 つのサ イ ト の リ ン ク をサポー ト し ていま
す。 サ イ ト を リ ン クする には、 それぞれのサ イ ト の全サーバで Unity Connection バージ ョ ン  
10.x が実行さ れている必要があ り ます。

1 つのサ イ ト 内では最大 10 の Unity Connection サーバま たは ク ラ ス タ （あ るいはその両方） を
リ ン ク可能で、 2 つのサ イ ト 同士を リ ン ク で き ます。 （サ イ ト  1 つにつき、 1 つのサ イ ト 間 リ ン
ク だけがサポー ト さ れます）。 どち ら か一方のサ イ ト が複数のサーバま たは ク ラ ス タ で構成され
ている場合は、 リ ン クする前にサ イ ト を設定し ます。 手順については、 Unity Connection サ イ ト
の設定 （2-1 ページ） を参照し て く だ さ い。

前提条件

 • いずれかま たは両方のサ イ ト が、 複数のサーバま たは ク ラ ス タ で構成される場合は、 Unity 
Connection サ イ ト の設定 （2-1 ページ） の説明に従ってサ イ ト を設定し ます。

 • 各サーバで Unity Connection バージ ョ ン  11.x が実行されている こ と を確認し ます。

 • デ ィ レ ク ト リ のサ イ ズを、 『System Requirements for Cisco Unity Connection』 に記載されてい
る制限値に照ら し て確認し ます。

 • サ イ ト 間のゲー ト ウ ェ イ と し て機能する  2 つの ロ ケーシ ョ ン （各サ イ ト に 1 つずつ） は、
TCP/IP ポー ト  25 （SMTP） を介し て互いへの直接ルーテ ィ ン グ を実行で き る か、 ま たは 
SMTP スマー ト  ホ ス ト を経由し て SMTP メ ッ セージをルーテ ィ ングで き る必要があ り ます。
ま た、 両方のゲー ト ウ ェ イ が、 ポー ト  80 の HTTP 経由かポー ト  443 の HTTPS 経由で、 互
いへのルーテ ィ ン グ を実行で き る必要があ り ます。

 • Cisco Unity Connection Administration へのア ク セスに使用する アカ ウ ン ト を特定し ます。 こ
のアカ ウ ン ト には、 [サーバの管理 （Manage Servers） ] 権限がなければな り ません。 （シ ス
テム管理者 と 技術者の役割にはそれぞれ こ の権限があ り ます）。

Unity Connection サイ ト を リ ン クする際のタ スク  リ ス ト

2 つの Unity Connection サ イ ト 同士でサ イ ト 間の リ ン ク を設定する際は （サ イ ト 間 リ ン ク と い
う ）、 こ の タ ス ク  リ ス ト を使用し ます。 相互参照に よ って、 詳細な手順が表示されます。

Unity Connection ク ラ ス タがあ る場合、 このタ ス クはパブ リ ッ シ ャ  サーバだけで行って く だ さい。

1. 各サ イ ト 内のどの ロ ケーシ ョ ン をサ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ と する か、 およびゲー ト ウ ェ イ間で
どの よ う に メ ッ セージをルーテ ィ ン グする かを決定し ます。 サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ  ロ ケー
シ ョ ン と ゲー ト ウ ェ イ間の SMTP ルーテ ィ ングの決定 （2-19 ページ）

2. 各サ イ ト 内の各サーバの表示名を確認し、 それが両方のサ イ ト の全ロ ケーシ ョ ン中で一意
でない場合や、 よ り 説明的な名前を選択し たい場合は変更し ます。 ま た、 各サーバの 
SMTP ド メ イ ン も確認し、 一意でない場合は変更し ます。 手順については、 各 Unity 
Connection サーバが一意の表示名 と  SMTP ド メ イ ン を持っている こ と の確認 （2-4 ページ）
を参照し て く だ さ い。

3. リ ン ク を作成し ます。 サ イ ト 間 リ ン ク の作成 （2-19 ページ）

4. サ イ ト 間のレプ リ ケーシ ョ ンが完了し た こ と を確認し ます。 Unity Connection サ イ ト 間の同期
ス テータ スの確認 と タ ス ク  ス ケジ ュールの設定 （2-23 ページ）

5. サ イ ト 間のサーチ スペース を設定し ます。 Unity Connection サ イ ト 間のサーチ スペースの設
定 （2-24 ページ）
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6. オプシ ョ ン と し て、 ゲー ト ウ ェ イ間での一方向ま たは両方向のシ ス テム同報 リ ス ト 同期を
選択し た場合は、 個々の同報 リ ス ト について レプ リ ケーシ ョ ンの許可ま たは禁止を設定し
ます。 同期する個々のシ ス テム同報 リ ス ト の設定 （2-25 ページ）

7. オプシ ョ ンで、 組織全体にわた る  [すべてのユーザ （All Users） ] 同報 リ ス ト を設定し ます。
組織全体にわた る  [すべてのボ イ ス メ ールユーザ （All Voicemail Users） ] 同報 リ ス ト の作成
（2-25 ページ）

8. オプシ ョ ンで、 ロ ケーシ ョ ン間の ク ロ スサーバ機能を設定し ます。 ク ロ スサーバ ロ グ イ
ン、 転送、 Live Replyの章を参照し て く だ さ い。

9. 各サ イ ト について、 リ モー ト  サ イ ト 内のいずれかのサーバが、 以前ローカル サ イ ト 内の他
のサーバの VPIM ロ ケーシ ョ ン と し て設定さ れていた場合は、 未使用の VPIM ロ ケーシ ョ
ン を ク リ ーンア ッ プ し ます。 未使用の Unity Connection VPIM ロ ケーシ ョ ン と 連絡先の ク
リ ーンア ッ プ （2-17 ページ）

Unity Connection サイ ト を リ ン クする手順

サイ ト  ゲー ト ウェ イ  ロケーシ ョ ン とゲー ト ウェ イ間の SMTP ルーテ ィ ングの決定

サ イ ト 間 リ ン ク を作成する には、 他のサ イ ト へのゲー ト ウ ェ イ と し て機能する ロ ケーシ ョ ン を
各サ イ ト でそれぞれ 1 つ選択し ます。 すべてのサ イ ト 間通信 （デ ィ レ ク ト リ 同期 と メ ッ セージ
交換の両方に よ る） は 2 つのゲー ト ウ ェ イ間を通 り 、 その際に接続要件 と 帯域幅利用がその 2 
つの ロ ケーシ ョ ン間の リ ン ク に限定さ れます。 2 つのサ イ ト 間のデ ィ レ ク ト リ 同期 と メ ッ セー
ジ交換を可能にする には、 選択する各ゲー ト ウ ェ イ で、 互い と の次の接続が可能になっていな
ければな り ません。

 • デ ィ レ ク ト リ 同期には HTTPS （接続を暗号化する場合） ま たは HTTP 接続。

 • メ ッ セージ交換には SMTP 接続。

ゲー ト ウ ェ イ  ロ ケーシ ョ ン を選択し た ら、 それら の間でどの よ う に SMTP メ ッ セージをルー
テ ィ ン グする かを決定し ます。 各方向で、 メ ッ セージを直接ルーテ ィ ン グする か、 ま たは 
SMTP スマー ト  ホ ス ト を使用する こ と がで き ます。 SMTP スマー ト  ホ ス ト は次の よ う な場合に
使用し ます。

 • 各ゲー ト ウ ェ イ が、 SMTP 転送をブ ロ ッ クする フ ァ イ ア ウ ォールで隔て られてい る場合。

 • ゲー ト ウ ェ イ のいずれかま たは両方が Unity Connection ク ラ ス タ であ る場合。

ゲー ト ウ ェ イ が ク ラ ス タ であ る場合は、 パブ リ ッ シ ャ  サーバがダ ウ ン し た場合に、 メ ッ セージ  
ト ラ フ ィ ッ ク が ク ラ ス タ のサブス ク ラ イバ サーバに到達する よ う にする には、 反対側のゲー ト
ウ ェ イ がスマー ト  ホ ス ト を介し て ク ラ ス タ にルーテ ィ ン グする よ う に設定し、 さ ら に ク ラ ス タ
の SMTP ド メ イ ン をパブ リ ッ シ ャ  サーバ と サブス ク ラ イバ サーバ両方の IP ア ド レ スに解決す
る よ う スマー ト  ホ ス ト を設定する必要があ り ます。 こ の場合は、 両方向の ト ラ フ ィ ッ ク を ス
マー ト  ホ ス ト 経由でルーテ ィ ン グする必要があ り ます。

サイ ト 間リ ン クの作成

こ の項では、 2 つの手順を紹介し ます。

 • Unity Connection サ イ ト のゲー ト ウ ェ イ が SMTP メ ッ セージを互いに直接ルーテ ィ ングする
場合は、 「2 つの Unity Connection サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ を自動で リ ン クする には」 の手順
（2-20 ページ） を実行し ます。
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（注） 2 つのゲー ト ウ ェ イ を自動的に リ ン クする と 、 選択し た設定内容が両方のゲー ト ウ ェ イ
に設定さ れます。 リ ン ク を作成し た後は、 両方のゲー ト ウ ェ イ で大部分の設定を変更で
き ます。 ま たは、 手動手順を使用し てそれぞれのゲー ト ウ ェ イ の設定を個別に行 う こ と
も で き ます。

 • Unity Connection サ イ ト のゲー ト ウ ェ イ が、 SMTP メ ッ セージのルーテ ィ ン グのためにス
マー ト  ホ ス ト を必要 と する場合は （た と えばフ ァ イ ア ウ ォールで隔て られている場合や、
一方ま たは両方のゲー ト ウ ェ イ が ク ラ ス タ であ る場合など）、 「2 つの Unity Connection サ イ
ト  ゲー ト ウ ェ イ を手動で リ ン クする には」 の手順 （2-21 ページ） を実行し ます。

2 つの Unity Connection サイ ト  ゲー ト ウ ェ イ を自動で リ ン クするには

ステ ッ プ 1 （いずれかのサーバの） Cisco Unity Connection Administration で、 [ネ ッ ト ワーク （Networking） ] > 
[ リ ン ク （Links） ] を展開し、 [サ イ ト 間 リ ン ク （Intersite Links） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 2 [サ イ ト 間 リ ン ク の検索 （Search Intersite Links） ] ページで [追加 （Add） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 3 [サ イ ト 間 リ ン ク の新規作成 （New Intersite Link） ] ページで、 [サーバ間の自動設定交換を使用
し てCisco Unity Connectionサ イ ト に リ ン クする （Link to Cisco Unity Connection Site Using 
Automatic Configuration Exchange Between Servers） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 4 SMTP ルーテ ィ ングの警告 メ ッ セージ ウ ィ ン ド ウで、 [OK] を選択し ます。

ステ ッ プ 5 [ホ ス ト 名 （Hostname） ] フ ィ ール ド に、 リ ン クする リ モー ト  Unity Connection サ イ ト  ゲー ト
ウ ェ イ の IP ア ド レ ス ま たは完全修飾 ド メ イ ン名 （FQDN） を入力し ます。

ステ ッ プ 6 [ユーザ名 （Username） ] フ ィ ール ド に、 [ホ ス ト 名 （Hostname） ] フ ィ ール ド で指定し た ロ ケー
シ ョ ンの管理者のユーザ名を入力し ます。 [サーバの管理 （Manage Servers） ] 権限を持つ役割
には、 管理者アカ ウ ン ト を割 り 当て る必要があ り ます。 （シ ス テム管理者 と 技術者の役割には
こ の権限があ り ます）。

ステ ッ プ 7 [パス ワー ド （Password） ] フ ィ ール ド に、 [ユーザ名 （Username） ] フ ィ ール ド で指定し た管理
者のパス ワー ド を入力し ます。

ステ ッ プ 8 転送プ ロ ト コルの設定で、 SSL を有効化し てサ イ ト 間のデ ィ レ ク ト リ 同期 ト ラ フ ィ ッ ク を暗号
化する かど う かを決定し ます。

ステ ッ プ 9 同期設定では、 [デ ィ レ ク ト リ データ を同期する と きに同報 リ ス ト を含める （Include Distribution 
Lists When Synchronizing Directory Data） ] チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンにし て、 リ モー ト  システム同
報 リ ス ト の情報を ローカル サイ ト にプルし、 ユーザが メ ッ セージの宛先を自分に指定でき る よ う
にし ます。 （レプ リ ケー ト されるのは、 宛先指定に使用された リ ス ト 名などの情報だけです）。

（注） シ ス テム同報 リ ス ト の同期を有効にする と 、 リ ン ク の作成後は、 サ イ ト 間 リ ン ク を削除
し て再作成し ない限 り 、 こ れを無効にする こ と はで き ません。

（注） ローカル シ ス テム同報 リ ス ト を リ モー ト  サ イ ト での同期に使用する には、 これ ら の リ
ス ト に同期を許可する マーク が付いている必要があ り ます。 デフ ォル ト では、 Unity 
Connection シ ス テム同報 リ ス ト には同期を許可する マー ク が付いていますが、 こ の設定
は変更さ れている可能性があ り ます。 リ ス ト の同期を有効にする タ イ ミ ン グ と 方法は、
タ ス ク  リ ス ト に よ って警告さ れます。
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ステ ッ プ 10 リ モー ト  サ イ ト で同期する と き に、 録音名を こ のサ イ ト か ら他の コーデ ィ ン グに変換する に
は、 [発信録音名を変換 （Convert Outgoing Recorded Names to） ] チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し
て、 使用する コーデ ッ ク を選択し ます。

（注） こ のス テ ッ プで コーデ ッ ク を選択し た場合は、 両方のゲー ト ウ ェ イ に同じ コーデ ッ ク が
設定さ れます。 こ れは 2 つのゲー ト ウ ェ イ の少な く と も一方で、 録音名が録音形式 と は
異な る形式で送信さ れる こ と を意味し ます。 これが望ま し く ない場合、 現時点では設定
を変更し ないで く だ さ い。 設定は後で、 いずれかのゲー ト ウ ェ イ の [サ イ ト 間 リ ン ク の
編集 （Edit Intersite Link） ] ページか ら変更で き ます。

ステ ッ プ 11 デフ ォル ト では、 リ モー ト  サ イ ト か らデータ と 録音名のデ ィ レ ク ト リ を同期する ためにそれぞ
れ独自のス ケジ ュールで実行さ れる  2 つの タ ス ク は、 サ イ ト 間 リ ン ク を作成し た直後に有効に
な り ます。 適切な同期タ ス ク を手動で編集し て有効にする まで、 いずれかの タ イ プのデ ィ レ ク
ト リ 同期を無効にする には、 [参加後にデ ィ レ ク ト リ  データ を同期する タ ス ク を有効にする
（Enable Task to Synchronize Directory Data After the Join） ] チェ ッ ク ボ ッ ク ス または [参加後に録音
名を同期する タ ス ク を有効にする （Enable Task to Synchronize Recorded Names After the Join） ] 
チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオフに し ます。

ステ ッ プ 12 [ リ ン ク （Link） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 13 指示に従って、 [OK] を選択し て確認し ます。

2 つの Unity Connection サイ ト  ゲー ト ウェ イを手動で リ ン クするには

ステ ッ プ 1 （いずれか一方のサ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ の） Cisco Unity Connection Administration で、 [ネ ッ ト
ワーク （Networking） ] > [ リ ン ク （Links） ] を展開し、 [サ イ ト 間 リ ン ク （Intersite Links） ] を選
択し ます。 以降の手順では、 こ のサーバを  1 番目のサ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ、 他方のゲー ト ウ ェ イ
を  2 番目のサ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ と 呼びます。

ステ ッ プ 2 [サ イ ト 間 リ ン ク の検索 （Search Intersite Links） ] ページで [追加 （Add） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 3 [サ イ ト 間 リ ン ク の新規作成 （New Intersite Link） ] ページで、 [設定フ ァ イルを手動交換し て  
Cisco Unity サ イ ト ま たは Cisco Unity Connection に リ ン クする （Link to Cisco Unity Site or Cisco 
Unity Connection Site by Manually Exchanging Configuration Files） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 4 [ダ ウ ン ロー ド （Download） ] を選択し て、 1 番目のサ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ の設定フ ァ イルをハー
ド  ド ラ イ ブ上か、 ま たは こ のフ ァ イルを  2 番目のサ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ に コ ピーする ために使用
で き る メ デ ィ ア上に保存し ます。

ステ ッ プ 5 2 番目のサ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ の Unity Connection Administration を参照し ます。

ステ ッ プ 6 2 番目のサイ ト  ゲー ト ウ ェ イの Unity Connection Administration で、 [ネ ッ ト ワーク （Networking） ]、
[ リ ン ク （Links） ] を展開し、 [サイ ト 間 リ ン ク （Intersite Links） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 7 [サ イ ト 間 リ ン ク の検索 （Search Intersite Links） ] ページで [追加 （Add） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 8 [サ イ ト 間 リ ン ク の新規作成 （New Intersite Link） ] ページで、 [設定フ ァ イルを手動交換し て  
Cisco Unity サ イ ト ま たは Cisco Unity Connection に リ ン クする （Link to Cisco Unity Site or Cisco 
Unity Connection Site by Manually Exchanging Configuration Files） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 9 [ダ ウ ン ロー ド （Download） ] を選択し て、 2 番目のサ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ の設定フ ァ イルをハー
ド  ド ラ イ ブ上か、 ま たは こ のフ ァ イルを  2 番目のサ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ に コ ピーする ために使用
で き る メ デ ィ ア上に保存し ます。
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ステ ッ プ 10 [ リ モー ト サ イ ト 設定フ ァ イル （Remote Site Configuration File） ] フ ィ ール ド で、 [参照
（Browse） ] を選択し て、 ス テ ッ プ 4 で 1 番目のサ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ か ら ダ ウ ン ロー ド し た設定
フ ァ イルの コ ピーを参照し ます。

ステ ッ プ 11 転送プ ロ ト コルの設定で、 ローカルの リ ーダー サービ スが リ モー ト  ゲー ト ウ ェ イ と 同期を行
う （ローカル リ ーダーが要求し、 リ モー ト  フ ィ ーダが応答する） と き、 SSL を有効化し てサ イ
ト  ゲー ト ウ ェ イ間で渡さ れるデータ を暗号化する かど う かを決定し ます。

ステ ッ プ 12 同期設定では、 [デ ィ レ ク ト リ データ を同期する と きに同報 リ ス ト を含める （Include Distribution 
Lists When Synchronizing Directory Data） ] チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンにし て、 リ モー ト  システム同
報 リ ス ト の情報を ローカル サイ ト にプルし、 ユーザが メ ッ セージの宛先を自分に指定でき る よ う
にし ます。 （レプ リ ケー ト されるのは、 宛先指定に使用された リ ス ト 名などの情報だけです）。

（注） シ ス テム同報 リ ス ト の同期を有効にする と 、 リ ン ク の作成後は、 サ イ ト 間 リ ン ク を削除
し て再作成し ない限 り 、 こ れを無効にする こ と はで き ません。

（注） ローカル シ ス テム同報 リ ス ト を リ モー ト  サ イ ト での同期に使用する には、 これ ら の リ
ス ト に同期を許可する マーク が付いている必要があ り ます。 デフ ォル ト では、 Unity 
Connection シ ス テム同報 リ ス ト には同期を許可する マー ク が付いていますが、 こ の設定
は変更さ れている可能性があ り ます。 リ ス ト の同期を有効にする タ イ ミ ン グ と 方法は、
タ ス ク  リ ス ト に よ って警告さ れます。

ステ ッ プ 13 リ モー ト  サ イ ト で同期する と き に、 録音名を こ のサ イ ト か ら他の コーデ ィ ン グに変換する に
は、 [発信録音名を変換 （Convert Outgoing Recorded Names to） ] チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し
て、 使用する コーデ ッ ク を選択し ます。

ステ ッ プ 14 デフ ォル ト では、 リ モー ト  サ イ ト か らデータ と 録音名のデ ィ レ ク ト リ を同期する ためにそれぞ
れ独自のス ケジ ュールで実行さ れる  2 つの タ ス ク は、 サ イ ト 間 リ ン ク を作成し た直後に有効に
な り ます。 適切な同期タ ス ク を手動で編集し て有効にする まで、 いずれかの タ イ プのデ ィ レ ク
ト リ 同期を無効にする には、 [参加後にデ ィ レ ク ト リ  データ を同期する タ ス ク を有効にする
（Enable Task to Synchronize Directory Data After the Join） ] チェ ッ ク ボ ッ ク ス または [参加後に録音
名を同期する タ ス ク を有効にする （Enable Task to Synchronize Recorded Names After the Join） ] 
チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオフに し ます。

ステ ッ プ 15 サ イ ト 間ルーテ ィ ン グ用に、 適切なオプシ ョ ン を選択し ます。

 • [次を経由し て この リ モー ト サイ ト にルーテ ィ ングする （Route to this Remote Site Through） ] ：
リ モー ト  サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ の SMTP ド メ イ ンのア ド レ スに送信された メ ッ セージを適切
にルーテ ィ ン グで き る スマー ト  ホ ス ト の具体的な IP ア ド レ ス ま たは完全修飾 ド メ イ ン名を
入力し ます。

 • [SMTPスマー ト ホス ト 経由でこの リ モー ト サイ ト にルーテ ィ ングする （定義されている場合）
（Route to this Remote Site Through SMTP Smart Host (If One Is Defined)） ] ： [システム設定 （System 
Settings） ] > [SMTPの設定 （SMTP Configuration） ] > [スマー ト ホス ト （Smart Host） ] ページで定
義されたホス ト に送信メ ッセージをルーテ ィ ング し ます。 このオプシ ョ ンを選択する場合は、
スマー ト  ホス ト が定義済みであ り 、 リ モー ト  サイ ト  ゲー ト ウ ェ イの SMTP ド メ イ ンのア ド レ
スに送信された メ ッセージを適切にルーテ ィ ングでき る必要があ り ます。 スマー ト  ホス ト が定
義されていない場合、 不達確認 （NDR） が メ ッセージの送信者に送信されます。

 • [ リ モー ト サ イ ト ゲー ト ウ ェ イ経由で こ の リ モー ト サ イ ト にルーテ ィ ン グする （Route to this 
Remote Site Through the Remote Site Gateway） ] ： 送信 メ ッ セージを リ モー ト  サ イ ト  ゲー ト
ウ ェ イ の SMTP サーバに直接ルーテ ィ ング し ます。 リ モー ト  ゲー ト ウ ェ イ が ク ラ ス タ の場
合や、 ゲー ト ウ ェ イ がフ ァ イ ア ウ ォールで隔て られている場合は、 こ のオプシ ョ ン を使用
し ないで く だ さ い。
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2 つの Unity Connection サイ ト のリ ン ク    
ステ ッ プ 16 [ リ ン ク （Link） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 17 1 番目のサ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ の Unity Connection Administration の、 [ア ッ プ ロー ド する リ モー
ト 設定フ ァ イルの選択 （Select the Remote Configuration File to Upload） ] フ ィ ール ド で [参照
（Browse） ] を選択し、 ス テ ッ プ 9 で 2 番目のサーバか ら ダ ウ ン ロー ド し た設定フ ァ イルの ロー
カル コ ピーを参照し ます。

ステ ッ プ 18 1 番目のサ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ でス テ ッ プ 11 ～ス テ ッ プ 15 を繰 り 返し ます。

ステ ッ プ 19 [ リ ン ク （Link） ] を選択し ます。

Unity Connection サイ ト 間の同期ステータ スの確認と タ スク  スケジュールの設定

サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ間での初回の同期が始ま る と 、 データ が各ゲー ト ウ ェ イ に、 さ ら にそ こ か
ら サ イ ト 内の全ロ ケーシ ョ ンに完全にレプ リ ケー ト さ れる までには、 デ ィ レ ク ト リ のサ イ ズに
よ って数分間か ら数時間かかる こ と があ り ます。

各サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ では、 リ ーダーがデ ィ レ ク ト リ  データ を確認する ため リ モー ト  フ ィ ー
ダをポー リ ン グする ス ケジ ュール と 、 録音名を確認する ためポー リ ン グする ス ケジ ュールを管
理する、 2 つの タ ス ク があ り ます。 デフ ォル ト では、 こ れら の タ ス ク は 15 分おき に実行さ れま
す。 サ イ ト を リ ン クする際に、 [参加後にデ ィ レ ク ト リ データ を同期する タ ス ク を有効にする
（Enable Task to Synchronize Directory Data After the Join） ] チェ ッ ク ボ ッ ク ス または [参加後に録音
名を同期する タ ス ク を有効にする （Enable Task to Synchronize Recorded Names After the Join） ] 
チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオフに し た場合は、 ス ケジ ュールを設定し て タ ス ク を有効化し ない と 同期
を開始で き ません。

同期が正常に進行中か、 ま たは完了済みかど う かは、 Cisco Unity Connection Administrationの 
[サ イ ト 間 リ ン ク の編集 （Edit Intersite Link） ] ページおよび [タ ス ク  ス ケジ ュール （Task 
Schedule） ] ページを使用し て確認で き ます。 サ イ ト 間の同期ス テータ ス を確認し、 2 つの同期
タ ス ク のス ケジ ュールを設定する には、 次の手順に従います。

Unity Connection サイ ト 間の同期ステータ スを確認し タ スク  スケジュールを設定するには

ステ ッ プ 1 サイ ト  ゲー ト ウ ェ イの Cisco Unity Connection Administration で、 [ネ ッ ト ワーク （Networking） ] > 
[ リ ン ク （Links） ] を展開し、 [サ イ ト 間 リ ン ク （Intersite Links） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 2 [サ イ ト 間 リ ン ク の検索 （Search Intersite Links） ] ページで、 サ イ ト 間 リ ン ク の表示名を選択し
ます。

ステ ッ プ 3 [サ イ ト 間 リ ン ク の編集 （Edit Intersite Link） ] ページで、 次の各フ ィ ール ド の値を確認し ます。

 • [前回の同期時刻 （Time of Last Synchronization） ] ： ローカルの リ ーダーサービ スが前回、
リ モー ト  サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ のフ ィ ーダ サービ スにポー リ ン グ し て リ モー ト  サ イ ト の
デ ィ レ ク ト リ 変更の確認を試みた時刻 （応答があ ったかど う かに よ らず） の タ イ ム  ス タ ン
プを示し ます。

 • [前回のエ ラーの時刻 （Time of Last Error） ] ： ローカルの リ ーダー サービ スで前回、 リ モー
ト  サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ のフ ィ ーダ サービ スにポー リ ン グ を試みた際にエ ラーが発生し た
時刻の タ イ ム  ス タ ンプを示し ます。 こ のフ ィ ール ド の値が 0 の場合、 ま たは [前回の同期
時刻 （Time of Last Synchronization） ] の値が [前回のエ ラーの時刻 （Time of Last Error） ] の
値よ り も遅い場合、 レプ リ ケーシ ョ ンは問題な く 進行し ている可能性が高 く な り ます。

 • [オブジ ェ ク ト 数 （Object Count） ] ： ローカル サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ が リ モー ト  サ イ ト か ら
同期し たオブジ ェ ク ト （ユーザ、 該当する場合はシ ス テム同報 リ ス ト 、 パーテ ィ シ ョ ン、
サーチ スペース、 および Unity Connection ロ ケーシ ョ ン） の数を示し ます。
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2 つの Unity Connection サイ ト のリ ン ク
ステ ッ プ 4 [ リ モー ト サ イ ト デ ィ レ ク ト リ 同期タ ス ク （Remote Site Directory Synchronization Task） ] を表示
し、 必要に応じ て有効にする かま たはス ケジ ュールを変更し ます。

a. [サ イ ト 間 リ ン ク の編集 （Edit Intersite Link） ] ページの右上隅にあ る  [関連 リ ン ク （Related 
Links） ] ボ ッ ク スで、 [ リ モー ト  サ イ ト  デ ィ レ ク ト リ 同期タ ス ク （Remote Site Directory 
Synchronization Task） ] を選択し て、 [移動 （Go） ] を選択し ます。

b. タ ス ク がまだ有効になっていない場合は [タ ス ク  ス ケジ ュール （Task Schedule） ] ページで
有効に し、 タ ス ク が適切な間隔ま たは時間に実行さ れる よ う にス ケジ ュールを変更し ます。

c. [保存 （Save） ] を選択し ます。

d. タ ス ク の実行履歴を表示する には、 [編集 （Edit） ] > [タ ス ク定義の基本設定 （Task 
Definition Basics） ] を選択し ます。 こ のページで、 その タ ス ク が開始済みか、 進行中か、
ま たは完了済みかを判断で き ます。 タ ス ク が完了し ている場合、 開始時間ま たは完了時間
のいずれかを選択し て詳細な タ ス ク結果を表示で き ます。

ステ ッ プ 5 [タ ス ク定義の基本設定 （Task Definition Basics） ] ページで、 [タ ス ク の定義 （Task Definition） ] > 
[タ ス ク の定義 （Task Definitions） ] を選択し て、 すべての タ ス ク の リ ス ト に移動し ます。

ステ ッ プ 6 [音声名を リ モー ト ネ ッ ト ワーク と 同期 （Synchronize Voice Names With Remote Network） ] タ ス
ク を表示し、 必要に応じ て有効にする かま たはス ケジ ュールを変更し ます。

a. [タ ス ク の定義 （Task Definitions） ] ページで、 [音声名を リ モー ト  ネ ッ ト ワーク と 同期
（Synchronize Voice Names With Remote Network） ] を選択し ます。

b. [編集 （Edit） ] > [タ ス ク  ス ケジ ュール （Task Schedules） ] を選択し ます。

c. タ ス ク がまだ有効になっていない場合は [タ ス ク  ス ケジ ュール （Task Schedule） ] ページで
有効に し、 タ ス ク が適切な間隔ま たは時間に実行さ れる よ う にス ケジ ュールを変更し ます。

d. [保存 （Save） ] を選択し ます。

e. タ ス ク の実行履歴を表示する には、 [編集 （Edit） ] > [タ ス ク定義の基本設定 （Task 
Definition Basics） ] を選択し ます。 こ のページで、 その タ ス ク が開始済みか、 進行中か、
または完了済みかを判断でき ます。 タ ス ク が完了し ている場合、 [開始時間 （Time Started） ] 
ま たは [完了時間 （Time Completed） ] のいずれかを選択し て詳細な タ ス ク結果を表示で き
ます。

Unity Connection サイ ト 間のサーチ スペースの設定

最初にサ イ ト 間の リ ン ク を設定し た場合は、 あ る ロ ケーシ ョ ン を ホーム と する ユーザは他のサ
イ ト 内の ロ ケーシ ョ ンのユーザに メ ッ セージを送信で き ません。 これは各ユーザが別個のパー
テ ィ シ ョ ンに存在し てお り 、 他のサ イ ト 内にあ る ロ ケーシ ョ ンのユーザのパーテ ィ シ ョ ン を含
ま ないサーチ スペース を使用し ている か ら です。 サ イ ト 間の最初のレプ リ ケーシ ョ ンが完了し
た ら、 リ モー ト  サ イ ト を ホーム と するパーテ ィ シ ョ ン を含める よ う にサーチ スペース を再設
定し、 リ モー ト  サ イ ト の ロ ケーシ ョ ン を ホーム と する サーチ スペース を使用する よ う にユー
ザ、 ルーテ ィ ン グ規則、 コール ハン ド ラ、 デ ィ レ ク ト リ  ハン ド ラ、 および VPIM ロ ケーシ ョ ン
の検索範囲を変更で き ます。 （パーテ ィ シ ョ ン と サーチ スペースはどち ら も ロ ケーシ ョ ン間で
レプ リ ケー ト さ れますが、 別の ロ ケーシ ョ ン を ホーム と するパーテ ィ シ ョ ンにユーザおよびそ
の他のオブジ ェ ク ト を割 り 当て る こ と はで き ません）。

いずれのサーバで もデフ ォル ト のパーテ ィ シ ョ ンおよびサーチ スペースに変更を加えていない
場合は、 少な く と も、 各ロ ケーシ ョ ンで各 リ モー ト  サ イ ト  ロ ケーシ ョ ンのデフ ォル ト のパー
テ ィ シ ョ ン を、 ローカル ユーザが使用し ている サーチ スペースに追加する こ と がで き ます。
た と えば、 サ イ ト  1 に ServerA、 ServerB、 および ServerC があ り 、 サ イ ト  2 に ServerD があ る
組織の場合、 シ ス テム  デフ ォル ト に変更を加えていなければ、 ServerA、 ServerB、 および 
ServerC の Cisco Unity Connection Administration で、 デフ ォル ト のサーチ スペースであ る
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2 つの Unity Connection サイ ト のリ ン ク    
「ServerA サーチ スペース」、 「ServerB サーチ スペース」、 および 「ServerC サーチ スペース」 の
メ ンバー と し て、 「ServerD パーテ ィ シ ョ ン」 と い う デフ ォル ト のパーテ ィ シ ョ ン を追加し ま
す。 さ ら に、 ServerD の Unity Connection Administration で、 「ServerA パーテ ィ シ ョ ン」、
「ServerB パーテ ィ シ ョ ン」、 および 「ServerC パーテ ィ シ ョ ン」 を 「ServerD サーチ スペース」
に、 と い う 具合に追加し ていき ます。

サーチ スペースにパーテ ィ シ ョ ン を追加する手順については、 『System Administration Guide for 
Cisco Unity Connection Release 11.x』 の 「Call Management」 の章の 「Dial Plan」 の項を参照し て
く だ さ い。 こ の ド キ ュ メ ン ト は、
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/11x/administration/guide/11xcucsag
x/11xcucsag080.html か ら入手可能です。

同期する個々のシステム同報リ ス ト の設定

「2 つの Unity Connection サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ を自動で リ ン クする には」 の手順 （2-20 ページ）
のス テ ッ プ 9 ま たは 「2 つの Unity Connection サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ を手動で リ ン クする には」
の手順 （2-21 ページ） のス テ ッ プ 12 で、 [デ ィ レ ク ト リ  データ を同期する と き に同報 リ ス ト を
含め る （Include Distribution Lists When Synchronizing Directory Data） ] チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオ
ンに し た場合は、 リ モー ト  サ イ ト で作成さ れたシ ス テム同報 リ ス ト に関する情報を ローカル 
サ イ ト にプルで き ます。 ただ し、 個々の リ ス ト に関する情報が別のサ イ ト に提供 さ れる よ う に
する には、 リ ス ト の [同報 リ ス ト の基本設定の編集 （Edit Distribution List Basics） ] ページで、 
[サ イ ト 間 リ ン ク 経由の リ モー ト  サ イ ト のレプ リ ケー ト （Replicate to Remote Sites Over Intersite 
Links） ] チェ ッ ク ボ ッ ク スがオンになってい る必要があ り ます。 デフ ォル ト では、 [サ イ ト 間
リ ン ク経由の リ モー ト サ イ ト のレプ リ ケー ト （Replicate to Remote Sites Over Intersite Links） ] 
はオンになってい る ので、 個々の Unity Connection シ ス テム同報 リ ス ト にはデフ ォル ト で同期
のマー ク が付いています。 ただ し シ ス テム同報 リ ス ト の メ ンバー と し て連絡先を許可する に
は、 [サ イ ト 間 リ ン ク経由の リ モー ト サ イ ト のレプ リ ケー ト （Replicate to Remote Sites Over 
Intersite Links） ] をオフにする必要があ り ます。 そのため、 メ ンバー と し て連絡先を許可する
よ う に設定 さ れた リ ス ト があ る場合、 こ れ ら は リ モー ト  サ イ ト へのレプ リ ケーシ ョ ンに使用
さ れません。

個々の リ ス ト の同期を無効にする には、 [サ イ ト 間 リ ン ク経由の リ モー ト サ イ ト のレプ リ ケー ト
（Replicate to Remote Sites Over Intersite Links） ] チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオフに し ます。 個々の リ ス
ト の同期を有効にする には、 メ ンバー と し て追加さ れた連絡先をすべて削除し、 [サ イ ト 間 リ ン
ク経由の リ モー ト サ イ ト のレプ リ ケー ト （Replicate to Remote Sites Over Intersite Links） ] チェ ッ
ク ボ ッ ク ス をオンに し ます。 複数 リ ス ト の同期を同時に有効ま たは無効にする には、 一括編集
ま たは 一括管理ツール のいずれかを使用で き ます。

組織全体にわたる  [すべてのボイ ス メ ールユーザ （All Voicemail Users） ] 同報リ ス ト の
作成

両サ イ ト 内の全サーバのすべてのユーザを含むマス ター同報 リ ス ト を作成する場合は、 次の タ
ス ク を実行し ます。

1. 各サ イ ト 内の各ロ ケーシ ョ ンで、 （まだ行っていない場合は） [すべてのボ イ ス メ ール ユー
ザ （All Voicemail Users） ] リ ス ト の名前を一意の名前に変更し ます （た と えば 「<サーバ名> 
のすべてのボ イ ス メ ール ユーザ （All Voicemail Users on <Server Name>）」 など）。 手順につ
いては、 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection Release 11.x』 の 「System 
Distribution Lists」 の章を参照し て く だ さ い。 こ の ド キ ュ メ ン ト は、
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/11x/administration/guide/11xcu
csagx.html か ら入手可能です。
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2. マス ター リ ス ト を ホ ス ト する ロ ケーシ ョ ン を組織内で 1 つ選択し ます。 1 つの ロ ケーシ ョ
ンに新し い [すべてのボ イ ス メ ールユーザ （All Voicemail Users） ] シ ス テム同報 リ ス ト を作
成し、 マス ター リ ス ト と し て使用し ます。

3. 両サ イ ト のすべての ロ ケーシ ョ ンか ら の リ ス ト を、 マス ター リ ス ト の メ ンバー と し て追加
し ます。

（注） リ モー ト  サ イ ト か ら リ ス ト を追加する には、 マス ター リ ス ト がホーム と し ている サ イ
ト のゲー ト ウ ェ イ で、 [サ イ ト 間 リ ン ク の編集 （Edit Intersite Link） ] ページの [デ ィ レ ク
ト リ データ を同期する と き に同報 リ ス ト を含める （Include Distribution Lists When 
Synchronizing Directory Data） ] チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し、 さ ら に リ モー ト  サ イ ト の
各ロ ケーシ ョ ンか ら の リ ス ト は、 [同報 リ ス ト の基本設定の編集 （Edit Distribution List 
Basics） ] ページの [サ イ ト 間 リ ン ク 経由の リ モー ト サ イ ト のレプ リ ケー ト （Replicate to 
Remote Sites Over Intersite Links） ] チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し てお く 必要があ り ます。

4. マス ター リ ス ト 以外のすべての リ ス ト を、 ユーザが使用する サーチ スペースに属し ていな
いパーテ ィ シ ョ ンに入れ、 ユーザがマス ター以外の リ ス ト を参照で き ない よ う に し ます。
た と えば、 各ロ ケーシ ョ ンで 「<サーバ名> の非表示 DL （Hidden DLs on <Server Name>）」
と い う 新し いパーテ ィ シ ョ ン を作成し、 その ロ ケーシ ョ ン を ホーム と する リ ス ト をその
パーテ ィ シ ョ ンに入れます。 （デフ ォル ト では、 新し いパーテ ィ シ ョ ンはどのサーチ ス
ペースに も属し ていません）。

ネ ッ ト ワーク接続された Unity Connection サーバの注意す
べき動作

デ ィ レ ク ト リ  ハン ド ラの検索範囲がサイ ト 間ネ ッ ト ワーキングのリ
モー ト  システム同報リ ス ト に設定される と、 結果が見つからない

デ ィ レ ク ト リ  ハン ド ラ の検索範囲をシ ス テム同報 リ ス ト に設定し、 リ モー ト  サ イ ト を ホーム
と する リ ス ト を選択する と 、 発信者がそのハン ド ラ に到達し て検索を試行し て も、 結果が返さ
れません。 こ れは、 リ ス ト の メ ンバーシ ッ プがサ イ ト 間 リ ン ク を介し て レプ リ ケー ト されない
ために発生し ます。 （こ の動作は、 音声対応デ ィ レ ク ト リ  ハン ド ラ には適用されません。 こ の
ハン ド ラ には、 検索範囲 と し てシ ス テム同報 リ ス ト を使用する オプシ ョ ンがないためです）。

サイ ト 間ネ ッ ト ワーキングで複数の同報リ ス ト に送信された メ ッ セー
ジの複数のコ ピーを受信するユーザ

メ ッ セージを複数の同報 リ ス ト に送信し た場合、 一部の状況では、 メ ッ セージがサ イ ト 間 リ ン
ク を通過する と 、 複数の リ ス ト の メ ンバーになっている ユーザが複数の メ ッ セージを受信する
場合があ り ます。

ネ ッ ト ワークによるブロー ド キャス ト  メ ッ セージはサポー ト されない

サ イ ト 内ま たはサ イ ト 間で、 ブ ロー ド キ ャ ス ト  メ ッ セージを複数の ロ ケーシ ョ ンに送信する こ
と はで き ません。
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ネ ッ ト ワークによるデ ィ スパッ チ メ ッ セージはサポー ト されない

ロ ケーシ ョ ン間でのデ ィ スパ ッ チ メ ッ セージはサポー ト さ れていません。 サ イ ト 内の他の ロ
ケーシ ョ ンの受信者に宛て られたデ ィ スパ ッ チ メ ッ セージは、 通常の メ ッ セージ と し て リ モー
ト  ユーザに送信さ れます。 リ モー ト  サ イ ト の受信者に宛て られたデ ィ スパ ッ チ メ ッ セージは
配信さ れません。 デ ィ スパ ッ チ メ ッ セージは、 メ ッ セージの受信者がネ ッ ト ワーク で接続され
た他の ロ ケーシ ョ ンのユーザを含ま ないシ ス テム同報 リ ス ト であ る場合にのみ設定する必要が
あ り ます。

手動の再同期ではデ ィ レ ク ト リ と音声名の同期タ ス クが両方実行さ
れる

[サ イ ト 間 リ ン ク の検索 （Search Intersite Links） ] ページの [すべて再同期 （Resync All） ] ボ タ
ン を ク リ ッ クする と 、 デ ィ レ ク ト リ と リ モー ト  ネ ッ ト ワーク の同期タ ス ク が開始されます。 そ
の タ ス ク が完了する と 、 音声名を リ モー ト  ネ ッ ト ワーク と 同期タ ス ク が自動的に開始されま
す。 こ れら の タ ス ク は通常、 別個のス ケジ ュールで個別に実行されます。

Unity Connection ク ラス タのレプ リケーシ ョ ン

Cisco Unity Connection ク ラ ス タ をサ イ ト に追加する か、 2 つのサ イ ト を リ ン クする と 、 そのペ
アのパブ リ ッ シ ャ  サーバ上だけにサ イ ト 内ま たはサ イ ト 間の リ ン ク が作成されます。 ク ラ ス タ
のサブス ク ラ イバ サーバ上で行 う デ ィ レ ク ト リ 更新は、 ク ラ ス タ のパブ リ ッ シ ャ  サーバか ら
だけレプ リ ケー ト さ れます。 サ イ ト 内のすべての ロ ケーシ ョ ン （および該当する場合はすべて
のサ イ ト 間ゲー ト ウ ェ イ） が正し く 設定さ れていれば、 サブス ク ラ イバ サーバが [プ ラ イ マ リ
（Primary） ] ス テータ スになった と きやパブ リ ッ シ ャ  サーバがシ ャ ッ ト ダ ウ ン さ れた と き も、
ボ イ ス  メ ッ セージは ク ラ ス タ と の間で送受信さ れ続け ます。 ただ し、 パブ リ ッ シ ャ  サーバ上
のデ ィ レ ク ト リ を最新の状態に保つには、 パブ リ ッ シ ャ  サーバを長時間シ ャ ッ ト ダ ウ ン し た ま
まに し ないで く だ さ い。

プラ イベー ト 同報リ ス ト のメ ンバーと し てのリ モー ト  ユーザの追加

プ ラ イベー ト  リ ス ト を作成する と きは、 他の ロ ケーシ ョ ンか ら メ ンバーを追加で き ます （その
メ ンバーの検索範囲に よ って許可さ れる場合）。 こ の場合、 メ ッ セージの宛先指定やコール発
信の際に到達可能な同じ ユーザのセ ッ ト を、 プ ラ イベー ト  リ ス ト の メ ンバー と し て も追加で き
ます。 プ ラ イベー ト  リ ス ト は他の ロ ケーシ ョ ンにレプ リ ケー ト されません。 ユーザがプ ラ イ
ベー ト  リ ス ト を メ ッ セージの宛先 と し て指定する と 、 ユーザのホーム  ロ ケーシ ョ ンで同報 リ
ス ト が拡張さ れ、 リ ス ト 上の個々の受信者が メ ッ セージの宛先に指定されます。

次の メ ンバーが誤ってユーザの リ ス ト か ら削除さ れた場合は、 ユーザに通知する こ と を検討し
て く だ さ い。

 • Unity Connection ロ ケーシ ョ ン を削除する と 、 その ロ ケーシ ョ ンの リ モー ト  ユーザがすべ
てのプ ラ イベー ト  リ ス ト か ら削除さ れます。

 • VPIM の連絡先が Unity Connection ユーザにな る と 、その連絡先はすべてのプ ラ イベー ト  リ
ス ト か ら削除さ れます。
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Cisco Unity と  Cisco Unity Connection との間の
ネ ッ ト ワーク設定

Cisco Unity ゲー ト ウェ イ と  Unity Connection ゲー ト ウェ イ
との間のサイ ト 間リ ン クの設定

こ の項では、 Cisco Unity サーバ、 フ ェールオーバー ペア、 ま たはデジ タル ネ ッ ト ワーク を  
Unity Connection サーバ、 ク ラ ス タ、 ま たはサ イ ト に接続するサ イ ト 間 リ ン ク を設定する ため
の前提条件について説明し ます。 ま た、 設定の完了に必要なすべての タ ス ク の概要 と 実行順序
を示し た タ ス ク  リ ス ト を提供し ます。 サ イ ト 間 リ ン ク の概念に詳し く ない場合は、 まず 
「ネ ッ ト ワーキン グの概念の概要」 の章を読み、 その後タ ス ク  リ ス ト と 手順を確認し てか ら、
設定を開始し て く だ さ い。

デジ タル ネ ッ ト ワークに Cisco Unity を リ ン クするための前提条件

 • 1 つ以上の Cisco Unity リ リ ース  11.x サーバがすでに イ ン ス ト ール さ れていて、 イ ン ス ト ー
ルに適し たネ ッ ト ワーク に接続さ れている。 Unity Connection には、 1 つの Cisco Unity サー
バま たは 1 つの Cisco Unity デジ タル ネ ッ ト ワーク を リ ン ク で き ます。

 • Cisco Unity および Microsoft Exchange の環境が、 『Networking Options Requirements』 の
「Cisco Unity Connection Networking Requirements」 の項に記載さ れている要件を満た し てい
る。 こ の ド キ ュ メ ン ト は、
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/unity/compatibility/matrix/cunetoptionsreqs.ht
ml か ら入手可能です。

 • Unity Connection サ イ ト へのゲー ト ウ ェ イ と し て機能する  Cisco Unity サーバが、 ポー ト  80 
の HTTP ま たはポー ト  443 の HTTPS で Unity Connection サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ に直接ルー
テ ィ ン グで き る。

デジ タル ネ ッ ト ワークに Unity Connection を リ ン クするための前提
条件

 • 1 つの Unity Connection 11.x サーバま たは ク ラ ス タ、 ま たは 1 つの Unity Connection サ イ ト
を、 1 つの Cisco Unity サーバ、 フ ェールオーバー ペア、 ま たはデジ タル ネ ッ ト ワーク に リ
ン ク で き る。 Unity Connection サ イ ト を リ ン クする には、 サ イ ト 内のすべてのサーバでバー
ジ ョ ン  11.x が実行さ れている必要があ り ます。
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Cisco Unity ゲー ト ウ ェ イ と  Unity Connection ゲー ト ウ ェ イ との間のサイ ト 間リ ン クの設定のタ スク  リ ス ト
 • Unity Connection サ イ ト に リ ン ク し てい る場合、サ イ ト は Unity Connection サ イ ト の設定
（2-1 ページ） に従って設定さ れてい る。

 • Unity Connection サ イ ト が、 『System Requirements for Cisco Unity Connection Release 11.x』 の
「Requirements for Intersite Networking」 の項に記載さ れてい る要件を満た し ている。 こ の ド
キ ュ メ ン ト は、
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/10x/requirements/10xcucsysreqs.ht
ml か ら入手可能です。

 • ゲー ト ウ ェ イ と し て機能する  Unity Connection サーバで、 サーバの管理権限を持つアカ ウ ン
ト にア ク セスでき る  （システム管理者 と 技術者の役割にはそれぞれこ の権限があ り ます）。

 • Cisco Unity サ イ ト へのゲー ト ウ ェ イ と し て機能する  Unity Connection サーバが、 ポー ト  80 
の HTTP 経由か、 ポー ト  443 の HTTPS 経由で Cisco Unity サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ に直接ルー
テ ィ ン グで き る。

Cisco Unity ゲー ト ウェ イ と  Unity Connection ゲー ト ウェ イ
との間のサイ ト 間リ ン クの設定のタ スク  リ ス ト

1. ネ ッ ト ワーク  ト ポ ロ ジを決定し、 サ イ ト 間 リ ン ク の設定に必要な情報を収集し ます。 配置
の決定 と 重要な情報の収集 （3-3 ページ）

2. Unity Connection と の メ ッ セージングに使用する  Cisco Unity ド メ イ ン名を決定し ます。
Cisco Unity 相互運用性 ド メ イ ン名の決定 （3-4 ページ）

3. [プ ラ イ マ リ  ロ ケーシ ョ ン （Primary Location） ] ページで設定を行い、 権限を確認し、
Active Directory ス キーマを拡張し て、 Cisco Unity ゲー ト ウ ェ イ の準備を行います。
Cisco Unity ゲー ト ウ ェ イ の準備 （3-5 ページ）

4. Interoperability Gateway for Microsoft Exchange が イ ン ス ト ール済みの場合は、 次のいずれか
を実行し て、 正し く 設定さ れている こ と を確認し ます。

 – Interoperability Gateway が Exchange 2010 ま たは 2007 に イ ン ス ト ール さ れてい る場合
は、 外部コ ネ ク タ の設定を確認し、 送信コ ネ ク タ と 受信コ ネ ク タ を設定し ます。
Exchange 2010 ま たは 2007 にすでに イ ン ス ト ールさ れている  Interoperability Gateway for 
Unity Connection 相互運用性の設定 （3-7 ページ）

 – Interoperability Gateway が Exchange 2003 にイ ン ス ト ールされている場合は、SMTP コネ ク
タ を更新し、 UCI ア ド レ ス空間を追加し ます。 Exchange 2003 にすでに イ ン ス ト ールさ
れている  Interoperability Gateway for Unity Connection 相互運用性の設定 （3-10 ページ）

5. Interoperability Gateway for Microsoft Exchange を あ ら か じ め イ ン ス ト ール されていない場合
は、 イ ン ス ト ールし て設定し ます。 Cisco Unity で VPIM ネ ッ ト ワーキン グ ま たは Trusted 
Internet ロ ケーシ ョ ン を使用し ている ま たは使用する予定があ る場合は、 こ れら の タ イ プの
ネ ッ ト ワーキン グ と  Unity Connection の相互運用性に合わせて Interoperability Gateway を設
定し ます。 Interoperability Gateway の最新のサポー ト  バージ ョ ンおよび要件については、
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/unity/compatibility/matrix/cunetoptionsreqs.ht
ml か ら入手可能な 『Networking Options Requirements for Cisco Unity (Version 5.x and Later)』
を参照し て く だ さ い。

6. タ ス ク  4. でアン イ ン ス ト ールし た  Cisco Unity Voice Connector が Bridge ネ ッ ト ワークや 
AMIS ネ ッ ト ワーク の処理に必要な場合は、 Voice Connector を再イ ン ス ト ールし て、 こ れ
ら のオプシ ョ ンだけを設定し ます。 該当する 『Release Notes for Cisco Unity Voice Connector 
for Microsoft Exchange』 の 「Installing the Voice Connector」 の項を参照し て く だ さ い。 こ の
ド キ ュ メ ン ト は、
http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/ps2237/prod_release_notes_list.html か ら入手
可能です。
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7. Cisco Unity の メ ッ セージを配信する  Exchange サーバか ら の SMTP 接続を受け入れる よ う に 
Unity Connection ゲー ト ウ ェ イ を設定し ます。 Unity Connection ゲー ト ウ ェ イ での SMTP ア ク
セスの設定 （3-11 ページ）

8. Cisco Unity ゲー ト ウ ェ イ設定フ ァ イルをダ ウ ン ロー ド し ます。 Cisco Unity ゲー ト ウ ェ イ設定
フ ァ イルのダ ウ ン ロー ド （3-12 ページ）

9. Cisco Unity サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ で、 Unity Connection ユーザを  Cisco Unity に イ ンポー ト す
る際に使用する テンプレー ト を設定し ます。Cisco Unity ゲー ト ウ ェ イ での Unity Connection 
ユーザ用のテンプレー ト の設定 （3-13 ページ）

10. Unity Connection ゲー ト ウ ェ イ の Cisco Unity Connection Administrationにサ イ ト 間 リ ン ク を
作成し て、 ゲー ト ウ ェ イ の リ ン ク を開始し ます。 Unity Connection ゲー ト ウ ェ イ でのサ イ ト 間
リ ン ク の作成 （3-14 ページ）

11. Cisco Unity ゲー ト ウ ェ イ にサ イ ト 間 リ ン ク を作成し て、 ゲー ト ウ ェ イ の リ ン ク を終了し ま
す。 Cisco Unity ゲー ト ウ ェ イ でのサ イ ト 間 リ ン ク の作成 （3-16 ページ）

12. パーテ ィ シ ョ ン と サーチ スペース を設定し て、Cisco Unity Connection ユーザが Cisco Unity 
ユーザに宛先指定で き る よ う に し、 ま たその逆も で き る よ う にます。 Cisco Unity と  Unity 
Connection の相互運用のパーテ ィ シ ョ ン と サーチ スペースの設定 （3-17 ページ）

13. オプシ ョ ン と し て、 ゲー ト ウ ェ イ間での一方向ま たは両方向のシ ス テム同報 リ ス ト 同期を
選択し た場合は、 個々の同報 リ ス ト について レプ リ ケーシ ョ ンの許可ま たは禁止を設定し
ます。 同期する個々のシ ス テム同報 リ ス ト の設定 （3-18 ページ）

14. オプシ ョ ンで、 Cisco Unity サーバ上で認識さ れたユーザ メ ッ セージを拡張し、 Unity 
Connection ネ ッ ト ワーキング  ユーザを含めます。 Unity Connection ネ ッ ト ワーキン グ  サ
ブス ク ラ イバを含める ための Cisco Unity に認識さ れたサブス ク ラ イバ メ ッ セージの拡
張 （3-19 ページ）

15. オプシ ョ ンで、 ク ロ スサーバ ロ グ イ ン、 転送、 Live Reply を設定し ます。 「ク ロ スサーバ 
ロ グ イ ン、 転送、 Live Reply」 の章を参照し て く だ さ い。

配置の決定と重要な情報の収集

Cisco Unity と  Unity Connection の相互運用性を設定する前に、 次の項目について必ず計画し、
必要な情報を収集し て く だ さ い。

 • Cisco Unity Voice Connector と 関連する  Transport Event Sink を使用し て Cisco Unity サーバに 
VPIM を設定し ている場合、 Voice Connector ではな く  Interoperability Gateway for Microsoft 
Exchange を使用する よ う に VPIM 設定を移行する必要があ り ます。 Cisco Unity を  
Cisco Unity Connection と 相互運用する よ う 設定し ている場合、 Interoperability Gateway と  
Voice Connector Transport Event Sink は共存で き ません。 Interoperability Gateway を初めて イ
ン ス ト ールする場合は、 VPIM ネ ッ ト ワーク と  Cisco Unity Connection ネ ッ ト ワー ク の両方
用に設定し て く だ さ い。 Voice Connector を アン イ ン ス ト ールする タ イ ミ ン グは、 タ ス ク  リ
ス ト に記載さ れています （Bridge ネ ッ ト ワー クや AMIS ネ ッ ト ワーク を処理する ために 
Voice Connector が必要な場合は、 再イ ン ス ト ールし て こ れら のオプシ ョ ン を処理し ます）。

 • も う 一方のサ イ ト に対し てゲー ト ウ ェ イ と し て機能する  1 つの ロ ケーシ ョ ン を各サ イ ト で
選択し ます。 デ ィ レ ク ト リ の同期を行 う ために、 選択する ゲー ト ウ ェ イ には HTTP ま たは 
HTTPS 接続が必要です。

 – Cisco Unity サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ を選択する場合は、 可能であれば、 リ ソースが最も多
く 、 ユーザ数 と コール ア ク テ ィ ビテ ィ の量が最も少ないサーバを選択し ます。 特に、
プ ラ ッ ト フ ォーム  オーバーレ イ 1 サーバには CPU、 メ モ リ 、 デ ィ ス ク、 および 
MSDE/SQL Express の制限があ る ため、 同期のオーバーヘ ッ ド を処理するサーバの機能
が低下し ます。
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 – Cisco Unity ロ ケーシ ョ ン を選択する場合、 Unity Connection サ イ ト のすべての ロ ケー
シ ョ ン を  Cisco Unity サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ と 同じ ダ イ ヤル発信 ド メ イ ンに追加する こ と
を検討し て く だ さ い。

Cisco Unity 相互運用性ド メ イン名の決定

Cisco Unity Connection と  Cisco Unity の間で メ ッ セージを交換する には、 Cisco Unity ユーザを
メ ッ セージの宛先に指定する と き に Unity Connection が使用する ド メ イ ン名を決定する必要が
あ り ます。 ド メ イ ン名は メ ッ セージン グ  シ ス テム を一意に識別し ます。 こ の ド メ イ ン名は、 次
の方法で設定し ます。

 • Cisco Unity ゲー ト ウ ェ イ の Cisco Unity Administrator の [ネ ッ ト ワーク （Network） ] > [プ ラ
イ マ リ ロ ケーシ ョ ン （Primary Location） ] ページの [SMTP ド メ イ ン名 （SMTP Domain 
Name） ] フ ィ ール ド 。

 • Interoperability Gateway Administrator の [相互運用 ド メ イ ンFQDN （Interop Domain FQDN） ] 
フ ィ ール ド 。

さ ら に、 相互運用 ド メ イ ン  FQDN に基づいて、 ド メ イ ン名は次の よ う に設定し ます。

 • Exchange 2010 ま たは 2007 サーバに Interoperability Gateway を イ ン ス ト ールする場合 ：

 – Interoperability Gateway 外部コ ネ ク タ の SMTP AddressSpace ド メ イ ン と し て設定し ま
す。 （こ の値は、 Interoperability Gateway Administrator を使用し て Interoperability 
Gateway 外部コ ネ ク タ を作成ま たは変更し た と き に、 相互運用 ド メ イ ン  FQDN に基づ
いて自動的に設定さ れます）。

 – Interoperability Gateway 承認済み ド メ イ ンの DomainName と し て設定し ます。 （こ の値
は、 Interoperability Gateway Administrator を使用し て Interoperability Gateway 承認済み
ド メ イ ン を作成ま たは変更し た と き に、 相互運用 ド メ イ ン  FQDN に基づいて自動的に
設定さ れます）。

 • Exchange 2003 サーバに Interoperability Gateway を イ ン ス ト ールする場合 ：

 – Interoperability Gateway SMTP コネ ク タの SMTP ア ド レ ス空間ド メ イ ン と し て設定し ます。

 – Interoperability Gateway 受信者ポ リ シーの SMTP 電子 メ ール ア ド レ ス  ポ リ シー と し て
設定し ます。

Cisco Unity で VPIM ま たは信頼で き る イ ン ターネ ッ ト  サブス ク ラ イバに対処する よ う に 
Interoperability Gateway for Microsoft Exchange を以前に イ ン ス ト ールし ている場合は、そのプ ロ
セル中に選択し た相互運用 ド メ イ ンが Cisco Unity Connection ゲー ト ウ ェ イ の SMTP ド メ イ ンに
一致し ない限 り 、 その ド メ イ ン を使用し ます。

他のネ ッ ト ワーク機能を処理する ために Interoperability Gateway を イ ン ス ト ールし ていない場
合は、 相互運用 ド メ イ ン名は自由に付け られますが、 し か し、 ベス ト  プ ラ ク テ ィ ス と し て、
<Name>.<DomainName> の形式に従った名前を使用する必要があ り ます。 <Name> は説明的用
語で、 <DomainName> は組織の ド メ イ ン名です。 た と えば、 interop.mydomain.com の よ う にな
り ます。 ただ し、 選択する相互運用 ド メ イ ン名は、 次の要件を満たす必要があ り ます。

 • Interoperability Gateway for Microsoft Exchange 経由で メ ッ セージをルーテ ィ ングする以外の
目的で、Cisco Unity が属し ている  Exchange 組織で使用さ れている  SMTP ド メ イ ン と 同じ で
ない こ と 。

 • Unity Connection サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ の SMTP ド メ イ ン と 同じ でない こ と  （SMTP ド メ イ
ンは、Unity Connection ゲー ト ウ ェ イ の Cisco Unity Connection Administrationの [シ ス テム設
定 （System Settings） ] > [SMTP の設定 （SMTP Configuration） ] > [サーバ （Server） ] ペー
ジで確認で き ます）。
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Cisco Unity ゲー ト ウェ イの準備

次の項の手順を実行し て、 Cisco Unity ゲー ト ウ ェ イ の準備を行います。

Cisco Unity ゲー ト ウェ イでのプラ イマ リ  ロケーシ ョ ン プロ フ ァ イル ページの設定

Cisco Unity ゲー ト ウ ェ イのプ ラ イマ リ  ロケーシ ョ ンのプロ フ ァ イル ページを設定する

ステ ッ プ 1 Cisco Unity ゲー ト ウ ェ イ の Cisco Unity Administrator で、 [ネ ッ ト ワーク （Network） ] > [プ ラ イ
マ リ  ロ ケーシ ョ ン （Primary Location） ] > [プ ロ フ ァ イル （Profile） ] ページに移動し ます。

ステ ッ プ 2 ロ ケーシ ョ ンの意味のあ る名前を入力し ます。

ステ ッ プ 3 ダ イ ヤル ID が入力さ れていない場合は入力し ます。 ダ イ ヤル ID は Cisco Unity に対し て こ の
ロ ケーシ ョ ン を特定する も ので、 変更内容をページに保存する際に必要です。

ステ ッ プ 4 ダ イ ヤル ド メ イ ン名に対し、 次の手順を実行し ます。

 • イ ン ス ト ールが 1 つの Cisco Unity サーバだけで構成さ れている場合は、 ダ イ ヤル発信 ド メ
イ ン名を作成し ます。

 • デジ タル ネ ッ ト ワーキン グで接続さ れた複数の Cisco Unity サーバで環境が構成さ れてお
り 、 こ のサーバが、 ネ ッ ト ワーク で接続さ れた他の Cisco Unity サーバ と 同じ電話シ ス テム
に組み込まれている場合、 こ のサーバがダ イ ヤル ド メ イ ンにすでに追加されている場合が
あ り ます。 そ う でない場合は、 ダ イ ヤル ド メ イ ン名を入力する か、 リ ス ト か ら選択し ま
す。 リ ス ト には、 ネ ッ ト ワーク内にあ る少な く と も  1 つの他の Cisco Unity サーバですでに
設定さ れている ダ イ ヤル ド メ イ ン名の名前が含まれています。

ダ イ ヤル ド メ イ ン名では大文字小文字が区別さ れる ため、 すべてのサーバで正確に同じ名
前を入力し なければな ら ない こ と に注意し て く だ さ い。 すべてのサーバを同じ ダ イ ヤル ド
メ イ ンに正し く 追加する には、 1 つの Cisco Unity サーバでダ イ ヤル ド メ イ ン名を入力し
て、 その名前が他の Cisco Unity サーバに複製さ れる のを待機し ます。 こ う する こ と に よ
り 、 レプ リ ケーシ ョ ンがサーバ間で正し く 動作する こ と も確認で き ます。 他の Cisco Unity 
サーバか ら のプ ラ イ マ リ  ロ ケーシ ョ ン  データ が ローカル サーバで反映さ れる のに要する
時間は、 ネ ッ ト ワーク設定 と レプ リ ケーシ ョ ン  ス ケジ ュールに よ って異な り ます。

ステ ッ プ 5 [SMTP ド メ イ ン名 （SMTP Domain Name） ] フ ィ ール ド に、 「Cisco Unity 相互運用性 ド メ イ ン名
の決定」 セ ク シ ョ ン （ 3-4 ページ） で選択し た相互運用性 ド メ イ ン名を入力し ます。

ステ ッ プ 6 [保存 （Save） ] ア イ コ ン を選択し ます。

Unity Connection ユーザを作成するための Cisco Unity の権限の確認

Cisco Unity の イ ン ス ト ール中に、 Cisco Unity Permissions ウ ィ ザー ド を実行し て必要な権限を
イ ン ス ト ール アカ ウ ン ト と サービ ス  アカ ウ ン ト に与え る と き に、 [ボ イ ス メ ッ セージン グの相
互運用性を有効にする かど う かの選択 （Choose Whether to Enable Voice Messaging 
Interoperability） ] ページの [AMIS、 Cisco Unity Bridge、 およびVPIMで必要 と さ れる権限を設
定 （Set Permissions Required by AMIS, Cisco Unity Bridge, and VPIM） ] チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオン
に し なかった場合は、 「Cisco Unity に Cisco Unity Connection ユーザを作成する ための権限を設
定する」 の手順 （3-6 ページ） を実行し ます。
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ヒ ン ト チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し たかど う かが不明な場合は、 Permissions ウ ィ ザー ド を レポー ト  
モー ド で実行し ます。 詳細については、 Permissions ウ ィ ザー ド が イ ン ス ト ール さ れているデ ィ
レ ク ト リ にあ る レポー ト  モー ド  ヘルプ フ ァ イル （PWReportHelp_<言語>.htm） を参照し て く
だ さ い。

Permissions ウ ィ ザー ド の実行の詳細については、 Permissions ウ ィ ザー ド が イ ン ス ト ール されて
いるデ ィ レ ク ト リ にあ る  Permissions ウ ィ ザー ド  ヘルプ フ ァ イル （PWHelp_<言語>.htm） を参
照し て く だ さ い。

Cisco Unity に Cisco Unity Connection ユーザを作成するための権限を設定する

ステ ッ プ 1 次のアカ ウ ン ト を使用し て、 ゲー ト ウ ェ イ  サーバに ロ グ イ ン し ます。

 • Cisco Unity サーバが属し ている、 ま たは Domain Admins グループのデフ ォル ト の権限 と 同
じ権限を持つ ド メ イ ンの Domain Admins グループの メ ンバー。

 • Exchange 完全管理者ま たは Cisco Unity ユーザの イ ンポー ト 元の ド メ イ ンすべてを含む ド メ
イ ンの Domain Admins グループの メ ンバーのいずれか。

ステ ッ プ 2 Permissions ウ ィ ザー ド を再実行し、 [ボ イ ス  メ ッ セージ相互運用性を有効にする かど う かの選
択 （Choose Whether to Enable Voice Messaging Interoperability） ] ページが表示さ れる まで、 画面
上のプ ロ ンプ ト に従います。

ステ ッ プ 3 [AMIS、 Cisco Unity Bridge、 および VPIM で必要 と さ れる権限を設定 （Set Permissions Required 
by AMIS, Cisco Unity Bridge, and VPIM） ] チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し ます。

ステ ッ プ 4 画面表示に従って Permissions ウ ィ ザー ド を完了し ます。

Active Directory スキーマの拡張

Cisco Unity を イ ン ス ト ールする前に、 Cisco Unity 固有の情報を格納する ために、 Active 
Directory ス キーマを拡張し ます。 Cisco Unity Connection と の相互運用性をサポー ト する ため
に、 Active Directory ス キーマを さ ら に拡張する必要があ り ます。

Cisco Unity Connection 相互運用性をサポー ト する ために必要な ス キーマの変更を確認する に
は、 Cisco Unity デ ィ ス ク  1 の Schema\LdifScripts デ ィ レ ク ト リ を参照し、 vpimgateway.ldf フ ァ
イルを表示し ます （Cisco Unity Connection 相互運用性に必要な内線番号は、 VPIM ネ ッ ト ワー
キン グに必要な内線番号 と 同じ です）。

Active Directory ス キーマを、 VPIM ネ ッ ト ワーキング をサポー ト する よ う に変更し ていない場
合だけ、 次の手順を実行し ます。 ス キーマがすでに変更されている かど う かを確認する には、
ス キーマが更新さ れる たびに生成さ れる ロ グ  フ ァ イルを調べます。 ロ グ  フ ァ イルが格納され
ているデ ィ レ ク ト リ へのシ ョ ー ト カ ッ ト が、 Windows のデス ク ト ッ プに配置さ れています。

Cisco Unity Connection 相互運用性と  VPIM ネ ッ ト ワーキングの Active Directory スキーマを拡張する

ステ ッ プ 1 ス キーマを更新する前に、 すべての ド メ イ ン  コ ン ト ローラ がオン ラ イ ンになっている こ と を確
認し ます。 ス キーマの複製は、 すべての ド メ イ ン  コ ン ト ローラ がオン ラ イ ンの場合にだけ行わ
れます。

ステ ッ プ 2 ス キーマ マス ターの役割をする ド メ イ ン  コ ン ト ローラ上で、 Schema Administrators グループの
メ ンバーであ る アカ ウ ン ト を使用し て ロ グ イ ン し ます。
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ステ ッ プ 3 Cisco Unity DVD 1 ま たは CD 1、 ま たはダ ウ ン ロー ド し た Cisco Unity CD 1 イ メ ージ フ ァ イル
があ る場所か ら、 デ ィ レ ク ト リ  ADSchemaSetup を参照し、 ADSchemaSetup.exe をダブル ク
リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ 4 ダ イ ア ロ グボ ッ ク スで行をダブル ク リ ッ ク し、 ADSchemaSetup の表示言語を選択し ます。

ステ ッ プ 5 [Exchange VPIM と  Connection ネ ッ ト ワーキング  コ ネ ク タ （Exchange VPIM and Connection 
Networking Connector） ] チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し、 他のチェ ッ ク ボ ッ ク ス をオフに し て、
[OK] を選択し ます。

ステ ッ プ 6 LDAP Data Interchange Format （LDIF） ス ク リ プ ト の実行が終了し た ら、 [OK] を選択し ます。

ステ ッ プ 7 ス キーマの拡張が終了する と 、 Ldif.log フ ァ イル と  LDif.err フ ァ イルがデス ク ト ッ プに保存さ れ
ます。 フ ァ イルの内容を表示し、 拡張が正常に完了し た こ と を確認し ます。

ステ ッ プ 8 ス キーマに対する変更がフ ォ レ ス ト 全体に複製さ れる まで待ってか ら、 プ ラ イ マ リ  ロ ケーシ ョ
ン と 配信ロ ケーシ ョ ンに情報を追加し ます。 ス キーマが複製される までに 15 分以上かか る場
合があ り ます。

Exchange 2010 または 2007 にすでにインス ト ールされている 
Interoperability Gateway for Unity Connection 相互運用性の設定

Interoperability Gateway for Microsoft Exchange を経由し て Cisco Unity と  Cisco Unity Connection 間で
メ ッ セージを交換するには、 有効な外部コネ ク タが Exchange 2010 または 2007 サーバに存在し て
いて、 Interoperability Gateway 経由で メ ッ セージを正し く ルーテ ィ ングする必要があ り ます。 さ ら
に、 Cisco Unity サーバが属する  Exchange 組織が、 リ モー ト  ネ ッ ト ワーク にあ る  SMTP ブ リ ッ ジ
ヘッ ド  サーバ と の メ ールの送受信を許可されている必要があ り ます。 リ モー ト  ネ ッ ト ワーク が 
Cisco Unity Connection サイ ト の場合、 設定に応じ て、 メ ールの送受信は Unity Connection サイ ト  
ゲー ト ウ ェ イで直接行われるか、 Unity Connection ゲー ト ウ ェ イの代わ り に SMTP 接続を処理す
る  Exchange 組織の外のスマー ト  ホ ス ト またはその他の リ レーで行われます。

こ の項ではまず 「すでに イ ン ス ト ールさ れている  Interoperability Gateway for 
Cisco Unity Connection 相互運用性を設定する には （Exchange 2010 ま たは 2007 のみ）」
の手順 （3-7 ページ） を実行し ます。

Cisco Unity Connection ゲー ト ウ ェ イ、 スマー ト  ホ ス ト 、 ま たは リ レーを使用し て メ ッ セージを
送受信で き る よ う に Exchange 組織を設定する方法に精通し てい る場合は、 残 り の手順を ス
キ ッ プ し て、 組織で確立さ れているルール と 方法に基づいて メ ッ セージ送信設定を処理し て く
だ さ い。 そ う でない場合は、 残 り の 2 つの手順を実行し て く だ さ い。

すでにイ ンス ト ールされている  Interoperability Gateway for Cisco Unity Connection 相互運用性を設定する
には （Exchange 2010 または 2007 のみ）

ステ ッ プ 1 Interoperability Gateway Administrator を開き ます。 （Windows の [ス ター ト （Start） ] メ ニ ュー
で、 [ス ター ト （Start） ] > [すべてのプ ロ グ ラ ム （Programs） ] > [Cisco] > [IGE 管理 （IGE 
Admin） ] を参照し ます）。

Exchange 2010 に Interoperability Gateway が イ ン ス ト ールさ れている場合は、 アカ ウ ン ト の資格
情報を入力する よ う に Interoperability Gateway Administrator に よ って求め られます。 完全な  
Exchange 管理者権限を持つアカ ウ ン ト を使用し ます。

ステ ッ プ 2 Administrator の一番上のペイ ンの [ア ド レ ス空間 （Address Spaces） ] の下で、 [UCI
（Cisco Unity-Connectionの相互運用性） （UCI (Cisco Unity-Connection Interoperability)） ] チェ ッ
ク ボ ッ ク スがオンになっている かど う かを確認し ます。 オンになっている場合は、
Interoperability Gateway Administrator を閉じ て、 タ ス ク  リ ス ト の次の タ ス ク に進みます。 オン
になっていない場合、 オンに し ます。
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Cisco Unity ゲー ト ウ ェ イ と  Unity Connection ゲー ト ウ ェ イ との間のサイ ト 間リ ン クの設定のタ スク  リ ス ト
ステ ッ プ 3 Interoperability Gateway Administrator の左にあ る ツ リ ー表示で、 [外部コ ネ ク タ （Foreign 
Connector） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 4 相互運用 ド メ イ ン と ス テ ッ プ 2 でオンに し た UCI 機能のア ド レ ス空間を カバーする外部コ ネ ク
タ を まだ作成し ていない場合、 [外部コ ネ ク タ （Foreign Connector） ] ペイ ンの一番上に、 警告
メ ッ セージが赤で表示さ れます。

こ の警告が表示されず、 有効な外部コネ ク タがペイ ンの左上にあ る リ ス ト  ボ ッ ク スに表示された
場合は、 Interoperability Gateway Administrator を閉じ て、 タ ス ク  リ ス ト の次のタ ス ク に進みます。

警告が表示さ れた場合は、Interoperability Gateway for Microsoft Exchange を最初に イ ン ス ト ール
し た と き に作成し た既存の外部コ ネ ク タ を変更で き ます。 こ の処理を行 う には、 次のサブス
テ ッ プを実行し ます。

a. サーバを ホーム と し、 Cisco Unity ネ ッ ト ワーク に関連する ア ド レ ス空間を少な く と も  1 つ
含む外部コ ネ ク タ の リ ス ト （左上） で、 既存の外部コ ネ ク タ を選択し ます。

b. リ ス ト  ボ ッ ク スの下で [変更 （Modify） ] を選択し ます。

c. シ ェル コ マン ド の実行画面で [実行 （Run） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 5 Interoperability Gateway Administrator を閉じ ます。

リ モー ト  ボイス メ ッ セージング システムの送信コネク タ を設定するには （Exchange 
2010 または 2007 のみ）

ステ ッ プ 1 Interoperability Gateway が イ ン ス ト ールさ れている  Exchange サーバで、 Exchange Management 
Shell を開き ます。

ステ ッ プ 2 左側のペイ ンで、 [組織の構成 （Organization Configuration） ] を展開し て [ハブ ト ラ ン スポー ト
（Hub Transport） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 3 メ イ ンの [ハブ ト ラ ン スポー ト （Hub Transport） ] ペイ ンで、 [送信コネ ク タ （Send Connectors） ] 
タ ブを選択し ます。

ステ ッ プ 4 [操作 （Actions） ] ペイ ンの [ハブ ト ラ ン ス ポー ト （Hub Transport） ] の下で、 [送信コ ネ ク タ の
新規作成 （New Send Connector） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 5 [SMTP 送信コ ネ ク タ の新規作成 （New SMTP Send Connector） ] ウ ィ ザー ド の [概要
（Introduction） ] ページで、 新規コ ネ ク タ の名前を入力し ます。

ステ ッ プ 6 [ こ の送信コ ネ ク タ の使用目的を選択する （Select the Intended Use for this Send Connector） ] の下
の [カ ス タ ム （Custom） ] を選択し て、 [次へ （Next） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 7 [ア ド レ ス空間 （Address space） ] ページで [追加 （Add） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 8 [ア ド レ ス （Address） ] に、 リ モー ト  ネ ッ ト ワーク の SMTP ド メ イ ン を入力し て  [OK] を選択し
ます。

ステ ッ プ 9 [次へ （Next） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 10 [ネ ッ ト ワーク設定 （Network settings） ] ページで、 [ メ ールを次のスマー ト  ホ ス ト を経由し て
ルーテ ィ ン グする （Route Mail through the Following Smart Hosts） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 11 [追加 （Add） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 12 IP ア ド レ スに対し て、 メ ッ セージを直接ゲー ト ウ ェ イ にルーテ ィ ン グする場合は Unity 
Connection ゲー ト ウ ェ イ の IP ア ド レ ス を入力し、 Exchange 組織か ら  Unity Connection ゲー ト
ウ ェ イ に メ ッ セージを送信する よ う に設定し ている場合は、 スマー ト  ホ ス ト ま たは他の リ レー
の IP ア ド レ ス を入力し ます。
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Cisco Unity ゲー ト ウ ェ イ と  Unity Connection ゲー ト ウ ェ イ との間のサイ ト 間リ ン クの設定のタ スク  リ ス ト       
ステ ッ プ 13 [OK] を選択し ます。

ステ ッ プ 14 [次へ （Next） ] を選択し て、 次のページに進みます。

ステ ッ プ 15 [スマー ト  ホ ス ト 認証の設定 （Configure Smart Host Authentication Settings） ] ページで、
Exchange 組織 と  Unity Connection ゲー ト ウ ェ イ間で メ ールを送信する と き に使用する認証の タ
イ プを選択し ます。

ステ ッ プ 16 [次へ （Next） ] を選択し て、 次のページに進みます。

ステ ッ プ 17 [送信元サーバ （Source Server） ] ページで、 デフ ォル ト で ローカルの Exchange サーバが リ ス ト
さ れています。 [Next] を選択し て次のページに進みます。

ステ ッ プ 18 [コ ネ ク タ の新規作成 （New Connector） ] ページの設定を確認し、 [新規作成 （New） ] を選択し
て新し いコ ネ ク タ を追加し ます。

ステ ッ プ 19 [終了 （Finish） ] を選択し て ウ ィ ザー ド を終了し ます。

ステ ッ プ 20 [送信コ ネ ク タ （Send Connectors） ] タ ブで、 作成し た コ ネ ク タ を右ク リ ッ ク し て [プ ロパテ ィ
（Properties） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 21 [プ ロ ト コルの ロ グ出力レベル （Protocol Logging Level） ] を  [詳細 （Verbose） ] に設定し ます。

ステ ッ プ 22 [OK] を選択し てプ ロパテ ィ  ウ ィ ン ド ウ を閉じ ます。

リ モー ト  ボイス メ ッ セージング システムの受信コネク タ を設定するには （Exchange 
2010 または 2007 のみ）

ステ ッ プ 1 Interoperability Gateway が イ ン ス ト ール されている  Exchange サーバで、 Exchange Management 
Shell を開き ます。

ステ ッ プ 2 左側のペイ ンで、 [サーバの設定 （Server Configuration） ] を展開し て [ハブ ト ラ ン スポー ト
（Hub Transport） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 3 上部の [ハブ ト ラ ン スポー ト （Hub Transport） ] ペイ ンで、 サーバの リ ス ト か ら ローカル 
Exchange サーバを選択し ます。

ステ ッ プ 4 下のペイ ンの タ イ ト ルが ローカルの Exchange サーバの名前になってい る こ と を確認し、 [受信
コ ネ ク タ （Receive Connectors） ] タ ブを選択し ます。

ステ ッ プ 5 [ア ク シ ョ ン （Actions） ] ペイ ンの ローカル サーバ名の下で、 [受信コ ネ ク タ の新規作成 （New 
Receive Connector） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 6 [SMTP 送信コ ネ ク タ の新規作成 （New SMTP Send Connector） ] ウ ィ ザー ド の [概要
（Introduction） ] ページで、 新規コ ネ ク タ の名前を入力し ます。

ステ ッ プ 7 [ こ の送信コ ネ ク タ の使用目的を選択する （Select the Intended Use for this Send Connector） ] の下
の [カ ス タ ム （Custom） ] を選択し て、 [次へ （Next） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 8 [ローカル ネ ッ ト ワーク の設定 （Local Network settings） ] ページの [HELO または EHLO に応答し
て このコネ ク タが提供する  FQDN を指定する :（Specify the FQDN this Connector Provide in Response 
to HELO or EHLO:） ] フ ィ ール ド に、 ローカル サーバの完全修飾ド メ イ ン名を入力し ます。

ステ ッ プ 9 [次へ （Next） ] を選択し て、 次のページに進みます。

ステ ッ プ 10 [ リ モー ト  ネ ッ ト ワーク の設定 （Remote Network settings） ] ページの リ ス ト  ボ ッ ク スで、
[0.0.0.0-255.255.255.255] を選択し、 [編集 （Edit） ] を選択し ます。
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Cisco Unity ゲー ト ウ ェ イ と  Unity Connection ゲー ト ウ ェ イ との間のサイ ト 間リ ン クの設定のタ スク  リ ス ト
ステ ッ プ 11 メ ッ セージを  Unity Connection ゲー ト ウ ェ イ か ら直接受け取る場合は、 開始ア ド レ ス と 終了ア
ド レ スの両方の値 と し てゲー ト ウ ェ イ の IP ア ド レ ス を入力し ます。 Unity Connection ゲー ト
ウ ェ イ の代わ り に、 スマー ト  ホ ス ト ま たは Exchange 組織外部のその他の リ レーが メ ッ セージ
を送信する場合は、 開始ア ド レ ス と 終了ア ド レ スの両方の値 と し て スマー ト ホ ス ト ま たは リ
レーの IP ア ド レ ス を入力し ます。

ステ ッ プ 12 [OK] を選択し ます。

ステ ッ プ 13 [次へ （Next） ] を選択し て、 次のページに進みます。

ステ ッ プ 14 [コ ネ ク タ の新規作成 （New Connector） ] ページの設定を確認し、 [新規作成 （New） ] を選択し
て新し いコ ネ ク タ を追加し ます。

ステ ッ プ 15 [終了 （Finish） ] を選択し て ウ ィ ザー ド を終了し ます。

ステ ッ プ 16 [受信コ ネ ク タ （Receive Connectors） ] タ ブで、 作成し た コ ネ ク タ を右ク リ ッ ク し て  [プ ロパ
テ ィ （Properties） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 17 [プ ロ ト コルの ロ グ出力レベル （Protocol Logging Level） ] を  [詳細 （Verbose） ] に設定し ます。

ステ ッ プ 18 [許可グループ （Permission Groups） ] タ ブを選択し ます。

ステ ッ プ 19 [匿名ユーザ （Anonymous Users） ] チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し ます。

ステ ッ プ 20 [OK] を選択し てプ ロパテ ィ  ウ ィ ン ド ウ を閉じ ます。

Exchange 2003 にすでにインス ト ールされている Interoperability Gateway 
for Unity Connection 相互運用性の設定

すでにインス ト ールされている Interoperability Gateway for Cisco Unity Connection 相互運用
性の SMTP コネク タ設定を確認するには （Exchange 2003 のみ）

ステ ッ プ 1 Interoperability Gateway Administrator を開き ます。 （Windows の [ス ター ト （Start） ] メ ニ ュー
で、 [ス ター ト （Start） ] > [すべてのプ ロ グ ラ ム （Programs） ] > [Cisco] > [IGE 管理 （IGE 
Admin） ] を参照し ます）。

ステ ッ プ 2 Administrator の一番上のペイ ンの [ア ド レ ス空間 （Address Spaces） ] の下で、 [UCI
（Cisco Unity-Connectionの相互運用性） （UCI (Cisco Unity-Connection Interoperability)） ] チェ ッ
ク ボ ッ ク スがオンになっていない場合はオンに し ます。

ステ ッ プ 3 Interoperability Gateway Administrator の左にあ る ツ リ ー制御で、 [SMTPコ ネ ク タ （SMTP 
Connector） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 4 相互運用 ド メ イ ン と  UCI 機能のア ド レ ス空間を カバーする  SMTP コ ネ ク タ を これまでに作成し
ていない場合、 [SMTP コ ネ ク タ （SMTP Connector） ] ペイ ンの一番上に、 警告 メ ッ セージが赤
で表示さ れます。

 • こ の警告が表示さ れず、 有効な SMTP コ ネ ク タ がペイ ンの左上にあ る リ ス ト  ボ ッ ク スに表
示さ れた場合は、 Interoperability Gateway Administrator を閉じ て、 タ ス ク  リ ス ト の次の タ ス
ク に進みます。 こ れ以上の SMTP コ ネ ク タ の設定は不要です。

 • 警告が表示さ れ、 SMTP コ ネ ク タ がペイ ンの左上にあ る リ ス ト  ボ ッ ク スに表示さ れた場合
は、 SMTP コ ネ ク タ の名前を メ モ し て、 相互運用 ド メ イ ン  SMTP コ ネ ク タ を更新する には
（Exchange 2003 のみ） （3-11 ページ） に進みます。
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Cisco Unity ゲー ト ウ ェ イ と  Unity Connection ゲー ト ウ ェ イ との間のサイ ト 間リ ン クの設定のタ スク  リ ス ト       
相互運用ド メ イン SMTP コネク タ を更新するには （Exchange 2003 のみ）

ステ ッ プ 1 Interoperability Gateway for Microsoft Exchange が イ ン ス ト ールさ れている  Exchange サーバで、
Exchange シ ス テム  マネージ ャ を開き ます。

ステ ッ プ 2 Exchange システム マネージ ャの左ペイ ンで、 [コネ ク タ （Connectors） ] に移動し て展開し ます。
（設定によ っては、 Interoperability Gateway のイ ン ス ト ール先 と なるサーバを含む [管理グループ
（Administrative Groups） ] ツ リ ーと  [ルーテ ィ ング グループ （Routing Group） ] ツ リ ーの一方また
は両方を展開する必要があ り ます）。

ステ ッ プ 3 すでに イ ン ス ト ールさ れている  Interoperability Gateway for Cisco Unity Connection 相互運用性の 
SMTP コ ネ ク タ設定を確認する には （Exchange 2003 のみ） （3-10 ページ） のス テ ッ プ 4 で メ モ
し た SMTP コ ネ ク タ を右ク リ ッ ク し て、 [プ ロパテ ィ （Properties） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 4 [ア ド レ ス空間 （Address space） ] タ ブで [追加 （Add） ] を選択し、 新し いア ド レ ス空間を追加
し ます。

ステ ッ プ 5 [ア ド レ ス空間の追加 （Add Address Space） ] ウ ィ ン ド ウ で、 [その他 （Other） ] を選択し、 [OK] 
を選択し ます。

ステ ッ プ 6 [タ イ プ （Type） ] に 「UCI」 と 入力し ます。 [コ ス ト （Cost） ] フ ィ ール ド に 1 と 入力し ます。 
[ア ド レ ス （Address） ] フ ィ ール ド に 「*」 と 入力し て、 [OK] を選択し ます。

ステ ッ プ 7 [ア ド レ ス空間 （Address space） ] タ ブで、 コ ネ ク タ の範囲 と し て [組織全体 （Entire 
Organization） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 8 [OK] を選択し て、 SMTP コ ネ ク タ の設定を保存し ます。

ヒ ン ト SMTP コ ネ ク タ の設定を再度確認する には、 Interoperability Gateway Administrator に戻
り ます。 [SMTP コ ネ ク タ （SMTP Connector） ] ペイ ンがまだ開いてい る場合は、 左側の
ツ リ ー制御の他の項目を選択し、 [SMTP コ ネ ク タ （SMTP Connector） ] を選択し てペイ
ン を更新し ます。 警告 メ ッ セージが表示さ れな く な り ます。

Unity Connection ゲー ト ウェ イでの SMTP アクセスの設定

各シ ス テムで実行さ れている  Cisco Unity Connection SMTP サーバには IP ア ク セス  リ ス ト があ
り 、 こ の リ ス ト に よ ってどの IP ア ド レ スがそのサーバへの接続を確立で き る かを制御し ます。
着信 SMTP 接続は、 シ ス テム全体のスマー ト  ホ ス ト などの一部のサーバ （[シ ス テム設定
（System Settings） ] > [SMTP の設定 （SMTP Configuration） ] > [スマー ト  ホ ス ト （Smart Host） ] 
ページで設定） と 、 同一サ イ ト ま たは Cisco ボ イ ス メ ール組織の一部であ る任意の Unity 
Connection ロ ケーシ ョ ン ま たは Cisco Unity ロ ケーシ ョ ンか ら自動的に受け入れられます。

Cisco Unity ユーザか ら の メ ッ セージが、 シ ス テム全体のスマー ト  ホ ス ト ま たは Cisco Unity ロ
ケーシ ョ ンのいずれか と し て まだ定義さ れていない （た と えばこれは、 1 つの Cisco Unity サー
バが Interoperability Gateway for Microsoft Exchange と  Exchange 組織全体のホ ス ト と なっている
非常に簡単な設定で起こ る場合があ り ます）、 ま たは IP ア ク セス  リ ス ト に定義さ れていない 1 
つま たは複数のサーバに よ って Unity Connection ゲー ト ウ ェ イ に送信さ れる場合、 次の手順を
実行し て、 送信サーバの IP ア ド レ ス を  Unity Connection ゲー ト ウ ェ イ の IP ア ド レ ス  リ ス ト に
追加し ます。
3-11
Cisco Unity Connection ネ ッ ト ワーク  ガイ ド  リ リ ース 11.x      



第 3 章      Cisco Unity と  Cisco Unity Connection との間のネ ッ ト ワーク設定              

Cisco Unity ゲー ト ウ ェ イ と  Unity Connection ゲー ト ウ ェ イ との間のサイ ト 間リ ン クの設定のタ スク  リ ス ト
（注） 送信サーバの IP ア ド レ ス を  Unity Connection ゲー ト ウ ェ イ  IP ア ク セス  リ ス ト に追加する必要
があ る かど う か不明の場合は、 こ の手順を実行し て く だ さ い。 SMTP 接続を自動的に受け入れ
る サーバのア ド レ ス を明示的に追加し て も、 SMTP サーバに悪影響を及ぼし ません。

Cisco Unity Connection ゲー ト ウ ェ イで SMTP アクセスを設定する

ステ ッ プ 1 Cisco Unity Connection ゲー ト ウ ェ イ の Cisco Unity Connection Administration で、 [シ ス テム設定
（System Settings） ] > [SMTP の設定 （SMTP Configuration） ] を展開し て、 [サーバ （Server） ] を
選択し ます。

ステ ッ プ 2 [編集 （Edit） ] メ ニ ューで [IP ア ド レ ス  ア ク セス  リ ス ト の検索 （Search IP Address Access List） ] 
を選択し ます。

ステ ッ プ 3 [新規追加 （Add New） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 4 [ア ク セス IPア ド レ スの新規作成 （New Access IP Address） ] ページで、 Cisco Unity サ イ ト の代
わ り に メ ッ セージを送信する サーバの IP ア ド レ ス を入力し ます。

ステ ッ プ 5 [保存 （Save） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 6 [ア ク セス  IP ア ド レ ス （Access IP Address） ] ページで [Unity Connection を許可する （Allow 
Connection） ] チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し ます。

ステ ッ プ 7 [保存 （Save） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 8 Cisco Unity サ イ ト の代わ り に メ ッ セージを送信するすべてのサーバについて、 ス テ ッ プ 2 ～ ス
テ ッ プ 7 を繰 り 返し ます。

Cisco Unity ゲー ト ウェ イ設定フ ァ イルのダウンロー ド

Cisco Unity ゲー ト ウ ェ イ と  Unity Connection ゲー ト ウ ェ イ を リ ン ク させる には、 ゲー ト ウ ェ イ
ご と の設定フ ァ イルをダ ウ ン ロー ド し て、 相手のゲー ト ウ ェ イ に ロー ド し ます。 まず、
Cisco Unity 設定フ ァ イルを  Unity Connection ゲー ト ウ ェ イ の Cisco Unity Connection 
Administration か ら ア ク セスで き る ロ ケーシ ョ ンにダ ウ ン ロー ド し ます。

Cisco Unity ゲー ト ウ ェ イ設定フ ァ イルをダウンロー ド する

ステ ッ プ 1 Cisco Unity サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ の Cisco Unity Administrator で、 [ネ ッ ト ワーク （Network） ] を
参照し て、 [Unity Connection ネ ッ ト ワーキング （Connection Networking） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 2 [ダ ウ ン ロー ド （Download） ] を選択し て、 ローカル サ イ ト の設定フ ァ イルをダ ウ ン ロー ド し
ます。

ステ ッ プ 3 フ ァ イルをハー ド  ド ラ イ ブの場所に保存する か、 Cisco Unity ゲー ト ウ ェ イへのフ ァ イルの コ
ピーに使用で き る メ デ ィ アに保存し ます。 フ ァ イルには公開キーの証明書が含まれている た
め、 機密データ と し て扱 う 必要があ り ます。
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Cisco Unity ゲー ト ウ ェ イ と  Unity Connection ゲー ト ウ ェ イ との間のサイ ト 間リ ン クの設定のタ スク  リ ス ト       
Cisco Unity ゲー ト ウェ イでの Unity Connection ユーザ用のテンプレー ト
の設定

Cisco Unity ゲー ト ウ ェ イ にサ イ ト 間 リ ン ク を作成する と き に、 Cisco Unity ゲー ト ウ ェ イ が 
Unity Connection ユーザ用のデ ィ レ ク ト リ  オブジ ェ ク ト の作成に使用する テンプレー ト を選択
する必要があ り ます。 リ ン ク を作成する前に、 既存のテンプレー ト を確認する か、 Unity 
Connection ユーザ専用の新し いテンプレー ト を作成する必要があ り ます。

選択する テンプレー ト に よ って、 次の よ う な多数の重要な設定が決ま り ます。

 • パブ リ ッ ク同報 リ ス ト の メ ンバーシ ッ プ （Public distribution list membership） ： Unity 
Connection ユーザは、 テンプレー ト に設定さ れてい るすべての Cisco Unity パブ リ ッ ク同報
リ ス ト に リ ス ト  メ ンバー と し て追加さ れます。

 • 電子 メ ールサーバのア ド レ ス帳のサブス ク ラ イバを表示 （Show Subscriber in Email Server 
Address Book） ： Unity Connection ユーザを  Outlook ア ド レ ス帳に表示する かど う かを制御し
ます。

 • サービ ス  ク ラ ス （Class of Service） ： ほ と んどのサービ ス  ク ラ スは Unity Connection ユーザ
に直接影響する こ と はあ り ません。 ただ し、 Unity Connection ユーザはサービ ス  ク ラ スの
メ ンバー と 見な さ れる ため、 サービ ス  ク ラ スがデ ィ レ ク ト リ  ハン ド ラ などのオブジ ェ ク ト
の検索範囲 と し て使用さ れる場合には、 検索結果に影響する場合があ り ます。

Cisco Unity Administrator で既存のテンプレー ト を確認するには、 任意の [ユーザ （Subscribers） ] > 
[ユーザ テンプレー ト （Subscriber Template） ] ページを開き、 [検索 （Find） ] ア イ コ ン を選択し
ます。 新し いテンプレー ト を作成する には、 次の手順を実行し ます。

Cisco Unity Connection ゲー ト ウ ェ イで Cisco Unity ユーザの新しいテンプレー ト を設定する

ステ ッ プ 1 Cisco Unity Administrator で、 任意の [ユーザ （Subscribers） ] > [ユーザ テンプレー ト
（Subscriber Template） ] ページを開き ます。

ステ ッ プ 2 [追加 （Add） ] ア イ コ ン を選択し ます。

ステ ッ プ 3 [サブス ク ラ イバテンプレー ト の追加 （Add a Subscriber Template） ] ダ イ ア ロ グボ ッ ク スで、 名
前を入力し ます。

ステ ッ プ 4 [新規テンプレー ト （New Template） ] ま たは [既存のテンプレー ト に基づ く （Based on existing 
Template） ] を選択し ます。 [既存のテンプレー ト に基づ く （Based on existing Template） ] を選
択し た場合は、 [基準 （Based On） ] フ ィ ール ド でテンプレー ト を選択し ます。

ステ ッ プ 5 [追加 （Add） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 6 [プ ロ フ ァ イル （Profile） ] ページで、 サービ ス  ク ラ ス を選択し、 必要に応じ て  [電子 メ ール 
サーバのア ド レ ス帳のユーザを表示 （Show Subscriber in Email Server Address Book） ] チェ ッ ク
ボ ッ ク ス をオン ま たはオフに し ます。

ステ ッ プ 7 [同報 リ ス ト （Distribution Lists） ] ページを選択し ます。

ステ ッ プ 8 [同報 リ ス ト （Distribution Lists） ] ページで、 こ のテンプレー ト に基づいてすべての新し いユー
ザをパブ リ ッ ク同報 リ ス ト に割 り 当て る には、 [パブ リ ッ ク同報 リ ス ト （Public Distribution 
Lists） ] ボ ッ ク スで リ ス ト を選択し て、 [>>] を選択し ます。

新し いユーザを追加するパブ リ ッ ク同報 リ ス ト か ら同報 リ ス ト を削除する には、 リ ス ト を選択
し て、 [<<] を選択し ます。

ステ ッ プ 9 [保存 （Save） ] ア イ コ ン を選択し ます。
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Cisco Unity ゲー ト ウ ェ イ と  Unity Connection ゲー ト ウ ェ イ との間のサイ ト 間リ ン クの設定のタ スク  リ ス ト
Unity Connection ゲー ト ウェ イでのサイ ト 間リ ン クの作成

次の手順を実行し て、 Cisco Unity Connection ゲー ト ウ ェ イ にサ イ ト 間 リ ン ク を作成し ます。

サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ が Unity Connection ク ラ ス タ の場合、 こ の手順はパブ リ ッ シ ャ  サーバだけ
で実行し ます。 こ の手順を実行する場合、 パブ リ ッ シ ャ  サーバはプ ラ イ マ リ と し て機能し てい
る必要があ り ます。

Cisco Unity Connection ゲー ト ウ ェ イでサイ ト 間リ ン ク を作成する

ステ ッ プ 1 Cisco Unity Connection ゲー ト ウ ェ イの Cisco Unity Connection Administrationで、 [ネ ッ ト ワーク
（Networking） ]、 [ リ ン ク （Links） ] を展開し、 [サイ ト 間 リ ン ク （Intersite Links） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 2 [追加 （Add） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 3 [サ イ ト 間 リ ン ク の新規作成 （New Intersite Link） ] ページで、 [設定フ ァ イルを手動交換し て  
Cisco Unity サ イ ト ま たは Cisco Unity Connection に リ ン クする （Link to Cisco Unity Site or Cisco 
Unity Connection Site by Manually Exchanging Configuration Files） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 4 [ダ ウ ン ロー ド （Download） ] を選択し て、 Unity Connection サ イ ト の設定フ ァ イルをハー ド  ド
ラ イ ブの場所に保存する か、 Cisco Unity ゲー ト ウ ェ イへのフ ァ イルの コ ピーに使用で き る メ
デ ィ アに保存し ます。 フ ァ イルには公開キーの証明書が含まれている ため、 機密データ と し て
扱 う 必要があ り ます。

ステ ッ プ 5 [参照 （Browse） ] を選択し て、 Cisco Unity ゲー ト ウ ェ イ設定フ ァ イルをダ ウ ン ロー ド する
（3-12 ページ） でダ ウ ン ロー ド し た Cisco Unity 設定フ ァ イルをア ッ プ ロー ド し ます。

ステ ッ プ 6 転送プ ロ ト コル設定では、 SSL を有効に し て Cisco Unity と  Cisco Unity Connection 間のデ ィ レ
ク ト リ 同期 ト ラ フ ィ ッ ク を暗号化する かど う かを決定し ます。

注意 SSL を有効にする には、 Cisco Unity サーバで SSL を使用する よ う に設定する必要が
あ り ます。 SSL は Cisco Unity サーバにア ク セスする複数のアプ リ に影響し ます。
『Security Guide for Cisco Unity』 の該当するバージ ョ ン を参照し て く だ さ い。 こ の ド
キ ュ メ ン ト は 
http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/ps2237/prod_maintenance_guides_list.ht
ml か ら入手可能です。

ステ ッ プ 7 [同期の設定 （Synchronization Settings） ] で、 [デ ィ レ ク ト リ  データ を同期する と き に同報 リ ス
ト を含める （Include Distribution Lists When Synchronizing Directory Data） ] チェ ッ ク ボ ッ ク ス を
オンに し て、 Cisco Unity サ イ ト で作成さ れたシ ス テム同報 リ ス ト を  Unity Connection にレプ リ
ケー ト し、 Unity Connection ユーザが こ れら を メ ッ セージの宛先に指定で き る よ う に し ます。
（レプ リ ケー ト さ れる のは、 宛先指定に使用さ れた リ ス ト 名などの情報だけです）。

（注） 個々のシ ス テム同報 リ ス ト を  Cisco Unity ゲー ト ウ ェ イ に よ る同期に使用する には、 こ
れら の リ ス ト に同期を許可する マーク が付いている必要があ り ます。 デフ ォル ト では、
個々の Cisco Unity シ ス テム同報 リ ス ト には同期を許可する マーク が付いていません。
個々の リ ス ト の同期を有効にする タ イ ミ ン グ と 方法は、 タ ス ク  リ ス ト に よ って警告さ
れます。

ステ ッ プ 8 リ モー ト  サ イ ト で同期する と き に、 録音名を こ のサ イ ト か ら他の コーデ ィ ン グに変換する に
は、 [発信録音名を変換 （Convert Outgoing Recorded Names to） ] チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し
て、 使用する コーデ ッ ク を選択し ます。
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Cisco Unity ゲー ト ウ ェ イ と  Unity Connection ゲー ト ウ ェ イ との間のサイ ト 間リ ン クの設定のタ スク  リ ス ト       
（注） 選択し た コーデ ッ ク が Cisco Unity サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ に と って適切であ る こ と を確認
し ます。 サ イ ト 間 リ ン ク の作成後に録音形式を変更する場合は、 すべての録音名を消去
し た後ですべてのデ ィ レ ク ト リ  データ と 名前を再同期する必要があ り ます。 これを行
う には、 Cisco Unity Connection Administration の [ネ ッ ト ワーク （Networking） ] > [サ イ
ト 間 リ ン ク （Intersite Links） ] > [サ イ ト 間 リ ン ク の検索 （Search Intersite Links） ] ページ
にあ る  [録音名の ク リ ア （Clear Recorded Names） ] ボタ ン と  [すべて再同期 （Resync All） ] 
ボ タ ン を使用し ます。 こ の処理はパフ ォーマン スに大き な影響を及ぼす可能性があ る た
め、 営業時間外に行って く だ さ い。

注意 Cisco Unity サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ にサ イ ト 間 リ ン ク を設定する と きは、 G711 a-law 形
式を選択し ないで く だ さ い。

ステ ッ プ 9 デフ ォル ト では、 Cisco Unity か ら  Unity Connection にデ ィ レ ク ト リ  データ と 録音名をプルする
ためにそれぞれ独自のス ケジ ュールで実行さ れる  2 つの タ ス ク は、 サ イ ト 間 リ ン ク を作成し た
直後に有効にな り ます。 適切な同期タ ス ク を手動で編集し て有効にする まで、 いずれかの タ イ
プのデ ィ レ ク ト リ 同期を無効にする には、 [参加後にデ ィ レ ク ト リ  データ を同期する タ ス ク を
有効にする （Enable Task to Synchronize Directory Data After the Join） ] チェ ッ ク ボ ッ ク ス ま たは 
[参加後に録音名を同期する タ ス ク を有効にする （Enable Task to Synchronize Recorded Names 
After the Join） ] チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオフに し ます。

注意 最初の同期は、 ト ラ フ ィ ッ ク が最大の時間帯を避け る ため、 通常の営業時間外に実行
する必要があ り ます。 特に、 Cisco Unity サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ がプ ラ ッ ト フ ォーム  
オーバーレ イ  1 サーバの場合、 同期ア ク テ ィ ビテ ィ に よ って、 ユーザのカンバセー
シ ョ ンにかな り の遅れが生じ る可能性があ り ます。

ステ ッ プ 10 サ イ ト 間ルーテ ィ ン グ用に、 適切なオプシ ョ ン を選択し ます。

 • [次を経由し て こ の リ モー ト  サ イ ト にルーテ ィ ン グする （Route to this Remote Site Through）
] ： SMTP メ ッ セージを受け入れて、 Interoperability Gateway for Microsoft Exchange にルー
テ ィ ン グで き る組織内の Microsoft Exchange サーバの特定の IP ア ド レ スか、 完全修飾 ド メ
イ ン名を入力し ます。 ホ ス ト は、 Unity Connection ゲー ト ウ ェ イ か ら相互運用 ド メ イ ンのア
ド レ スに送信さ れる  SMTP メ ッ セージを受け入れられる必要があ り ます。

 • [SMTP スマー ト  ホ ス ト 経由で こ の リ モー ト  サ イ ト にルーテ ィ ングする （定義されている場
合） （Route to this Remote Site Through SMTP Smart Host (If One Is Defined)） ] ： [シ ス テム設
定 （System Settings） ] > [SMTP の設定 （SMTP Configuration） ] > [スマー ト  ホ ス ト （Smart 
Host） ] ページで定義し たホ ス ト に、 発信 メ ッ セージをルーテ ィ ン グ し ます。 こ のオプシ ョ
ン を選択し た場合は、 スマー ト  ホ ス ト が定義済みであ り 、 こ のスマー ト  ホ ス ト が Unity 
Connection ゲー ト ウ ェ イ か ら相互運用 ド メ イ ンのア ド レ スに送信さ れる  SMTP メ ッ セージ
を受け入れられる必要があ り ます。 スマー ト  ホ ス ト が定義されていない場合、 不達確認
（NDR） が メ ッ セージの送信者に送信さ れます。

 • [ リ モー ト  サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ経由で こ の リ モー ト  サ イ ト にルーテ ィ ン グする （Route to 
this Remote Site Through the Remote Site Gateway） ] ： 発信 メ ッ セージを  Cisco Unity ゲー ト
ウ ェ イ にルーテ ィ ン グ し ます。 Microsoft Exchange が Cisco Unity サーバに イ ン ス ト ール さ
れていて、 サーバが Unity Connection ゲー ト ウ ェ イ か ら相互運用 ド メ イ ンのア ド レ スに送
信さ れる  SMTP メ ッ セージを受け入れられる場合に限 り 、 こ のオプシ ョ ン を使用し ます。

ステ ッ プ 11 [ リ ン ク （Link） ] を選択し ます。
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Cisco Unity ゲー ト ウ ェ イ と  Unity Connection ゲー ト ウ ェ イ との間のサイ ト 間リ ン クの設定のタ スク  リ ス ト
Cisco Unity ゲー ト ウェ イでのサイ ト 間リ ン クの作成

次の手順を実行し て、 Cisco Unity ゲー ト ウ ェ イ にサ イ ト 間 リ ン ク を作成し ます。

サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ がフ ェールオーバー ペアの場合、 こ の手順はプ ラ イ マ リ  サーバだけで
行って く だ さ い。 こ の手順を実行する場合、 プ ラ イ マ リ  サーバがア ク テ ィ ブになっている必要
があ り ます。

注意 次の手順のス テ ッ プ 12 を実行する と 、Unity Connection オブジ ェ ク ト の Cisco Unity への同期が
自動的に開始さ れます。 こ の手順は、 ト ラ フ ィ ッ ク が最大の時間帯を避け る ため、 通常の営業
時間外に実行する必要があ り ます。 特に、 Cisco Unity サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ がプ ラ ッ ト フ ォーム  
オーバーレ イ  1 サーバの場合、 同期ア ク テ ィ ビテ ィ に よ って、 ユーザのカンバセーシ ョ ンにか
な り の遅れが生じ る可能性があ り ます。

Cisco Unity ゲー ト ウ ェ イでサイ ト 間リ ン ク を作成する

ステ ッ プ 1 Cisco Unity サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ の Cisco Unity Administrator で、 [ネ ッ ト ワーク （Network） ] を
参照し て、 [Unity Connection ネ ッ ト ワーキング （Connection Networking） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 2 [Unity Connection ネ ッ ト ワーキング （Connection Networking） ] ページの [ リ モー ト 設定フ ァ イ
ル （Remote Configuration File） ] フ ィ ール ド で、 [参照 （Browse） ] を選択し て、 「Cisco Unity 
Connection ゲー ト ウ ェ イ でサ イ ト 間 リ ン ク を作成する」 の手順 （3-14 ページ） のス テ ッ プ 4 で
ダ ウ ン ロー ド し た Unity Connection 設定フ ァ イルをア ッ プ ロー ド し ます。

ステ ッ プ 3 [追加 （Add） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 4 テンプレー ト には、 Cisco Unity ゲー ト ウ ェ イ での Unity Connection ユーザ用のテンプレー ト の
設定 （3-13 ページ） で選択ま たは作成し たテンプレー ト を選択し ます。 テンプレー ト は Unity 
Connection ユーザの Cisco Unity デ ィ レ ク ト リ  オブジ ェ ク ト の作成に使用さ れる ため、
Cisco Unity ユーザは これ ら を メ ッ セージの宛先に指定で き る よ う にな り ます。 テンプレー ト を
選択する と 、 サ イ ト 間 リ ン ク を作成で き る よ う にな り ます。

ステ ッ プ 5 オプシ ョ ンで、 表示名サフ ィ ッ ク ス を入力し ます。 Cisco Unity サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ で Unity 
Connection ユーザのデ ィ レ ク ト リ  オブジ ェ ク ト と 、 レプ リ ケー ト さ れたシ ス テム同報 リ ス ト を
作成する と 、 こ のサフ ィ ッ ク スはオブジ ェ ク ト の表示名の最後に配置されます。 これは 
Cisco Unity ユーザが、 メ ッ セージの宛先指定に使用する適切な連絡先を  Microsoft Outlook など
のデ ィ レ ク ト リ にア ク セスする ク ラ イ アン ト 内で見つけ る と き に役立ち ます。 特に、 サ イ ト 間
リ ン ク の作成前に Unity Connection ユーザがすでに Active Directory アカ ウ ン ト を所有し ている
場合に便利です。

ヒ ン ト Unity Connection ユーザ と シ ス テム同報 リ ス ト のオブジ ェ ク ト にサフ ィ ッ ク ス を追加す
る必要がない場合は、 [表示名サフ ィ ッ ク ス （Display Name Suffix） ] フ ィ ール ド のデ
フ ォル ト  テキ ス ト を削除し て、 こ のフ ィ ール ド をブ ラ ン ク に し ます。

ステ ッ プ 6 [同報 リ ス ト を同期化する （Synchronize Distribution Lists） ] チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し て、
Unity Connection サ イ ト で作成さ れたシ ス テム同報 リ ス ト を  Cisco Unity にレプ リ ケー ト し、
Cisco Unity ユーザが これ ら を メ ッ セージの宛先に指定で き る よ う に し ます。 （レプ リ ケー ト さ
れる のは、 宛先指定に使用さ れた リ ス ト 名などの情報だけです）。
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Cisco Unity ゲー ト ウ ェ イ と  Unity Connection ゲー ト ウ ェ イ との間のサイ ト 間リ ン クの設定のタ スク  リ ス ト       
（注） 個々のシ ス テム同報 リ ス ト を  Unity Connection ゲー ト ウ ェ イ に よ る同期に使用する に
は、 こ れら の リ ス ト に同期を許可する マーク が付いている必要があ り ます。 デフ ォル ト
では、 個々の Unity Connection シ ス テム同報 リ ス ト には同期を許可する マーク が付いて
いますが、 こ の設定は変更さ れている可能性があ り ます。 個々の リ ス ト の同期を有効に
する タ イ ミ ン グ と 方法は、 タ ス ク  リ ス ト に よ って警告されます。

ステ ッ プ 7 [音声名を同期 （Synchronize Voice Names） ] チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し て、 Cisco Unity で 
Unity Connection ユーザの音声名 と シ ス テム同報 リ ス ト を同期する よ う に し ます。

ステ ッ プ 8 「Cisco Unity Connection ゲー ト ウ ェ イ でサ イ ト 間 リ ン ク を作成する」 の手順 （3-14 ページ） の
ス テ ッ プ 6 で SSL を有効に し た場合は、 [Secure Sockets Layer （SSL） を使用する （Use Secure 
Sockets Layer (SSL)） ] チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し ます。 Unity Connection サ イ ト  ゲー ト ウ ェ
イ で自己署名証明書を使用し ている場合 （Unity Connection のデフ ォル ト ） は、 [自己署名証明
書を使用する （Use Self-Signed Certificates） ] チェ ッ ク ボ ッ ク ス も オンに し ます。

ステ ッ プ 9 発信音声変換では、 音声名を  Unity Connection サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ に送信する前に他の形式に
変換する必要があ る場合は、 [音声名 （Voice Names） ] フ ィ ール ド で コーデ ッ ク を選択し ます。

（注） 選択し た コーデ ッ ク が Unity Connection サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ に と って適切であ る こ と を
確認し ます。 サ イ ト 間 リ ン ク の作成後に録音形式を変更する必要があ る場合は、
Cisco Unity Administrator の [ネ ッ ト ワーク （Networking） ] > [Unity Connectionネ ッ ト
ワーク （Unity Connection Networking） ] > [プ ロ フ ァ イル （Profile） ] ページにあ る  [ボ イ
ス名の消去 （Clear Voice Names） ] ボ タ ン と  [全体の同期 （Total Sync） ] ボ タ ン を使用し
て、 すべての録音名を消去し た後で、 すべてのデ ィ レ ク ト リ  データ と 名前を再同期す
る必要があ り ます。 こ の処理はパフ ォーマン スに大き な影響を及ぼす可能性があ る た
め、 営業時間外に行って く だ さ い。

ステ ッ プ 10 確認し た ら、 必要に応じ て設定の入力を続行し ます。

ステ ッ プ 11 設定の入力が終了し た ら、 [保存 （Save） ] ア イ コ ン を選択し ます。

ステ ッ プ 12 [参加 （Join） ] を選択し ます。

Cisco Unity と  Unity Connection の相互運用のパーテ ィ シ ョ ン とサーチ ス
ペースの設定

Unity Connection と  Cisco Unity の間に初めてサ イ ト 間 リ ン ク を設定し た と き、 Cisco Unity ユー
ザは新し く 作成さ れたパーテ ィ シ ョ ン （ホーム  Cisco Unity サーバに基づ く ） に配置されていま
す。 こ のパーテ ィ シ ョ ンは、 Unity Connection のいずれのサーチ スペースに も属し ていないた
め、 Unity Connection ユーザは Cisco Unity ユーザを メ ッ セージの宛先に指定で き ません。

ゲー ト ウ ェ イ間の最初のレプ リ ケーシ ョ ンが完了し て、 Cisco Unity オブジ ェ ク ト が Unity 
Connection サ イ ト 全体でレプ リ ケー ト さ れた ら、 Cisco Unity パーテ ィ シ ョ ン を含むよ う にサー
チ スペース を再設定で き ます。 （Cisco Unity ユーザ用に作成さ れたパーテ ィ シ ョ ンに 
Cisco Unity Connection ユーザま たはその他のオブジ ェ ク ト は割 り 当て られません）。

さ ら に、 Unity Connection ロ ケーシ ョ ン ご と に、 Cisco Unity ユーザが内線番号で宛先指定で き
る ローカル パーテ ィ シ ョ ン を指定で き ます。 こ のパーテ ィ シ ョ ンに属する内線番号だけが、
Cisco Unity にレプ リ ケー ト されます。 これ ら の内線番号は、 Cisco Unity サ イ ト での メ ッ セージ
の宛先指定 と 自動アテンダン ト  ダ イ ヤル発信に使用で き ます。 レプ リ ケー ト された内線番号
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Cisco Unity ゲー ト ウ ェ イ と  Unity Connection ゲー ト ウ ェ イ との間のサイ ト 間リ ン クの設定のタ スク  リ ス ト
は、 Cisco Unity サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ のダ イ ヤル発信 ド メ イ ンに追加さ れます。 ダ イ ヤル発信 ド
メ イ ン内の内線番号は一意であ る こ と が必要であ る ため、 Unity Connection サ イ ト で選択さ れ
た一連のパーテ ィ シ ョ ンには重複し た内線番号は含まれません。 重複し た内線番号、 ま たは 
Cisco Unity サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ のダ イ ヤル発信 ド メ イ ン内にすでに存在する内線番号が含まれ
る場合は、 1 つ以上の内線番号が Cisco Unity デ ィ レ ク ト リ か ら除外さ れます。 Cisco Unity アプ
リ ケーシ ョ ンの イベン ト  ロ グに警告が表示さ れ、 除外さ れた各内線番号の所有者が示されま
す。 すべての競合を修正し た ら、 内線番号を更新する ために、 Cisco Unity サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ
で手動で再同期を実行する必要があ り ます （Cisco Unity Administrator の [ネ ッ ト ワーク
（Network） ] > [Connection ネ ッ ト ワーク のプ ロ フ ァ イル （Connection Networking Profile） ] ペー
ジの [全体の同期 （Total Sync） ] を選択）。

Connection ユーザが、 ホーム  サーバで設定さ れた Cisco Unity ユーザが内線番号で宛先指定で
き る ローカル パーテ ィ シ ョ ンに属する内線番号を所有し ない と い う 状況にな る こ と も あ り ま
す。 こ の場合、 Cisco Unity ユーザが こ の よ う な Unity Connection ユーザを メ ッ セージの宛先 と
し て指定する ために、 名前に よ る ダ イ ヤルを使用する必要があ り ます。 ま た、 Cisco Unity サ イ
ト の発信者がユーザに到達する には、 名前に よ る ダ イ ヤルのデ ィ レ ク ト リ  ハン ド ラ を使用する
必要があ り ます。

Cisco Unity ユーザが内線番号で宛先指定で き る ローカル パーテ ィ シ ョ ン を設定する には、 各 
Unity Connection サーバで次の手順を実行し ます。

（注） デフ ォル ト では、 Unity Connection ロ ケーシ ョ ン ご と に、 デフ ォル ト の <Server Name> パーテ ィ
シ ョ ンが、 Cisco Unity ユーザが内線番号で宛先指定で き る ローカル パーテ ィ シ ョ ン と し て使
用さ れます。 Cisco Unity ユーザは、 こ のパーテ ィ シ ョ ンに内線番号を持たない Unity 
Connection ユーザを、 内線番号に よ る で メ ッ セージの宛先に指定で き ません。

Cisco Unity Connection ロケーシ ョ ンで Cisco Unity ユーザが宛先指定できるパーテ ィ シ ョ ンを設定する

ステ ッ プ 1 Cisco Unity Connection Administration （任意のロ ケーシ ョ ン） で、 [ネ ッ ト ワーク （Networking） ] 
を展開し て [ロ ケーシ ョ ン （Locations） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 2 [ローカル サ イ ト （Local Site） ] を展開し て、 ローカル ロ ケーシ ョ ン （Unity 
Connection Administration にア ク セスする ロ ケーシ ョ ン） の表示名を選択し ます。

ステ ッ プ 3 [Cisco Unityユーザが内線番号で宛先指定で き る ローカルパーテ ィ シ ョ ン （Local Partition That 
Cisco Unity Users Can Address To By Extension） ] の下の [パーテ ィ シ ョ ン （Partition） ] で、 使用
するパーテ ィ シ ョ ンの名前を選択し ます。

ステ ッ プ 4 [保存 （Save） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 5 サ イ ト 内の各 Unity Connection サーバでス テ ッ プ 1 ～ス テ ッ プ 4 を繰 り 返し ます。

同期する個々のシステム同報リ ス ト の設定

「Cisco Unity Connection ゲー ト ウ ェ イ でサ イ ト 間 リ ン ク を作成する」 の手順 （3-14 ページ） の
ス テ ッ プ 7 で [デ ィ レ ク ト リ  データ を同期する と き に同報 リ ス ト を含める （Include Distribution 
Lists When Synchronizing Directory Data） ] チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し た場合、 Cisco Unity で
作成し たシ ス テム同報 リ ス ト を  Cisco Unity Connection にレプ リ ケー ト し て、 Unity Connection 
ユーザが こ れら を メ ッ セージの宛先に指定で き る よ う に し ます。 ただ しデフ ォル ト では、 個々
の Cisco Unity シ ス テム同報 リ ス ト には同期を許可する マーク が付いていません。 マーク を付け
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Cisco Unity ゲー ト ウ ェ イ と  Unity Connection ゲー ト ウ ェ イ との間のサイ ト 間リ ン クの設定のタ スク  リ ス ト       
る には、 Cisco Unity Tools Depot にあ る  Public Distribution List Builder ツールを使用し ます。 （ リ
ス ト の同期の設定ま たは設定解除のオプシ ョ ンは、 「Connection ネ ッ ト ワーキングの同報 リ ス
ト の設定」 と 呼ばれます）。

「Cisco Unity ゲー ト ウ ェ イ でサ イ ト 間 リ ン ク を作成する」 の手順 （3-16 ページ） のス テ ッ プ 6 
で [同報 リ ス ト の同期 （Synchronize Distribution Lists） ] チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し た場合、
Unity Connection で作成し たシ ス テム同報 リ ス ト を  Cisco Unity にレプ リ ケー ト で き ます。 ただ
し、 個々の リ ス ト に関する情報を  Cisco Unity サ イ ト に提供する ために、 リ ス ト の [同報 リ ス ト
の基本設定の編集 （Edit Distribution List Basics） ] ページで、 [サ イ ト 間 リ ン ク経由の リ モー ト
サ イ ト のレプ リ ケー ト （Replicate to Remote Sites Over Intersite Links） ] チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオン
にする必要があ り ます。 デフ ォル ト では、 [サ イ ト 間 リ ン ク経由の リ モー ト サ イ ト のレプ リ ケー
ト （Replicate to Remote Sites Over Intersite Links） ] はオンになっている ので、 個々の Unity 
Connection シ ス テム同報 リ ス ト にはデフ ォル ト で同期のマー ク が付いています。 ただ し、 シ ス
テム同報 リ ス ト の メ ンバー と し て連絡先を許可する には、 [サ イ ト 間 リ ン ク経由の リ モー ト サ イ
ト のレプ リ ケー ト （Replicate to Remote Sites Over Intersite Links） ] をオフにする必要があ り ま
す。 そのため、 メ ンバー と し て連絡先を許可する よ う に設定された リ ス ト があ る場合、 これ ら
は リ モー ト  サ イ ト にレプ リ ケーシ ョ ン さ れません。

個々の リ ス ト の同期を無効にする には、 [サ イ ト 間 リ ン ク経由の リ モー ト サ イ ト のレプ リ ケー ト
（Replicate to Remote Sites Over Intersite Links） ] をオフに し ます。 個々の リ ス ト の同期を有効に
する には、 メ ンバー と し て追加さ れた連絡先をすべて削除し、 [サ イ ト 間 リ ン ク経由の リ モー ト
サ イ ト のレプ リ ケー ト （Replicate to Remote Sites Over Intersite Links） ] チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオン
に し ます。 複数 リ ス ト の同期を同時に有効ま たは無効にする には、 一括編集ま たは一括管理
ツールのいずれかを使用で き ます。

Unity Connection ネ ッ ト ワーキング サブスク ラ イバを含めるための 
Cisco Unity に認識されたサブスク ラ イバ メ ッ セージの拡張

Unity Connection サ イ ト のユーザが Cisco Unity ユーザを呼び出し て メ ッ セージを残す と 、 デ
フ ォル ト で、 Cisco Unity はその メ ッ セージが Unity Connection ユーザか ら であ る こ と を認識し
ません。 発信者番号が Unity Connection ユーザの内線番号ま たは代行内線番号 と 一致する発信
者を  Cisco Unity で認識させる には、 認識さ れたユーザ メ ッ セージ （ISM） をネ ッ ト ワーク連絡
先にまで拡張する必要があ り ます。 （VPIM などの別の タ イ プのネ ッ ト ワーキング も使用し てい
る場合は、 ネ ッ ト ワーク連絡先の ISM をすでに有効に し ている可能性があ り ます）。

ISM を有効に し て、 Unity Connection ネ ッ ト ワーキング  ユーザやその他のネ ッ ト ワーク連絡先
を含めるには、 次の要件を満た し ている必要があ り ます。

 • 各サーバでの自動アテンダン ト の検索範囲がダ イ ヤル発信 ド メ イ ンに設定されている必要
があ り ます。 各サーバで、 [自動アテンダン ト の検索範囲を設定する （Set Auto Attendant 
Search Scope） ] フ ィ ール ド が、 Cisco Unity Administrator の [ネ ッ ト ワーク （Network） ] > 
[プ ラ イ マ リ  ロ ケーシ ョ ン （Primary Location） ] > [プ ロ フ ァ イル （Profile） ] ページで [ダ イ
ヤル発信 ド メ イ ン （Dialing Domain） ] に設定さ れてい る こ と を確認し ます。

 • 認識さ れたユーザ メ ッ セージが、 各サーバで有効になっている必要があ り ます。 （ISM は
デフ ォル ト で 「通常の」 サブス ク ラ イバに対し て有効になっています）。 各サーバで、
Cisco Unity Administrator の [シ ス テム （System） ] > [設定 （Configuration） ] > [設定
（Settings） ] ページの [認識さ れたサブス ク ラ イバ メ ッ セージの無効化 （Disable Identified 
Subscriber Messaging） ] チェ ッ ク ボ ッ ク スがオフになってい る こ と を確認し ます。 （こ の設
定は、 レ ジ ス ト リ に保存さ れます。 シ ス テムがフ ェールオーバーを使用し ている場合は、
プ ラ イ マ リ  サーバ と セカンダ リ  サーバの両方で設定を確認し ます）。
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Cisco Unity と  Unity Connection のネ ッ ト ワーキングにおける注意すべき動作
認識された メ ッ セージを拡張し て Unity Connection ネ ッ ト ワーキング ユーザを含めるには

ステ ッ プ 1 Cisco Unity サーバのデス ク ト ッ プ上にあ る  [Cisco Unity Tools Depot] ア イ コ ン をダブル ク リ ッ ク
し ます。 （ロ ケーシ ョ ンがフ ェールオーバーを使用し ている場合は、 こ の手順をプ ラ イ マ リ  
サーバで開始し ます）。

ステ ッ プ 2 左側のペイ ンで、 [管理ツール （Administrative Tools） ] の下の [詳細設定ツール （Advanced 
Settings Tool） ] をダブル ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ 3 [Unity 設定 （Unity Settings） ] ペイ ンで、 [ネ ッ ト ワー ク ： AMIS、 Bridge、 VPIM、 および信頼
で き る イ ン ターネ ッ ト  ユーザに対する認識さ れたユーザ メ ッ セージ （ISM） を有効にする
（Networking - Enable Identified Subscriber Messaging (ISM) for AMIS, Bridge, VPIM and Trusted 
Internet Subscribers） ] を ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ 4 [項目の新しい値 （New Value） ] リ ス ト で、 [1] を ク リ ッ ク し、 [設定 （Set） ] を ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ 5 プ ロ ンプ ト が表示さ れた ら、 [OK] を ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ 6 [終了 （Exit） ] を ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ 7 レ ジ ス ト リ 設定を有効にする ため、 Cisco Unity を再起動し ます。

ステ ッ プ 8 ロ ケーシ ョ ンがフ ェールオーバーを使用し ている場合は、 セカ ンダ リ  サーバでス テ ッ プ 1 ～ス
テ ッ プ 7 を繰 り 返し ます。

ステ ッ プ 9 サ イ ト 内の各 Cisco Unity サーバでス テ ッ プ 1 ～ス テ ッ プ 8 を繰 り 返し ます。

Cisco Unity と  Unity Connection のネ ッ ト ワーキングにおけ
る注意すべき動作

こ の項では、 Cisco Unity と  Unity Connection のネ ッ ト ワーク に関連する注意すべき予想さ れる
動作について説明し ます。

Interoperability Gateway for Microsoft Exchange で Cisco Unity Administrator 
設定を変更した場合の影響

Interoperability Gateway for Microsoft Exchange は、 Cisco Unity 10.x を実行する サーバの Web 
サービ ス  リ ソース と 通信する こ と に よ って、 Cisco Unity ネ ッ ト ワーク  ロ ケーシ ョ ンに関する
情報を取得し ます。 た と えば、 発信セキ ュ ア  メ ッ セージを評価する場合、 Interoperability 
Gateway は通知先の設定を調べて、 その メ ッ セージを暗号化し て送信する か、 あ るいは配信不
能 と し て返す必要があ る かを判断し ます。Cisco Unity Administrator の Cisco Unity Connection サ
イ ト の Connection ネ ッ ト ワーク  プ ロ フ ァ イルで、 こ の設定 と その他の ロ ケーシ ョ ン固有の設定
を行います。

Cisco Unity Administrator で行われた設定への変更が Interoperability Gateway に反映さ れる タ イ
ミ ン グ を ト ポ ロ ジが決定する方法 と 、 こ の処理を効率化する方法については、 『Troubleshooting 
Guide for Cisco Unity Release 8.x』 の 「Troubleshooting Networking in Cisco Unity 8.x」 の章の
「The Interoperability Gateway for Microsoft Exchange with Cisco Unity 8.x」 の項を参照し て く だ さ
い。 こ の ド キ ュ メ ン ト は、
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/unity/8x/troubleshooting/guide/8xcutsgx/8xcuts
g060.html#wp1017196 か ら入手可能です。
3-20
Cisco Unity Connection ネ ッ ト ワーク  ガイ ド  リ リ ース 11.x

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/unity/8x/troubleshooting/guide/8xcutsgx/8xcutsg060.html#wp1017196
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/unity/8x/troubleshooting/guide/8xcutsgx/8xcutsg060.html#wp1017196
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/unity/8x/troubleshooting/guide/8xcutsgx/8xcutsg060.html#wp1017196
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/unity/8x/troubleshooting/guide/8xcutsgx/8xcutsg060.html#wp1017196


第 3 章      Cisco Unity と  Cisco Unity Connection との間のネ ッ ト ワーク設定

Cisco Unity と  Unity Connection のネ ッ ト ワーキングにおける注意すべき動作     
Unity Connection ユーザが Exchange 2010 または 2007 の構成でデ ィ レ ク ト
リに表示されない

Exchange 2003 以前を実行し ている サーバが含まれていない Active Directory フ ォ レ ス ト に 
Cisco Unity を イ ン ス ト ールする と 、 Cisco Unity サーバに よ って作成されたパブ リ ッ ク同報 リ ス
ト と 連絡先のオブジ ェ ク ト の showInAddressBook 属性には値が書き込まれません。 そのため、
こ れら のオブジ ェ ク ト は、 Microsoft Outlook などの メ ール ク ラ イ アン ト を使用し てア ク セ ス さ
れる ア ド レ ス帳では使用で き ません。 Cisco Unity Connection ネ ッ ト ワーク配置では、 こ れは 
Unity Connection か ら レプ リ ケー ト さ れたすべてのユーザ と 同報 リ ス ト に影響し ます。

Unity Connection オブジ ェ ク ト を含むよ う にア ド レ ス  リ ス ト を更新する方法については、 11.x 
以降の該当するバージ ョ ンの 『Release Notes for Cisco Unity』 の 「Public Distribution Lists and 
Networking Subscribers Created by Cisco Unity Are Not Listed in the Directory」 の項を参照し て く
だ さ い。 こ の ド キ ュ メ ン ト は、
http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/ps2237/prod_release_notes_list.html か ら入手可能
です。

Cisco Unity と  Unity Connection との間のユーザ エクスペリ エンスの違い

Cisco Unity と  Unity Connection をネ ッ ト ワーク接続し た場合（特に Cisco Unity か ら  Cisco Unity 
Connection にユーザを移行し た場合）、 ユーザは こ の 2 つの製品の動作の違いに気づ く こ と があ
り ます。 Unity Connection は新し い開封確認の メ ッ セージ受信イ ンジケータ （MWI） をオンに
し ますが、 Cisco Unity はオンに し ません。

Cisco Unity ユーザ ア ド レス情報の表示

Cisco Unity Connection ViewMail for IBM Lotus Notes、 Cisco Unity Connection ViewMail for 
Microsoft Outlook、 Visual Voicemail などのアプ リ ケーシ ョ ン を使用する  Unity Connection ユー
ザには、 Cisco Unity ユーザのシ ス テム生成さ れた SMTP ア ド レ スが表示さ れる場合があ り ま
す。 た と えば、 Cisco Unity ユーザが受信し た メ ッ セージを表示する と 、 送信者は表示名に よ っ
て特定さ れ、 シ ス テム生成さ れたア ド レ スは表示名 と 一緒に表示されます。

機能サポー ト に関する制限

次の機能は、 Cisco Unity サ イ ト と  Unity Connection サ イ ト のサ イ ト 間 リ ン ク ではサポー ト さ れ
ません。

 • ラ イ セン ス  プー リ ン グ

 • VPIM、 AMIS、 シ ス テム連絡先 （こ れら の連絡先に対する ブ ラ イ ン ド  ア ド レ ス宛先検索を
含む） に対する メ ッ セージの リ レー

 • ブ ロー ド キ ャ ス ト  メ ッ セージ

 • デ ィ スパ ッ チ メ ッ セージ

 • メ ッ セージの再呼び出し
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Cisco Unity と  Unity Connection のネ ッ ト ワーキングにおける注意すべき動作
Unity Connection サイ ト  ゲー ト ウェ イでの手動再同期で、 デ ィ レ ク ト リ
同期タ スク と音声名同期タ スクの両方が実行される

Cisco Unity Connection Administration の [サイ ト 間 リ ン ク の検索 （Search Intersite Links） ] ページ
にあ る  [すべて再同期 （Resync All） ] ボ タ ンで、 [デ ィ レ ク ト リ を リ モー ト ネ ッ ト ワーク と 同期
（Synchronize Directory With Remote Network） ] タ ス ク が開始されます。 そのタ ス ク が完了する
と 、 [音声名を リ モー ト ネ ッ ト ワーク と 同期 （Synchronize Voice Names With Remote Network） ] タ
ス ク が自動的に開始さ れます。 こ れら の タ ス ク は通常、 別個のス ケジ ュールで個別に実行され
ます。

Unity Connection デ ィ レ ク ト リ  ハン ド ラの検索範囲がリ モー ト  システ
ム同報リ ス ト に設定される と結果が見つからない

Unity Connection デ ィ レ ク ト リ  ハン ド ラ の検索範囲をシ ス テム同報 リ ス ト に設定し、
Cisco Unity サ イ ト を ホーム と する リ ス ト を選択する と 、 発信者がそのハン ド ラ に到達し て検索
を試行し て も、 結果が返さ れません。 こ れは、 リ ス ト の メ ンバーシ ッ プがサ イ ト 間 リ ン ク を介
し て レプ リ ケー ト さ れないために発生し ます。 （こ の動作は、 音声対応デ ィ レ ク ト リ  ハン ド ラ
には適用さ れません。 こ のハン ド ラ には、 検索範囲 と し てシ ス テム同報 リ ス ト を使用する オプ
シ ョ ンがないためです）。

発信 SMTP 認証

Unity Connection は発信 SMTP 認証をサポー ト し ません。 Cisco Unity が使用する  Exchange 環境
で認証が必要な場合は、 メ ッ セージをルーテ ィ ン グする よ う に Unity Connection サ イ ト  ゲー ト
ウ ェ イ を設定する必要があ り ます。

ユーザが、 複数の同報リ ス ト に送信された メ ッ セージのコ ピーを複数
受信する場合がある

メ ッ セージを複数の同報 リ ス ト に送信し た場合、 一部の状況では、 メ ッ セージがサ イ ト 間 リ ン
ク を通過する と 、 複数の リ ス ト の メ ンバーになっている ユーザが複数の メ ッ セージを受信する
場合があ り ます。

ViewMail for Microsoft Outlook とボイス メ ッ セージの本文テキス ト

Cisco Unity ViewMail for Microsoft Outlook ユーザがボ イ ス  メ ッ セージの本文にテキ ス ト を入力
する と 、 テキ ス ト は Unity Connection ユーザに受信さ れません。 同様に、 Cisco Unity 
Connection ViewMail for Microsoft Outlook ユーザが メ ッ セージの本文にテキ ス ト を入力する と 、
テキ ス ト は Cisco Unity ユーザに受信されません。 ただ し、 シ ス テムの タ イ プが同じ受信者はテ
キ ス ト を受信し ます （Cisco Unity ユーザは他の Cisco Unity ユーザか ら送信さ れたテキ ス ト を
受信し、 Unity Connection ユーザは他の Unity Connection ユーザか ら送信されたテキ ス ト を受信
し ます）。
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VPIM ネ ッ ト ワーキング

概要
Cisco Unity Connection は、 業界標準のプ ロ ト コルであ る イ ン ターネ ッ ト  メ ッ セージ用音声プ ロ
フ ァ イル （VPIM） をサポー ト し ています。 こ のプ ロ ト コルに よ って、 異な る ボ イ ス  メ ッ セー
ジン グ  シ ス テム間で、 ボ イ ス  メ ッ セージ と テキ ス ト  メ ッ セージを イ ン ターネ ッ ト ま たは任意
の TCP/IP ネ ッ ト ワーク経由で交換で き ます。 VPIM は、 シンプル メ ール転送プ ロ ト コル
（SMTP） および多目的イ ン ターネ ッ ト  メ ール拡張 （MIME） プ ロ ト コルを基礎 と し ています。

VPIM ネ ッ ト ワーキングは、 Unity Connection 2.x 以降のサーバ間、 ま たは Unity Connection 2.x 
以降のサーバ と 他の VPIM 互換ボ イ ス  メ ッ セージング  シ ス テム （Cisco Unity 4.0 以降など） 間
での メ ッ セージ交換に使用で き ます。

（注） サーバ検出およびデ ィ レ ク ト リ 同期の追加機能を利用で き る のは、 VPIM ではな く デジ タル 
ネ ッ ト ワーキン グ を使用し て複数の Unity Connection 2.x 以降のサーバを接続する場合です。

VPIM ネ ッ ト ワーキングの設定
こ こ では、 VPIM ネ ッ ト ワーキングの前提条件 と 、 設定を完了する ために必要なすべての作業
の概要を含むタ ス ク  リ ス ト 、 タ ス ク を実行する順序について説明し ます。 VPIM ネ ッ ト ワーキ
ン グについて詳し く ない場合は、 設定を開始する前に、 まず VPIM メ ッ セージ （4-17 ページ）
を読み、 タ ス ク  リ ス ト を確認し て く だ さ い。

前提条件

設定を始める前に、 次の前提条件が満た さ れている こ と を確認し て く だ さ い。

 • Cisco Unity Connection が イ ン ス ト ール さ れ、 ネ ッ ト ワーク に接続さ れている。

 • Unity Connection がネ ッ ト ワーク接続される リ モー ト  ボイ ス  メ ッ セージング システムが該当
する システム要件の ド キ ュ メ ン ト 『System Requirements for Cisco Unity Connection Release 11.x』
（http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/11x/requirements/11xcucsysr
eqs.html#pgfId-496340 か ら入手可能） の 「Requirements for VPIM Networking」 の項に記載
さ れている。
4-1
y Connection ネ ッ ト ワーク  ガイ ド  リ リ ース 11.x      

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/11x/requirements/11xcucsysreqs.html#pgfId-496340
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/11x/requirements/11xcucsysreqs.html#pgfId-496340
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/11x/requirements/11xcucsysreqs.html#pgfId-496340


第 4 章       VPIM ネ ッ ト ワーキング   

Unity Connection で VPIM ネ ッ ト ワーキングを使用するための設定手順
タ スク  リ ス ト ： Cisco Unity Connection で VPIM ネ ッ ト ワーキングを使用
するための設定

Cisco Unity Connection で VPIM ネ ッ ト ワーキング を設定する には、 次の タ ス ク  リ ス ト を使用し
ます。 リ ン ク を使用する と 、 詳細な設定手順に移動で き ます。

1. 番号計画を決め、 VPIM ネ ッ ト ワーキングの設定に必要な情報を収集し ます。 設計上の決
定 と 必要な情報の収集 （4-2 ページ）

2. リ モー ト  ボ イ ス  メ ッ セージング  シ ス テム と  Unity Connection 間での メ ッ セージングに使用
さ れる ド メ イ ン名を決定し ます。 ド メ イ ン名の決定 （4-3 ページ）

3. 必要に応じ て DNS フ ァ イルを設定し ます。 IP ア ド レ ス を使用し た名前の解決 （4-4 ページ）

4. ボ イ ス  メ ッ セージン グ  シ ス テム と の間のネ ッ ト ワーク接続 と  SMTP 接続を確認し ます。 リ
モー ト  ボ イ ス  メ ッ セージン グ  シ ス テム と の接続性の確認 （4-4 ページ）

5. リ モー ト  ボ イ ス  メ ッ セージン グ  シ ス テム ご と に VPIM ロ ケーシ ョ ン を作成し ます。 VPIM 
ロ ケーシ ョ ンの作成 （4-6 ページ）

6. VPIM ロ ケーシ ョ ン ご と に VPIM 連絡先を作成し ます。 VPIM 連絡先の作成 （4-7 ページ）

7. オプシ ョ ンで、 連絡先作成の設定値を  VPIM ロ ケーシ ョ ン ご と にカ ス タ マ イ ズ し ます。
VPIM 連絡先デ ィ レ ク ト リ の更新設定のカ ス タ マ イ ズ （4-12 ページ）

8. オプシ ョ ンで、 各 VPIM ロ ケーシ ョ ンのユーザの別名を追加し ます。 各 VPIM ロ ケーシ ョ
ンのユーザの別名の追加 （4-15 ページ）

9. VPIM の リ モー ト  ボ イ ス  メ ッ セージング  シ ス テム を設定し ます。 そのための正確な方法
は、 ボ イ ス  メ ッ セージン グ  シ ス テムに よ って変わ り ます。 ただ し、 Unity Connection に関
する情報を リ モー ト  シ ス テムに提供する必要があ り ます。 別のボ イ ス  メ ッ セージン グ  シ
ス テム を  VPIM 用に設定する ための情報の収集 （4-15 ページ）

10. 設定をテ ス ト し て、 Unity Connection が リ モー ト  ボ イ ス  メ ッ セージング  シ ス テム と メ ッ
セージを交換で き る こ と を確認し ます。

Unity Connection で VPIM ネ ッ ト ワーキングを使用するた
めの設定手順

こ こ では、 Unity Connection で VPIM ネ ッ ト ワーキング を設定する ために必要なすべての手順
を説明し ます。

VPIM ネ ッ ト ワーキングの概念の詳細な説明については、 VPIM メ ッ セージ （4-17 ページ） を
参照し て く だ さ い。

設計上の決定と必要な情報の収集

Unity Connection での VPIM ネ ッ ト ワーキングの設定を始める前に、 次の こ と を計画し、 該当
する情報を収集し ます。

 • 番号計画の方針を再確認し て、 VPIM ロ ケーシ ョ ンにプレ フ ィ ッ ク ス を入力する必要があ
る かど う かを判断し、 どの番号を  VPIM ロ ケーシ ョ ンのダ イ ヤル ID と し て割 り 当て る かを
決定し ます。 次に、 考慮する必要があ る要件を示し ます。

 – 一意のダ イ ヤル ID を割 り 当て ます。 ダ イ ヤル ID は、 他のダ イ ヤル ID ま たは内線番号
と 同じ も のに し ないで く だ さ い。
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Unity Connection で VPIM ネ ッ ト ワーキングを使用するための設定手順    
 – 可変長ダ イ ヤル ID を使用する場合、 各 ID の最初の桁は他のダ イ ヤル ID に対し て一意
にな り ます。

所定のポ リ シーに従って く だ さ い。

 – 固定長のダ イ ヤル ID を採用し、 可能な場合には固定長の内線番号を採用し ます。

 – 少な く と も  3 桁のダ イ ヤル ID を割 り 当て ます。

 – ダ イ ヤル ID の番号範囲は、 内線番号の番号範囲 と は別の も のに し ます。 001 や 002 な
ど、 内線番号 と 競合する ダ イ ヤル ID は使用し ないで く だ さ い。

 • パーテ ィ シ ョ ン と サーチ スペース を確認し て、 使用するパーテ ィ シ ョ ン と 検索範囲を  
VPIM ロ ケーシ ョ ン ご と に決定し ます。 詳細については、 『System Administration Guide for 
Cisco Unity Connection Release 11.x』 の 「Call Management」 の章の 「Dial Plan」 の項を参照
し て く だ さ い。 こ の ド キ ュ メ ン ト は、
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/11x/administration/guide/11xcu
csagx/11xcucsag080.html か ら入手可能です。

 • 着信 VPIM メ ッ セージで受信し た情報に基づいて、 Unity Connection が リ モー ト  ボ イ ス  
メ ッ セージン グ  シ ス テム上のユーザの VPIM 連絡先レ コー ド を自動的に作成、 変更、 およ
び削除で き る よ う にする かど う かをシ ス テム ご と に決定し ます。 ま た、 送信元の情報を  
VPIM 連絡先の表示名および内線番号にどの よ う にマ ッ ピ ン グする か も決定し ます。

 • 各 リ モー ト  ボ イ ス  メ ッ セージン グ  シ ス テムで、 Unity Connection ユーザに、 その ロ ケー
シ ョ ンの受信者に対する メ ッ セージのブ ラ イ ン ド  ア ド レ ス宛先検索を許可する かど う かを
決定し ます。

 • リ モー ト  ボ イ ス  メ ッ セージン グ  シ ス テムに関し て、 メ ールボ ッ ク スの範囲、 サーバ名、
ド メ イ ン名、 IP ア ド レ ス を メ モ し ます。

ド メ イン名の決定

VPIM メ ッ セージは、 <Mailbox Number>@<Domain Name> の形式で宛先指定さ れます。 リ モー
ト  ボ イ ス  メ ッ セージン グ  シ ス テム と  Unity Connection の間で メ ッ セージを交換する には、
Unity Connection ユーザを メ ッ セージの宛先に指定する と き に リ モー ト  ボ イ ス  メ ッ セージング  
シ ス テムが使用する ド メ イ ン名を決定する必要があ り ます。 こ の ド メ イ ン名は、 次の方法で設
定し ます。

 • リ モー ト  ボ イ ス  メ ッ セージン グ  シ ス テム上で、 Unity Connection に対応する ロ ケーシ ョ ン  
プ ロ フ ァ イルま たは ノ ー ド  プ ロ フ ァ イルで ド メ イ ン名を設定し ます。 （詳細については、
リ モー ト  ボ イ ス  メ ッ セージン グ  シ ス テムのマニ ュ アルを参照し て く だ さ い）。

 • Cisco Unity Connection の管理 の [シ ス テム設定 （System Settings） ] > [SMTP の設定
（SMTP Configuration） ] > [SMTP サーバの設定 （SMTP Server Configuration） ] ページの 
[SMTP ド メ イ ン （SMTP Domain） ] フ ィ ール ド 。

ド メ イ ン名が、 Unity Connection に対応する リ モー ト  ボ イ ス  メ ッ セージング  シ ス テムの ロ ケー
シ ョ ン  プ ロ フ ァ イルま たは ノ ー ド  プ ロ フ ァ イルですでに設定さ れている場合、 こ の項の手順
ではその ド メ イ ン名を使用し て く だ さ い。
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ド メ イン名の要件

ド メ イ ン名は、 ボ イ ス  メ ッ セージン グ  シ ス テム を一意に識別する も のです。 Unity Connection 
と リ モー ト  ボ イ ス  メ ッ セージン グ  シ ス テムで使用する ド メ イ ン名を選択する場合は、 次の点
に注意し て く だ さ い。

 • Unity Connection および リ モー ト  ボ イ ス  メ ッ セージング  シ ス テムは、 同じ ド メ イ ン名を使
用で き ません。 各シ ス テムがそれぞれ一意の ド メ イ ン名を使用する必要があ り ます。

 • リ モー ト  ボ イ ス  メ ッ セージン グ  シ ス テムで使用さ れる ド メ イ ン名の一部分は、 Unity 
Connection で完全な ド メ イ ン名 と し て使用で き ません。 た と えば、 Unity Connection が ド メ
イ ン名 cisco.com を使用し てい る場合、 リ モー ト  ボ イ ス  メ ッ セージング  シ ス テムは、
london.cisco.com、 paris-cisco.com、 romecisco.com などの ド メ イ ン名を使用で き ません。 た
だ し、 Unity Connection で europe.cisco.com を使用し て、 リ モー ト  ボ イ ス  メ ッ セージング  
シ ス テムで london.cisco.com、 paris-cisco.com、 および romecisco.com を使用する こ と は可能
です。

注意 こ れら の要件を満た し ていない ド メ イ ン名を選択する と 、 メ ッ セージの配信に失敗し ます。

IP ア ド レスを使用した名前の解決

VPIM メ ッ セージングは、 イ ン ターネ ッ ト ま たは任意の TCP/IP ネ ッ ト ワーク上で SMTP を通じ
て送信さ れます。 こ のため、 リ モー ト  ボ イ ス  メ ッ セージン グ  サーバ用の名前解決 メ カニズム
が必要です。 名前解決でサポー ト さ れる のは、 ド メ イ ン  ネーム  シ ス テム （DNS） を使用する
方法です。

リ モー ト  ボ イ ス  メ ッ セージン グ  サーバの完全修飾 ド メ イ ン名 （FQDN） と  IP ア ド レ ス を把握
し てお く 必要があ り ます。 FQDN は、 [シ ス テム設定 （System Settings） ] > [SMTP の設定
（SMTP Configuration） ] > 　 [サーバ （Server） ] ページに表示さ れます。

DNS に、 リ モー ト  ボ イ ス  メ ッ セージン グ  サーバのホ ス ト  ア ド レ ス  リ ソース （A） レ コー ド と
メ ール交換 （MX） レ コー ド を追加し ます。

A レ コー ド と  MX レ コー ド を  DNS に追加する方法の詳細については、 DNS サーバのマニ ュ ア
ルを参照し て く だ さ い。

リ モー ト  ボイス メ ッ セージング システムとの接続性の確認

SMTP メ ッ セージの送受信を処理するサーバが リ モー ト  ボイ ス  メ ッ セージング サーバ と ネ ッ ト
ワーク  接続されている こ と を確認し、 逆方向のネ ッ ト ワーク接続も確認し ます。

別のボ イ ス  メ ッ セージン グ  サーバがあ る ネ ッ ト ワーク では、 そのサーバ上で SMTP サービ ス
ま たはゲー ト ウ ェ イ を イ ン ス ト ールおよび設定する こ と が必要な場合があ り ます。 SMTP サー
ビ ス ま たは SMTP ゲー ト ウ ェ イ を イ ン ス ト ールする方法については、 相手側のボ イ ス  メ ッ セー
ジン グ  シ ス テムのマニ ュ アルを参照し て く だ さ い。 先に進む前に、 SMTP サービ ス ま たはゲー
ト ウ ェ イ が他のボ イ ス  メ ッ セージン グ  サーバに イ ン ス ト ールさ れている こ と を確認し ます。

リ モー ト  ボイス メ ッ セージ サーバとのネ ッ ト ワーク接続性を確認するには

ステ ッ プ  1 Unity Connection サーバ と 同じ ローカル ネ ッ ト ワー ク  セグ メ ン ト にあ る コ ン ピ ュータ を使用し
て、 コ マン ド  プ ロ ンプ ト  ウ ィ ン ド ウ を開き ます。
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ステ ッ プ  2 「ping <IP ア ド レ ス>」 と 入力し、 Enter キーを押し ます。 <IP ア ド レ ス> は、 リ モー ト  ボ イ ス  
メ ッ セージン グ  サーバの IP ア ド レ スです。

応答がない場合は、 問題が解決さ れる までネ ッ ト ワーク接続性の問題を ト ラ ブルシ ューテ ィ ン
グ し ます。 その後ス テ ッ プ 3 に進みます。

ステ ッ プ  3 「ping < ド メ イ ン名>」 と 入力し ます。 < ド メ イ ン名> は、 リ モー ト  ボ イ ス  メ ッ セージ サーバを
メ ッ セージの宛先に指定する ために使用さ れる ド メ イ ン名です。 こ のス テ ッ プの ド メ イ ン名
は、 VPIM ネ ッ ト ワーキングの設定時に Cisco Unity Connection の管理で VPIM ロ ケーシ ョ ンに
対し て入力し た ド メ イ ン名です。

ステ ッ プ  4 ス テ ッ プ 2 で IP ア ド レ スに ping を実行し た と きに応答を受信し、 ス テ ッ プ 3 で ド メ イ ン名に 
ping を実行し た と きに応答を受信し ない場合は、 IP ア ド レ ス を使用し た名前の解決 （4-4 ペー
ジ） を参照し て く だ さ い。 問題が解決さ れた ら、 ス テ ッ プ 5 に進みます。

ステ ッ プ  5 反対方向のネ ッ ト ワーク接続性をテ ス ト し ます。 Unity Connection 以外のシ ス テムでテ ス ト を
実施する方法については、 マニ ュ アルを参照し て く だ さ い。 ス テ ッ プ 6 に進みます。 こ の手順
中の残 り の手順は、 各自のシ ス テムで必要な手順 と 正確に一致せず、 調整が必要な場合があ り
ます。

ステ ッ プ  6 リ モー ト  サーバ上で、 着信 SMTP メ ッ セージを処理する ローカル サーバの IP ア ド レ スに対し
て ping を実行し ます。

応答がない場合は、 問題が解決さ れる までネ ッ ト ワーク接続性の問題を ト ラ ブルシ ューテ ィ ン
グ し ます。 その後ス テ ッ プ 7 に進みます。

ステ ッ プ  7 リ モー ト  サーバ上で、 ド メ イ ン名に対し て  ping を実行し ます。 こ の ド メ イ ン名は ド メ イ ン名
の決定 （4-3 ページ） で決定し た ド メ イ ン名です。

ステ ッ プ  8 ド メ イ ン名に よ る  ping が失敗する場合は、 IP ア ド レ ス を使用し た名前の解決 （4-4 ページ） を
参照し て く だ さ い。

（注） オプシ ョ ンで、 CLI コマン ド 「utils network ping」 を使用し てネ ッ ト ワーク接続を確認でき ます。

リ モー ト  ボイス メ ッ セージング サーバとの SMTP 接続性を確認するには

ステ ッ プ  1 Unity Connection サーバ と 同じ ローカル ネ ッ ト ワー ク  セグ メ ン ト にあ る コ ン ピ ュータ を使用し
て、 コ マン ド  プ ロ ンプ ト  ウ ィ ン ド ウ を開き ます。

ステ ッ プ  2 「telnet <サーバ名> 25」 と 入力し ます。 <サーバ名> は、 TCP ポー ト  25 を使用し ている  SMTP 
サーバの IP ア ド レ ス ま たは FQDN です。

ステ ッ プ  3 各コ マン ド を入力後、 Enter キーを押し ます。

ステ ッ プ  4 リ モー ト  メ ッ セージン グ  サーバが SMTP に接続さ れてい る場合は、 サーバの FQDN や SMTP 
のバージ ョ ン と と も に 220 応答が返さ れます。

ステ ッ プ  5 telnet テ ス ト が成功し た場合は、 quit と 入力し て telnet セ ッ シ ョ ン を終了し ます。
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VPIM ロケーシ ョ ンの作成

ユーザの メ ッ セージ送信先 と な る リ モー ト  ボ イ ス  メ ッ セージン グ  シ ス テム ご と に、 Unity 
Connection 上に VPIM ロ ケーシ ョ ン を作成し ます。 Unity Connection が多数のボ イ ス  メ ッ セー
ジン グ  シ ス テム を使用し て メ ッ セージを送信する場合、 その時点では数箇所の VPIM ロ ケー
シ ョ ンだけを設定し、 残 り の設定に進みたい場合があ り ます。 Unity Connection と 、 VPIM ロ
ケーシ ョ ンが設定さ れたボ イ ス  メ ッ セージン グ  シ ス テムの間で メ ッ セージ交換が正常に機能
する こ と を確認し た後に、 残 り の VPIM ロ ケーシ ョ ン を作成し ます。

 を使用し て VPIM ロケーシ ョ ンを作成するには

ステ ッ プ  1 Cisco Unity Connection の管理 で、 [ネ ッ ト ワー ク （Networking） ] を展開し て [VPIM] を選択し
ます。

ステ ッ プ  2 [VPIM ロ ケーシ ョ ンの検索 （Search VPIM Locations） ] ページで、 [新規追加 （Add New） ] を選
択し ます。

ステ ッ プ  3 [VPIM ロ ケーシ ョ ンの新規作成 （New VPIM Location） ] ページで、 適切な基本設定を入力し ま
す。 （詳細については、 [ヘルプ （Help） ] > [ こ のページ （This Page） ] を参照）。

（注） * （ア ス タ リ ス ク） マーク の付いたフ ィ ール ド は必須です。

ステ ッ プ  4 [保存 （Save） ] を選択し ます。

ステ ッ プ  5 [VPIM ロ ケーシ ョ ンの編集 （Edit VPIM Location） ] ページで、 引き続き適切な設定を入力し ます。

ステ ッ プ  6 [VPIM ロ ケーシ ョ ンの編集 （Edit VPIM Location） ] ページで設定の入力が終了し た ら、 [保存
（Save） ] を選択し ます。

VPIM ロケーシ ョ ンのカス タ マイズ

Cisco Unity Connection の管理 を使用し て、 ユーザの メ ッ セージ送信先 と な る各 リ モー ト  ボ イ
ス  メ ッ セージン グ  シ ス テムの VPIM ロ ケーシ ョ ン を カ ス タ マ イ ズで き ます。

 を使用し て VPIM ロケーシ ョ ンを カス タ マイズするには

ステ ッ プ  1 Cisco Unity Connection の管理 で、 [ネ ッ ト ワーク （Networking） ] を展開して [VPIM] を選択し ます。

ステ ッ プ  2 [VPIM ロ ケーシ ョ ンの検索 （Search VPIM Locations） ] ページで、 カ ス タ マ イ ズする  VPIM ロ
ケーシ ョ ンの表示名を選択し ます。

ステ ッ プ  3 [VPIM ロ ケーシ ョ ンの編集 （Edit VPIM Location） ] ページで、 必要な設定を変更し ます。 （詳
細については、 [ヘルプ （Help） ] > [ こ のページ （This Page） ] を参照）。

ステ ッ プ  4 [VPIM ロ ケーシ ョ ンの編集 （Edit VPIM Location） ] ページで設定の変更が終了し た ら、 [保存
（Save） ] を選択し ます。
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VPIM 連絡先の作成

最初に、 い く つかの VPIM 連絡先だけを作成し て、 Unity Connection と リ モー ト  ボ イ ス  メ ッ
セージン グ  シ ス テムが正常に メ ッ セージを交換で き る こ と を確認する必要があ り ます。 Unity 
Connection と リ モー ト  ボ イ ス  メ ッ セージング  シ ス テム間の メ ッ セージ交換が正常に機能する
こ と を確認し た後に、 残 り すべての VPIM 連絡先を作成で き ます。

（注） VPIM 連絡先を作成する前に、 VPIM ロ ケーシ ョ ン を まず作成する必要があ り ます。 VPIM 連絡
先は、 VPIM ロ ケーシ ョ ン を作成し た Unity Connection サーバ上に作成する必要があ り ます。

VPIM 連絡先は、 一括管理ツール ま たは Cisco Unity Connection の管理 を使用し て作成で き ま
す。 一括管理ツールを使用し た複数の VPIM 連絡先の作成

一括管理ツール （BAT） を使用する と 、 連絡先データ を カンマ区切 り 形式 （CSV） フ ァ イルか
ら イ ンポー ト し て、 一度に複数の VPIM 連絡先を作成で き ます。 CSV は、 データ  ス ト ア間で
データ を移動する ための一般的なテキ ス ト  フ ァ イル形式です。

次の手順を使用し て、 CSV フ ァ イルを準備し ます。

VPIM 連絡先を作成するための CSV フ ァ イルを準備する

ステ ッ プ  1 VPIM 連絡先の作成に使用するデータ を  CSV フ ァ イル と し て保存し ます。

1 つの CSV フ ァ イルに含める レ コードは、 7,500 以下にする こ と をお勧めし ます。 この数を超えた
場合、 一括管理ツールでデータ を イ ンポー ト する と きに予期しない結果が生じ る こ と があ り ます。

ステ ッ プ  2 CSV フ ァ イルを適切なデ ィ レ ク ト リ に コ ピーし ます。

ステ ッ プ  3 CSV フ ァ イルを、 スプレ ッ ド シー ト  アプ リ ケーシ ョ ン、 ま たはデータ の編集 と 再構成がで き
る別のアプ リ ケーシ ョ ンで開き ます。 次の手順を実行し ます。

 • フ ァ イル内のデータ がカンマで区切られ、 タ ブ、 スペース、 セ ミ コ ロ ンで区切られていな
い こ と を確認し ます。

 • 空白文字、 引用符、 ま たはカンマがデータ に含まれている場合は、 文字列を引用符で囲み
ます。

ステ ッ プ  4 データ を再配置し て、 カ ラ ムが、 ス テ ッ プ 5 に追加する カ ラ ム  ヘ ッ ダー と 同じ順序にな る よ う
に し ます。 カ ラ ム  ヘ ッ ダーの順序は順不同ですが、 CSV フ ァ イルを次に示すよ う に設定する
こ と を推奨し ます。 た と えば、 次の例のデータ  カ ラ ムは、 連絡先のエ イ リ ア ス、 ユーザの姓、
名、 内線番号、 リ モー ト  メ ールボ ッ ク ス  ID （RemoteMailAddress）、 VPIM ロ ケーシ ョ ン
（DeliveryLocationDisplayName） の順にな る よ う に ソー ト さ れています。

aabade,Abade,Alex,2001,3000,Chicago VMS VPIM Location
kbader,Bader,Kelly,2002,3100,Chicago VMS VPIM Location
tcampbell,Campbell,Terry,2003,3200,Chicago VMS VPIM Location
lcho,Cho,Li,2004,3300,Chicago VMS VPIM Location

（注） 連絡先の作成に必要なカ ラ ム  ヘ ッ ダーは、 エ イ リ ア ス と 内線番号だけです。 ただ し、
VPIM 連絡先を作成する には、 リ モー ト  メ ールボ ッ ク ス  ID と  VPIM ロ ケーシ ョ ンのカ
ラ ム も含める必要があ り ます。

ステ ッ プ  5 最初のデータ行の上に、 カ ラ ム  ヘ ッ ダーを入力し ます。 カ ラ ム  ヘ ッ ダーは、 カンマで区切っ
て入力する必要があ り ます。 次に例を示し ます。

Alias,LastName,FirstName,Extension,RemoteMailAddress,DeliveryLocationDisplayName
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Unity Connection で VPIM ネ ッ ト ワーキングを使用するための設定手順
ステ ッ プ  6 必要に応じ て、 先頭行にオプシ ョ ンのカ ラ ム を追加し、 それに対応する イ ンポー ト 対象のデー
タ を次の行以降に追加し ます。 追加する と きは、 次の点を確認し て く だ さ い。

 • カ ラ ム  ヘ ッ ダー と データ がカンマで区切られている こ と 。 オプシ ョ ンのカ ラ ム  ヘ ッ ダーに
ついては、 すべての行にデータ が含まれている必要はあ り ません。

 • 空白文字、 引用符、 ま たはカンマがデータ に含まれている場合は、 文字列を引用符で囲み
ます。

ヒ ン ト 内線番号を入力する か、 受信者名を音声で入力する こ と で、 通常の Unity Connection 
ユーザを メ ッ セージの宛先に指定する と き と 同じ よ う に VPIM 連絡先を メ ッ セージの宛
先に指定で き る よ う にする には、 各連絡先に ListInDirectory ヘ ッ ダーのカ ラ ム と  1 の値
を含めます。 オプシ ョ ンのカ ラ ム  ヘ ッ ダーの リ ス ト については、 『System Administration 
Guide for Cisco Unity Connection, Release 11.x』 の付録 「一括管理ツール」 の 「Required 
and Optional CSV Fields in BAT」 の項を参照し て く だ さ い。 こ の ド キ ュ メ ン ト は、
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/11x/administration/guide/11
xcucsagx/11xcucsagappb.html か ら入手可能です。

ステ ッ プ  7 CSV フ ァ イルに、 イ ンポー ト し ないデータ のカ ラ ムがあ る場合は、 そのカ ラ ム を削除し ます。
ま たは、 1 つのカ ラ ム を  NOTES と い う タ イ ト ルに し ます。 BAT では、 NOTES と い う カ ラ ム  
ヘ ッ ダーの下にあ るデータは無視さ れます。 ただ し、 CSV フ ァ イルに NOTES カ ラ ム を複数含
める こ と はで き ません。

ステ ッ プ  8 各行に、 各カ ラ ム  ヘ ッ ダーに対応する適切なデータ が含まれている こ と を確認し ます。

ステ ッ プ  9 フ ァ イルを  CSV フ ァ イル と し て保存し ます。

ステ ッ プ  10 次の 「一括管理ツール を使用し て VPIM 連絡先を作成する には」 の手順に進みます。

一括管理ツール を使用し て VPIM 連絡先を作成するには

ステ ッ プ  1 Cisco Unity Connection の管理 で、 [ツール （Tools） ] を展開し、 [一括管理ツール （Bulk 
Administration Tool） ] を選択し ます。

ステ ッ プ  2 [一括管理ツール （Bulk Administration Tool） ] ページで、 [操作の選択 （Select Operation） ] の下
の [作成 （Create） ] を選択し ます。

ステ ッ プ  3 [オブジ ェ ク ト タ イ プの選択 （Select Object Type） ] の下の [シ ス テム連絡先 （System Contacts） ] 
を選択し ます。

ステ ッ プ  4 [フ ァ イルの選択 （Select File） ] の下の [参照 （Browse） ] を選択し ます。

ステ ッ プ  5 [フ ァ イルの選択 （Choose File） ] ダ イ ア ロ グボ ッ ク スで、 「VPIM 連絡先を作成する ための CSV 
フ ァ イルを準備する」 の手順 （4-7 ページ） で作成し た CSV フ ァ イルを保存し たデ ィ レ ク ト リ
を参照し、 [開 く （Open） ] を選択し ます。

ステ ッ プ  6 [エ ラーロ グ フ ァ イル名 （Failed Objects Filename） ] フ ィ ール ド に、 エ ラーが記録さ れる フ ァ イ
ルのパス と 名前を入力し ます。

ステ ッ プ  7 [送信 （Submit） ] を選択し ます。
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Unity Connection で VPIM ネ ッ ト ワーキングを使用するための設定手順    
CSV のエラーの修正

VPIM 連絡先の作成に失敗し たデータは、 失敗し たオブジ ェ ク ト のフ ァ イルに記録さ れます。
一括管理ツールは、 CSV フ ァ イル内の各行で最初に検出し たエ ラーを報告し ます。 エ ラーを修
正し てデータ を再度イ ンポー ト し た と き、 同じ行にあ る別のエ ラーが BAT に よ って検出さ れる
場合があ り ます。 こ の よ う な修正プ ロ セス （BAT を実行し てエ ラーを修正） を何回か繰 り 返し
て、 すべてのエ ラーを検出し、 修正する必要があ り ます。

失敗し たオブジ ェ ク ト のフ ァ イルには、 VPIM 連絡先の作成に失敗し た レ コー ド がすべて含ま
れています。 こ のフ ァ イルを  CSV フ ァ イル と し て保存し、 BAT を再度実行する と き に利用で
き ます。 BAT を実行する と 、 失敗し たオブジ ェ ク ト のフ ァ イルはその都度上書き さ れる こ と に
注意し て く だ さ い。

VPIM 連絡先の作成時に発生し た CSV エラーを修正する

ステ ッ プ  1 一括管理ツール操作が失敗し た場合は、 [失敗し たオブジ ェ ク ト  フ ァ イルのダ ウ ン ロー ド
（Download the Failed Objects File） ] を選択する と 、 失敗し たオブジ ェ ク ト のレポー ト  フ ァ イル
をただちに検証で き ます。

ステ ッ プ  2 こ のフ ァ イルを開き、 各レ コー ド の [FailureReason] カ ラ ムの情報を参照し て、 データ の問題を
すべて修正し ます。

ステ ッ プ  3 [FailureReason] カ ラ ム を削除する か、 ま たはヘ ッ ダーを 「JUNK」 に変更し ます。

ステ ッ プ  4 データ の修正が完了し た後、 こ のフ ァ イルを新し い名前で CSV フ ァ イル と し て保存し ます。

ステ ッ プ  5 ス テ ッ プ 4 で保存し た  CSV フ ァ イルを入力フ ァ イル と し て使用し て、 BAT を再度実行し ます。

BAT を実行する たびに、 失敗し たオブジェ ク ト のフ ァ イルが上書き される こ と に注意し て く だ さ
い （ただし、 こ のツールを実行する たびに新しいフ ァ イル名を指定する と、 上書き されません）。

ステ ッ プ  6 すべての VPIM 連絡先アカ ウ ン ト がエ ラーのない状態で作成さ れる まで、 こ の手順を繰 り 返し
ます。 次に、 VPIM 連絡先を作成し た後 （4-11 ページ） に進みます。

Cisco Unity Connection の管理 を使用した VPIM 連絡先の作成

Cisco Unity Connection の管理 を使用し て、 VPIM 連絡先を  1 つずつ作成で き ます。

Cisco Unity Connection の管理 を使用し て VPIM 連絡先を作成するには

ステ ッ プ  1 Cisco Unity Connection の管理 で、 [連絡先 （Contacts） ] を展開し て [連絡先 （Contacts） ] を選
択し ます。

ステ ッ プ  2 [連絡先の検索 （Search Contacts） ] ページで、 [連絡先 （Contact） ] メ ニ ューの [連絡先の新規作
成 （New Contact） ] を選択し ます。 
ま たは、 [連絡先の検索 （Search Contacts） ] ページで [新規追加 （Add New） ] を ク リ ッ ク し て、
新し い連絡先を追加し ます。

ステ ッ プ  3 [連絡先の新規作成 （New Contact） ] ページで、 次の設定を入力して [保存 （Save） ] を選択し ます。
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Unity Connection で VPIM ネ ッ ト ワーキングを使用するための設定手順
ステ ッ プ  4 [連絡先の基本情報の編集 （Edit Contact Basics） ] ページで、 次の設定を入力し て [保存 （Save） ] 
を選択し ます。

表 4-1 [ 連絡先の新規作成 （New Contact） ]  ページの設定

フ ィ ール ド 設定

[ エ イ リ ア ス （Alias） ] VPIM 連絡先のエ イ リ ア ス を入力し ます。

名 VPIM 連絡先の名を入力し ます。

姓 VPIM 連絡先の姓を入力し ます。

[ 表示名 （Display Name） ] VPIM 連絡先の表示名を入力し ます。

連絡先テンプレー ト
（Contact Template）

VPIM 連絡先の基礎 と な る テンプレー ト を選択し ます。

表 4-2 [ 連絡先の基本情報の編集 （Edit Contact Basics） ] ページの設定 

フ ィ ール ド 設定

音声名 （Voice Name） [ 再生 / 録音 （Play/Record） ] を選択し て、 VPIM 連絡先の名前を録音
し ます。

[ デ ィ レ ク ト リ に登録
（List in Directory） ]

こ の VPIM 連絡先を  Unity Connection のデ ィ レ ク ト リ に表示する には、
こ のチェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し ます。

パーテ ィ シ ョ ン VPIM 連絡先が所属するパーテ ィ シ ョ ン を選択し ます。 パーテ ィ シ ョ
ンはグループ化さ れてサーチ スペースにな り ます。 サーチ スペース
は、 ユーザま たは外部発信者が Unity Connection と 対話し てい る と き
に到達で き る オブジ ェ ク ト （た と えば、 ユーザや同報 リ ス ト ） の範囲
を定義する ために使用さ れます。 VPIM 連絡先は 1 つのパーテ ィ シ ョ
ンだけに所属で き ます。 パーテ ィ シ ョ ンは、 複数のサーチ スペースに
所属で き ます。

転送有効 （Transfer 
Enabled） 

（任意） Unity Connection が、 VPIM 連絡先の リ モー ト  メ ールボ ッ ク ス
に メ ッ セージを送信する のではな く 、 VPIM 連絡先に関連付け られて
いる電話番号に着信通話を転送する よ う にする場合は、 こ のチェ ッ ク
ボ ッ ク ス をオンに し ます。

転送先内線番号 /URI
（Transfer Extension or 
URI）

（任意） 電話シ ス テムが、 VPIM 連絡先に通話を転送する と き に使用す
る電話番号ま たは URI を、 必要に応じ てア ウ ト ダ イ ヤル ア ク セス  
コー ド を含めて入力し ます。 こ のフ ィ ール ド は、 [ 転送有効 （Transfer 
Enabled） ] フ ィ ール ド と 連携し ます。

配信ロ ケーシ ョ ン
（Delivery Location）

VPIM 連絡先の VPIM ロ ケーシ ョ ン を選択し ます。

VPIM リ モー ト  メ ー
ルボ ッ ク ス番号
（VPIM Remote 
Mailbox Number）

リ モー ト  ボ イ ス  メ ッ セージン グ  シ ス テム上の VPIM 連絡先の メ ール
ボ ッ ク ス番号を入力し ます。
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Unity Connection で VPIM ネ ッ ト ワーキングを使用するための設定手順    
ステ ッ プ  5 作成する残 り すべての VPIM 連絡先について、 ス テ ッ プ 2 ～ス テ ッ プ 4 を繰 り 返し ます。

VPIM 連絡先を作成した後

VPIM 連絡先を作成し た後は、 次の点に注意し て く だ さ い。

 • 新し く 作成し た VPIM 連絡先を メ ッ セージの受信に使用で き る よ う にな る までに、 数分か
か り ます。

 • 個々の VPIM 連絡先の設定は、 Cisco Unity Connection の管理で変更で き ます。

 • 内線番号など、 VPIM 連絡先の一意の設定を複数の連絡先について一度に変更する には、
一括管理ツールを再度実行し ます。

 • VPIM 連絡先が Unity Connection アカ ウ ン ト を必要 と し な く なった場合は、 その VPIM 連絡
先を削除で き ます。 詳細については、 VPIM 連絡先の削除 （4-16 ページ） を参照し て く だ
さ い。

ローカル内線番号
（Local Extension）

（任意） VPIM 連絡先に対し て、 Unity Connection 内線番号方法に適合
する ローカル内線番号を割 り 当て られます。 ローカル内線番号を使用
する と 、 発信者は、 内線番号を使用し て VPIM 連絡先を メ ッ セージの
宛先に指定で き る ため、 連絡先の ロ ケーシ ョ ン  ID と リ モー ト  メ ール
ボ ッ ク ス番号を覚えてお く 必要はあ り ません。

さ ら に、 [ 転送有効 （Transfer Enabled） ] フ ィ ール ド と  [ 転送先内線番
号 （Transfer Extension） ] フ ィ ール ド を設定し た場合、 発信者は VPIM 
連絡先を識別し、 その連絡先に転送さ れます。

ボ イ ス コ マン ド を使
用し て連絡先に コー
ルする電話番号
（Phone Numbers to 
Call Contact with Voice 

Commands）

（任意） 音声認識ユーザが、 連絡先の特定の電話の タ イ プを指定し て、
VPIM 連絡先を呼び出せる よ う にする には、 [ ダ イ ヤルする勤務先電
話 （Dialed Work Phone） ]、 [ ダ イ ヤルする自宅の番号 （Dialed Home 
Phone） ]、 [ ダ イ ヤルする携帯電話 （Dialed Mobile Phone） ] の各
フ ィ ール ド を使用し ます。

ダ イ ヤルする電話番号には、 外部通話のダ イ ヤルに必要な追加の番号
（た と えば 9） や、 長距離ダ イ ヤルに必要な追加の番号 （た と えば 1）
を含めます。

パーソ ナル着信転送
ルールの連絡先を識
別する電話番号 /URI
（Phone Numbers or 
URIs to Identify 
Contact for Personal 

Call Transfer Rules）

（任意） Unity Connection がシ ス テム連絡先か ら の着信通話に対し て
ユーザのパーソ ナル着信転送ルールを照合する と き に使用する電話番
号ま たは URI を入力する には、 [ 勤務先電話 （Work Phone） ]、 [ 自宅
電話 （Home Phone） ]、 [ 携帯電話 （Mobile Phone） ]、 [ 別の電話番
号 1 （Other Number 1） ]、 および [ 別の電話番号 2 （Other 
Number 2） ] の各フ ィ ール ド を使用し ます。

表 4-2 [ 連絡先の基本情報の編集 （Edit Contact Basics） ] ページの設定 （続き）

フ ィ ール ド 設定
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Unity Connection で VPIM ネ ッ ト ワーキングを使用するための設定手順
VPIM 連絡先デ ィ レ ク ト リの更新設定のカス タ マイズ

VPIM 連絡先を手動で作成、 変更、 削除する ほかに、 Unity Connection の設定を変更する こ と
で、 着信 VPIM メ ッ セージに含まれている情報に基づいて  VPIM 連絡先デ ィ レ ク ト リ 内のレ
コー ド を自動的に更新で き ます。 作成、 変更、 削除の操作を自動的に実行する かど う か、 およ
び着信情報を レ コー ド の作成ま たは変更でどの よ う に使用する かを制御する設定値は、 VPIM 
ロ ケーシ ョ ン ご と に個別に設定で き ます。 デフ ォル ト では、 どの VPIM ロ ケーシ ョ ンについて
もデ ィ レ ク ト リ の自動更新は実行さ れません。

管理者が VPIM ロ ケーシ ョ ン ご と に選択する  [連絡先作成 （Contact Creation） ] の設定に応じ
て、 Unity Connection は着信 VPIM メ ッ セージのヘ ッ ダーか ら情報を取得し て使用し ます。
VPIM メ ッ セージを  VPIM ロ ケーシ ョ ン上の送信者か ら受信し、 その ロ ケーシ ョ ンが VPIM 連
絡先を自動作成で き る よ う に設定さ れている場合、 その送信者の情報 と 一致する既存の VPIM 
連絡先がない と きは、 新し い VPIM 連絡先レ コー ド が作成さ れます。 ただ し、 VPIM メ ッ セー
ジに次の情報が含まれている必要があ り ます。

 • 電話番号

 • テキ ス ト 名

 • ド メ イ ン名

 • 名前の録音 （VPIM ロ ケーシ ョ ンの設定に応じ て、 必要な場合）

こ の他の [連絡先作成 （Contact Creation） ] 設定を使用する と 、 VPIM 連絡先の解析さ れたテキ
ス ト 名を、 姓、 名、 表示名にどの よ う にマ ッ ピ ン グする か、 および電話番号を内線番号にどの
よ う にマ ッ ピ ン グする かを指定で き ます。

（注） VPIM ロ ケーシ ョ ンの [連絡先作成 （Contact Creation） ] ページにあ る  [VPIM の連絡先の内線番
号のマ ッ プ先 （Map VPIM Contact extensions to） ] 設定を変更し た場合、 変更内容が適用される
のは、 設定を保存し た後に作成さ れる  VPIM 連絡先だけです。 [VPIM の連絡先の内線番号の
マ ッ プ先 （Map VPIM Contact extensions to） ] の設定を変更する前か ら存在し てい る  VPIM 連絡
先は、 自動的には更新さ れません。 こ の VPIM ロ ケーシ ョ ンの既存 VPIM 連絡先の内線番号は、
それぞれ手動で変更する必要があ り ます。

VPIM メ ッ セージを配信ロ ケーシ ョ ン上の送信者か ら受信し、 その ロ ケーシ ョ ンが VPIM 連絡
先を自動変更で き る よ う に設定さ れている場合、 その送信者の情報 と 一致する既存の VPIM 連
絡先があ る と きは、 VPIM 連絡先が更新さ れます。 VPIM 連絡先の情報は、 VPIM 連絡先か ら
メ ッ セージを受信する たびに更新する こ と も、 メ ッ セージを  VPIM 連絡先か ら受信し た と き
に、 その連絡先のテキ ス ト 名がデ ィ レ ク ト リ  エン ト リ の作成後に変更されている場合に限 り 、
更新する こ と も で き ます。 ま た、 変更する際に、 表示名に対する更新を許可する かど う か も決
定で き ます。

Unity Connection ユーザか ら  VPIM 連絡先に メ ッ セージを送信し て不達確認 （NDR） が発生し
た場合は、 宛先 と な る受信者が存在し ていないために メ ッ セージを配信で き なかった こ と を示
し ます （SMTP 5.1.1）。 VPIM ロ ケーシ ョ ンが VPIM 連絡先を自動削除で き る よ う に設定さ れて
いる場合、 こ の VPIM 連絡先は削除さ れます。

VPIM ロ ケーシ ョ ンの連絡先作成の設定値は、 Cisco Unity Connection の管理 を使用し て更新で き
ます。
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Unity Connection で VPIM ネ ッ ト ワーキングを使用するための設定手順    
VPIM 連絡先作成の設定値を設定する前に

VPIM ロ ケーシ ョ ンの連絡先作成の設定値を設定する場合は、 次の点を事前に考慮し て く ださい。

 • 変更で き ない固有の表示名を  VPIM 連絡先にあ ら か じ め入力し ておき、 連絡先レ コー ド の
他のフ ィ ール ド については自動変更で き る よ う にする には、 [VPIMの連絡先の表示名の更
新を許可する （Allow VPIM Contact Display Name Updates） ] チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオフのま
まに し ます。 こ の場合、 連絡先の姓、 名、 および名前の録音は自動更新に よ って変更され
る可能性があ り ます。 こ れに よ り 、 音声名が更新され表示名が更新されない場合に、 不一
致が発生し ます。

 • [録音名な し の VPIM の連絡先を許可する （Allow VPIM Contacts Without Recorded Voice 
Names） ] チェ ッ ク ボ ッ ク スがオフになっている場合、 着信 メ ッ セージに 
Originator-Spoken-Name 添付フ ァ イルが含まれていない と きは、 新し い VPIM 連絡先が作成
さ れません。 ま た、 VPIM 連絡先の自動変更が有効になっている場合、 着信 メ ッ セージの
送信者が既存の VPIM 連絡先 と 一致し、 メ ッ セージに こ の添付フ ァ イルが含まれていない
と きは、 当該の VPIM 連絡先が削除さ れます。

 • [録音名な し のVPIMの連絡先を許可する （Allow VPIM Contacts Without Recorded Voice 
Names） ] チェ ッ ク ボ ッ ク スがオンで、 VPIM 連絡先の自動変更が有効になっていて、 着信
メ ッ セージに Originator-Spoken-Name 添付フ ァ イルが含まれていない場合、 送信者が既存
の VPIM 連絡先 と 一致し た と きは、 既存の名前の録音が削除さ れます。

 • [VPIMの連絡先の内線番号のマ ッ プ先 （Map VPIM Contact Extensions To） ] フ ィ ール ド で選
択さ れたオプシ ョ ン を使用し て、 着信 メ ッ セージに含まれている電話番号を内線番号に正
し く マ ッ ピ ン グで き ない場合、 その送信者の VPIM 連絡先は作成さ れません。

Cisco Unity Connection の管理 を使用した VPIM 連絡先の作成設定値の設定

VPIM ロ ケーシ ョ ン を作成し た後は、 その特定の VPIM ロ ケーシ ョ ンのデ ィ レ ク ト リ 自動更新
を制御する設定値を  Cisco Unity Connection の管理 を使用し て設定で き ます。

Cisco Unity Connection の管理を使用し て VPIM 連絡先の作成設定値を設定するには

ステ ッ プ  1 Cisco Unity Connection の管理 で、 [ネ ッ ト ワー ク （Networking） ] を展開し て [VPIMロ ケーシ ョ
ン （VPIM Locations） ] を選択し ます。

ステ ッ プ  2 [VPIM ロ ケーシ ョ ンの検索 （Search VPIM Locations） ] ページで、 連絡先の作成設定値を設定
する  VPIM ロ ケーシ ョ ンの名前を選択し ます。

ステ ッ プ  3 [VPIMロ ケーシ ョ ンの編集 （Edit VPIM Location） ] ページで、 [編集 （Edit） ] メ ニ ューの [連絡
先作成 （Contact Creation） ] を選択し ます。

ステ ッ プ  4 VPIM メ ッ セージが着信し た と き、 その送信者に対応する  VPIM 連絡先レ コー ド がまだ存在し
ていない場合に、 こ の ロ ケーシ ョ ンの VPIM 連絡先レ コー ド が自動的に作成さ れる よ う にする
には、 [連絡先作成 （Contact Creation） ] ページで [VPIM の連絡先を自動的に作成する
（Automatically Create VPIM Contacts） ] チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し ます。

ステ ッ プ  5 ス テ ッ プ 4 で [VPIMの連絡先を自動的に作成する （Automatically Create VPIM Contacts） ] 
チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し た場合は、 [連絡先テンプレー ト （Contact Template） ] リ ス ト で、
自動的に作成さ れる連絡先の基礎 と な る テンプレー ト を選択し ます。

ステ ッ プ  6 [VPIMの連絡先を自動的に変更する （Automatically Modify VPIM Contact） ] フ ィ ール ド で、 こ
の ロ ケーシ ョ ンの VPIM 連絡先に適用する、 次のいずれかの設定を選択し ます。

 • [連絡先を自動的に更新し ない （No Automatic Update of Contacts） ] ： 着信 メ ッ セージの送
信者情報が変更さ れていた と き、 VPIM メ ッ セージに含まれている送信者情報を使用し て  
VPIM 連絡先レ コー ド を更新し ません。
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Unity Connection で VPIM ネ ッ ト ワーキングを使用するための設定手順
 • [テキ ス ト 名が変更さ れる時のみ （Only When the Text Name Changes） ] ： VPIM メ ッ セー
ジで受信し たテキ ス ト 名が、 VPIM 連絡先の名前 と 一致し ない場合に限 り 、 VPIM 連絡先レ
コー ド を更新し ます。

 • [各 VPIM メ ッ セージ （With Each VPIM message） ] ： こ の ロ ケーシ ョ ンの VPIM 連絡先か
ら  VPIM メ ッ セージが着信する たびに、 対応する  VPIM 連絡先レ コー ド が更新さ れます。

ステ ッ プ  7 VPIM メ ッ セージが配信不能 と し て返さ れた場合に、 こ の ロ ケーシ ョ ンの VPIM 連絡先を自動
的に削除で き る よ う にする には、 [VPIM の連絡先を自動的に削除する （Automatically Delete 
VPIM Contact） ] チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し ます。

ステ ッ プ  8 こ の ロ ケーシ ョ ンか ら の着信 メ ッ セージで送信者の表示名が変更されていた場合に、 VPIM 連
絡先の表示名を自動的に更新で き る よ う にする には、 [VPIM の連絡先の表示名の更新を許可す
る （Allow VPIM Contact Display Name Updates） ] チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し ます。

ステ ッ プ  9 こ の ロ ケーシ ョ ンで、 録音名を持たない VPIM 連絡先レ コー ド に対する自動更新を有効にする
には、 [録音名な し の VPIM の連絡先を許可する （Allow VPIM Contacts Without Recorded Voice 
Names） ] チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し ます。

ステ ッ プ  10 [テキ ス ト 名のマ ッ ピ ン グ （Mapping Text Names） ] フ ィ ール ド で、 こ の ロ ケーシ ョ ンか ら の着
信 メ ッ セージに含まれている テキ ス ト 名を、 自動作成さ れた VPIM 連絡先レ コー ド の表示名に
どの よ う にマ ッ ピ ン グする かについて、 次のいずれかのオプシ ョ ン を選択し て指定し ます。

 • [VPIM の連絡先の表示名に直接 （Directly to VPIM Contact Display Names） ] ： VPIM 連絡
先の表示名は、 対応する テキ ス ト 名 と 一致し ます。

 • [カ ス タ ム （Custom） ] ： テキ ス ト 名か ら  VPIM 連絡先の表示名へのマ ッ ピ ング方法を定義
するルールを入力し ます。 ト ーク ン  <FN>、 <LN>、 および <TN> （それぞれ名、 姓、 テキ
ス ト 名） を他のテキ ス ト と 任意に組み合わせて入力で き ます。 <FN>、 <LN>、 および 
<TN> の前には、 空白文字、 カンマ、 ま たはセ ミ コ ロ ン （;） を必ず入力し ます。 ただ し、
ルールの先頭にな る場合は除き ます。 ま た、 ト ーク ンが規則の最後にない限 り 、 必ず ト ー
ク ンの後にスペース、 カンマ、 セ ミ コ ロ ンのいずれかを入力し ます。 規則の先頭ま たは末
尾には、 追加の文字は不要です。

ステ ッ プ  11 [VPIMの連絡先の内線番号のマ ッ プ先 （Map VPIM Contact Extensions To） ] フ ィ ール ド で、 こ の
ロ ケーシ ョ ンか ら の着信 メ ッ セージに含まれている電話番号を、 自動作成された VPIM 連絡先
レ コー ド の内線番号にどの よ う にマ ッ ピ ン グする かについて、 次のいずれかの設定を選択し て
指定し ます。

 • [電話番号 （Phone Number） ] ： 内線番号は、 着信 VPIM メ ッ セージを解析し て得られた電
話番号 と 同じ も のにな り ます。

 • [電話番号 - リ モー ト 電話プレ フ ィ ッ ク ス （Phone Number - Remote Phone Prefix） ] ： 内線
番号は、 電話番号の先頭部分か ら リ モー ト 電話プレ フ ィ ッ ク ス を削除し て生成されます。

 • [ロ ケーシ ョ ン  ダ イ ヤル ID + 電話番号 （Location Dial ID + Phone Number） ] ： 内線番号は、
電話番号の前に ロ ケーシ ョ ン  ダ イ ヤル ID を付加し て生成さ れます。

 • [ロ ケーシ ョ ン  ダ イ ヤル ID + 電話番号 - リ モー ト 電話プレ フ ィ ッ ク ス （Location Dial ID + 
Phone Number - Remote Phone Prefix） ] ： 内線番号は、 電話番号の先頭部分か ら リ モー ト
電話プレ フ ィ ッ ク ス を削除し、 残 り の番号の前に ロ ケーシ ョ ン  ダ イ ヤル ID を付加し て生
成さ れます。

ステ ッ プ  12 [保存 （Save） ] を選択し ます。

ステ ッ プ  13 [VPIM ロ ケーシ ョ ン （VPIM Location） ] メ ニ ューの [VPIM ロ ケーシ ョ ンの検索 （Search VPIM 
Locations） ] を選択し ます。

ステ ッ プ  14 残 り すべての VPIM ロ ケーシ ョ ンについて、 ス テ ッ プ 2 ～ス テ ッ プ 13 を繰 り 返し ます。
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Unity Connection で VPIM ネ ッ ト ワーキングを使用するための設定手順    
各 VPIM ロケーシ ョ ンのユーザの別名の追加

Unity Connection シ ス テムが音声認識オプシ ョ ン を使用する場合は、 VPIM ロ ケーシ ョ ンに付け
る表示名のユーザの別名を指定する こ と も で き ます。 ユーザは、 ボ イ ス  コ マン ド を使用し て 
VPIM ロ ケーシ ョ ンの メ ールボ ッ ク ス番号に対する ブ ラ イ ン ド  ア ド レ ス宛先検索を実行する場
合、 表示名を告げます （た と えば、 Seatle と い う  VPIM ロ ケーシ ョ ンの内線番号 55 を宛先に指
定する場合、 ユーザは 「five five at Seattle」 と 言います）。 ま た、 ボ イ ス  コ マン ド を使用し て 
VPIM ロ ケーシ ョ ンの VPIM 連絡先名を メ ッ セージの宛先に指定する場合も、 表示名を告げま
す （た と えば、 「Robin Smith in Chicago」）。 VPIM ロ ケーシ ョ ンの表示名に管理情報が含まれて
お り 、 その管理情報をユーザが知ら ない可能性のあ る場合、 ま たは、 略語ではよ く あ る こ と で
すが、 VPIM ロ ケーシ ョ ンの表示名の発音が、 通常考え られる読み方 と 異な る場合、 ユーザの
別名を指定する こ と を検討し て く だ さ い。 ま た、 ユーザが 1 つの ロ ケーシ ョ ンに対し て さ ま ざ
ま な呼び方をする傾向にあ る場合も、 ユーザの別名の追加を検討し て く だ さ い。 た と えば、 あ
る サ イ ト のユーザがあ る ロ ケーシ ョ ン を 「Seattle branch」 と 呼び、 別のサ イ ト のユーザが同じ
ロ ケーシ ョ ン を 「Seattle office」 と 呼ぶ場合は、 「Seattle branch」 と 「Seattle office」 の両方を
ユーザの別名 と し て追加で き ます。

VPIM ロケーシ ョ ンのユーザの別名を追加する

ステ ッ プ  1 Cisco Unity Connection の管理 で、 [ネ ッ ト ワー ク （Networking） ] を展開し て [VPIMロ ケーシ ョ
ン （VPIM Locations） ] を選択し ます。

ステ ッ プ  2 [VPIM ロ ケーシ ョ ンの検索 （Search VPIM Locations） ] ページで、 ユーザの別名を追加する  
VPIM ロ ケーシ ョ ンの名前を選択し ます。

ステ ッ プ  3 [VPIMロ ケーシ ョ ンの編集 （Edit VPIM Location） ] ページで、 [編集 （Edit） ] メ ニ ューの [別名
（Alternate Names） ] を選択し ます。

ステ ッ プ  4 [ユーザの別名の編集 （Edit Alternate Names） ] ページの [表示名 （Display Name） ] フ ィ ール ド
に VPIM ロ ケーシ ョ ンのユーザの別名を入力し、 [新規追加 （Add New） ] を選択し ます。

ステ ッ プ  5 [VPIM ロ ケーシ ョ ン （VPIM Location） ] メ ニ ューの [VPIM ロ ケーシ ョ ンの検索 （Search VPIM 
Locations） ] を選択し ます。

ステ ッ プ  6 ユーザの別名を追加する残 り すべての VPIM ロ ケーシ ョ ンについて、 ス テ ッ プ 2 ～ス テ ッ プ 5 
を繰 り 返し ます。

別のボイス メ ッ セージング システムを VPIM 用に設定するための情報
の収集

別のボ イ ス  メ ッ セージン グ  シ ス テム を、 Unity Connection と  VPIM メ ッ セージを交換する よ う
に設定する には、 次の情報が必要です。

 • 着信 SMTP メ ッ セージを処理する  SMTP サーバのサーバ名 と ド メ イ ン名。

 • 対応する  VPIM ロ ケーシ ョ ン  ページで入力し た、Unity Connection の電話プレ フ ィ ッ ク スお
よび リ モー ト 電話プレ フ ィ ッ ク ス （それぞれ存在する場合）。

 • Unity Connection ユーザの メ ールボ ッ ク ス番号の範囲。

着信 VPIM メ ッ セージは、 こ の SMTP サーバにルーテ ィ ングする必要があ り ます。 リ モー ト  ボ
イ ス  メ ッ セージン グ  シ ス テム上で Unity Connection の ロ ケーシ ョ ン を定義する と きは、 こ の 
SMTP サーバに対し て入力し た ド メ イ ン名を使用し ます。
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VPIM 連絡先の削除
Unity Connection は、 着信 VPIM メ ッ セージが次の形式になっている こ と を前提 と し ています。

<ConnectionPhonePrefix+ConnectionUserExtension@PrimaryLocationSMTPDomainName>

こ れら の個々のプ ロパテ ィ は Unity Connection で設定し ますが、 他のボ イ ス  メ ッ セージング  シ
ス テムで も同様の情報を設定する必要があ り ます。

VPIM 連絡先の削除
VPIM 連絡先を削除する

ステ ッ プ  1 Cisco Unity Connection の管理 で、 [連絡先 （Contacts） ] を展開し て [連絡先 （Contacts） ] を選
択し ます。

ステ ッ プ  2 [連絡先の検索 （Search Contacts） ] ページで、 削除する  VPIM 連絡先の隣にあ るチェ ッ ク ボ ッ
ク ス をオンに し ます。

ステ ッ プ  3 [選択項目の削除 （Delete Selected） ] を選択し ます。

ステ ッ プ  4 削除する かど う かの確認を求め られた ら、 [OK] を選択し ます。

VPIM ロケーシ ョ ンの削除
VPIM ロ ケーシ ョ ン を削除する場合は、 VPIM ロ ケーシ ョ ン  オブジ ェ ク ト を削除する前に、 そ
の ロ ケーシ ョ ン を使用するすべての連絡先を削除する （ま たは割 り 当て直す） 必要があ り ま
す。 次の タ ス ク  リ ス ト を使用し て、 VPIM ロ ケーシ ョ ン を削除し ます。

1. 一括管理ツールを使用し て、 管理者が定義し たすべての連絡先の リ ス ト をエ ク ス ポー ト し
ます。 「一括管理ツール」 を参照し て く だ さ い。

2. エ ク スポー ト  フ ァ イルをダ ウ ン ロー ド し、 テキ ス ト  エデ ィ タ を使用し て、
[DeliveryLocationDisplayName] カ ラ ムの値が、 削除する  VPIM ロ ケーシ ョ ンの表示名 と 一
致する行だけを含むよ う に、 そのフ ァ イルを変更し ます。 （連絡先を別の VPIM ロ ケーシ ョ
ンに割 り 当て直す場合は、 [DeliveryLocationDisplayName] カ ラ ムの値を更新し ます）。

3. タ ス ク 2. で作成し た連絡先の リ ス ト を削除する には、 一括管理ツール を使用し ます。 ま た
は、 連絡先を別の VPIM ロ ケーシ ョ ンに割 り 当て直すには、 [更新 （Update） ] オプシ ョ ン
を使用し ます。

4. Cisco Unity Connection の管理 で、 [テンプレー ト （Templates） ] を展開し、 [連絡先テンプ
レー ト （Contact Templates） ] を選択し ます。 連絡先テンプレー ト が、 VPIM ロ ケーシ ョ ン
を配信ロ ケーシ ョ ン と し て使用する よ う に設定さ れている場合は、 配信ロ ケーシ ョ ン を変
更する か、 こ のテンプレー ト を削除し ます。 （配信ロ ケーシ ョ ン を確認ま たは変更する に
は、 [連絡先テンプレー ト の検索 （Search Contact Templates） ] ページの各テンプレー ト の表
示名を選択する必要があ り ます）。

5. ロ ケーシ ョ ン を削除する には、 Unity Connection の管理 で [ネ ッ ト ワー ク （Networking） ] 
を展開し、 [VPIM ロ ケーシ ョ ン （VPIM Locations） ] を選択し ます。 [VPIM ロ ケーシ ョ ンの
検索 （Search VPIM Locations） ] ページで、 削除する ロ ケーシ ョ ンの表示名の隣にあ る
チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し て、 [選択項目の削除 （Delete Selected） ] を選択し ます。
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VPIM メ ッ セージ 
一括管理ツール の詳細については、 『System Administration Guide for Cisco Unity Connection, 
Release 11.x』 の付録を参照し て く だ さ い。 こ の ド キ ュ メ ン ト は、
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/11x/administration/guide/11xcucsag

x.html か ら入手で き ます。

（注） Unity Connection が HTTPS ネ ッ ト ワーク にあ る場合は、 Network Remover タ ス ク を実行
し てネ ッ ト ワーク か ら ロ ケーシ ョ ン を完全に削除する よ う に し て く だ さ い。 VPIM ロ
ケーシ ョ ン を削除する と 、 VPIM 連絡先が自動的に削除さ れます。

VPIM メ ッ セージ
VPIM メ ッ セージは、 MIME で符号化さ れた 1 つ以上のパー ト で構成されます。 VPIM 仕様で
は、 音声名 と 、 転送テキ ス ト  メ ッ セージ用のオプシ ョ ンの MIME パー ト が規定さ れています。
ただ し、 Unity Connection は vCard （電話番号、 テキ ス ト 名、 および電子 メ ール ア ド レ スが記載
さ れた電子名刺） の送受信をサポー ト し ていません。 vCard が発信 メ ッ セージ ま たは着信 メ ッ
セージに添付さ れている場合、 Unity Connection は vCard のデータ を削除し ます。 ま た、 ボ イ ス  
メ ッ セージおよび埋め込み メ ッ セージ以外の メ ッ セージに添付されている フ ァ イルは、 発信
メ ッ セージおよび着信 メ ッ セージか ら削除さ れます。

Unity Connection では、 発信 メ ッ セージで送信者の名前の録音を送信する かど う かを指定で き
ます。 着信 メ ッ セージに名前の録音が含まれている場合は、 メ ッ セージの一部 と し て再生され
ます。 ま た、 着信 メ ッ セージのヘ ッ ダーに含まれている情報でデ ィ レ ク ト リ を更新する よ う に 
Unity Connection を設定する こ と も で き ます。

VPIM ロ ケーシ ョ ンへの発信 メ ッ セージに含まれる受信者は、 VPIM ロ ケーシ ョ ンの受信者だ
けです。 そのため、 VPIM 受信者が メ ッ セージ上のすべてのア ド レ スに返信し た場合、 返信は
送信者 と 、 同じ  VPIM ロ ケーシ ョ ンの他の受信者にだけ送信さ れます。

図4-1 に VPIM メ ッ セージの例を示し ます。 音声名 と ボ イ ス  メ ッ セージのパー ト の MIME エン
コーデ ィ ン グは、 非常に長いため、 一部だけを表示し ています。
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VPIM メ ッ セージ
図4-1 VPIM メ ッ セージの例

VPIM ア ド レス

VPIM ア ド レ スの形式は、 一般的な SMTP 電子 メ ール ア ド レ ス  localpart@hostpart と 同じ です。
ア ド レ スの右側の部分は、 メ ッ セージを処理する  TCP/IP ネ ッ ト ワーク上のシ ス テムの ド メ イ
ン名です。 ア ド レ スの左側の部分は、 ユーザの一意の識別子です。 通常、 左側はユーザの メ ー
ルボ ッ ク ス番号か、 プレ フ ィ ッ ク ス付き の メ ールボ ッ ク ス番号です。

た と えば、 リ モー ト  メ ールボ ッ ク ス  ID が 2233 であ る  Terry Campbell に発信する  VPIM メ ッ
セージの宛先は、 次の よ う に指定さ れます。

To: 2233@remotevoicemailsystem.com

各組織の番号計画に適応させる必要があ る場合は、 次の よ う にア ド レ スにプレ フ ィ ッ ク ス を含
める こ と も で き ます。

To: 8882233@remotevoicemailsystem.com

VPIM ア ド レ スは、 VPIM メ ッ セージの送信時に Unity Connection に よ って作成されます。 メ ッ
セージの宛先を指定する と き にユーザが入力する こ と はあ り ません。

Date: Fri, 09 Feb 2007 17:39:03 GMT
From: Kelly Bader <4258001@connectiondomain1.cisco.com>
To: 2534001@connectiondomain2.cisco.com
MIME-Version: 1.0 (Voice 2.0)
Content-Type: Multipart/Voice-Message; Version=2.0
Boundary=”MessageBoundary”
Content-Transfer-Encoding: 7bit
Message-ID:123456789
Subject: Testing
Sensitivity: Private
Importance: High

--MessageBoundary
Content-Type: Audio/32KADPCM
Content-Transfer-Encoding: Base64
Content-Disposition: inline; voice=Originator-Spoken-Name
Content-Language: en-US
Content-ID: part1@VM2-4321

glsfldslsertiflkTlpgkTportrpkTpfgTpoiTpdadasssdadasdasd
<< The rest of the MIME encoding of the spoken name has been deleted. >>
fghgddfkgpokpeowrit09==

--MessageBoundary
Content-Type: Audio/32KADPCM
Content-Transfer-Encoding: Base64
Content-Description: VPIM Message
Content-Disposition: inline; voice=Voice-Message; filename=msg1.726
Content-Duration: 25

u7wjOyRhws+krdns7Rju0t4tLF7cE0KoMxOTOnRWPn30c8uH9
<< The rest of the MIME encoding of the voice message has been deleted. >>
7/8e)Q== 19

17
34

From Address
To Address

Spoken Name

Voice Message
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VPIM メ ッ セージ 
メ ッ セージの宛先指定オプシ ョ ン

Unity Connection では、 次の方法に よ って、 リ モー ト  ボ イ ス  メ ッ セージング  シ ス テム上の個人
を メ ッ セージの宛先に指定で き ます。

 • Unity Connection デ ィ レ ク ト リ ： VPIM 連絡先の [デ ィ レ ク ト リ に登録 （List in Directory） ] 
チェ ッ ク ボ ッ ク スがオンになっている場合、 Unity Connection デ ィ レ ク ト リ に VPIM 連絡先
の名前 と 内線番号が保持さ れます。 ユーザは、 内線番号を入力する か、 受信者名を音声で
入力する こ と で、 通常の Unity Connection ユーザを メ ッ セージの宛先に指定する と き と 同
じ よ う に VPIM 連絡先を メ ッ セージの宛先に指定で き ます。 VPIM 連絡先の名前の録音が
存在する場合は、 名前の録音の確認を使用で き ます。 連絡先の名前の録音が存在し ない場
合、 Unity Connection は、 テキ ス ト /ス ピーチを使用し て、 連絡先の表示名を再生し ます。

 • ブ ラ イ ン ド  ア ド レ ス宛先検索 ： ブ ラ イ ン ド  ア ド レ ス宛先検索を使用する と 、 VPIM ロ ケー
シ ョ ンの受信者が Unity Connection デ ィ レ ク ト リ に連絡先 と し て定義さ れていない場合で
も、 ユーザはその受信者に メ ッ セージを送信で き ます。 [VPIMロ ケーシ ョ ン （VPIM 
Location） ] ページで [ブ ラ イ ン ド ア ド レ ス宛先検索を許可する （Allow Blind Addressing） ] 
チェ ッ ク ボ ッ ク スがオンであ る場合、 ユーザは、 受信者の VPIM ロ ケーシ ョ ン  ダ イ ヤル ID 
と メ ールボ ッ ク ス番号で構成さ れる番号を入力する か、 ま たは メ ールボ ッ ク ス番号 と  
VPIM ロ ケーシ ョ ンの表示名を告げる こ と に よ り （た と えば、 「five five at Seattle office」）、
その ロ ケーシ ョ ンの受信者を メ ッ セージの宛先に指定で き ます。

 • 同報 リ ス ト ： ユーザは、 VPIM 連絡先が含まれている プ ラ イベー ト 同報 リ ス ト ま たはシ ス
テム同報 リ ス ト を メ ッ セージの宛先に指定で き ます。 リ ス ト に送信する と 、 VPIM 連絡先
が メ ッ セージを受信し ます。

メ ッ セージングの類似性と制限事項

Unity Connection ユーザ と リ モー ト  ボ イ ス  メ ッ セージング  シ ス テム上のユーザ間で行われる
メ ッ セージ交換は、 ほ と んどの部分で Unity Connection ユーザ間の メ ッ セージ交換 と 同じ です。
次に例を示し ます。

 • 送信の際に緊急 と マーク さ れた メ ッ セージは、 受信者が受信する と き に緊急 と マーク され
ます。

 • 送信の際にプ ラ イベー ト と マーク さ れた メ ッ セージは、 受信者が受信する と き にプ ラ イ
ベー ト と マーク さ れます。

 • ユーザは、 VPIM 連絡先が含まれている  Unity Connection 同報 リ ス ト に メ ッ セージを送信で
き ます。

ただ し、 次の例外に注意し て く だ さ い。

 • 開封確認 と 送信確認は、 どち ら も送信確認 と し て返されます。

 • リ モー ト  ボ イ ス  メ ッ セージング  シ ス テム上のユーザが Unity Connection 同報 リ ス ト に メ ッ
セージを送信する ためには、 Unity Connection の管理の [同報 リ ス ト の基本設定の編集
（Edit Distribution List Basics） ] ページで [外部のシ ス テムか ら の メ ッ セージを受け入れる
（Accept Messages From Foreign System） ] チェ ッ ク ボ ッ ク スがオンになっている必要があ り
ます。 デフ ォル ト では、 こ のチェ ッ ク ボ ッ ク スはオンになっていません。
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複数の VPIM ブ リ ッ ジヘ ッ ド
オーデ ィ オ形式に関する考慮事項

VPIM ロ ケーシ ョ ンの [音声形式の変換 （Audio Format Conversion） ] 設定 （Cisco Unity 
Connection の管理 の [ネ ッ ト ワーク （Networking） ] > [VPIMロ ケーシ ョ ンの編集 （Edit VPIM 
Location） ] ページ） では、 発信および着信する  VPIM メ ッ セージのオーデ ィ オ形式について、
次の項目を制御で き ます。

 • [着信 メ ッ セージ （Incoming Messages） ] ： 着信する  VPIM メ ッ セージを、 送信さ れた と き
の形式で格納する か、 Unity Connection で メ ッ セージの録音に使用さ れる オーデ ィ オ形式に
変換する かを設定で き ます。

 • [発信 メ ッ セージ （Outbound Messages） ] ： 発信する  VPIM メ ッ セージを、 録音さ れた と き
の形式で送信する か、 G.726 コーデ ッ ク に変換する かを設定で き ます。

こ れら の設定を決定する と きは、 次の事項を考慮し て く だ さ い。

 • ローカル Unity Connection サーバがボ イ ス  メ ッ セージの録音 と 再生に使用する オーデ ィ オ
形式。

 • リ モー ト  ボ イ ス  メ ッ セージン グ  シ ス テムが VPIM メ ッ セージの送受信に使用で き る オー
デ ィ オ形式。 一部のボ イ ス  メ ッ セージン グ  シ ス テムは、 VPIM メ ッ セージで G.726 形式し
かサポー ト し ていません。 ただ し、 確実な情報については リ モー ト  ボ イ ス  メ ッ セージング  
サーバのマニ ュ アルを参照する必要があ り ます。

 • ネ ッ ト ワーク の帯域幅。

着信 VPIM メ ッ セージは、 ローカル Unity Connection サーバが メ ッ セージの録音 と 再生に使用
する オーデ ィ オ形式 と 同じ形式で格納さ れます。

複数の VPIM ブ リ ッ ジヘッ ド
HTTPS ネ ッ ト ワーク では、 ネ ッ ト ワーク内の複数の Unity Connection ロ ケーシ ョ ン を  VPIM ブ
リ ッ ジヘ ッ ド と し て指定で き ます。 次に、 HTTPS ネ ッ ト ワーク に複数のブ リ ッ ジヘ ッ ド を追加
する方法を示し ます。

 • 一意のダ イ ヤル ID を持つ HTTPS ネ ッ ト ワーク内の異な る  VPIM ブ リ ッ ジヘ ッ ド に異な る  
VPIM サーバを追加で き ます。

 • 一意のダ イ ヤル ID と と も に、一意で null でない リ モー ト 電話プレ フ ィ ッ ク ス を持つ複数の 
VPIM ブ リ ッ ジヘ ッ ド に同じ  VPIM サーバを追加で き ます

 • 一意の リ モー ト 電話プレ フ ィ ッ ク ス を持つ同じ  VPIM ブ リ ッ ジヘ ッ ド に同じ  VPIM サーバ
を複数回追加で き ます。 ただ し、 リ モー ト 電話プレ フ ィ ッ ク スがない VPIM ブ リ ッ ジヘ ッ
ド と し て VPIM サーバが Cisco Unity Connection にすでに追加さ れ、 リ モー ト 電話プレ
フ ィ ッ ク ス （非ヌル値） を持つ VPIM ブ リ ッ ジヘ ッ ド と し て同じ  VPIM サーバを同じ  Unity 
Connection ロ ケーシ ョ ン ま たは別の Unity Connection ロ ケーシ ョ ンに追加する場合、次の手
順を実行する必要があ り ます。

1. リ モー ト 電話プレ フ ィ ッ ク ス な し で作成さ れたすべての既存の VPIM 連絡先を手動で
削除し ます。

2. すでに接続されている  VPIM ロ ケーシ ョ ンの リ モー ト 電話プレ フ ィ ッ ク ス を変更し ます。

3. 異な る リ モー ト 電話プレ フ ィ ッ ク ス を持つ VPIM ブ リ ッ ジヘ ッ ド と し て同じ  VPIM ロ
ケーシ ョ ン を別のま たは同じ  Unity Connection ロ ケーシ ョ ンに追加し ます。

4. VPIM サーバか ら  Unity Connection ロ ケーシ ョ ンに連絡先をプ ッ シ ュ し ます。
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Unity Connection サイ ト からのロケーシ ョ ンの削除
Cisco Unity Connection サ イ ト か ら ロ ケーシ ョ ン を削除する と 、 他の ロ ケーシ ョ ン と のデ ィ レ ク
ト リ 情報のレプ リ ケーシ ョ ンが停止し、 そのサーバを ホーム と するすべてのオブジ ェ ク ト が他
の ロ ケーシ ョ ンか ら削除さ れます。 同様に、 こ のサ イ ト の他の ロ ケーシ ョ ン を ホーム と するす
べてのオブジ ェ ク ト も、 削除し たサーバか ら削除さ れます。

サ イ ト か ら ロ ケーシ ョ ン を削除する前に、 削除に よ る影響を考慮する必要があ り ます。 削除し
た ロ ケーシ ョ ン を後でサ イ ト に戻す予定があ る場合は、 特に注意が必要です。 次の影響を考慮
し ます。

 • 削除し たサーバ上のユーザは、 サ イ ト の他の ロ ケーシ ョ ン を ホーム と する同報 リ ス ト か ら
削除さ れます。 ま た、 他の ロ ケーシ ョ ンのユーザは、 削除し たサーバを ホーム と する同報
リ ス ト か ら削除さ れます。 削除し たサーバを後でサ イ ト に戻す場合は、 そのサーバにあ る
同報 リ ス ト の メ ンバーシ ッ プを更新し て、 あ ら ゆ る リ モー ト  ユーザを リ ス ト に追加する必
要があ り ます。 ま た、 サ イ ト にあ る他のすべての ロ ケーシ ョ ンで同報 リ ス ト の メ ンバー
シ ッ プを更新し て、 戻し たサーバ上のユーザを リ ス ト に追加する必要があ り ます。

 • 削除し たサーバを ホーム と する ユーザま たは同報 リ ス ト に メ ッ セージを送信する よ う に設
定し た他の ロ ケーシ ョ ンでは、 そのシ ス テム  コール ハン ド ラ と イ ン タ ビ ュー ハン ド ラ が、
その ロ ケーシ ョ ンの [配信で き ない メ ッ セージ （Undeliverable Messages） ] リ ス ト に メ ッ
セージを送信する よ う に再設定さ れます。 同様に、 削除し たサーバ以外の ロ ケーシ ョ ン を
ホーム と する ユーザま たは同報 リ ス ト に メ ッ セージを送信する よ う に設定し たシ ス テム  
コール ハン ド ラ と イ ン タ ビ ュー ハン ド ラ の う ち、 削除し たサーバにあ るハン ド ラ は、 ロー
カルの [配信で き ない メ ッ セージ （Undeliverable Messages） ] リ ス ト に メ ッ セージを送信す
る よ う に再設定さ れます。 削除し たサーバを後でサ イ ト に戻す場合は、 これ ら のハン ド ラ
の受信者を更新し て、 正し い リ モー ト  オブジ ェ ク ト が使用される よ う にする必要があ り ま
す。 （サーバをサ イ ト に戻す予定がない場合で も、 [配信で き ない メ ッ セージ
（Undeliverable Messages） ] リ ス ト に送信された メ ッ セージを誰かが必ず確認する よ う にす
る か、 [配信で き ない メ ッ セージ （Undeliverable Messages） ] リ ス ト を受信者 と するハン ド
ラ を割 り 当て直すよ う に し ます）。

 • 削除し たサーバを ホーム と するパーテ ィ シ ョ ンは、 サ イ ト にあ る他の ロ ケーシ ョ ン を ホー
ム と する サーチ スペースか ら削除さ れます。 ま た、 他の ロ ケーシ ョ ン を ホーム と するパー
テ ィ シ ョ ンは、 削除し たサーバを ホーム と する サーチ スペースか ら削除されます。 削除し
たサーバを後でサ イ ト に戻す場合は、 サ イ ト に戻すサーバ と サ イ ト にあ る その他のすべて
の ロ ケーシ ョ ンで、 サーチ スペースのパーテ ィ シ ョ ン  メ ンバーシ ッ プを確認する必要があ
り ます。 サーバ上の Unity Connection のバージ ョ ンおよびサーチ スペースの設定に よ って
は、 各サーチ スペースに リ モー ト  パーテ ィ シ ョ ン を手動で再度追加する か、 サーチ ス
ペース内のパーテ ィ シ ョ ン を並べ替えて、 ロ ケーシ ョ ン を削除する前の設定 と 一致させる
必要があ る場合があ り ます。
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Unity Connection サイ ト からのロケーシ ョ ンの削除
 • サ イ ト 内のあ る ロ ケーシ ョ ンは削除さ れる サーバを ホーム と する サーチ スペースの コ ピー
を保持し ていて、 その コ ピーがサ イ ト 内の残 り の ロ ケーシ ョ ン間で引き続き レプ リ ケー ト
さ れます。 同様に、 削除さ れる サーバは、 他の ロ ケーシ ョ ン を ホーム と する リ モー ト  サー
チ スペースの コ ピーを作成し ます。 こ れら のサーチ スペース を参照する オブジ ェ ク ト があ
る場合は、 こ れら の コ ピーが元のサーチ スペースの代わ り と な り ます。 削除し たサーバを
後でサ イ ト に戻す と 、 Unity Connection はサーチ スペースの コ ピーの所有権を元の ロ ケー
シ ョ ンに解決し よ う と 自動的に試行し、 コ ピーを削除し ます。 サーバをサ イ ト に戻す予定
がない場合は、 他のサーチ スペース を使用する ためにサーチ スペースの コ ピーを使用する
オブジ ェ ク ト 参照を再割 り 当て し、 コ ピーを削除で き ます。

 • サ イ ト 内のあ る ロ ケーシ ョ ンは削除さ れる サーバを ホーム と する サーチ スペースの コ ピー
を保持し ていて、 その コ ピーがサ イ ト 内の残 り の ロ ケーシ ョ ン間で引き続き レプ リ ケー ト
さ れます。 同様に、 削除さ れる サーバは、 他の ロ ケーシ ョ ン を ホーム と する リ モー ト  サー
チ スペースの コ ピーを作成し ます。 こ れら のサーチ スペース を参照する オブジ ェ ク ト があ
る場合は、 こ れら の コ ピーが元のサーチ スペースの代わ り と な り ます。 削除し たサーバを
後でサ イ ト に戻す と 、 Unity Connection はサーチ スペースの コ ピーの所有権を元の ロ ケー
シ ョ ンに解決し よ う と 自動的に試行し、 コ ピーを削除し ます。 サーバをサ イ ト に戻す予定
がない場合は、 他のサーチ スペース を使用する ためにサーチ スペースの コ ピーを使用する
オブジ ェ ク ト 参照を再割 り 当て し、 コ ピーを削除で き ます。

 • サイ ト の各ロ ケーシ ョ ンには、 そのロ ケーシ ョ ン以外のロ ケーシ ョ ンに固有の設定が存在し
ます （た と えば、 ク ロ スサーバ転送と  SMTP ルーテ ィ ングに関する フ ィ ール ド）。 サイ ト か
らサーバを削除する と、 サイ ト にあ るすべてのロ ケーシ ョ ンの設定がそのサーバから削除さ
れます。 また、 サイ ト にあ る他のすべてのロ ケーシ ョ ンでは、 削除し たサーバの設定が削除
されます。 削除し たサーバを後でサイ ト に戻す場合は、 サイ ト にあ る他のすべてのロ ケー
シ ョ ンで、 サイ ト に戻すサーバの設定を更新する必要があ り ます。 また、 サイ ト に戻すサー
バでは、 サイ ト にあ る他のすべてのロ ケーシ ョ ンの設定を追加する必要があ り ます。

 • 削除する ロ ケーシ ョ ンが Cisco ボ イ ス メ ール組織の一部であ る場合は、 これまでに挙げた
すべての影響が、 リ モー ト  サ イ ト と の間でレプ リ ケー ト する オブジ ェ ク ト と そのプ ロパ
テ ィ に も及びます。

サ イ ト か ら ロ ケーシ ョ ン を削除する には、 次の手順を実行し ます。 サ イ ト か ら一度に削除で き
る  Unity Connection ロ ケーシ ョ ンは 1 つだけです。

デ ィ レ ク ト リ のサ イ ズに応じ て、 Unity Connection ロ ケーシ ョ ンの削除には数分か ら数時間を
要し ます。 ローカル ロ ケーシ ョ ンで削除処理が終了し ていて も、 リ モー ト  ロ ケーシ ョ ンでは
処理がまだ進行し ている こ と があ り ます。 サ イ ト でなん ら かの変更を実施する場合は、 サ イ ト
にあ るすべての ロ ケーシ ョ ンで削除処理が終了する まで待機する必要があ り ます。

Cisco Unity Connection サイ ト から ロケーシ ョ ンを削除するには

ステ ッ プ 1 サイ ト の任意のロ ケーシ ョ ンの Cisco Unity Connection の管理 で、 [ネ ッ ト ワーク （Networking） ] > 
[ リ ン ク （Links） ] を展開し、 [サ イ ト 内 リ ン ク （Intrasite Links） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 2 削除する ロ ケーシ ョ ンの [表示名 （Display Name） ] の左にあ るチェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンにし ます。

ステ ッ プ 3 [選択項目の削除 （Remove Selected） ] を選択し、 [OK] を選択し て削除を確定し ます。

注意 削除が完了し た こ と を示すス テータ ス  メ ッ セージが Unity Connection  の管理 か ら返
される まで、 サ イ ト で他の変更を実施し ない よ う に し ます （た と えば、 別の ロ ケー
シ ョ ンの削除、 サ イ ト への新し い ロ ケーシ ョ ンの追加、 他のサ イ ト へのサ イ ト 間 リ ン
ク の作成、 ま たはデ ィ レ ク ト リ のプ ッ シ ュやプルの開始）。
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Unity Connection サイ ト  ゲー ト ウ ェ イへの変更   
Unity Connection サイ ト  ゲー ト ウェ イへの変更
Unity Connection サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ で次の変更を実施する には、 そのゲー ト ウ ェ イ か ら リ
モー ト  サ イ ト への リ ン ク を解除し、 ローカル サ イ ト か ら ゲー ト ウ ェ イ を削除し た う えで、 目
的の変更を実施し ます。 変更後は、 ゲー ト ウ ェ イ を ローカル サ イ ト に追加し て戻し、 サ イ ト に
再度 リ ン ク し ます。

 • サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ のサーバま たはハー ド  デ ィ ス ク の入れ替え。

 • サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ の IP ア ド レ スの変更。

 • サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ の名前変更。

こ れら の変更を実施する には、 次の タ ス ク を実行し ます。

1. サイ ト 間 リ ン ク を削除し ます。 ゲー ト ウ ェ イの リ ン ク先サイ ト の種類に応じ て、 2 つの Unity 
Connection サ イ ト 間のサ イ ト 間 リ ン ク の削除、 （5-6 ページ） または Unity Connection サ イ ト
と  Cisco Unity サ イ ト 間のサ イ ト 間 リ ン ク の削除、 （5-4 ページ） を参照し て く だ さ い。

2. Unity Connection サ イ ト に他の ロ ケーシ ョ ンがあ る場合は、 サ イ ト か ら サ イ ト  ゲー ト ウ ェ
イ を削除し ます。 Unity Connection サ イ ト か ら の ロ ケーシ ョ ンの削除、 （5-1 ページ） を参照
し て く だ さ い。

3. サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ  サーバに変更を加え ます。

4. Unity Connection サ イ ト に他の ロ ケーシ ョ ンがあ る場合は、 Unity Connection サ イ ト  ゲー ト
ウ ェ イ をサ イ ト に戻し ます。 Unity Connection サ イ ト の設定、 （2-1 ページ） を参照し て く だ
さ い。

5. サ イ ト を再 リ ン ク し ます。 ゲー ト ウ ェ イ が リ ン ク し ていたサ イ ト の種類に応じ て、 2 つ
の Unity Connection サ イ ト の リ ン ク、 （2-18 ページ） ま たは Cisco Unity ゲー ト ウ ェ イ と  
Unity Connection ゲー ト ウ ェ イ と の間のサ イ ト 間 リ ン ク の設定、 （3-1 ページ） を参照し て
く だ さい。

Cisco Unity サイ ト  ゲー ト ウェ イへの変更
Cisco Unity サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ で次の変更を実施する には、 Unity Connection サ イ ト へのゲー
ト ウ ェ イ の リ ン ク を解除する必要があ り ます。 目的の変更を実施し た後、 サ イ ト を再度 リ ン ク
し ます。

 • サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ の名前変更ま たは別の ド メ イ ンへのサ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ の移動。

 • サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ の IP ア ド レ スの変更。

 • サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ  サーバの入れ替え ま たは Windows 2003 へのア ッ プグ レー ド 。

 • フ ェールオーバーを構成し ている プ ラ イ マ リ  サーバま たはセカンダ リ  サーバを、 フ ェール
オーバーを持たない単独のサーバに変換。

こ れら の変更を実施する には、 まず Unity Connection サ イ ト と  Cisco Unity サ イ ト 間のサ イ ト 間
リ ン ク の削除、 （5-4 ページ） にあ る手順に従います。 次に、 Cisco Unity ゲー ト ウ ェ イ と  Unity 
Connection ゲー ト ウ ェ イ と の間のサ イ ト 間 リ ン ク の設定、 （3-1 ページ） の手順に従ってサ イ ト
を再度 リ ン ク し ます。
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Unity Connection サイ ト と  Cisco Unity サイ ト 間のサイ ト 間リ ン クの削除
Unity Connection サイ ト と  Cisco Unity サイ ト 間のサイ ト 間
リ ン クの削除

Unity Connection サ イ ト と  Cisco Unity サ イ ト 間のサ イ ト 間 リ ン ク を削除する一般的な手順は次
の と お り です。

 • Cisco Unity サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ で、 リ ン クへの参加を停止し ます。 こ れに よ って  Unity 
Connection サ イ ト と の同期が停止し、 Cisco Unity デ ィ レ ク ト リ か らすべての Unity 
Connection オブジ ェ ク ト が削除さ れます。

 • Cisco Unity サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ で、 サ イ ト 間 リ ン ク を削除し ます。 こ れに よ って  Unity 
Connection サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ に関するすべての設定情報が Cisco Unity サ イ ト  ゲー ト
ウ ェ イ か ら削除さ れます。

 • Unity Connection サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ で、 サ イ ト 間 リ ン ク を削除し ます。 こ れに よ って、
Cisco Unity サ イ ト と の同期が停止し、 Unity Connection デ ィ レ ク ト リ のすべての 
Cisco Unity オブジ ェ ク ト が削除され、 Cisco Unity サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ に関するすべての設
定情報が Unity Connection サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ か ら削除さ れます。

Cisco Unity サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ では、 リ ン クへの参加を停止する と 、 ただちに リ モー ト  サ イ
ト のオブジ ェ ク ト の削除が始ま り ます。 Unity Connection サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ では、 [削除済み
リ モー ト サ イ ト に関連付け られている オブジ ェ ク ト の削除 （Remove Objects Associated With 
Deleted Remote Sites） ] タ ス ク を実行する と 、 オブジ ェ ク ト の削除が始ま り ます （デフ ォル ト
で、 こ の処理は毎日午後 10 時に実行されます）。

サイ ト 間 リ ン ク を削除する場合は、 削除を実行する前にその影響を十分に考慮する必要があ り ま
す。 特に後でサイ ト を再度 リ ン クする予定があ る場合は注意が必要です。 次の影響を考慮し ます。

 • 各サ イ ト のユーザおよびシ ス テム同報 リ ス ト が、 他のサ イ ト を ホーム と する同報 リ ス ト か
ら削除さ れます。 後か ら サ イ ト を再度 リ ン クする場合、 同報 リ ス ト の メ ンバーシ ッ プを更
新し て、 すべての リ モー ト  ユーザ と 同報 リ ス ト を含める必要があ り ます。

 • リ モー ト  サ イ ト のユーザま たは同報 リ ス ト に メ ッ セージを送信する よ う に設定し たシ ス テ
ム  コール ハン ド ラ と イ ン タ ビ ュー ハン ド ラ は、 サーバのユーザ削除ルールに従って再設
定さ れます。 （Cisco Unity ロ ケーシ ョ ンでは、 Cisco Unity Administrator の [シ ス テム
（System） ] > [設定 （Configuration） ] > [設定 （Settings） ] ページにあ る  [代行オブジ ェ ク ト
（Substitute Objects） ] の設定に基づ く 入れ替え処理が行われます。 Unity Connection ロ ケー
シ ョ ンは、 オブジ ェ ク ト を  [ローカルの配信で き ない メ ッ セージ （local undeliverable 
messages） ] リ ス ト に置き換え ます）。 後でサ イ ト に再 リ ン クする場合は、 こ れら のハン ド
ラ の受信者を更新し て、 正し い リ モー ト  オブジ ェ ク ト が使用さ れる よ う にする必要があ り
ます。 （サ イ ト に再度 リ ン クする予定がない場合で も、 Unity Connection の [配信で き ない
メ ッ セージ （Undeliverable Messages） ] リ ス ト に送信された メ ッ セージを誰かが必ず確認す
る よ う にする か、 こ の [配信で き ない メ ッ セージ （Undeliverable Messages） ] リ ス ト を受信
者 と するハン ド ラ を割 り 当て直すよ う に し ます）。

 • Cisco Unity ロ ケーシ ョ ン用に作成さ れたパーテ ィ シ ョ ンが、 Unity Connection サ イ ト のサー
チ スペースか ら削除さ れます。 後か ら サ イ ト を再度 リ ン クする場合は、 各 Unity 
Connection ロ ケーシ ョ ンで所有さ れてい るサーチ スペースのパーテ ィ シ ョ ン  メ ンバーシ ッ
プを確認する必要があ り ます。 サーバ上の Unity Connection のバージ ョ ンおよびサーチ ス
ペースの設定に よ っては、 各サーチ スペースに Cisco Unity パーテ ィ シ ョ ン を手動で再度追
加する か、 サーチ スペース内のパーテ ィ シ ョ ン を並べ替えて、 サ イ ト 間 リ ン ク を削除する
前の設定 と 一致させる必要があ る場合があ り ます。

 • サ イ ト の各ロ ケーシ ョ ンには、 他の ロ ケーシ ョ ン特有の ク ロ スサーバ設定があ り ます。 サ
イ ト の リ ン ク を解除する と 、 こ れら の設定が削除さ れます。 後か ら サ イ ト を再度 リ ン クす
る場合、 ロ ケーシ ョ ン特有のすべての設定を両方のサ イ ト で再度設定する必要があ り ます。

 • リ ン ク の削除後は、 すべてのサ イ ト 間 メ ッ セージン グ、 サ イ ト 間の宛先指定、 サ イ ト 間自
動アテンダン ト 機能が使用で き な く な り ます。
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Unity Connection サイ ト と  Cisco Unity サイ ト 間のサイ ト 間リ ン クの削除     
Unity Connection 1.x サ イ ト と  Cisco Unity サ イ ト 間のサ イ ト 間 リ ン ク を削除する には、次の手順
を実行し ます。 Cisco Unity フ ェールオーバー ペアを使用し ている場合は、 Cisco Unity に適用
で き る手順をプ ラ イ マ リ  サーバだけに実行し ます。 Unity Connection ク ラ ス タ を使用し てい る
場合は、 Unity Connection に適用で き る手順をパブ リ ッ シ ャ  サーバだけに実行し ます。

注意 サーバのパフ ォーマン スは大規模な削除ア ク テ ィ ビテ ィ の影響を受け る場合があ り ます。 し た
がって、 Cisco Unity サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ でのサ イ ト 間 リ ン ク の削除 （手順の ス テ ッ プ 2） は業
務時間外に実施する必要があ り 、 [削除済み リ モー ト サ イ ト に関連付け られている オブジ ェ ク ト
の削除 （Remove Objects Associated With Deleted Remote Sites） ] タ ス ク を  Unity Connection サ イ
ト  ゲー ト ウ ェ イ でデフ ォル ト のス ケジ ュールに従って （ま たは業務時間外の別の時間帯に） 実
施で き る よ う にする必要があ り ます。

Unity Connection サイ ト と  Cisco Unity サイ ト との間のサイ ト 間リ ン ク を削除するには

ステ ッ プ 1 Cisco Unity サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ で、 リ ン クへの参加を停止し ます。 こ れに よ って  Unity 
Connection サ イ ト と の同期が停止し、 Cisco Unity デ ィ レ ク ト リ か らすべての Unity Connection 
オブジ ェ ク ト が削除さ れます。

a. Cisco Unity Administrator で、 [ネ ッ ト ワーク （Network） ] を選択し、 [Connectionネ ッ ト
ワーキン グ （Connection Networking） ] を選択し ます。

b. [Unity Connectionネ ッ ト ワー ク プ ロ フ ァ イル （Unity Connection Networking Profile） ] ページ
の [ リ ン ク （Link） ] セ ク シ ョ ンで、 [参加解除 （Unjoin） ] を選択し ます。

c. 参加解除の警告が表示さ れた ら  [OK] を選択し ます。

d. [OK] を選択し て続行し ます。

ステ ッ プ 2 Cisco Unity サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ で、 サ イ ト 間 リ ン ク を削除し ます。 こ れに よ って  Unity 
Connection サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ に関するすべての設定情報が Cisco Unity サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ
か ら削除さ れます。

a. [Unity Connectionネ ッ ト ワー ク プ ロ フ ァ イル （Unity Connection Networking Profile） ] ページ
で、 リ モー ト  サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ の名前の隣にあ る  [削除 （Delete） ] チェ ッ ク ボ ッ ク ス を
オンに し ます。

ヒ ン ト [削除 （Delete） ] チェ ッ ク ボ ッ ク スが表示さ れていない場合は、 しばら く 待ってか ら
ページの表示を更新し ます。

b. [保存 （Save） ] ア イ コ ン を選択し ます。

ステ ッ プ 3 Cisco Unity Connection サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ で、 サ イ ト 間 リ ン ク を削除し ます。 こ れに よ って、
Cisco Unity サ イ ト と の同期が停止し、 Unity Connection デ ィ レ ク ト リ のすべての Cisco Unity オ
ブジ ェ ク ト が削除さ れ、 Cisco Unity サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ に関するすべての設定情報が Unity 
Connection サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ か ら削除さ れます。

a. Cisco Unity Connection の管理 で [ネ ッ ト ワー ク （Networking） ] > [ リ ン ク （Links） ] を展開
し、 [サ イ ト 間 リ ン ク （Intersite Links） ] を選択し ます。

b. [サ イ ト 間 リ ン ク の検索 （Search Intersite Links） ] ページで、 Cisco Unity サ イ ト に対応する
サ イ ト 間 リ ン ク の隣にあ るチェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し ます。

c. [選択項目の削除 （Remove Selected） ] を選択し ます。

d. 関連する オブジ ェ ク ト の削除に関する警告が表示された ら、 [OK] を選択し ます。
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2 つの Unity Connection サイ ト 間のサイ ト 間リ ン クの削除
ステ ッ プ 4 必要に応じ、 [削除済み リ モー ト サ イ ト に関連付け られている オブジ ェ ク ト の削除 （Remove 
Objects Associated With Deleted Remote Sites）] タ ス ク のス ケジ ュールを  Unity Connection サ イ ト  
ゲー ト ウ ェ イ で確認し ます。 デフ ォル ト では、 会社の営業時間中のシ ス テム  パフ ォーマン スに
影響が及ばない よ う にする ため、 こ の タ ス ク は 1 日 1 回午後 10 時に実行さ れ、 サ イ ト 間 リ ン ク
は こ の タ ス ク が実行さ れる まで完全には削除さ れません。

ス ケジ ュールを確認するには、 選択し たサイ ト 間 リ ン ク を削除し た後で [サイ ト 間 リ ン ク の検索
（Search Intersite Links） ] ページの [ス テータ ス （Status） ] メ ッ セージに表示される タ ス クへの リ
ン ク を選択するか、 [ツール （Tools） ] を展開し て [タ ス ク管理 （Task Management） ] を選択し、
[タ ス ク の定義 （Task Definitions） ] ページで [削除済み リ モー ト サイ ト に関連付け られているオ
ブジ ェ ク ト の削除 （Remove Objects Associated With Deleted Remote Sites） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 5 次の手順を実行し て、 両方のサイ ト  ゲー ト ウ ェ イ で リ ン ク が削除されている こ と を確認し ます。

 • サ イ ト 間 リ ン ク が Cisco Unity サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ か ら削除さ れた こ と を確認する には、
（5-6 ページ）

 • サ イ ト 間 リ ン ク が Unity Connection サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ か ら削除さ れた こ と を確認する に
は、 （5-6 ページ）

サイ ト 間リ ン クが Cisco Unity サイ ト  ゲー ト ウェ イから削除されたこ と を確認するには

ステ ッ プ 1 Cisco Unity Administrator で、 [ネ ッ ト ワーク （Network） ] > [Connectionネ ッ ト ワーキング
（Connection Networking） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 2 リ ン ク がまだ削除さ れていない場合は、 [Unity Connectionネ ッ ト ワー ク プ ロ フ ァ イル （Unity 
Connection Networking Profile） ] ページの先頭にあ る表にその リ ン ク が表示さ れています。 リ ン
ク が削除さ れている場合、 こ の表には何の項目も表示さ れません。

サイ ト 間リ ン クが Unity Connection サイ ト  ゲー ト ウ ェ イから削除されたこ と を確認するには

ステ ッ プ 1 Unity Connection サイ ト  ゲー ト ウ ェ イの Cisco Unity Connection の管理 で、 [ネ ッ ト ワーク
（Networking） ]、 [ リ ン ク （Links） ] を展開し、 [サイ ト 間 リ ン ク （Intersite Links） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 2 リ ン ク が削除さ れていない場合、 [サ イ ト 間 リ ン ク の検索 （Search Intersite Links） ] ページの [サ
イ ト 間 リ ン ク （Intersite Links） ] テーブルの表示名の後に、 [ リ ン ク削除保留中 （Link Removal 
Pending） ] と 表示されます。 [削除済み リ モー ト サ イ ト に関連付け られている オブジ ェ ク ト の削
除 （Remove Objects Associated With Deleted Remote Sites） ] タ ス ク を実行し て、 リ ン ク が削除さ
れる と 、 [サ イ ト 間 リ ン ク （Intersite Links） ] テーブルに項目が表示さ れな く な り ます。

2 つの Unity Connection サイ ト 間のサイ ト 間リ ン クの削除
2 つの Unity Connection サ イ ト 間のサ イ ト 間 リ ン ク を削除する と 、 各サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ では、
他のサ イ ト と のデ ィ レ ク ト リ 情報の同期が停止し、 リ モー ト  サ イ ト を ホーム と するすべてのオ
ブジ ェ ク ト が削除さ れ、 さ ら に リ モー ト  サ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ に関するすべての設定情報も削
除さ れます。
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2 つの Unity Connection サイ ト 間のサイ ト 間リ ン クの削除    
サ イ ト 間 リ ン ク を削除する場合は、 削除を実行する前にその影響を十分に考慮する必要があ り
ます。 特に後でサ イ ト を再度 リ ン クする予定があ る場合は注意が必要です。 次の影響を考慮し
ます。

 • 各サ イ ト のユーザおよびシ ス テム同報 リ ス ト が、 他のサ イ ト を ホーム と する同報 リ ス ト か
ら削除さ れます。 後か ら サ イ ト を再度 リ ン クする場合、 同報 リ ス ト の メ ンバーシ ッ プを更
新し て、 すべての リ モー ト  ユーザ と 同報 リ ス ト を含める必要があ り ます。

 • リ モー ト  サ イ ト のユーザま たは同報 リ ス ト に メ ッ セージを送信する よ う に設定し たシ ス テ
ム  コール ハン ド ラ と イ ン タ ビ ュー ハン ド ラ は、 そのハン ド ラ が設定さ れている ロ ケー
シ ョ ンの [配信で き ない メ ッ セージ （Undeliverable Messages） ] リ ス ト に メ ッ セージを送信
する よ う に再設定さ れます。 後でサ イ ト に再 リ ン クする場合は、 これ ら のハン ド ラ の受信
者を更新し て、 正し い リ モー ト  オブジ ェ ク ト が使用さ れる よ う にする必要があ り ます。
（サ イ ト に再度 リ ン クする予定がない場合で も、 Unity Connection の [配信で き ない メ ッ セー
ジ （Undeliverable Messages） ] リ ス ト に送信された メ ッ セージを誰かが必ず確認する よ う に
する か、 こ の [配信で き ない メ ッ セージ （Undeliverable Messages） ] リ ス ト を受信者 と する
ハン ド ラ を割 り 当て直すよ う に し ます）。

 • リ モー ト  サ イ ト  ロ ケーシ ョ ン用に作成さ れたパーテ ィ シ ョ ンが、 各 Unity Connection サ イ
ト のサーチ スペースか ら削除さ れます。 後か ら サ イ ト を再度 リ ン クする場合は、 各サ イ ト
の各ロ ケーシ ョ ンで所有さ れている サーチ スペースのパーテ ィ シ ョ ン  メ ンバーシ ッ プを確
認する必要があ り ます。 サーバ上の Unity Connection のバージ ョ ンおよびサーチ スペース
の設定に よ っては、 各サーチ スペースに リ モー ト  パーテ ィ シ ョ ン を手動で再度追加する
か、 サーチ スペース内のパーテ ィ シ ョ ン を並べ替えて、 サ イ ト 間 リ ン ク を削除する前の設
定 と 一致させる必要があ る場合があ り ます。

 • サ イ ト の各ロ ケーシ ョ ンには、 他の ロ ケーシ ョ ン特有の ク ロ スサーバ設定があ り ます。 サ
イ ト の リ ン ク を解除する と 、 こ れら の設定が削除されます。 後か ら サ イ ト を再度 リ ン クす
る場合、 ロ ケーシ ョ ン特有のすべての設定を両方のサ イ ト で再度設定する必要があ り ます。

 • リ ン ク の削除後は、 すべてのサ イ ト 間 メ ッ セージン グ、 サ イ ト 間の宛先指定、 サ イ ト 間自
動アテンダン ト 機能が使用で き な く な り ます。

2 つの Unity Connection 11.x サ イ ト 間のサ イ ト 間 リ ン ク を削除する には、 次の手順を実行し ま
す。 ゲー ト ウ ェ イ のどち ら かが Unity Connection ク ラ ス タ であ る場合は、 そのゲー ト ウ ェ イ に
対する手順をパブ リ ッ シ ャ  サーバだけに実行し ます。

2 つの Unity Connection サイ ト 間のサイ ト 間リ ン ク を削除するには

ステ ッ プ 1 どち ら かのサ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ でサ イ ト 間 リ ン ク を削除し ます。 これに よ り 、 リ モー ト  サ イ
ト と の同期が停止し、 ローカル サ イ ト のデ ィ レ ク ト リ か らすべての リ モー ト  サ イ ト  オブジ ェ
ク ト が削除さ れます。

a. Cisco Unity Connection の管理 で [ネ ッ ト ワー ク （Networking） ] > [ リ ン ク （Links） ] を展開
し、 [サ イ ト 間 リ ン ク （Intersite Links） ] を選択し ます。

b. [サ イ ト 間 リ ン ク の検索 （Search Intersite Links） ] ページで、 リ モー ト  サ イ ト に対応する サ
イ ト 間 リ ン ク の隣にあ るチェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し ます。

c. [選択項目の削除 （Remove Selected） ] を選択し ます。

d. 関連する オブジ ェ ク ト の削除に関する警告が表示された ら、 [OK] を選択し ます。

ステ ッ プ 2 必要に応じ、 [削除済み リ モー ト サ イ ト に関連付け られたオブジ ェ ク ト の削除 （Remove Objects 
Associated With Deleted Remote Sites） ] タ ス ク のス ケジ ュールを確認し ます。 デフ ォル ト では、
会社の営業時間中のシ ス テム  パフ ォーマン スに影響が及ばない よ う にする ため、 こ の タ ス ク は 
1 日 1 回午後 10 時に実行さ れ、 サ イ ト 間 リ ン ク は こ の タ ス ク が実行される まで完全には削除さ
れません。
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2 つの Unity Connection サイ ト 間のサイ ト 間リ ン クの削除
ス ケジ ュールを確認するには、 選択し たサイ ト 間 リ ン ク を削除し た後で [サイ ト 間 リ ン ク の検索
（Search Intersite Links） ] ページの [ス テータ ス （Status） ] メ ッ セージに表示される タ ス クへの リ
ン ク を選択するか、 [ツール （Tools） ] を展開し て [タ ス ク管理 （Task Management） ] を選択し、
[タ ス ク の定義 （Task Definitions） ] ページで [削除済み リ モー ト サイ ト に関連付け られているオ
ブジ ェ ク ト の削除 （Remove Objects Associated With Deleted Remote Sites） ] を選択し ます。

注意 サーバのパフ ォーマン スは大規模な削除ア ク テ ィ ビテ ィ の影響を受け る場合があ り ま
す。 し たがって、 [削除済み リ モー ト サ イ ト に関連付け られている オブジ ェ ク ト の削
除 （Remove Objects Associated With Deleted Remote Sites） ] タ ス ク をデフ ォル ト のス
ケジ ュールに従って （ま たは業務時間外の別の時間帯に） 実施で き る よ う にする必要
があ り ます。

ステ ッ プ 3 リ ン ク が削除さ れた こ と を確認する には、 [ネ ッ ト ワーク （Networking） ] > [ リ ン ク （Links） ] 
を展開し、 [サ イ ト 間 リ ン ク （Intersite Links） ] を選択し ます。

リ ン ク が削除さ れていない場合、 [サ イ ト 間 リ ン ク の検索 （Search Intersite Links） ] ページの [サ
イ ト 間 リ ン ク （Intersite Links） ] テーブルの表示名の後に、 [ リ ン ク削除保留中 （Link Removal 
Pending） ] と 表示されます。 [削除済み リ モー ト サ イ ト に関連付け られている オブジ ェ ク ト の削
除 （Remove Objects Associated With Deleted Remote Sites） ] タ ス ク を実行し て、 リ ン ク が削除さ
れる と 、 [サ イ ト 間 リ ン ク （Intersite Links） ] テーブルに項目が表示さ れな く な り ます。

ステ ッ プ 4 他のサ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ で ス テ ッ プ 1 か ら  ス テ ッ プ 3 を繰 り 返し ます。
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Cisco Unit
C H A P T E R 6

ク ロスサーバ ログイン、 転送、 Live Reply

はじめに
こ の章では、 ク ロ スサーバ ロ グ イ ン、 ク ロ スサーバ転送、 およびク ロ ス  サーバ Live Reply の各
機能について説明し ます。 こ れら の機能は、 同じ サ イ ト にあ る  Cisco Unity Connection ロ ケー
シ ョ ン間、 サ イ ト 間 リ ン ク で リ ン ク し ている別々のサ イ ト にあ る  Unity Connection ロ ケーシ ョ
ン間、 およびサ イ ト 間 リ ン ク で リ ン ク し ている サ イ ト の Cisco Unity ロ ケーシ ョ ン と  Unity 
Connection ロ ケーシ ョ ン と の間で利用で き ます。 こ の章では、 ク ロ スサーバ機能を設定する方
法について も説明し ます。

ク ロスサーバ ログイン、 ク ロスサーバ転送、 およびク ロ
スサーバ Live Reply の概要

レプ リ ケーシ ョ ンの ト ラ フ ィ ッ ク を制限し、 デ ィ レ ク ト リ を管理可能なサ イ ズに維持する ため
に、 ユーザのホーム  ロ ケーシ ョ ンか ら ネ ッ ト ワーク で接続し た他の ロ ケーシ ョ ンには、 一部の
ユーザ情報だけがレプ リ ケー ト さ れます。 こ の理由か ら、 着信転送の設定、 グ リ ーテ ィ ングな
どユーザに固有の詳細に関する情報は、 そのユーザのホーム  ロ ケーシ ョ ンだけに存在し ていま
す。 各ロ ケーシ ョ ンでは、 別の ロ ケーシ ョ ンにいる ユーザ宛ての通話を適切に処理する ため
に、 その通話を該当のユーザのホーム  ロ ケーシ ョ ンにハン ド オフする必要があ り ます。 ク ロ ス
サーバ機能の目的は、 表 6-1 に示すよ う に、 ネ ッ ト ワーク接続さ れた環境でのユーザ エ ク スペ
リ エン ス を、 シン グル サーバ環境 と ほぼ同じ にする こ と です。

表 6-1 ク ロスサーバ機能 

機能 説明

ク ロ スサーバ ロ グ イ ン ク ロ スサーバ ロ グ イ ンに よ って、 管理者は異な る ロ ケーシ ョ ン を
ホーム と する ユーザに ロ グ イ ンする ために コールで き る  1 つの電話
番号を提供する こ と がで き ます。 組織の外か ら コールする と 、 ユー
ザはどち ら がホーム  サーバかど う かに関係な く 、 同じ番号を コー
ルし、 適切なホーム  サーバに転送さ れロ グ イ ンで き ます。

ク ロ スサーバ転送 ク ロ スサーバ転送機能では、 あ る ロ ケーシ ョ ンの自動応答機能ま た
はデ ィ レ ク ト リ  ハン ド ラ か ら の通話を、 別の ロ ケーシ ョ ンにい る
着信側ユーザの着信転送 と 発信者名確認の設定に従って、 そのユー
ザに転送で き ます。
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ク ロスサーバ ログイ ン、 ク ロスサーバ転送、 およびク ロスサーバ Live Reply の概要
各ク ロ スサーバ転送機能は個別の機能ですが、 すべてが次の拡張監視着信転送 と い う 同じ基本
機能を使用し ています。

1. ロ グ イ ン、 転送、 ま たは Live Reply の発信ロ ケーシ ョ ンでは、 発信者を保留状態に し た う
えで、 受信ロ ケーシ ョ ンの ク ロ スサーバ ダ イ ヤル文字列 と し て指定されている電話番号を
ダ イ ヤルする こ と に よ り 、 受信ロ ケーシ ョ ン を コールし ます。

2. 受信ロ ケーシ ョ ンが応答する と 、 発信ロ ケーシ ョ ンでは、 コールをハン ド オフ要求 と し て
識別する  DTMF ト ーンのシーケン ス を送信し ます。

3. 受信ロ ケーシ ョ ンが DTMF ト ーンのシーケン スで応答する と 、 発信ロ ケーシ ョ ンでは、 処
理対象の コールを受信ロ ケーシ ョ ンにハン ド オフ し ます。

こ の時点で、 受信ロ ケーシ ョ ンか ら コールを発信し た場合 と 同様な状況が実現し ます。

こ の章では、 発信ロ ケーシ ョ ン を、 他の ロ ケーシ ョ ン を コールする サーバ （ク ラ ス タ） と し て
扱います。 受信ロ ケーシ ョ ンは、 ク ロ スサーバの コールに応答する サーバ （ク ラ ス タ） と し て
扱います。

ク ロ スサーバ ダ イ ヤル文字列は、 複数の ロ ケーシ ョ ン間で同期し ている わけではあ り ません。
それぞれの発信ロ ケーシ ョ ンでは、 受信ロ ケーシ ョ ン ご と にダ イ ヤル文字列を設定で き ます。
複数の電話シ ス テム連動を設定し ている発信ロ ケーシ ョ ンでは、 受信ロ ケーシ ョ ン を呼び出す
ためにすべての電話シ ス テム連動で使用で き る ダ イ ヤル文字列を選択する必要があ り ます。

ク ロスサーバ ログイン、 ク ロスサーバ転送、 およびク ロスサーバ Live 
Reply で使用するサーチ スペースに関する考慮事項

ユーザのホーム  サーバではない Unity Connection ロ ケーシ ョ ンのパイ ロ ッ ト 番号をユーザがダ
イ ヤルする と 、 応答側ロ ケーシ ョ ンではそれぞれの通話管理計画に従って コールを処理し ま
す。 コール と 最初に一致する コール ルーテ ィ ン グ  ルールに よ って、 コールにサーチ スペース
が割 り 当て られます。 それ以降は、 処理ス テ ッ プご と に コールの検索範囲が変化し て も かまい
ません。 Unity Connection では、 ロ グ イ ン試行カンバセーシ ョ ン を コールで呼び出し た と き に
その コールに割 り 当て られたサーチ スペース を使用し て、 ロ グ イ ン し よ う と し ている ユーザを
識別し ます。 こ のサーチ スペースに属し ていないパーテ ィ シ ョ ンにあ る内線か ら ユーザが コー
ルし ている場合は、 そのユーザか ら の コール と し て識別されません。 ユーザが使用し ている内
線が、 こ のサーチ スペースに属する別のパーテ ィ シ ョ ンにあ る内線 と 重複し ている場合は、
サーチ スペースに記録さ れている順番でパーテ ィ シ ョ ン を  Unity Connection で検索し ます。
コールは、 そ こ で最初に見つかったオブジ ェ ク ト か ら の コール と し て識別されます。 リ モー ト  
ユーザか ら受信し た ロ グ イ ンの コールを扱 う  Unity Connection ロ ケーシ ョ ン ご と に直接ルー
テ ィ ン グ  ルールを確認し て、 こ のルールで設定さ れている サーチ スペース、 ま たはコールを
ロ グ イ ン試行カンバセーシ ョ ンに送信する他の通話管理オブジ ェ ク ト で設定されている サーチ 
スペース を判断し ます。 リ モー ト  ユーザが含まれるパーテ ィ シ ョ ンが、 こ のサーチ スペース
に入っていない場合は、 ク ロ スサーバ サ イ ン イ ンが有効になっていて も機能し ません。

ク ロ スサーバ Live 
Reply

ク ロ スサーバ Live Reply を使用する と 、 電話で メ ッ セージを聞 く
ユーザは、 別の ロ ケーシ ョ ンにい る メ ッ セージ送信側ユーザへの転
送操作に よ って、 そのユーザか ら の メ ッ セージに返答で き ます
（ メ ッ セージ着信側ユーザの着信転送設定 と 発信者名確認の設定に
従います）。

表 6-1 ク ロスサーバ機能 （続き）

機能 説明
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ま た、 あ る  Unity Connection ロ ケーシ ョ ンか ら別の Unity Connection ロ ケーシ ョ ン （発信ロ ケー
シ ョ ン と 同じ サ イ ト で も別の リ モー ト  サ イ ト で も同様です） への ク ロ スサーバ コールでは、
発信ロ ケーシ ョ ンで コールに割 り 当てたサーチ スペース と 受信ロ ケーシ ョ ンで コールに割 り 当
てたサーチ スペースが一致し ない と 、 ク ロ スサーバ ロ グ イ ン と ク ロ スサーバ転送で問題が発
生する原因 と な り ます。 発信ロ ケーシ ョ ンで検索範囲に一致し ていて も、 受信ロ ケーシ ョ ンで
検索範囲が異な る と 一致が得られない可能性があ り ます。 こ の こ と か ら、 発信ロ ケーシ ョ ン と
受信ロ ケーシ ョ ンで設定し ている検索範囲が互いに同じ であ る こ と の確認する必要があ り ま
す。 た と えば、 コール ルーテ ィ ン グ  ルールを使用する と 、 受信ロ ケーシ ョ ンの呼び出し に使
用する ク ロ スサーバ ダ イ ヤル文字列に基づいて、 その受信ロ ケーシ ョ ンへの ク ロ スサーバ 
コールを適切なサーチ スペースに送る こ と がで き ます。

ク ロ スサーバ Live Reply では、 あ ら ゆ る  Live Reply 同様、 Unity Connection ユーザが送信者を
コールで き る のは、 そのユーザに設定さ れたサーチ スペースに属するパーテ ィ シ ョ ンに送信者
が存在する場合だけです。

ク ロスサーバ ログイン
ク ロ スサーバ ロ グ イ ン機能では、 ユーザがホーム  サーバ と し ている サーバがどれであ る かに
関係な く 、 ユーザは組織外か ら同じ番号に コールで き、 ロ グ イ ン対象の該当する ホーム  サーバ
に転送さ れます。 ク ロ スサーバ ロ グ イ ンが有効になっていない場合、 ユーザはそれぞれのホー
ム  サーバの電話番号に コールし て ロ グ イ ンする必要があ り ます。

ク ロ スサーバ ロ グ イ ンのプ ロ セスは次の と お り です。

1. ユーザは、 ク ロ スサーバ ロ グ イ ンに設定し たサーバに コールし ます。 ユーザは発信者番号
に よ って識別さ れる か、 ま たは自分の ID を入力する よ う に求め られます。

2. ユーザが コールし たサーバでは、 データベースで発信者の ID を検索し、 そのアカ ウ ン ト が
ホーム と し ている サーバが ローカル サーバであ る のか、 ま たはネ ッ ト ワーク接続された
サーバであ る のかを判断し ます。

 – ユーザ アカ ウ ン ト が ローカル サーバを ホーム と し ている場合は、 通常どお り に ロ グ イ
ンが継続し ます。

 – ユーザ アカ ウ ン ト が別のサーバを ホーム と し ている場合は、 ユーザを保留状態に し、
そのユーザが コールし たポー ト をそのま ま使用し てユーザのホーム  サーバを コールし
ます。 こ の と き、 「しばら く お待ち く だ さ い （One moment please）」 プ ロ ンプ ト が設定
さ れていれば、 そのプ ロ ンプ ト が使用さ れます。 ユーザがプ ラ イ マ リ 内線番号ま たは
代行内線番号か ら コールし ている場合は、 通常、 ユーザが最初に聞 く プ ロ ンプ ト は、
「しばら く お待ち く だ さ い （One moment please）」 プ ロ ンプ ト です。

受信サーバが応答する と 、 発信サーバでは、 こ の コールを ク ロ スサーバ ロ グ イ ン と し
て識別する  DTMF ト ーンのシーケン ス を送信し ます。

3. 受信ロ ケーシ ョ ンが、 DTMF ト ーンのシーケン スで応答し ます。

4. 発信ロ ケーシ ョ ンか ら、 処理対象 と し て コールを受信サーバにハン ド オフ し ます。 受信
サーバでのカンバセーシ ョ ンで、 ユーザのパス ワー ド の入力が求め られます。 こ の時点で、
ユーザが受信サーバを直接コールし ている よ う に見え る動作が実現し ます。

こ の機能は、 組織外か ら コールする ユーザに よ る使用だけに限定されています。 ク ロ スサーバ 
ロ グ イ ンでは、 内部コールも ホーム  サーバに転送さ れますが、 多人数のユーザにその よ う な転
送を設定する と 、 サーバに対する負荷が増大し ます。 し たがって、 ユーザの電話にあ る 「 メ ッ
セージ」 やボ イ ス メ ールのス ピー ド ダ イ ヤル ボ タ ンは、 ユーザのホーム  サーバを直接コール
する よ う に設定し てお く 必要があ り ます。 複数のサーバ間でユーザ アカ ウ ン ト を移動する と き
は、 その移動内容に応じ て電話シ ス テムの設定を適切に更新し ます。
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ビデオ通話の場合、 2 つの Unity Connection ロ ケーシ ョ ンがサ イ ト 間、 サ イ ト 内 リ ン ク、 ま たは 
HTTPS ネ ッ ト ワーク に よ って リ ン ク さ れている と き に、 あ る  Unity Connection ロ ケーシ ョ ンの
ユーザが別の Unity Connection ロ ケーシ ョ ンに ロ グ イ ン し よ う と する と 、 通話がオーデ ィ オに
ダ ウ ン グ レー ド さ れます。

ク ロスサーバ ログインを有効化するための前提条件

Cisco ボ イ ス メ ール組織で Cisco Unity サーバを使用し ている場合は、 ク ロ スサーバ ロ グ イ ンの発
信ロ ケーシ ョ ン と し て設定するネ ッ ト ワーク接続されたすべての Cisco Unity サーバを、
Cisco Unity サイ ト  ゲー ト ウ ェ イが属する ダ イヤル発信ド メ イ ンに属する よ う に設定する必要があ
り ます。 ダ イヤル発信ド メ イ ンは、 Cisco Unity Administrator の [ネ ッ ト ワーク （Network） ] > [プ
ラ イ マ リ  ロ ケーシ ョ ン （Primary Location） ] > [プ ロ フ ァ イル （Profile） ] ページで設定し ます。

ク ロスサーバ ログインを有効化するためのタ スク  リ ス ト

1 つの Unity Connection サ イ ト 、 2 つの Unity Connection サ イ ト を含む組織、 ま たは Unity 
Connection サ イ ト と  Cisco Unity サ イ ト を含む組織のいずれを設定し ている場合で も、 同一の タ
ス ク基本セ ッ ト が適用さ れます。 次の タ ス ク  リ ス ト を使用し て、 ク ロ スサーバ ロ グ イ ン を有
効に し ます。 各相互参照に よ り 、 詳細な手順が示さ れます。

1. ク ロ スサーバ ロ グ イ ンについて、 どち ら の ロ ケーシ ョ ンが発信ロ ケーシ ョ ンでどち ら が受
信ロ ケーシ ョ ンかを判断し ます。 組織外か らすべてのユーザが コールする発信ロ ケーシ ョ
ンは 1 つだけ と し、 他のすべての ロ ケーシ ョ ン を受信ロ ケーシ ョ ン と する こ と が普通です
が、 いつで も こ の よ う な設定が必要にな る わけではあ り ません。 1 つの ロ ケーシ ョ ン を発
信ロ ケーシ ョ ン と 受信ロ ケーシ ョ ンの両方 と し て設定する こ と も で き ます。

2. 発信ロ ケーシ ョ ン ご と に、 その ロ ケーシ ョ ンか ら受信ロ ケーシ ョ ンのサーバを呼び出すた
めにダ イ ヤルする電話番号の リ ス ト を作成し ます。

（注） それぞれの受信ロ ケーシ ョ ンに入力で き る ダ イ ヤル文字列は 1 つだけです。 発信ロ ケー
シ ョ ンが複数の電話シ ス テム と 連動する よ う に設定されている場合、 すべての電話シ ス
テムの連動で受信ロ ケーシ ョ ンへの接続に使用で き る ダ イ ヤル文字列が必要です。

3. 着信のク ロ スサーバ ハン ド オフ要求を処理でき る よ う に、 各受信ロ ケーシ ョ ンを設定し ます。

 – 受信ロ ケーシ ョ ンが Cisco Unity Connection サーバの場合は、 ク ロ スサーバ ハン ド オフ
要求を受け入れる ための Unity Connection 受信ロ ケーシ ョ ンの設定 （6-5 ページ） を参
照し て く だ さ い。

 – 受信ロ ケーシ ョ ンが Cisco Unity サーバの場合は、 受信 Cisco Unity ロ ケーシ ョ ンで コー
ルがガ イ ダン スにルーテ ィ ン グ さ れる こ と の確認 （6-5 ページ） を参照し て く だ さ い。

4. Cisco Unity Connection ロ ケーシ ョ ンで Cisco Unity サーバか ら の ク ロ スサーバ ハン ド オフ要
求を受信する場合は、 先頭の ト ーンが # であ る ク ロ スサーバ DTMF シーケ ン ス を扱 う こ と
がで き る よ う に Unity Connection ロ ケーシ ョ ン を設定し ます。 Cisco Unity ロ ケーシ ョ ンか
ら の ク ロ スサーバ DTMF のシーケン ス を許可する ための Unity Connection 受信ロ ケーシ ョ
ンの設定 （6-6 ページ） を参照し て く だ さ い。

5. 発信ロ ケーシ ョ ン ご と に、 ク ロ スサーバ ロ グ イ ン機能を有効に し、 タ ス ク  2. で作成し た リ
ス ト にあ る受信ロ ケーシ ョ ンのパイ ロ ッ ト 番号を入力し ます。

 – ロ ケーシ ョ ンが Cisco Unity Connection サーバの場合は、 ク ロ スサーバ ロ グ イ ン要求を
実行する ための Unity Connection 発信ロ ケーシ ョ ンの設定 （6-7 ページ） を参照し て く
だ さ い。
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 – ロ ケーシ ョ ンが Cisco Unity サーバの場合は、 ク ロ スサーバ ロ グ イ ン要求を実行する た
めの Cisco Unity 発信ロ ケーシ ョ ンの設定 （6-8 ページ） を参照し て く だ さ い。

6. ク ロ スサーバ ロ グ イ ン機能をテス ト し ます。 ク ロ スサーバ ロ グ イ ンのテ ス ト （6-9 ページ）

ク ロスサーバ ハン ド オフ要求を受け入れるための Unity Connection 受信ロケーシ ョ ン
の設定

デフ ォル ト では、 各 Unity Connection サーバは ク ロ スサーバ ハン ド オフ要求を無視する よ う に
設定さ れています。 ク ロ スサーバ機能を有効にする には、 要求を受け入れる よ う に受信ロ ケー
シ ョ ン を設定する必要があ り ます。 ま た、 その ロ ケーシ ョ ンに着信する ク ロ スサーバ コールが
コール ハン ド ラ にルーテ ィ ン グ さ れる こ と を確認する必要も あ り ます。

ク ロスサーバ ハン ド オフ要求を受け入れるよ う に Unity Connection 受信ロケーシ ョ ンを設
定するには

ステ ッ プ 1 Cisco Unity Connection Administration で、 そのロ ケーシ ョ ン をホーム と するユーザの ク ロ スサー
バ ハン ド オフ を受け入れる ロ ケーシ ョ ン （受信ロ ケーシ ョ ン） か ら  [シ ス テム設定 （System 
Settings） ] > [詳細設定 （Advanced） ] を展開し、 [会話 （Conversations） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 2 [ ク ロ スサーバ ハン ド オフ要求に応答する （Respond to Cross-Server Handoff Requests） ] チェ ッ
ク ボ ッ ク ス をオンに し ます。

ステ ッ プ 3 残 り の Unity Connection 受信ロ ケーシ ョ ンで、 こ の手順を繰 り 返し ます。

コール ルーテ ィ ング ルールが、 コールを コール ハン ド ラのグリーテ ィ ングにルーテ ィ
ングするよ う に設定されている こ と を確認するには

ステ ッ プ 1 Cisco Unity Connection Administration で、 ク ロ スサーバ ハン ド オフ を受け入れる ロ ケーシ ョ ン
か ら  [コール管理 （Call Management） ] > [コールルーテ ィ ング （Call Routing） ] を展開し、 [直
接ルーテ ィ ン グルール （Direct Routing Rules） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 2 発信ロ ケーシ ョ ンか ら の着信ク ロ スサーバ コールに割 り 当て るルーテ ィ ン グ  ルールの表示名
を選択し ます。

ステ ッ プ 3 ルールに一致する コールが、 コール ハン ド ラ にルーテ ィ ン グ さ れている こ と を確認し ます。

ステ ッ プ 4 残 り の Unity Connection 受信ロ ケーシ ョ ンで、 こ の手順を繰 り 返し ます。

受信 Cisco Unity ロケーシ ョ ンでコールがガイダンスにルーテ ィ ングされる こ との確認

ク ロ スサーバ ハン ド オフ要求を受け入れる ために、 コールをガ イ ダン ス  コール ハン ド ラ に
ルーテ ィ ン グする よ う に各 Cisco Unity サーバを設定する必要があ り ます。 （こ れは、
Cisco Unity が最初に イ ン ス ト ール される場合のデフ ォル ト です）。

（注） フ ェールオーバー シ ス テムの場合は、 プ ラ イ マ リ  サーバ と セカンダ リ  サーバの両方で手順を
実行し ます。
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着信をガイダンスにルーテ ィ ングするよ う にルーテ ィ ング ルールが設定されているこ と を確認するには

ステ ッ プ 1 Cisco Unity Administrator で、 ク ロ スサーバ ロ グ イ ン ハン ド オフを受け入れる ロ ケーシ ョ ンから、
[コールルーテ ィ ング （Call Routing） ] を展開し、 [直接コール （Direct Calls） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 2 発信ロ ケーシ ョ ンか ら の着信ク ロ スサーバ コールが、 ガ イ ダン スにルーテ ィ ン グ される こ と を
確認し ます。

デフ ォル ト  コール ハン ド ラ  ルーテ ィ ン グ  ルール （削除ま たは変更不可） は、 着信をガ イ ダン
スに送信し ます。 し たがって、 ルーテ ィ ン グ  ルールを追加し ていない場合、 サーバは、 ク ロ ス
サーバを正し く 処理する よ う にすでに設定さ れています。

ステ ッ プ 3 残 り の Cisco Unity 受信ロ ケーシ ョ ンで、 こ の手順を繰 り 返し ます。

Cisco Unity ロケーシ ョ ンからのク ロスサーバ DTMF のシーケンスを許可するための Unity 
Connection 受信ロケーシ ョ ンの設定

発信 Cisco Unity ロ ケーシ ョ ンか ら受信ロ ケーシ ョ ンに送信さ れる  DTMF ト ーンのシーケ ン ス
は、 # （ポン ド ） で始ま り ます。 デフ ォル ト では、 Unity Connection ガ イ ダン スやその他の コー
ル ハン ド ラ は、 # キー以降の発信者の入力を無視する よ う に設定さ れています。 こ の よ う な設
定では、 ク ロ スサーバ ハン ド オフはすべて失敗し ます。

ク ロ スサーバ ハン ド オフが正常に実行さ れる よ う に、 Unity Connection 受信ロ ケーシ ョ ンでの
動作を変更する方法は 2 つあ り ます。

 • # キーに続 く 追加の入力を許可する よ う にガ イ ダン ス （ま たはルーテ ィ ング  ルール設定に
基づいて ク ロ スサーバ ハン ド オフ  コールを受信する その他の既存コール ハン ド ラ） を変
更し ます。

 • ク ロ スサーバ コール処理専用の新し いコール ハン ド ラ と 直接コールルーテ ィ ン グ  ルール
を作成し ます。 新し いコール ハン ド ラ では、 # キーに続いて追加の入力がで き る必要があ
り ます。 直接コールルーテ ィ ング  ルールが、 ク ロ スサーバ コールに適用さ れた条件 （発信 
Cisco Unity ロ ケーシ ョ ンの発信者番号、 ま たは発信ロ ケーシ ョ ンがダ イ ヤルする と 受信ロ
ケーシ ョ ンに接続で き る ク ロ スサーバのダ イ ヤル文字列など） に基づいて、 新し いコール 
ハン ド ラ に コールをルーテ ィ ン グ し ます。 （他の コールをルーテ ィ ン グ  ルールに一致させ
た く ない場合は、 ク ロ スサーバ コールに固有の条件を選択し ます）。

各 Unity Connection 受信ロ ケーシ ョ ンで次の手順を実行し て、# キー以降の追加の入力を許可す
る よ う にガ イ ダン ス ま たはその他の コール ハン ド ラ を構成する か、 ま たはオプシ ョ ンで、 新し
い直接コールルーテ ィ ン グ  ルールを作成し ます。

Unity Connection ロケーシ ョ ンからのク ロスサーバ DTMF のシーケンスを許可するよ う に Cisco Unity 受
信ロケーシ ョ ンを設定するには

ステ ッ プ 1 ク ロ スサーバ ロ グ イ ンのハン ド オフ を受け入れる ロ ケーシ ョ ンの Cisco Unity Connection 
Administration に ロ グ イ ン し ます。 [コール管理 （Call Management） ] を展開し てか ら、 [シ ス テ
ム コールハン ド ラ （System Call Handlers） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 2 [コールハン ド ラ の検索 （Search Call Handlers） ] ページで、 次のいずれかを実行で き ます。

 • ガ イ ダン スの表示名か変更する別の コール ハン ド ラ を選択し ます。 ス テ ッ プ 6 にス キ ッ プ
し ます。

 • ク ロ スサーバ コール専用の新しいコール ハン ド ラ を作成するには、 [新規追加 （Add New） ] 
を選択し ます。 ス テ ッ プ 3
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ステ ッ プ 3 [コールハン ド ラ の新規作成 （New Call Handler） ] ページで、 該当する基本設定を入力し ます。
（各フ ィ ール ド の詳細については、 [ヘルプ （Help） ] > [ こ のページ （This Page） ] を参照）。

ステ ッ プ 4 ク ロ スサーバ DTMF シーケン ス を受け入れる よ う に コール ハン ド ラ を設定する には、 次の手
順を実行し ます。

a. [編集 （Edit） ] メ ニ ューで、 [発信者入力 （Caller Input） ] を選択し ます。

b. [発信者入力 （Caller Input） ] ページで、 [#] を選択し、 [追加入力を無視 （Ignore Additional 
Input） ] チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオフに し ます。

c. [保存 （Save） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 5 Cisco Unity サーバか ら コール ハン ド ラ に コールを送信する新し い直接コール ルーテ ィ ング  
ルールを作成し ます。

a. [コール管理 （Call Management） ] > [コールルーテ ィ ン グ （Call Routing） ] を展開し て、 [直
接ルーテ ィ ン グルール （Direct Routing Rules） ] を選択し ます。

b. [直接ルーテ ィ ン グ  ルール （Direct Routing Rules） ] ページで [新規追加 （Add New） ] を選
択し ます。

c. [直接ルールの新規作成 （New Direct Rule） ] ページで、 [表示名 （Display Name） ] フ ィ ール
ド に新し いルールの名前を入力し、 [保存 （Save） ] を選択し ます。

d. [直接ルールの編集 （Edit Direct Rule） ] ページで、 [コールの移行先 （Send Call To） ] 
フ ィ ール ド に [コールハン ド ラ （Call Handler） ] を選択し て、 ス テ ッ プ 2 で追加し た コール 
ハン ド ラ の名前を選択し ます。

e. [保存 （Save） ] を選択し ます。

f. [ルーテ ィ ン グルールの条件 （Routing Rule Conditions） ] の下で [新規追加 （Add New） ] を
選択し ます。

g. Cisco Unity サーバか ら の ク ロ スサーバ コールに一致する よ う に、 ルーテ ィ ング  ルール条件
を設定し ます。 た と えば、 [発信者番号 （Calling Number） ] フ ィ ール ド を使用し て、 ユーザ
の コールに応答する  Cisco Unity ポー ト の電話番号に一致させます。

h. [保存 （Save） ] を選択し ます。

i. [編集 （Edit） ] メ ニ ューで [直接ルーテ ィ ング  ルールの編集 （Edit Direct Routing Rule） ] を
選択し ます。

j. ク ロ スサーバ コールに一致させる必要があ る追加の番号ま たは数字のパターンに対し て、
f. ～ i. を繰 り 返し ます。

ステ ッ プ 6 残 り の Unity Connection 受信ロ ケーシ ョ ンで、 こ の手順を繰 り 返し ます。

ク ロスサーバ ログイン要求を実行するための Unity Connection 発信ロケーシ ョ ンの設定

デフ ォル ト の Unity Connection ロ ケーシ ョ ンでは、 他の ロ ケーシ ョ ン をホーム と し てい る ユー
ザの ク ロ スサーバ ロ グ イ ン を実行し ません。

ク ロスサーバ ログイ ン要求を実行するよ う に Unity Connection 発信ロケーシ ョ ンを設定するには

ステ ッ プ 1 Cisco Unity Connection Administration で、 リ モー ト  ユーザの ロ グ イ ン  コールを処理する か、 ロ
ケーシ ョ ンで、 [ネ ッ ト ワーク （Networking） ] を展開し、 [ロ ケーシ ョ ン （Locations） ] を選択
し ます。
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ステ ッ プ 2 [ロ ケーシ ョ ンの検索 （Search Locations） ] ページで、 こ の ロ ケーシ ョ ン （受信ロ ケーシ ョ ン）
を ホーム と する ユーザの ク ロ スサーバ ロ グ イ ン要求を受け入れる リ モー ト  ロ ケーシ ョ ンの名
前を  [表示名 （Display Name） ] で選択し ます。

ステ ッ プ 3 受信ロ ケーシ ョ ンの [ロ ケーシ ョ ンの編集 （Edit Location） ] ページで、 受信ロ ケーシ ョ ンに対
する ク ロ スサーバ機能を開始し ます。

a. こ の リ モー ト  ロ ケーシ ョ ンへの ク ロ スサーバ ロ グ イ ン を有効にする には、 [ こ の リ モー ト  
ロ ケーシ ョ ンへの ク ロ ス  サーバ サ イ ン イ ン を許可する （Allow Cross-Server Sign-In to this 
Remote Location） ] チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し ます。

b. ハン ド オフ を実行する と き に こ の ロ ケーシ ョ ンで受信ロ ケーシ ョ ンへの コールに使用する
ダ イ ヤル文字列 （た と えば、 ホーム  サーバのパイ ロ ッ ト 番号） を入力し ます。

（注） それぞれの受信ロ ケーシ ョ ンに入力で き る ダ イ ヤル文字列は 1 つだけです。 発信ロ ケー
シ ョ ンが複数の電話シ ス テム と 連動する よ う に設定されている場合、 すべての電話シ ス
テムの連動で受信ロ ケーシ ョ ンへの接続に使用で き る ダ イ ヤル文字列を入力し ます。

ステ ッ プ 4 ス テ ッ プ 2 と  ス テ ッ プ 3 を繰 り 返し て、こ の ロ ケーシ ョ ンか ら の ク ロ スサーバ ロ グ イ ンのハン
ド オフ を受け入れる各受信ロ ケーシ ョ ン を設定し ます。

ヒ ン ト ページの変更内容を保存し た ら、 [次へ （Next） ] ボ タ ン と  [前へ （Previous） ] ボ タ ン を
使用する と 、 組織内の各ロ ケーシ ョ ン をすばや く 移動で き ます。

ステ ッ プ 5 残 り の Unity Connection 発信ロ ケーシ ョ ンで、 こ の手順を繰 り 返し ます。

ク ロスサーバ ログイン要求を実行するための Cisco Unity 発信ロケーシ ョ ンの設定

デフ ォル ト の Cisco Unity 発信ロ ケーシ ョ ンでは、 他の ロ ケーシ ョ ン を ホーム と し ている ユーザ
の ク ロ スサーバ ロ グ イ ン を実行し ません。 次の手順を実行し て、 すべての Cisco Unity 発信ロ
ケーシ ョ ンで ク ロ スサーバ ロ グ イ ン を有効に し ます。

（注） フ ェールオーバーを使用し ている場合、 [ネ ッ ト ワーク （Network） ] > [ダ イ ヤル ド メ イ ン  オプ
シ ョ ン設定 （Dialing Domain Options） ] ページのほ と んどの設定がレ ジ ス ト リ に保存さ れてい
る ため、 プ ラ イ マ リ  サーバ と セカンダ リ  サーバの両方で こ の手順を実行し ます。 （レ ジ ス ト リ
設定は、 セカンダ リ  サーバに複製さ れません）。

ク ロスサーバ ログイ ン要求を実行するよ う に Cisco Unity 発信ロケーシ ョ ンを設定するには

ステ ッ プ 1 Cisco Unity Administrator で、 [ネ ッ ト ワーク （Network） ] を展開し、 [ダ イ ヤル ド メ イ ンオプ
シ ョ ン設定 （Dialing Domain Options） ] を選択し ます。

（注） [ダ イ ヤル ド メ イ ン  オプシ ョ ン設定 （Dialing Domain Options） ] リ ン ク が使用で き ない
場合は、 まず Cisco Unity Administrator の [プ ラ イ マ リ  ロ ケーシ ョ ンの設定 （Primary 
Location Settings） ] ページで、 ダ イ ヤル発信 ド メ イ ン を設定する必要があ り ます。
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ステ ッ プ 2 [ク ロ スサーバ ロ グ イ ン （Cross Server Logon） ] セ ク シ ョ ンで [ユーザは Cisco Unity にロ グ イ ンす
る と き と同じ番号をダ イヤルする （Subscribers Dial the Same Number to Log On to Cisco Unity） ] 
チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンにし ます。

ステ ッ プ 3 [ ク ロ スサーバでの ロ グ イ ン、 転送、 Live Reply用パイ ロ ッ ト 番号 （Pilot Numbers for 
Cross-Server Logon, Transfer, and Live Reply） ] セ ク シ ョ ンで、 表に表示さ れた各サーバの [ダ イ
ヤル文字列 （Dial String） ] フ ィ ール ド にパイ ロ ッ ト 番号を入力し ます。 （入力するパイ ロ ッ ト
番号が、Cisco Unity サーバ上の SQL Server データベース  UnityDb に保存される こ と に注意し て
く だ さ い。 し たがって、 シ ス テムがフ ェールオーバーを使用し ている場合は、 パイ ロ ッ ト 番号
がセカンダ リ  サーバに複製さ れます）。

ステ ッ プ 4 [呼び出し を行っている方に処理し ている こ と がわかる よ う に、 ク ロ スサーバでの ロ グ イ ン、 転
送、 Live Reply中には、 プ ロ ンプ ト を再生する （Play Prompt During Cross-Server Logon, Transfer, 
and Live Reply so That Callers Know Something Is Happening） ] チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し ま
す。 「しばら く お待ち く だ さ い （One moment please）」 プ ロ ンプ ト の再生はオプシ ョ ンですが、
受信サーバでパス ワー ド の入力要求がユーザに表示さ れる まで、 ク ロ スサーバ処理には数秒か
か る場合があ る ため、 こ のチェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンにする必要があ り ます。

ステ ッ プ 5 [保存 （Save） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 6 残 り の Cisco Unity 発信ロ ケーシ ョ ンで、 こ の手順を繰 り 返し ます。

ク ロスサーバ ログインのテス ト

ク ロ スサーバ ロ グ イ ンの機能の使用をユーザに許可する前にその機能をテ ス ト する必要があ り
ます。 フ ェールオーバー シ ス テムの場合は、 まずプ ラ イ マ リ 宛先サーバが ク ロ スサーバ コー
ルに応答する こ と をテ ス ト し ます。 その後、 宛先のサーバに対し て手動でフ ェールオーバーを
実行し、 セカンダ リ  サーバが ク ロ スサーバ コールに応答する こ と を確認し ます。 宛先のサー
バがフ ェールオーバーに正し く 設定さ れている場合、 プ ラ イ マ リ  サーバが使用で き ない と き に
セカンダ リ  サーバが ク ロ スサーバ コールに応答する必要があ り ます。

ク ロスサーバ ログイ ンをテス ト するには

ステ ッ プ 1 それぞれの宛先サーバで、 テ ス ト 用に新し いユーザ アカ ウ ン ト を作成し ます （ま たは既存のア
カ ウ ン ト を使用し ます）。 テ ス ト するすべてのサーバにそのユーザ アカ ウ ン ト の情報を レプ リ
ケー ト し ている こ と を確認し て く だ さ い。 ユーザ データ のレプ リ ケー ト にかかる時間は、 ネ ッ
ト ワーク設定 と レプ リ ケーシ ョ ン  ス ケジ ュールに よ って異な り ます。

ステ ッ プ 2 ユーザ アカ ウ ン ト ご と に、 ク ロ スサーバ ロ グ イ ン を設定し たサーバのパイ ロ ッ ト 番号に電話
をかけ、 ロ グ イ ン を試し ます。 次の点を確認し て く だ さ い。

 • 「しばら く お待ち く だ さ い （One moment please）」 と い う プ ロ ンプ ト が再生さ れます （設定
し ている場合）。

 • 正常に ロ グ イ ン し ています。
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ク ロスサーバの転送
ク ロ スサーバ転送は、 コールに対する制御を自動応答機能ま たはデ ィ レ ク ト リ  ハン ド ラ か ら着
信側ユーザのホーム  サーバに渡す、 管理さ れた転送の特殊な形態です。

1. 発信者は、 オーデ ィ オ テキ ス ト  アプ リ ケーシ ョ ンが設定さ れている  Cisco Unity サーバま
たは Unity Connection サーバを コールし ます。

2. 発信者は次のいずれかを実行し ます。

 • ガイダン スなどのコール ハン ド ラで、 他のサーバに存在するユーザの内線番号を入力し ます。

 • デ ィ レ ク ト リ  ハン ド ラ で、 他のサーバに存在する ユーザの名前を入力し ます。

3. こ の コールを扱っている サーバでは、 こ の発信者を保留状態に し て、 指定されたユーザの
ホーム  サーバを コールし ます。

4. 受信サーバが応答する と 、 発信サーバでは、 こ の コールを ク ロ スサーバ転送 と し て識別す
る  DTMF ト ーンのシーケン ス を送信し ます。

5. 受信サーバが、 DTMF ト ーンのシーケン スで応答し ます。

6. 発信サーバか ら、 処理対象 と し て コールを受信サーバにハン ド オフ し ます。 こ の時点で、
発信者が受信サーバの自動応答機能ま たはデ ィ レ ク ト リ  ハン ド ラ を直接コールし た よ う な
動作が実現し ます。

7. ビデオ通話の場合、 2 つの Unity Connection ロ ケーシ ョ ンがサ イ ト 間、 サ イ ト 内 リ ン ク、 ま
たは HTTPS ネ ッ ト ワーク に よ って リ ン ク さ れている と き に、 あ る  Unity Connection ロ ケー
シ ョ ンのユーザが ク ロ スサーバ転送し よ う と する と 、 転送を管理する に関し て通話がオー
デ ィ オにダ ウ ン グ レー ド さ れます。

8. ビデオ通話の場合、 2 つの Unity Connection ロ ケーシ ョ ンがサ イ ト 間、 サ イ ト 内 リ ン ク、 ま
たは HTTPS ネ ッ ト ワーク に よ って リ ン ク さ れている と き に、 あ る  Unity Connection ロ ケー
シ ョ ンのユーザが ク ロ スサーバ転送し よ う と する と 、 ス イ ッ チへ リ リ ースする に関し ての
み通話のビデオが確立さ れます。

ク ロ スサーバ転送が設定さ れていれば、 ユーザの着信転送、 通話の発信者名確認、 コールの保
留、 および通知の各機能を利用で き ます。

ク ロスサーバ転送を有効化するための前提条件

Cisco ボ イ ス メ ール組織にネ ッ ト ワーク接続された Cisco Unity サーバが組み込まれている場合、
次の こ と を行います。

 • ク ロ スサーバ転送の発信ロ ケーシ ョ ン と し て設定するすべての Cisco Unity サーバを、 こ の 
Cisco Unity のサ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ が属する ダ イ ヤル発信 ド メ イ ンに属する よ う に設定する
必要があ り ます。 ダ イ ヤル発信 ド メ イ ンは、 Cisco Unity Administrator の [ネ ッ ト ワーク
（Network） ] > [プ ラ イ マ リ  ロ ケーシ ョ ン （Primary Location） ] > [プ ロ フ ァ イル （Profile） ] 
ページで設定し ます。

 • Cisco Unity サーバご と に、 ア ド レ ス指定、 デ ィ レ ク ト リ  ハン ド ラ、 および自動応答機能の
検索範囲をダ イ ヤル発信 ド メ イ ン ま たはグ ローバル デ ィ レ ク ト リ に設定する必要があ り ま
す。 詳細については、
http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/ps2237/products_feature_guides_list.html か ら
入手可能な、 該当する 『Networking Guide for Cisco Unity』 の 「Digital Networking」 の章に
あ る 「Setting the Addressing, Directory Handler, and Automated Attendant Search Scopes」 の項
を参照し て く だ さ い。
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ク ロスサーバ転送を有効化するためのタ スク  リ ス ト

1 つの Unity Connection サ イ ト 、 2 つの Unity Connection サ イ ト を含む組織、 ま たは Unity 
Connection サ イ ト と  Cisco Unity サ イ ト を含む組織のいずれを設定し ている場合で も、 同一の タ
ス ク基本セ ッ ト が適用さ れます。 次の タ ス ク  リ ス ト を使用し て、 ク ロ スサーバ転送を有効に し
ます。 各相互参照に よ り 、 詳細な手順が示さ れます。

1. 各ロ ケーシ ョ ン を、 発信ロ ケーシ ョ ン ま たは受信ロ ケーシ ョ ンのどち ら にする かを決めま
す。 両方の ロ ケーシ ョ ン と する こ と も で き ます。

2. 発信ロ ケーシ ョ ン ご と に、 受信ロ ケーシ ョ ン  サーバにつなが る電話番号の リ ス ト を作成し
ます。

（注） それぞれの受信ロ ケーシ ョ ンに入力で き る ダ イ ヤル文字列は 1 つだけです。 発信ロ ケー
シ ョ ンが複数の電話シ ス テム と 連動する よ う に設定されている場合、 すべての電話シ ス
テムの連動で受信ロ ケーシ ョ ンへの接続に使用で き る ダ イ ヤル文字列が必要です。

3. 着信のク ロ スサーバ ハン ド オフ要求を処理でき る よ う に、 各受信ロ ケーシ ョ ンを設定し ます。

 – 受信ロ ケーシ ョ ンが Unity Connection サーバの場合は、 ク ロ スサーバ ハン ド オフ要求
を受け入れる ための Unity Connection 受信ロ ケーシ ョ ンの設定 （6-19 ページ） を参照し
て く だ さ い。

 – 受信ロ ケーシ ョ ンが Cisco Unity サーバの場合は、 受信 Cisco Unity ロ ケーシ ョ ンで コー
ルがガ イ ダン スにルーテ ィ ン グ さ れる こ と の確認 （6-13 ページ） を参照し て く だ さ い。

4. Unity Connection ロ ケーシ ョ ンで Cisco Unity サーバか ら の ク ロ スサーバ ハン ド オフ要求を
受信する場合は、 先頭の ト ーンが # であ る ク ロ スサーバ DTMF シーケ ン ス を扱 う こ と がで
き る よ う に Unity Connection ロ ケーシ ョ ン を設定し ます。 「ク ロ スサーバ ハン ド オフ要求を
受け入れる ための Unity Connection 受信ロ ケーシ ョ ンの設定」 セ ク シ ョ ン （ 6-5 ページ） を
参照し て く ださ い。

5. 発信ロ ケーシ ョ ン ご と に、 ク ロ スサーバ転送機能を有効に し、 タ ス ク  2. で作成し た リ ス ト
にあ る受信ロ ケーシ ョ ンのパイ ロ ッ ト 番号を入力し ます。

 – ロ ケーシ ョ ンが Unity Connection サーバの場合は、 ク ロ スサーバ転送要求を実行する た
めの Unity Connection 発信ロ ケーシ ョ ンの設定 （6-15 ページ） を参照し て く だ さ い。

 – ロ ケーシ ョ ンが Cisco Unity サーバの場合は、 ク ロ スサーバ転送要求を実行する ための 
Cisco Unity 発信ロ ケーシ ョ ンの設定 （6-15 ページ） を参照し て く だ さ い。

6. ク ロ スサーバ転送機能をテ ス ト し ます。 ク ロ スサーバ転送のテ ス ト （6-16 ページ）

CLI コマン ド を使用したク ロスサーバ転送の設定

CLI コマン ド を使用し てク ロスサーバ転送を設定するには

ステ ッ プ 1 次の コ マン ド を使用し て設定エン ト リ を作成し ます。

run cuc dbquery unitydirdb execute procedure 
csp_ConfigurationCreate(pName='HandoffForwardRemoteForward'::lvarchar, 
pParentFullName='System.Conversations.CrossBox'::lvarchar, pType=11, pValueBool=1, 
pRequiresRestart=1)

ステ ッ プ 2 次の コ マン ド を使用し て ク ロ スサーバ転送を有効に し ます。

run cuc dbquery unitydirdb execute procedure 
csp_ConfigurationModify(pName='HandoffForwardRemoteForward'::lvarchar, 
pParentFullName='System.Conversations.CrossBox'::lvarchar, pValueBool=1)
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ステ ッ プ 3 次の コ マン ド を使用し て ク ロ スサーバ転送を無効に し ます。

run cuc dbquery unitydirdb execute procedure 
csp_ConfigurationModify(pName='HandoffForwardRemoteForward'::lvarchar, 
pParentFullName='System.Conversations.CrossBox'::lvarchar, pValueBool=0)

ステ ッ プ 4 エン ト リ を表示する には、 次の手順を実行し ます。

run cuc dbquery unitydirdb select fullname,name,parentid,valuebool,value from 
vw_Configuration where name like 'HandoffForwardRemoteForward'

ク ロスサーバ ハン ド オフ要求を受け入れるための Unity Connection 受信ロケーシ ョ ン
の設定

デフ ォル ト では、 各 Unity Connection サーバは ク ロ スサーバ ハン ド オフ要求を無視する よ う に
設定さ れています。 ク ロ スサーバ機能を有効にする には、 要求を受け入れる よ う に受信ロ ケー
シ ョ ン を設定する と 同時に、 受信ロ ケーシ ョ ンが着信コールを コール ハン ド ラ にルーテ ィ ン グ
する こ と を確認する必要があ り ます。

ク ロスサーバ ハン ド オフ要求を受け入れるよ う に Unity Connection 受信ロケーシ ョ ンを設
定するには

ステ ッ プ 1 その ロ ケーシ ョ ン （受信ロ ケーシ ョ ン） を ホーム と する ユーザの ク ロ スサーバ ハン ド オフ を受
け入れる ロ ケーシ ョ ンの Cisco Unity Connection Administration に ロ グ イ ン し ます。 [シ ス テム設
定 （System Settings） ] > [詳細設定 （Advanced） ] を展開し、 [会話 （Conversations） ] を選択し
ます。

ステ ッ プ 2 [ ク ロ スサーバ ハン ド オフ要求に応答する （Respond to Cross-Server Handoff Requests） ] チェ ッ
ク ボ ッ ク ス をオンに し ます。

ステ ッ プ 3 残 り の Unity Connection 受信ロ ケーシ ョ ンで、 こ の手順を繰 り 返し ます。

コール ルーテ ィ ング ルールが、 コールを コール ハン ド ラのグリーテ ィ ングにルー
テ ィ ングするよ う に設定されている こ と を確認するには

ステ ッ プ 1 ク ロ スサーバ ハン ド オフ を受け入れる ロ ケーシ ョ ンの Cisco Unity Connection Administration に
サ イ ン イ ン し ます。 [コール管理 （Call Management） ] > [コールルーテ ィ ング （Call Routing） ] 
を展開し て、 [直接ルーテ ィ ン グルール （Direct Routing Rules） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 2 発信ロ ケーシ ョ ンか ら の着信ク ロ スサーバ コールに割 り 当て るルーテ ィ ン グ  ルールの表示名
を選択し ます。

ステ ッ プ 3 ルールに一致する コールが、 コール ハン ド ラ にルーテ ィ ン グ さ れている こ と を確認し ます。

ステ ッ プ 4 残 り の Unity Connection 受信ロ ケーシ ョ ンで、 こ の手順を繰 り 返し ます。
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受信 Cisco Unity ロケーシ ョ ンでコールがガイダンスにルーテ ィ ングされる こ との確認

ク ロ スサーバ ハン ド オフ要求を受け入れる ために、 コールをガ イ ダン ス  コール ハン ド ラ に
ルーテ ィ ン グする よ う に各 Cisco Unity サーバを設定する必要があ り ます。 （こ れは、
Cisco Unity が最初に イ ン ス ト ール される場合のデフ ォル ト です）。 各受信 Cisco Unity サーバで
次の手順を実行し て、 ハン ド オフ を受け入れる よ う に コール ルーテ ィ ン グ  ルールが適切に設
定さ れている こ と を確認し ます。

（注） フ ェールオーバー シ ス テムの場合は、 プ ラ イ マ リ  サーバ と セカンダ リ  サーバの両方で手順を
実行し ます。

着信をガイダンスにルーテ ィ ングするよ う にコール ルーテ ィ ング ルールが設定されている こ と を確認
するには

ステ ッ プ 1 ク ロ スサーバ転送のハン ド オフを受け入れる ロ ケーシ ョ ンの Cisco Unity Administrator にサイ ン イ
ン し ます。 [コールルーテ ィ ング （Call Routing） ] > [直接コール （Direct Calls） ] を展開し ます。

ステ ッ プ 2 発信ロ ケーシ ョ ンか ら の着信ク ロ スサーバ コールが、 ガ イ ダン スにルーテ ィ ン グ される こ と を
確認し ます。

デフ ォル ト  コール ハン ド ラ  ルーテ ィ ン グ  ルール （削除ま たは変更不可） は、 着信をガ イ ダン
スに送信し ます。 し たがって、 ルーテ ィ ン グ  ルールを追加し ていない場合、 サーバは、 ク ロ ス
サーバを正し く 処理する よ う にすでに設定さ れています。

ステ ッ プ 3 残 り の Cisco Unity 受信ロ ケーシ ョ ンで、 こ の手順を繰 り 返し ます。

Cisco Unity ロケーシ ョ ンからのク ロスサーバ DTMF のシーケンスを許可するための Unity 
Connection 受信ロケーシ ョ ンの設定

発信 Cisco Unity ロ ケーシ ョ ンか ら受信ロ ケーシ ョ ンに送信さ れる  DTMF ト ーンのシーケ ン ス
は、 # （ポン ド ） で始ま り ます。 デフ ォル ト では、 Unity Connection ガ イ ダン スやその他の コー
ル ハン ド ラ は、 # キー以降の発信者の入力を無視する よ う に設定さ れています。 こ の よ う な設
定では、 ク ロ スサーバ ハン ド オフはすべて失敗し ます。

ク ロ スサーバ ハン ド オフが正常に実行さ れる よ う に、 Unity Connection 受信ロ ケーシ ョ ンでの
動作を変更する方法は 2 つあ り ます。

 • 追加の入力を許可する よ う にガ イ ダン ス （ま たはルーテ ィ ン グ  ルール設定に基づいて ク ロ
スサーバ ハン ド オフ  コールを受信する その他の既存コール ハン ド ラ） を変更し ます。

 • ク ロ スサーバ コール処理専用の新し いコール ハン ド ラ と 直接コールルーテ ィ ン グ  ルール
を作成し ます。 直接コールルーテ ィ ン グ  ルールが、 ク ロ スサーバ コールに適用された条件
（発信 Cisco Unity ロ ケーシ ョ ンの発信者番号、 ま たは発信ロ ケーシ ョ ンがダ イ ヤルする と
受信ロ ケーシ ョ ンに接続で き る ク ロ スサーバのダ イ ヤル文字列など） に基づいて、 新し い
コール ハン ド ラ に コールをルーテ ィ ン グ し ます。 （他の コールをルーテ ィ ン グ  ルールに一
致させた く ない場合は、 ク ロ スサーバ コールに固有の条件を選択し ます）。

各 Unity Connection 受信ロ ケーシ ョ ンで次の手順を実行し て、# キー以降の追加の入力を許可す
る よ う にガ イ ダン ス ま たはその他の コール ハン ド ラ を構成する か、 ま たはオプシ ョ ンで、 新し
い直接コールルーテ ィ ン グ  ルールを作成し ます。
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Unity Connection ロケーシ ョ ンからのク ロスサーバ DTMF のシーケンスを許可するよ う に Cisco Unity 受
信ロケーシ ョ ンを設定するには

ステ ッ プ 1 ク ロ スサーバ転送のハン ド オフ を受け入れる ロ ケーシ ョ ンの Cisco Unity Connection 
Administration にサ イ ン イ ン し ます。 [コール管理 （Call Management） ] を展開し てか ら、 [シ ス
テム コールハン ド ラ （System Call Handlers） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 2 [コール ハン ド ラ の検索 （Search Call Handlers） ] ページで、 変更する ガ イ ダン ス ま たはその他
の コール ハン ド ラ の表示名を選択する か、 [新規追加 （Add New） ] を選択し て ク ロ スサーバ 
コール専用の新し いコール ハン ド ラ を作成し ます。

ステ ッ プ 3 ス テ ッ プ 2 で新し いコール ハン ド ラ を作成し なかった場合は、 ス テ ッ プ 6 までス キ ッ プ し ま
す。 ス テ ッ プ 2 で新し いコール ハン ド ラ を作成し た場合は、 [コール ハン ド ラ の新規作成
（New Call Handler） ] ページで必要に応じ て基本設定を入力し ます。 （フ ィ ール ド の詳細につい
ては、 [ヘルプ （Help） ] メ ニ ューの [ページ上 （This Page） ] を選択し て く だ さ い）。

ステ ッ プ 4 ク ロ スサーバ DTMF シーケン ス を受け入れる よ う に コール ハン ド ラ を設定する には、 次のサ
ブス テ ッ プを実行し ます。

a. [編集 （Edit） ] メ ニ ューで、 [発信者入力 （Caller Input） ] を選択し ます。

b. [発信者入力 （Caller Input） ] ページで [#] を選択し ます。

c. [追加入力を無視 （Ignore Additional Input） ] チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオフに し ます。

d. [保存 （Save） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 5 ス テ ッ プ 2 で新しいコール ハン ド ラ を作成し た場合は、 Cisco Unity サーバから コール ハン ド ラ
にコールを送信する新しい直接コールルーテ ィ ング ルールを作成し て、 次の処理を行います。

a. [コール管理 （Call Management） ] > [コールルーテ ィ ン グ （Call Routing） ] を展開し て、 [直
接ルーテ ィ ン グ  ルール （Direct Routing Rules） ] を選択し ます。

b. [直接ルーテ ィ ン グ  ルール （Direct Routing Rules） ] ページで [新規追加 （Add New） ] を選
択し ます。

c. [直接ルールの新規作成 （New Direct Rule） ] ページの [表示名 （Display Name） ] フ ィ ール ド
に新し いルールの名前を入力し ます。

d. [保存 （Save） ] を選択し ます。

e. [直接ルールの編集 （Edit Direct Rule） ] ページで、 [コールの移行先 （Send Call To） ] に 
[コール ハン ド ラ （Call Handler） ] を選択し て、 ス テ ッ プ 2 で追加し た コール ハン ド ラ の名
前を選択し ます。

f. [保存 （Save） ] を選択し ます。

g. [ルーテ ィ ン グ  ルールの条件 （Routing Rule Conditions） ] の下で [新規追加 （Add New） ] を
選択し ます。

h. Cisco Unity サーバか ら の ク ロ スサーバ コールに一致する よ う に、 ルーテ ィ ング  ルール条件
を設定し ます。 た と えば、 [発信者番号 （Calling Number） ] フ ィ ール ド を使用し て、 ユーザ
の コールに応答する  Cisco Unity ポー ト の電話番号に一致させます。

i. [保存 （Save） ] を選択し ます。

j. [編集 （Edit） ] メ ニ ューで [直接ルーテ ィ ング  ルールの編集 （Edit Direct Routing Rule） ] を
選択し ます。

k. ク ロ スサーバ コールに一致させる必要があ る追加の番号ま たは数字のパターンに対し て、
g. ～ j. を繰 り 返し ます。

ステ ッ プ 6 残 り の Unity Connection 受信ロ ケーシ ョ ンで、 こ の手順を繰 り 返し ます。
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ク ロスサーバ転送要求を実行するための Unity Connection 発信ロケーシ ョ ンの設定

デフ ォル ト の Unity Connection ロ ケーシ ョ ンでは、 ク ロ スサーバ転送を実行し ません。 Unity 
Connection で ク ロ スサーバ転送を有効にする と 、 ク ロ スサーバ Live Reply が自動的に有効にな
り ます。 次の手順を実行し て、 任意の Unity Connection 発信ロ ケーシ ョ ンで ク ロ スサーバ転送
と ク ロ スサーバ Live Reply を有効に し ます。

ク ロスサーバ転送と ク ロスサーバ Live Reply のハン ド オフ要求を実行するよ う に Unity Connection 発信
ロケーシ ョ ンを設定するには

ステ ッ プ 1 Cisco Unity Connection Administration で、 コールを リ モー ト  ユーザに転送する ロ ケーシ ョ ン
（発信ロ ケーシ ョ ン） か ら  [ネ ッ ト ワーク （Networking） ] を展開し、 [ロ ケーシ ョ ン
（Locations） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 2 [ロ ケーシ ョ ンの検索 （Search Locations） ] ページで、 こ の ロ ケーシ ョ ン （受信ロ ケーシ ョ ン）
を ホーム と する ユーザの ク ロ スサーバ転送ハン ド オフ を受け入れる リ モー ト  ロ ケーシ ョ ンの名
前を  [表示名 （Display Name） ] で選択し ます。

ステ ッ プ 3 受信ロ ケーシ ョ ンの [ロ ケーシ ョ ンの編集 （Edit Location） ] ページで、 次の内容を実行し て、
こ の受信ロ ケーシ ョ ンに対する ク ロ スサーバ機能を開始し ます。

a. リ モー ト  ロ ケーシ ョ ンへの ク ロ スサーバ転送 と  Live Reply を有効にする には、 [ こ の リ モー
ト  ロ ケーシ ョ ンへの ク ロ ス  サーバ転送を許可する （Allow Cross-Server Transfer to this 
Remote Location） ] チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し ます。

b. ハン ド オフ を実行する と き に こ の ロ ケーシ ョ ンが受信ロ ケーシ ョ ンへの コールに使用する
ダ イ ヤル文字列 （た と えば、 受信ロ ケーシ ョ ンのパイ ロ ッ ト 番号） を入力し ます。

（注） それぞれの受信ロ ケーシ ョ ンに入力で き る ダ イ ヤル文字列は 1 つだけです。 発信ロ ケー
シ ョ ンが複数の電話シ ス テム と 連動する よ う に設定されている場合、 すべての電話シ ス
テムの連動で受信ロ ケーシ ョ ンへの接続に使用で き る ダ イ ヤル文字列を入力し ます。

ステ ッ プ 4 こ の ロ ケーシ ョ ンか ら の ク ロ スサーバ転送ハン ド オフ を受け入れる各受信ロ ケーシ ョ ンに対し
て、 ス テ ッ プ 2 と  ス テ ッ プ 3 を繰 り 返し ます。

ヒ ン ト ページの変更内容を保存し た ら、 [次へ （Next） ] ボ タ ン と  [前へ （Previous） ] ボ タ ン を
使用する と 、 組織内の各ロ ケーシ ョ ン をすばや く 移動で き ます。

ステ ッ プ 5 残 り の Unity Connection 発信ロ ケーシ ョ ンで、 こ の手順を繰 り 返し ます。

ク ロスサーバ転送要求を実行するための Cisco Unity 発信ロケーシ ョ ンの設定

デフ ォル ト の Cisco Unity 発信ロ ケーシ ョ ンでは、 他の ロ ケーシ ョ ンへの ク ロ スサーバ転送を実
行し ません。 次の手順を実行し て、 任意の Cisco Unity 発信ロ ケーシ ョ ンで ク ロ スサーバ転送を
有効に し ます。

（注） シ ス テム フ ェールオーバーを使用し ている場合は、 [ネ ッ ト ワーク （Network） ] > [ダ イ ヤル ド
メ イ ン  オプシ ョ ン設定 （Dialing Domain Options） ] ページのほ と んどの設定がレ ジ ス ト リ に保
存さ れている ため、 プ ラ イ マ リ  サーバ と セカンダ リ  サーバの両方で次の手順を実行し ます。
（レ ジ ス ト リ 設定は、 セカンダ リ  サーバに複製さ れません）。
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ク ロスサーバ転送要求を実行するよ う に Cisco Unity 発信ロケーシ ョ ンを設定するには

ステ ッ プ 1 Cisco Unity Administrator で、 [ネ ッ ト ワーク （Network） ] > [ダ イ ヤル ド メ イ ン  オプシ ョ ン設定
（Dialing Domain Options） ] ページに移動し ます。

（注） システムで [ダ イヤル ド メ イ ン  オプシ ョ ン設定 （Dialing Domain Options） ] リ ン ク が使用
でき ない場合、 Cisco Unity Administrator の [プラ イマ リ  ロ ケーシ ョ ンの設定 （Primary 
Location Settings） ] ページで、 ダ イヤル発信ド メ イ ンを設定する必要があ り ます。

ステ ッ プ 2 [ ク ロ スサーバ転送 ： 着信側ユーザのCisco Unityサーバに制御を渡す （Cross-server Transfer: 
Pass Control to the Called Subscriber's Cisco Unity Server） ] チェ ッ ク ボ ッ ク ス を選択し ます。 （[電
話シ ス テムへの コールの リ リ ース （Release Calls to the Phone System） ] を選択する と 、 こ の
サーバか ら発信さ れる ク ロ スサーバ転送は無効にな り ます。 ユーザのホーム  サーバに コールを
ハン ド オフする代わ り に、 Cisco Unity では、 そのユーザに設定さ れた ク ロ スサーバ転送先内線
番号への リ リ ース転送を試みます。 Unity Connection ユーザに ク ロ スサーバ転送先内線番号が
設定さ れていない場合、 こ の処理は失敗し ます）。

ステ ッ プ 3 [ ク ロ スサーバでの ロ グ イ ン、 転送、 Live Reply用パイ ロ ッ ト 番号 （Pilot Numbers for 
Cross-Server Logon, Transfer, and Live Reply） ] セ ク シ ョ ンで、テーブルに表示された各サーバの 
[ダ イ ヤル文字列 （Dial String） ] フ ィ ール ド にパイ ロ ッ ト 番号を入力し ます。 （入力するパイ
ロ ッ ト 番号が、Cisco Unity サーバ上の SQL Server データベース  UnityDb に保存される こ と に注
意し て く だ さ い。 し たがって、 シ ス テムがフ ェールオーバーを使用し ている場合は、 パイ ロ ッ
ト 番号がセカンダ リ  サーバに複製さ れます）。

ステ ッ プ 4 [呼び出し を行っている方に処理し ている こ と がわかる よ う に、 ク ロ スサーバでの ロ グ イ ン、 転
送、 Live Reply中には、 プ ロ ンプ ト を再生する （Play Prompt During Cross-Server Logon, Transfer, 
and Live Reply so That Callers Know Something Is Happening） ] チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し ま
す。 「しばら く お待ち く だ さ い （One moment please）」 プ ロ ンプ ト の再生はオプシ ョ ンですが、
発信者が転送さ れる までの ク ロ スサーバ処理には数秒かかる場合があ る ため、 こ のチェ ッ ク
ボ ッ ク ス をオンにする必要があ り ます。

ステ ッ プ 5 [保存 （Save） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 6 残 り の Cisco Unity 発信ロ ケーシ ョ ンで、 こ の手順を繰 り 返し ます。

ク ロスサーバ転送のテス ト

ク ロ スサーバ転送の機能の使用を発信者に許可する前にその機能をテ ス ト する必要があ り ま
す。 フ ェールオーバー シ ス テムの場合は、 まずプ ラ イ マ リ 宛先サーバが ク ロ スサーバ コール
に応答する こ と をテ ス ト し ます。 その後、 宛先のサーバに対し て手動でフ ェールオーバーを実
行し、 セカンダ リ  サーバが ク ロ スサーバ コールに応答する こ と を確認し ます。 宛先のサーバ
がフ ェールオーバーに正し く 設定さ れている場合、 プ ラ イ マ リ  サーバが使用で き ない と き にセ
カンダ リ  サーバが ク ロ スサーバ コールに応答する必要があ り ます。

ク ロスサーバ転送をテス ト するには

ステ ッ プ 1 それぞれの宛先サーバで、 テ ス ト 用に新し いユーザ アカ ウ ン ト を作成し ます （ま たは既存のア
カ ウ ン ト を使用し ます）。 テ ス ト するすべてのサーバにそのユーザ アカ ウ ン ト の情報を レプ リ
ケー ト し ている こ と を確認し て く だ さ い。 ユーザ データ のレプ リ ケー ト にかかる時間は、 ネ ッ
ト ワーク設定 と レプ リ ケーシ ョ ン  ス ケジ ュールに よ って異な り ます。
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ステ ッ プ 2 ユーザ アカ ウ ン ト ご と に、 ク ロ スサーバ転送を設定し たサーバのパイ ロ ッ ト 番号を コールし、
ガ イ ダン スでユーザの内線番号を入力し ます。 以下を確認し ます。

 • 「しばら く お待ち く だ さ い （One moment please）」 と い う プ ロ ンプ ト が再生さ れます （設定
し ている場合）。

 • コールは、 着信側ユーザの着信転送設定に応じ て、 ユーザの電話ま たはグ リ ーテ ィ ングに
転送さ れます。

ク ロスサーバ Live Reply
Live Reply を有効にする と 、 電話で メ ッ セージを聞 く ユーザは、 メ ッ セージを送信し たユーザ
への転送操作に よ ってその メ ッ セージに返答で き ます。 ユーザが Live Reply にア ク セスで き る
かど う かは、 サービ ス  ク ラ スで制御し ます。

ク ロ スサーバ Live Reply を有効に し てお く と 、 次の処理が実行さ れます。

1. ネ ッ ト ワーク接続さ れた別の ロ ケーシ ョ ンにいる ユーザか ら の メ ッ セージを聞いた後、
メ ッ セージ受信者はその メ ッ セージを残し たユーザを コールし ます。

メ ッ セージを録音し た ロ ケーシ ョ ンで Identified Subscriber Messaging （ISM） が無効になっ
ている場合、 ク ロ スサーバ Live Reply のオプシ ョ ン を使用で き る のは特定の メ ッ セージだ
けに限られます。 その メ ッ セージ と は、 自分の メ ールボ ッ ク スに ロ グ イ ン し、 その メ ール
ボ ッ ク スか ら ア ド レ ス を指定し て メ ッ セージを送信する ユーザが送信し た メ ッ セージです。

2. 発信ロ ケーシ ョ ンでは、 メ ッ セージに返答する ユーザを保留状態に し、 データベースで内
線番号を検索し て、 返答先のユーザが現在のユーザ と 同じ サーバに存在する のか、 ネ ッ ト
ワーク接続さ れた別のサーバに存在する のかを判断し ます。 返答先のユーザが同じ サーバ
に存在する場合は、 通常どお り に処理が進みます。

返答先のユーザが別のサーバに存在する場合、 発信ロ ケーシ ョ ンでは該当の受信ロ ケー
シ ョ ン を コールし ます。

3. 受信ロ ケーシ ョ ンが応答する と 、 発信ロ ケーシ ョ ンでは、 コールを ク ロ スサーバ Live 
Reply と し て識別する  DTMF ト ーンのシーケ ン ス を送信し ます。

4. 受信ロ ケーシ ョ ンが、 DTMF ト ーンのシーケン スで応答し ます。

5. 発信ロ ケーシ ョ ンか ら、 処理対象 と し て コールを受信ロ ケーシ ョ ンにハン ド オフ し ます。

前提条件 ： ク ロスサーバ Live Reply の有効化

 • Cisco ボ イ ス メ ール組織にネ ッ ト ワーク接続された Cisco Unity サーバが組み込まれてい る
場合、 次の こ と を行います。

 – ク ロ スサーバ Live Reply の発信ロ ケーシ ョ ン と し て設定するすべての Cisco Unity サー
バを、 こ の Cisco Unity のサ イ ト  ゲー ト ウ ェ イ が属する ダ イ ヤル発信 ド メ イ ンに属する
よ う に設定する必要があ り ます。 ダ イ ヤル発信 ド メ イ ンは、 Cisco Unity Administrator 
の [ネ ッ ト ワーク （Network） ] > [プ ラ イ マ リ  ロ ケーシ ョ ン （Primary Location） ] > [プ
ロ フ ァ イル （Profile） ] ページで設定し ます。

 – ユーザは、 ユーザ間の Live Reply を有効に し たサービ ス  ク ラ スに属し てい る必要があ
り ます。 Cisco Unity のユーザの場合、 Cisco Unity Administrator の [サブス ク ラ イバ
（Subscribers） ] > [サービ ス ク ラ ス （Class of Service） ] > [ メ ッ セージ （Messages） ] ペー
ジで [別のユーザか ら の メ ッ セージに対し てユーザは電話か ら直接返信で き る
（Subscribers Can Reply to Messages from Other Subscribers by Calling Them） ] チェ ッ ク
ボ ッ ク ス をオンにする と 、 ユーザ間の Live Reply が有効にな り ます。
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 – 認識さ れている電話番号か ら発信者が受信者を コールし、 Cisco Unity に転送さ れた と
き に送信し た メ ッ セージに対し、 ク ロ スサーバ Live Reply を使用で き る よ う にする に
は、 ネ ッ ト ワーク接続さ れた Cisco Unity サーバ間で Identified Subscriptions Messaging 
を設定し、 Unity Connection ネ ッ ト ワーキング  ユーザが含まれる よ う に拡張する必要が
あ り ます。 手順については、 Unity Connection ネ ッ ト ワーキング  サブス ク ラ イバを含め
る ための Cisco Unity に認識されたサブス ク ラ イバ メ ッ セージの拡張 （3-19 ページ） を
参照し て く だ さ い。

 • ユーザは、 ユーザ間の Live Reply を有効に し たサービ ス  ク ラ スに属し ている必要があ り ま
す。 Cisco Unity Connection ユーザの場合、 Cisco Unity Connection Administration の [サービ
ス ク ラ ス （Class of Service） ] > [サービ ス ク ラ スの編集 （Edit Class of Service） ] ページで 
[ユーザはコールを発信する こ と に よ って他のユーザか ら の メ ッ セージに応答で き る
（Users Can Reply to Messages from Other Users by Calling Them） ] チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに
する と 、 ユーザ間の Live Reply が有効にな り ます。

ク ロスサーバ Live Reply を有効化するためのタ スク  リ ス ト

（注） Unity Connection では、 ク ロ スサーバ転送を有効にする と 、 ク ロ スサーバ Live Reply が自動的に
サポー ト さ れます （こ の よ う なサポー ト が許可さ れている サービ ス  ク ラ スのユーザに限 り ま
す）。 すでに ク ロ スサーバ転送の発信ロ ケーシ ョ ン ま たは受信ロ ケーシ ョ ン と し て設定済みの 
Unity Connection ロ ケーシ ョ ンは、 ク ロ スサーバ Live Reply の要求も発信ま たは送信し ます。

次の タ ス ク  リ ス ト を使用し て、 Cisco Unity サ イ ト と  Unity Connection サ イ ト の間で ク ロ スサー
バ Live Reply を有効に し ます。 ま たは、 Unity Connection ロ ケーシ ョ ン間 （1 つのサ イ ト の中ま
たは 2 つの Unity Connection サ イ ト 間のどち ら で も可能です） で ク ロ スサーバ転送 と ク ロ ス
サーバ Live Reply を有効に し ます。 各相互参照に よ り 、 詳細な手順が示さ れます。

1. 各ロ ケーシ ョ ン を、 発信ロ ケーシ ョ ン ま たは受信ロ ケーシ ョ ンのどち ら にする かを決めま
す。 両方の ロ ケーシ ョ ン と する こ と も で き ます。

2. 発信ロ ケーシ ョ ン ご と に、 受信ロ ケーシ ョ ン  サーバにつなが る電話番号の リ ス ト を作成し
ます。

（注） それぞれの受信ロ ケーシ ョ ンに入力で き る ダ イ ヤル文字列は 1 つだけです。 発信ロ ケー
シ ョ ンが複数の電話シ ス テム と 連動する よ う に設定されている場合、 すべての電話シ ス
テムの連動で受信ロ ケーシ ョ ンへの接続に使用で き る ダ イ ヤル文字列が必要です。

3. 着信のク ロ スサーバ ハン ド オフ要求を処理でき る よ う に、 各受信ロ ケーシ ョ ンを設定し ます。

 – 受信ロ ケーシ ョ ンが Cisco Unity Connection サーバの場合は、 Cisco Unity ロ ケーシ ョ ン
か ら の ク ロ スサーバ DTMF のシーケン ス を許可する ための Unity Connection 受信ロ
ケーシ ョ ンの設定 （6-6 ページ） を参照し て く だ さ い。

 – 受信ロ ケーシ ョ ンが Cisco Unity サーバの場合は、 受信 Cisco Unity ロ ケーシ ョ ンで コー
ルがガ イ ダン スにルーテ ィ ン グ さ れる こ と の確認 （6-20 ページ） を参照し て く だ さ い。

4. Unity Connection ロ ケーシ ョ ンで Cisco Unity サーバか ら の ク ロ スサーバ ハン ド オフ要求を
受信する場合は、 先頭の ト ーンが # であ る ク ロ スサーバ DTMF シーケ ン ス を扱 う こ と がで
き る よ う に Unity Connection ロ ケーシ ョ ン を設定し ます。 ク ロ スサーバ ロ グ イ ン要求を実
行する ための Unity Connection 発信ロ ケーシ ョ ンの設定 （6-7 ページ） を参照し て く だ さ い。
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5. 発信ロ ケーシ ョ ン ご と に、 該当の ク ロ スサーバ機能を有効に し、 タ ス ク  2. で作成し た リ ス
ト にあ る受信ロ ケーシ ョ ンのパイ ロ ッ ト 番号を入力し ます。

 – ロ ケーシ ョ ンが Cisco Unity Connection サーバの場合は、 ク ロ スサーバ ロ グ イ ン要求を実
行する ための Cisco Unity 発信ロ ケーシ ョ ンの設定 （6-8 ページ） を参照し て く だ さ い。

 – ロ ケーシ ョ ンが Cisco Unity サーバの場合は、 ク ロ スサーバ Live Reply 要求を実行する
ための Cisco Unity 発信ロ ケーシ ョ ンの設定 （6-22 ページ） を参照し て く だ さ い。

6. ク ロ スサーバ Live Reply 機能をテ ス ト し ます。 ク ロ スサーバ ロ グ イ ンのテ ス ト
（6-9 ページ）

手順 ： ク ロスサーバ Live Reply の有効化

ク ロスサーバ ハン ド オフ要求を受け入れるための Unity Connection 受信ロケーシ ョ ン
の設定

デフ ォル ト では、 各 Unity Connection サーバは ク ロ スサーバ ハン ド オフ要求を無視する よ う に
設定さ れています。 ク ロ スサーバ機能を有効にする には、 要求を受け入れる よ う に受信ロ ケー
シ ョ ン を設定する と 同時に、 受信ロ ケーシ ョ ンが着信コールを コール ハン ド ラ にルーテ ィ ン グ
する こ と を確認する必要があ り ます。

ク ロスサーバ ハン ド オフ要求を受け入れるよ う に Unity Connection 受信ロケーシ ョ ンを設定するには

ステ ッ プ 1 Cisco Unity Connection Administration で、 そのロ ケーシ ョ ン をホーム と するユーザの ク ロ スサー
バ ハン ド オフ を受け入れる ロ ケーシ ョ ン （受信ロ ケーシ ョ ン） か ら  [シ ス テム設定 （System 
Settings） ] > [詳細設定 （Advanced） ] を展開し、 [会話 （Conversations） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 2 [ ク ロ スサーバ ハン ド オフ要求に応答する （Respond to Cross-Server Handoff Requests） ] チェ ッ
ク ボ ッ ク ス をオンに し ます。

ステ ッ プ 3 残 り の Unity Connection 受信ロ ケーシ ョ ンで、 こ の手順を繰 り 返し ます。

コール ルーテ ィ ング ルールが、 コールを コール ハン ド ラのグリーテ ィ ングにルーテ ィ
ングするよ う に設定されている こ と を確認するには

ステ ッ プ 1 Cisco Unity Connection Administration で、 ク ロ スサーバ ハン ド オフ を受け入れる ロ ケーシ ョ ン
か ら  [コール管理 （Call Management） ] > [コールルーテ ィ ング （Call Routing） ] を展開し、 [直
接ルーテ ィ ン グルール （Direct Routing Rules） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 2 発信ロ ケーシ ョ ンか ら の着信ク ロ スサーバ コールに割 り 当て るルーテ ィ ン グ  ルールの表示名
を選択し ます。

ステ ッ プ 3 ルールに一致する コールが、 コール ハン ド ラ にルーテ ィ ン グ さ れている こ と を確認し ます。

ステ ッ プ 4 残 り の Unity Connection 受信ロ ケーシ ョ ンで、 こ の手順を繰 り 返し ます。
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受信 Cisco Unity ロケーシ ョ ンでコールがガイダンスにルーテ ィ ングされる こ との確認

ク ロ スサーバ ハン ド オフ要求を受け入れる ために、 コールをガ イ ダン ス  コール ハン ド ラ に
ルーテ ィ ン グする よ う に各 Cisco Unity サーバを設定する必要があ り ます。 （こ れは、
Cisco Unity が最初に イ ン ス ト ール される場合のデフ ォル ト です）。 各受信 Cisco Unity サーバで
次の手順を実行し て、 ハン ド オフ を受け入れる よ う に コール ルーテ ィ ン グ  ルールが適切に設
定さ れている こ と を確認し ます。

（注） フ ェールオーバー シ ス テムの場合は、 プ ラ イ マ リ  サーバ と セカンダ リ  サーバの両方で手順を
実行し ます。

着信をガイダンスにルーテ ィ ングするよ う にルーテ ィ ング ルールが設定されているこ と を確認するには

ステ ッ プ 1 Cisco Unity Administrator で、 ク ロ スサーバ Live Reply のハン ド オフ を受け入れる ロ ケーシ ョ ン
か ら  [コールルーテ ィ ン グ （Call Routing） ] > [直接コール （Direct Calls） ] ページに移動し ます。

ステ ッ プ 2 発信ロ ケーシ ョ ンか ら の着信ク ロ スサーバ コールが、 ガ イ ダン スにルーテ ィ ン グ される こ と を
確認し ます。

デフ ォル ト  コール ハン ド ラ  ルーテ ィ ン グ  ルール （削除ま たは変更不可） は、 着信をガ イ ダン
スに送信し ます。 し たがって、 ルーテ ィ ン グ  ルールを追加し ていない場合、 サーバは、 ク ロ ス
サーバを正し く 処理する よ う にすでに設定さ れています。

ステ ッ プ 3 残 り の Cisco Unity 受信ロ ケーシ ョ ンで、 こ の手順を繰 り 返し ます。

Cisco Unity ロケーシ ョ ンからのク ロスサーバ DTMF のシーケンスを許可するための Unity 
Connection 受信ロケーシ ョ ンの設定

発信 Cisco Unity ロ ケーシ ョ ンか ら受信ロ ケーシ ョ ンに送信する  DTMF ト ーンのシーケ ン スは、
先頭の ト ーンが # で、 こ れにハン ド オフの種類 （ロ グ イ ン、 転送、 ま たは Live Reply） を示す 2 
番目の ト ーンが続き ます。 デフ ォル ト では、 Unity Connection ガ イ ダン スやその他の コール ハ
ン ド ラ は、 # キー以降の発信者の入力を無視する よ う に設定さ れています。 こ の よ う な設定で
は、 ク ロ スサーバ ハン ド オフはすべて失敗し ます。

ク ロ スサーバ ハン ド オフが正常に実行さ れる よ う に、 Unity Connection 受信ロ ケーシ ョ ンでの
動作を変更する方法は 2 つあ り ます。

 • 追加の入力を許可する よ う にガ イ ダン ス （ま たはルーテ ィ ン グ  ルール設定に基づいて ク ロ
スサーバ ハン ド オフ  コールを受信する その他の既存コール ハン ド ラ） を変更し ます。

 • ク ロ スサーバ コール処理専用の新し いコール ハン ド ラ と 直接コールルーテ ィ ン グ  ルール
を作成し ます。 直接コールルーテ ィ ン グ  ルールが、 ク ロ スサーバ コールに適用された条件
（発信 Cisco Unity ロ ケーシ ョ ンの発信者番号、 ま たは発信ロ ケーシ ョ ンがダ イ ヤルする と
受信ロ ケーシ ョ ンに接続で き る ク ロ スサーバのダ イ ヤル文字列など） に基づいて、 新し い
コール ハン ド ラ に コールをルーテ ィ ン グ し ます。 （他の コールをルーテ ィ ン グ  ルールに一
致させた く ない場合は、 ク ロ スサーバ コールに固有の条件を選択し ます）。

各 Unity Connection 受信ロ ケーシ ョ ンで次の手順を実行し て、# キー以降の追加の入力を許可す
る よ う にガ イ ダン ス ま たはその他の コール ハン ド ラ を構成する か、 ま たはオプシ ョ ンで、 新し
い直接コールルーテ ィ ン グ  ルールを作成し ます。
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ク ロスサーバ Live Reply  
Unity Connection ロケーシ ョ ンからのク ロスサーバ DTMF のシーケンスを許可するよ う に Cisco Unity 受
信ロケーシ ョ ンを設定するには

ステ ッ プ 1 Cisco Unity Connection Administration で、 ク ロ スサーバの ロ グ イ ン  ハン ド オフ を受け入れる ロ
ケーシ ョ ンか ら  [コール管理 （Call Management） ] を展開し、 [シ ス テム コールハン ド ラ
（System Call Handlers） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 2 [コール ハン ド ラ の検索 （Search Call Handlers） ] ページで、 変更する ガ イ ダン ス ま たはその他
の コール ハン ド ラ の表示名を選択する か、 [新規追加 （Add New） ] を選択し て ク ロ スサーバ 
コール専用の新し いコール ハン ド ラ を作成し ます。

ステ ッ プ 3 ス テ ッ プ 2 で新し いコール ハン ド ラ を作成し なかった場合は、 ス テ ッ プ 6 までス キ ッ プ し ま
す。 ス テ ッ プ 2 で新し いコール ハン ド ラ を作成し た場合は、 [コール ハン ド ラ の新規作成
（New Call Handler） ] ページで必要に応じ て基本設定を入力し ます。 （フ ィ ール ド の詳細につい
ては、 [ヘルプ （Help） ] メ ニ ューの [ページ上 （This Page） ] を選択し て く だ さ い）。

ステ ッ プ 4 ク ロ スサーバ DTMF シーケン ス を受け入れる よ う に コール ハン ド ラ を設定する には、 次のサ
ブス テ ッ プを実行し ます。

a. [編集 （Edit） ] メ ニ ューで、 [発信者入力 （Caller Input） ] を選択し ます。

b. [発信者入力 （Caller Input） ] ページで [#] を選択し ます。

c. [追加入力を無視 （Ignore Additional Input） ] チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオフに し、 [保存 （Save） ] 
を選択し ます。

ステ ッ プ 5 ス テ ッ プ 2 で新しいコール ハン ド ラ を作成し た場合は、 Cisco Unity サーバから コール ハン ド ラ
にコールを送信する新しい直接コールルーテ ィ ング ルールを作成し て、 次の処理を行います。

a. [コール管理 （Call Management） ] > [コールルーテ ィ ン グ （Call Routing） ] を展開し て、 [直
接ルーテ ィ ン グルール （Direct Routing Rules） ] を選択し ます。

b. [直接ルーテ ィ ン グ  ルール （Direct Routing Rules） ] ページで [新規追加 （Add New） ] を選
択し ます。

c. [直接ルールの新規作成 （New Direct Rule） ] ページの [表示名 （Display Name） ] フ ィ ール ド
に新し いルールの名前を入力し ます。

d. [保存 （Save） ] を選択し ます。

e. [直接ルールの編集 （Edit Direct Rule） ] ページで、 [コールの移行先 （Send Call To） ] に 
[コールハン ド ラ （Call Handler） ] を選択し て、 ス テ ッ プ 2 で追加し た コール ハン ド ラ の名
前を選択し ます。

f. [保存 （Save） ] を選択し ます。

g. [ルーテ ィ ン グ  ルールの条件 （Routing Rule Conditions） ] の下で [新規追加 （Add New） ] を
選択し ます。

h. Cisco Unity サーバからの ク ロ スサーバ コールに一致する よ う に、 ルーテ ィ ング ルール条件を
設定し ます。 た と えば、 [発信者番号 （Calling Number） ] フ ィ ール ド を使用し て、 ユーザの
コールに応答する  Cisco Unity ポー ト の電話番号に一致させ、 [保存 （Save） ] を選択し ます。

i. [編集 （Edit） ] メ ニ ューで [直接ルーテ ィ ング  ルールの編集 （Edit Direct Routing Rule） ] を
選択し ます。

j. ク ロ スサーバ コールに一致させる必要があ る追加の番号ま たは数字のパターンに対し て、
g. ～ i. を繰 り 返し ます。

ステ ッ プ 6 残 り の Unity Connection 受信ロ ケーシ ョ ンで、 こ の手順を繰 り 返し ます。
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ク ロスサーバ Live Reply
ク ロスサーバ Live Reply 要求およびク ロスサーバ転送要求を実行するための Unity 
Connection 発信ロケーシ ョ ンの設定

デフ ォル ト の Unity Connection ロ ケーシ ョ ンでは、 ク ロ スサーバ Live Reply を実行し ません。
Unity Connection で ク ロ スサーバ Live Reply を有効にする と 、ク ロ スサーバ転送が自動的に有効
にな り ます。 次の手順を実行し て、 任意の Unity Connection 発信ロ ケーシ ョ ンで ク ロ スサーバ
転送 と ク ロ スサーバ Live Reply を有効に し ます。

ク ロスサーバ Live Reply と ク ロスサーバ転送のハン ド オフ要求を実行するよ う に Cisco Unity Connection 
発信ロケーシ ョ ンを設定するには

ステ ッ プ 1 Cisco Unity Connection Administration で、 コールを リ モー ト  ユーザに転送する ロ ケーシ ョ ン
（発信ロ ケーシ ョ ン） か ら  [ネ ッ ト ワーク （Networking） ] を展開し、 [ロ ケーシ ョ ン
（Locations） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 2 [ロ ケーシ ョ ンの検索 （Search Locations） ] ページで、 こ の ロ ケーシ ョ ン （受信ロ ケーシ ョ ン）
を ホーム と する ユーザの ク ロ スサーバ Live Reply と ク ロ スサーバ転送のハン ド オフ を受け入れ
る リ モー ト  ロ ケーシ ョ ンの名前を  [表示名 （Display Name） ] で選択し ます。

ステ ッ プ 3 受信ロ ケーシ ョ ンの [ロ ケーシ ョ ンの編集 （Edit Location） ] ページで、 次の内容を実行し て、
こ の受信ロ ケーシ ョ ンに対する ク ロ スサーバ機能を開始し ます。

a. リ モー ト  ロ ケーシ ョ ンへの ク ロ スサーバ転送 と  Live Reply を有効にする には、 [ こ の リ モー
ト  ロ ケーシ ョ ンへの ク ロ ス  サーバ転送を許可する （Allow Cross-Server Transfer to this 
Remote Location） ] チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し ます。

b. ハン ド オフ を実行する と き に こ の ロ ケーシ ョ ンが受信ロ ケーシ ョ ンへの コールに使用する
ダ イ ヤル文字列 （た と えば、 受信ロ ケーシ ョ ンのパイ ロ ッ ト 番号） を入力し ます。

（注） それぞれの受信ロ ケーシ ョ ンに入力で き る ダ イ ヤル文字列は 1 つだけです。 発信ロ ケー
シ ョ ンが複数の電話シ ス テム と 連動する よ う に設定されている場合、 すべての電話シ ス
テムの連動で受信ロ ケーシ ョ ンへの接続に使用で き る ダ イ ヤル文字列を入力し ます。

ステ ッ プ 4 こ の ロ ケーシ ョ ンか ら の ク ロ スサーバ転送ハン ド オフ を受け入れる各受信ロ ケーシ ョ ンに対し
て、 ス テ ッ プ 2 と  ス テ ッ プ 3 を繰 り 返し ます。

ヒ ン ト ページの変更内容を保存し た ら、 [次へ （Next） ] ボ タ ン と  [前へ （Previous） ] ボ タ ン を
使用する と 、 組織内の各ロ ケーシ ョ ン をすばや く 移動で き ます。

ステ ッ プ 5 残 り の Unity Connection 発信ロ ケーシ ョ ンで、 こ の手順を繰 り 返し ます。

ク ロスサーバ Live Reply 要求を実行するための Cisco Unity 発信ロケーシ ョ ンの設定

デフ ォル ト の Cisco Unity 発信ロ ケーシ ョ ンでは、 他の ロ ケーシ ョ ンへの ク ロ スサーバ Live 
Reply を実行し ません。 次の手順を実行し て、 任意の Cisco Unity 発信ロ ケーシ ョ ンで ク ロ ス
サーバ Live Reply を有効に し ます。
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（注） シ ス テム フ ェールオーバーを使用し ている場合は、 [ネ ッ ト ワーク （Network） ] > [ダ イ ヤル ド
メ イ ン  オプシ ョ ン設定 （Dialing Domain Options） ] ページのほ と んどの設定がレ ジ ス ト リ に保
存さ れている ため、 プ ラ イ マ リ  サーバ と セカンダ リ  サーバの両方で次の手順を実行し ます。
（レ ジ ス ト リ 設定は、 セカンダ リ  サーバに複製さ れません）。

ク ロスサーバ Live Reply 要求を実行するよ う に Cisco Unity 発信ロケーシ ョ ンを設定するには

ステ ッ プ 1 Cisco Unity Administrator で、 [ネ ッ ト ワーク （Network） ] を展開し、 [ダ イ ヤル ド メ イ ンオプ
シ ョ ン設定 （Dialing Domain Options） ] ページを選択し ます。

（注） シ ス テムで [ダ イ ヤル ド メ イ ン  オプシ ョ ン設定 （Dialing Domain Options） ] リ ン ク が使
用で き ない場合、 Cisco Unity Administrator の [プ ラ イ マ リ  ロ ケーシ ョ ンの設定
（Primary Location Settings） ] ページで、 ダ イ ヤル発信 ド メ イ ン を設定する必要があ り ま
す。

ステ ッ プ 2 [Live Reply] セ ク シ ョ ンで、 [サービ ス ク ラ ス権限を持つユーザは、 他のCisco Unityサーバを
ホーム と する ユーザか ら の メ ッ セージに コールし て返信する こ と がで き ます （Subscribers with 
Class of Service Rights Can Reply to Messages from Subscribers Homed on Other Cisco Unity Servers 
by Calling Them） ] チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し て [ ク ロ スサーバLive Reply ： 着信側ユーザの
Cisco Unityサーバに制御を渡す （Cross-Server Live Reply: Pass Control to the Called Subscriber’s 
Cisco Unity Server） ] を選択し ます。 （電話シ ス テムへの コールの リ リ ース を選択する と 、 こ の
サーバか ら発信さ れる ク ロ スサーバ転送は無効にな り ます。 ユーザのホーム  サーバに コールを
ハン ド オフする代わ り に、 Cisco Unity では、 そのユーザに設定さ れた ク ロ スサーバ転送先内線
番号への リ リ ース転送を試みます。 Unity Connection ユーザに ク ロ スサーバ転送先内線番号が
設定さ れていない場合、 こ の処理は失敗し ます）。

ステ ッ プ 3 [ ク ロ スサーバでの ロ グ イ ン、 転送、 Live Reply用パイ ロ ッ ト 番号 （Pilot Numbers for 
Cross-Server Logon, Transfer, and Live Reply） ] セ ク シ ョ ンで、テーブルに表示さ れた各サーバの 
[ダ イ ヤル文字列 （Dial String） ] フ ィ ール ド にパイ ロ ッ ト 番号を入力し ます。 （入力するパイ
ロ ッ ト 番号が、Cisco Unity サーバ上の SQL Server データベース  UnityDb に保存される こ と に注
意し て く だ さ い。 し たがって、 シ ス テムがフ ェールオーバーを使用し ている場合は、 パイ ロ ッ
ト 番号がセカンダ リ  サーバに複製さ れます）。

ステ ッ プ 4 [呼び出し を行っている方に処理し ている こ と がわかる よ う に、 ク ロ スサーバでの ロ グ イ ン、 転
送、 Live Reply中には、 プ ロ ンプ ト を再生する （Play Prompt During Cross-Server Logon, Transfer, 
and Live Reply so That Callers Know Something Is Happening） ] チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンに し ま
す。 「しばら く お待ち く だ さ い （One moment please）」 プ ロ ンプ ト の再生はオプシ ョ ンですが、
発信者が転送さ れる までの ク ロ スサーバ処理には数秒かかる場合があ る ため、 こ のチェ ッ ク
ボ ッ ク ス をオンにする必要があ り ます。

ステ ッ プ 5 [保存 （Save） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 6 残 り の Unity Connection 発信ロ ケーシ ョ ンで、 こ の手順を繰 り 返し ます。
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ク ロスサーバ ログイ ン、 ク ロスサーバ転送、 およびク ロスサーバ Live Reply で注意すべき動作
ク ロスサーバ Live Reply のテス ト

ク ロ スサーバ Live Reply の機能の使用を発信者に許可する前にその機能をテ ス ト する必要があ
り ます。

フ ェールオーバー シ ス テムの場合は、 まずプ ラ イ マ リ 宛先サーバが ク ロ スサーバ コールに応
答する こ と をテ ス ト し ます。 その後、 宛先のサーバに対し て手動でフ ェールオーバーを実行
し、 セカンダ リ  サーバが ク ロ スサーバ コールに応答する こ と を確認し ます。 宛先のサーバが
フ ェールオーバーに正し く 設定さ れている場合、 プ ラ イ マ リ  サーバが使用で き ない と き にセカ
ンダ リ  サーバが ク ロ スサーバ コールに応答する必要があ り ます。

ク ロスサーバ Live Reply をテス ト するには

ステ ッ プ 1 それぞれの ロ ケーシ ョ ンで、 テ ス ト 用に新し いユーザ アカ ウ ン ト を作成し ます （ま たは既存の
アカ ウ ン ト を使用し ます）。 Live Reply を有効に し たサービ ス  ク ラ スにユーザが属し てい る こ
と を確認し ます。 ま た、 テ ス ト するすべてのサーバにユーザ アカ ウ ン ト 情報を レプ リ ケー ト 済
みであ る こ と も確認し ます。 ユーザ データ のレプ リ ケー ト にかかる時間は、 ネ ッ ト ワーク設定
と レプ リ ケーシ ョ ン  ス ケジ ュールに よ って異な り ます。

ステ ッ プ 2 発信ロ ケーシ ョ ンのユーザ と し て ロ グ イ ン し、 他の ロ ケーシ ョ ンのテ ス ト  ユーザに メ ッ セージ
を送信し ます。

ステ ッ プ 3 こ のテ ス ト  メ ッ セージを受信する ユーザご と に、 ロ グ イ ン し て こ の メ ッ セージを聞き、 送信者
に電話をかけ ます。 以下を確認し ます。

 • 「しばら く お待ち く だ さ い （One moment please）」 と い う プ ロ ンプ ト が再生さ れます （設定
し ている場合）。

 • コールは、 着信側ユーザの着信転送設定に応じ て、 ユーザの電話ま たはグ リ ーテ ィ ン グに
転送さ れます。

ク ロスサーバ ログイン、 ク ロスサーバ転送、 およびク ロ
スサーバ Live Reply で注意すべき動作

こ こ では、 ク ロ スサーバ ロ グ イ ン、 ク ロ スサーバ転送、 およびク ロ スサーバ Live Reply に関し
て想定さ れる、 注意すべき動作について説明し ます。

ク ロスサーバ ログインではユーザ ワークステーシ ョ ン ク ラ イアン ト
へのログイン アクセスは不可能

Cisco Personal Communications Assistant （Cisco PCA） や IMAP ク ラ イ アン ト などの ク ラ イ アン
ト  アプ リ ケーシ ョ ン を使用する場合は、 それぞれのホーム  サーバ （ク ラ ス タ） にア ク セスす
る必要があ り ます。 電話イ ン ターフ ェ イ スは、 ク ロ スサーバ ロ グ イ ンの機能を提供する唯一の
ク ラ イ アン ト です。
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ク ロスサーバ ログイ ン、 ク ロスサーバ転送、 およびク ロスサーバ Live Reply で注意すべき動作    
Unity Connection と  Cisco Unity の間のク ロスサーバ ログインではパス
ワー ド入力が必須

既知の内線か ら  Unity Connection ユーザが Cisco Unity ロ ケーシ ョ ン を コールし、 ク ロ スサーバ 
ロ グ イ ンでホーム  ロ ケーシ ョ ンへの転送を実行する場合、 受信 Unity Connection ロ ケーシ ョ ン
ではそのユーザを識別で き ますが、 既知の内線か ら コールし ている こ と は認識で き ません。 こ
の理由か ら、 ユーザには必ずパス ワー ド の入力が求め られます。 Cisco Unity Connection 
Administration の [シ ス テム設定 （System Settings） ] > [詳細設定 （Advanced） ] > [会話
（Conversation） ] ページで [既知の内線か ら発信する と き のパス ワー ド を ス キ ッ プする （Skip 
Password When Calling From a Known Extension） ] を選択し ていて も同様です。

同様に、 既知の内線か ら  Cisco Unity ユーザが Unity Connection ロ ケーシ ョ ン を コールし、 ク ロ
スサーバ ロ グ イ ンでホーム  ロ ケーシ ョ ンへの転送操作を実行する場合も、 必ずパス ワー ド の
入力を求め られます。 そのユーザの [電話パス ワー ド （Phone Password） ] ページにあ る  [電話パ
ス ワー ド の入力要求 （Prompt for Phone Password） ] を  [不明な内線か ら コールし た場合だけ
（Only When User Calls from an Unknown Extension） ] に設定し ていて も同様です。

ク ロスサーバ ハン ド オフ時に遅延が発生する要因

次の事項は、 ク ロ スサーバ呼び出しのハン ド オフが遅延する大きい要因と な る場合があ り ます。

 • ユーザの内線番号が長すぎ る場合。 ハン ド オフでダ イ ヤル処理に要する時間は、 10 桁の内
線番号よ り も  4 桁の内線番号のほ う が短 く な り ます。

 • 受信ロ ケーシ ョ ン を呼び出すダ イ ヤル文字列が長すぎ る場合。 10 文字のダ イ ヤル文字列よ
り も、 4 文字のダ イ ヤル文字列のほ う が所要時間は短 く な り ます。

 • 発信ロ ケーシ ョ ンか ら受信ロ ケーシ ョ ン までの通話パスに多数の要素 （PIMG/TIMG 装置、
ボ イ ス  ゲー ト ウ ェ イ、 TDM ト ラ ン ク、 PSTN イ ン ターフ ェ イ ス など） が存在する場合。 通
話パスにあ る要素が増え る ほど、 ク ロ スサーバ呼び出し のハン ド オフにかかる処理時間は
長 く な り ます。

使用する環境では、 こ れら の要因に よ って遅延時間が発生する ため、 発信者が ク ロ スサーバ機
能を使用で き なかった り 実行で き なかった り する こ と があ り ます。 使用する環境の代表的な通
話パスで ク ロ スサーバ コ ン フ ィ ギ ュ レーシ ョ ン をテ ス ト し て、 発信者が体験する遅延時間が許
容で き る かど う かを判断する必要があ り ます。

ク ロスサーバ機能によるポー ト 使用率の増加

ク ロ スサーバ機能では、 発信ロ ケーシ ョ ン と 受信ロ ケーシ ョ ンの両方でポー ト を使用する必要
があ り ます。 サーバの使用率に よ っては、 ク ロ スサーバ機能を有効にする前にポー ト の追加や
サーバの増設が必要にな る こ と があ り ます。 ポー ト の設定を調整する こ と も必要にな る場合が
あ り ます。 た と えば、 着信コールを受け付け る ために、 よ り 多 く のポー ト を有効にする必要が
あ る場合があ り ます。

ク ロ スサーバ機能を有効に し た後は、 増加し た負荷を現状のサーバで十分に処理で き る確証が
得られる まで、 サーバのア ク テ ィ ビテ ィ を詳し く 監視する必要があ り ます。 Cisco Unity 
Connection サーバでは、 Cisco Unity Connection Serviceability で Port Activity レポー ト を使用し
てポー ト の使用率を監視で き ます。 Cisco Unity サーバでは、 こ の タ ス ク の Port Usage Analyzer 
を使用で き ます。 Port Usage Analyzer は、 Tools Depot の [レポー ト  ツール （Report Tools） ] セ
ク シ ョ ンで使用で き ます。 詳細な手順については、 Port Usage Analyzer のヘルプを参照し て く
だ さ い。発信および受信の各 Cisco Unity サーバで Windows の イベン ト  ビ ューア も必ず監視し、
ポー ト の問題に関連する イベン ト  ロ グ  メ ッ セージが記録さ れていないか確認し ます。
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ク ロスサーバ転送での転送の優先

発信者が自動アテンダン ト に続 く 内線番号を入力し てか ら番号 「#2」 を入力する と 、 発信者
は、 転送を試行さ れずに、 入力さ れた内線番号に対する ガ イ ダン スに直接ルーテ ィ ン グ されま
す。 こ れは、 転送オーバーラ イ ド  デ ィ ジ ッ ト  シーケン ス と 呼ばれます。

Unity Connection では、 ネ ッ ト ワー ク接続さ れた ロ ケーシ ョ ン間で転送優先シーケ ン ス を自動
的にサポー ト し ています。 Cisco Unity サーバでは、 末尾に 「#2」 が続 く 内線番号に関連付け ら
れたユーザが、 ダ イ ヤル発信 ド メ イ ンの中で別のサーバを ホーム と し ている場合に、 転送優先
デ ィ ジ ッ ト  シーケン スがデフ ォル ト で無視さ れます。 ダ イ ヤル発信 ド メ イ ンの中で Unity 
Connection ロ ケーシ ョ ンなどの他の ロ ケーシ ョ ン を ホーム と し てい る ユーザに対し、 転送優先
デ ィ ジ ッ ト  シーケン ス を有効にする には、 ク ロ スサーバ転送要求を発信する  Cisco Unity サー
バご と に次の手順を実行し ます。

Cisco Unity ロケーシ ョ ンからのク ロスサーバ転送に対し て転送優先を有効にする方法

ステ ッ プ 1 Cisco Unity サーバのデス ク ト ッ プ上にあ る  [Cisco Unity Tools Depot] ア イ コ ン をダブル ク リ ッ ク
し ます。

ステ ッ プ 2 左側のペイ ンで、 [管理ツール （Administrative Tools） ] の下の [詳細設定ツール （Advanced 
Settings Tool） ] をダブル ク リ ッ ク し ます。

ステ ッ プ 3 [Unity設定 （Unity Settings） ] ペイ ンで [ネ ッ ト ワー ク ： ク ロ スサーバ転送ハン ド オフで転送の
優先を許可する （Networking—Allow Transfer Override on Cross-Server Transfer Handoff） ] を選
択し ます。

ステ ッ プ 4 [新規の値 （New Value） ] リ ス ト で [1] を選択し、 [設定 （Set） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 5 プ ロ ンプ ト で [OK] を選択し ます。

変更する場合に Cisco Unity の ソ フ ト ウ ェ ア ま たはサーバを再起動する必要はあ り ません。

（注） Cisco Unity フ ェールオーバーの場合、 レ ジ ス ト リ 変更は複製さ れないため、 1 つの 
Cisco Unity サーバで行われた レ ジ ス ト リ 変更は、 他の Cisco Unity サーバで、 手動で行
う 必要があ り ます。

Display Original Calling Number on Transfer パラ メ ータ を指定し てク ロス
サーバ機能を使用する

Cisco Unity Connection （ と  Cisco Unity の両方ま たはいずれか） が Cisco Unified Communications 
Manager と 統合さ れる と 、 Cisco Unified CM の Display Original Calling Number on Transfer from 
Cisco Unity サービ ス  パ ラ メ ータ が ク ロ スサーバ ハン ド オフ を妨害する可能性があ り ます。 こ
れは、 ク ロ スサーバ ハン ド オフ  コールが別の ロ ケーシ ョ ンか ら の着信であ る こ と を、 受信ロ
ケーシ ョ ンが認識し ないためです。

Cisco Unified CM で こ のサービ ス  パ ラ メ ータ が設定さ れる と き、 ロ ケーシ ョ ン間で ク ロ スサー
バ ハン ド オフが正し く 完了する よ う に、 次の タ ス ク を実行し ます。 タ ス ク  リ ス ト で、 ク ロ ス
サーバ ハン ド オフ時にのみ使用さ れる各受信ロ ケーシ ョ ンの特別な電話番号を作成し ます。 こ
れに よ って、 受信ロ ケーシ ョ ンが コールをハン ド オフ と し て認識する よ う にな り ます。
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1. Cisco Unified CM の管理 で、 ク ロ スサーバ ロ グ イ ン、 ク ロ スサーバ転送、 ま たは ク ロ ス
サーバ Live Reply 通話を受信する各ロ ケーシ ョ ンに対し て、 新し い電話番号を （た と えば、
CTI ルー ト  ポ イ ン ト 上に） 作成し ます。 新し い電話番号は、 常にその ロ ケーシ ョ ンのパイ
ロ ッ ト 番号へ通話を転送する よ う に設定し ます。 ご使用の リ リ ースの Cisco Unified CM の
『Cisco Unified Communications Manager Administration Guide』 の 「Directory Number 
Configuration」 の章を参照し て く だ さ い。 こ の ド キ ュ メ ン ト は、
http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/ps556/prod_maintenance_guides_list.html か ら
入手可能です。

2. 転送元内線番号がガ イ ダン ス  コール ハン ド ラへの新し い ク ロ スサーバ電話番号 と 一致す
る、 コールを送信する転送コール ルーテ ィ ン グ  ルールを使用し て、 各受信ロ ケーシ ョ ン を
設定し ます。 転送コール ルーテ ィ ン グ  ルールを ク ロ スサーバ通話の宛先ロ ケーシ ョ ンに追
加する （6-27 ページ）

3. ク ロ スサーバ コール中に、 パイ ロ ッ ト 番号ではな く 受信ロ ケーシ ョ ンの ク ロ スサーバ電話
番号をダ イ ヤルする よ う に、 各発信ロ ケーシ ョ ン を更新し ます。 ク ロ スサーバ電話番号を
発信ロ ケーシ ョ ンのダ イ ヤル文字列 と し て設定する （6-29 ページ）

転送コール ルーテ ィ ング ルールを ク ロスサーバ通話の宛先ロケーシ ョ ンに追加する

こ の項は 2 つの手順で構成さ れています。 Cisco Unity Connection 受信ロ ケーシ ョ ンおよび 
Cisco Unity 受信ロ ケーシ ョ ンがあ る かど う かに よ って、 以下のいずれかま たは両方の手順を実
行し ます。

転送コール ルーテ ィ ング ルールを  Cisco Unity Connection 受信ロケーシ ョ ンに追加する

ステ ッ プ 1 Unity Connection 受信ロ ケーシ ョ ンのいずれか 1 つの Cisco Unity Connection の管理で、 新し い
転送ルーテ ィ ン グ  ルールを作成し ます。

a. [コール管理 （Call Management） ] > [コールルーテ ィ ン グ （Call Routing） ] を展開し て、 [転
送ルーテ ィ ン グルール （Forwarded Routing Rules） ] を選択し ます。

b. [転送ルーテ ィ ン グ  ルール （Forwarded Routing Rules） ] ページで [新規追加 （Add New） ] を
選択し ます。

c. [転送ルールの新規作成 （New Forwarded Rule） ] ページで、 [表示名 （Display Name） ] 
フ ィ ール ド に新し いルールの名前を入力し、 [保存 （Save） ] を選択し ます。

d. [転送ルーテ ィ ン グ  ルールの編集 （Edit Forwarded Routing Rule） ] ページで、 [コール ハン
ド ラ （Call Handler） ] を選択し ます。 [コールハン ド ラ （call handler） ] ド ロ ッ プダ ウ ン リ ス
ト か ら、 [ガ イ ダン ス （Opening Greeting） ] を選択し、 [保存 （Save） ] を選択し ます。

e. [転送ルーテ ィ ン グルールの編集 （Edit Forwarded Routing Rule） ] ページの [ルーテ ィ ング
ルールの条件 （Routing Rule Conditions） ] の下で、 [新規追加 （Add New） ] を選択し ます。

f. [転送ルーテ ィ ン グ  ルールの条件の新規作成 （New Forwarded Routing Rule Condition） ] ペー
ジで [転送元内線番号 （Forwarding Station） ] を選択し ます。 転送元内線番号の ド ロ ッ プダ
ウ ン  リ ス ト か ら、 [が次 と 等し い （Equals） ] を選択し ます。 テキ ス ト  ボ ッ ク スに、 こ の ロ
ケーシ ョ ンの新し い ク ロ スサーバ電話番号を入力し ます。

g. [保存 （Save） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 2 [転送ルーテ ィ ン グ  ルール （Forwarded Routing Rules） ] > [転送ルーテ ィ ング  ルール （Forwarded 
Routing Rules） ] を選択する か、 [コール管理 （Call Management） ] > [コールルーテ ィ ング
（Call Routing） ] > [転送ルーテ ィ ン グ  ルール （Forwarded Routing Rules） ] に移動し て、 [転送
ルーテ ィ ン グ  ルール （Forwarded Routing Rules） ] ページに戻 り ます。
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ステ ッ プ 3 こ のページで、 転送ルーテ ィ ン グ  ルールの順序を確認し ます。 ス テ ッ プ 1 で作成し た新し い
ルーテ ィ ン グ  ルールがテーブル （優先順位順） の一番上にない場合は、 次のサブス テ ッ プを実
行し て転送ルーテ ィ ン グ  テーブルの一番上に新し いルーテ ィ ン グ  ルールを移動し ます。

a. [転送ルーテ ィ ン グ  ルール （Forwarded Routing Rules） ] ページで [順序の変更 （Change 
Order） ] を選択し ます。

b. [転送ルーテ ィ ン グルールの順序の編集 （Edit Forwarded Routing Rule Order） ] ページで、 ス
テ ッ プ 1 で作成し た新し いルーテ ィ ング  ルールの表示名を選択し ます。

c. テーブルの下にあ る上向き矢印のア イ コ ン を選択し て、 こ のルールを一番上に移動し ます。
（こ のア イ コ ン を何度も選択し なければな ら ない場合も あ り ます）。

d. [保存 （Save） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 4 残 り の各 Unity Connection 受信ロ ケーシ ョ ンに対し て、 こ の手順を繰 り 返し ます。

転送コール ルーテ ィ ング ルールを Cisco Unity 受信ロケーシ ョ ンに追加するには

ステ ッ プ 1 Cisco Unity 受信ロ ケーシ ョ ンのいずれか 1 つの Cisco Unity Administrator で、 新し い転送ルー
テ ィ ン グ  ルールを作成し ます。

a. [コール管理 （Call Management） ] > [コールルーテ ィ ング （Call Routing） ] に移動し ます。

b. [転送コール （Forwarded Calls） ] を選択し ます。

c. [追加 （Add） ] ア イ コ ン を選択し ます。

d. [コールルーテ ィ ン グルールの追加 （Add a Call Routing Rule） ] ダ イ ア ロ グボ ッ ク スの [名前
（Name） ] フ ィ ール ド に新規ルールの名前を入力し ます。

e. [追加 （Add） ] を選択し ます。

f. [転送元内線番号 （Forwarding Station） ] フ ィ ール ド に、 こ の ロ ケーシ ョ ンの新し い ク ロ ス
サーバ電話番号を入力し ます。

g. [コールの移行先 （Send Call To） ] フ ィ ール ド で、 [コール ハン ド ラ （Call Handler） ] を選択
し ます。 次に、 [コール ハン ド ラ の選択 （Select Call Handler） ] を選択し ます。

h. [コールハン ド ラ の選択 （Call Handler Selection） ] ボ ッ ク スで、 [ガ イ ダン ス （Opening 
Greeting） ] コール ハン ド ラ を選択し ます。

i. [保存 （Save） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 2 こ のページで、 転送ルーテ ィ ン グ  ルールの順序を確認し ます。 ス テ ッ プ 1 で作成し た新し い
ルーテ ィ ン グ  ルールがテーブル （優先順位順） の一番上にない場合は、 次のサブス テ ッ プを実
行し て転送ルーテ ィ ン グ  テーブルの一番上に新し いルーテ ィ ン グ  ルールを移動し ます。

a. [優先順位の変更 （Change Rule Order） ] を選択し ます。

b. [転送コールルールの再編成 （Forwarded Calls Rules Reorganization） ] ページで、 ス テ ッ プ 1 
で作成し た新し いルーテ ィ ン グ  ルールの表示名を選択し ます。

c. [ア ッ プ （Up） ] を選択し て、 ルールを一番上に移動させ、 [閉じ る （Close） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 3 [保存 （Save） ] ア イ コ ン を選択し ます。

ステ ッ プ 4 残 り の各 Cisco Unity 受信ロ ケーシ ョ ンに対し て、 こ の手順を繰 り 返し ます。
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Unity Connection 発信ロ ケーシ ョ ンおよび/ま たは Cisco Unity 発信ロ ケーシ ョ ンがあ る かど う か
に よ って、 以下のいずれかの手順を実行し ます。

ク ロスサーバ電話番号を  Unity Connection 発信ロケーシ ョ ンのダイヤル文字列と し て設定する

ステ ッ プ 1 Cisco Unity Connection Administration で、ク ロ スサーバ コールの発信元であ る  Unity Connection 
ロ ケーシ ョ ンのいずれか 1 つで [ネ ッ ト ワーク （Networking） ] を展開し、 [ロ ケーシ ョ ン
（Locations） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 2 [ロ ケーシ ョ ンの検索 （Search Locations） ] ページで、 受信ロ ケーシ ョ ンの表示名を選択し ます。

ステ ッ プ 3 該当する受信ロ ケーシ ョ ンの [ロ ケーシ ョ ンの編集 （Edit Location） ] ページで、 こ の ロ ケー
シ ョ ンが受信ロ ケーシ ョ ンの新し い ク ロ スサーバ電話番号の コールに使用する ダ イ ヤル文字列
を変更し ます。 [保存 （Save） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 4 ス テ ッ プ 2 と ス テ ッ プ 3 を繰 り 返し て、 こ の ロ ケーシ ョ ンか ら の ク ロ スサーバ ハン ド オフ を受
け入れる各受信ロ ケーシ ョ ン を設定し ます。

ヒ ン ト ページの変更内容を保存し た ら、 [次へ （Next） ] ボ タ ン と  [前へ （Previous） ] ボ タ ン を
使用する と 、 組織内の各ロ ケーシ ョ ン をすばや く 移動で き ます。

ステ ッ プ 5 残 り の Unity Connection 発信ロ ケーシ ョ ンで、 こ の手順を繰 り 返し ます。

ク ロスサーバ電話番号を Cisco Unity 発信ロケーシ ョ ンのダイヤル文字列と し て設定する
には

ステ ッ プ 1 Cisco Unity Administrator で、 [ネ ッ ト ワーク （Network） ] を展開し、 [ダ イ ヤル ド メ イ ンオプ
シ ョ ン設定 （Dialing Domain Options） ] を選択し ます。

ステ ッ プ 2 [ ク ロ スサーバでの ロ グ イ ン、 転送、 Live Reply用パイ ロ ッ ト 番号 （Pilot Numbers for 
Cross-Server Logon, Transfer, and Live Reply） ] セ ク シ ョ ンで、テーブルに表示さ れた各サーバの 
[ダ イ ヤル文字列 （Dial String） ] フ ィ ール ド に新し い ク ロ スサーバ電話番号を入力し ます。

（注） 入力する番号は、 Cisco Unity サーバ上の SQL Server データベース  UnityDb に保存さ れます。 し
たがって、 シ ス テムがフ ェールオーバーを使用し ている場合は、 番号がセカンダ リ  サーバに複
製さ れます。

ステ ッ プ 3 [保存 （Save)] を選択し、 残 り のすべての Cisco Unity 発信ロ ケーシ ョ ンで こ の手順を繰 り 返し
ます。
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